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　プロローグ






　火を絶たやすな。

　夜の荒こう野やに人が集つどえば、誰だれかが必ずそう囁ささやく。

　開拓辺境フロンテイアの夜は怪かい物ぶつだ。重たい闇やみが道を閉とざし、言葉を呑のみ込こみ、静せい寂じやくを叫さけんで恐きよう怖ふを唄うたう。どんな無ぶ頼らいの心も挫くじく、陽ひが昇のぼるまでの暴君テイラノス。

　だから人は火を熾おこす。闇を燃やし暗がりを焼き、夜明けが来るまで戦い続ける。

　なめるんじゃあない。爆はぜる薪たきぎの輝かがやきを囲い、人は夜を嘲あざ笑わらう。

　だが少し振ふり向けば、そこには闇が横たわっている。人はそれを知っている。知っているから身を寄せ合い、嘲ちよう笑しようの狭はざ間まにそっと、怯おびえを隠かくして囁くのだ。

　決して、火を絶やすなと。



　　　　◆□□◆



「火を絶たやすなよ」

　夜営の常でそう呟つぶやきながら、クチーヨはへし折った枯かれ木きを焚たき火へ放ほうり込こむ。

　火を囲む男たちは彼の声には耳も傾かたむけず、仕入れた噂うわさ話ばなしの披ひ露ろうに夢中だった。

「──で、例の殺さつ人じん鬼きだがよ。とうとう中央都市で吊つるされたって言うじゃねぇか」

　針はり金がねのような顎あご髭ひげをさすっているのは、焚き火の前に陣じん取どったカリンチャである。その巨きよ体たいのおかげで火にかけたコーヒーのポットが余計に小さく見えた。

「スカしたツラの優やさ男おとこだったってんだが、同じ絞こう首しゆ台だいに、判事をたらし込んで三つの開かい拓たく街がいを傾かせたアバズレが上がってな。なんとも華はなのある処しよ刑けいだったとよ」

「いま中央で仕事をするのは素人しろうとだ」

　カリンチャの背はい後ごで、岩にもたれたアルフォンソが鼻を鳴らす。彼は元から鋭するどい眼めをさらに細め、弄もてあそんでいた五指剣チンクエデイアをジャケットの懐ふところにしまった。

「先日、コステロ一味が『アビスパス』の貨物車を狙ねらい返り討うちにあったと聞いている」

「コステロ！　大物じゃないか。やられたのか」

　驚おどろくクチーヨに一度視し線せんを投げ、アルフォンソは月の見えない夜空を見上げる。

「まだ警けい戒かいは厳きびしい。中央に向かう予定は考え直した方がいいな」

「だがアルよぉ。仕事をしなけりゃ問題ねぇんだろぉ？」

　口を挟はさむのは、仲間内で一番小こ柄がらなイタロ。呑のん気きな性格だが目め端はしが利く。この夜営地も彼が見つけた場所だ。水場に近い岩山の陰かげ。獣けものも容易には近づけない。

「なんでもすげぇ女じよ優ゆうがいるって噂だ。少し前に流れてきて、いまじゃ男も女もそいつに夢中って話だぜぇ。きっといい女だぁ、見物に行く価か値ちはある。だろぉ？」

「くだらねぇな。いまは仕事のアテが先だ」

　答えたのはアルフォンソではない。

　皆みなから少し離はなれた、灯あかりの輪と夜よ闇やみの境界線。そこに男が座すわっていた。暗がりを逆に食い尽つくすような黒いコートにくるまり、無ぶ骨こつなライフルを抱かかえている。

　肩かたをすくめるイタロに小さく頭を振ふって、コートの男ノートンはゆらりと立ち上がった。

「……サングリーノヒルの噂を聞いた者は？」

　静かな問いに、全員が顔を見合わせる。

　岩から背せを離はなし、アルフォンソが焚き火のそばに寄ってきた。

「それなら、ここにいる全員が知ってる。あそこには州国が丸ごと買えるほどの『お宝』が埋うまっているらしいってな。あんたが聞いたのもその手の噂だろう？」

「そうだ。四日で街へ入るぞ」

　さらりと告げるノートンに、四人がぎょっと目を剥むく。

　蹴け飛とばしかけた自分のカップを慌あわてて押おさえ、カリンチャが困こん惑わくした声を上げた。

「方々に散った五人が、同じ噂を聞いて戻もどってきたんだ。怪あやしすぎるぜ」

「そんなことはガキでも分かる。だが、ならばどうしてそんな噂が広まった？」

　即そく座ざに切り返されれば、カリンチャはただ身体からだを揺ゆするだけだった。

「なにかがあるのさ。『お宝』かどうか知らないが、確たしかにどでかいなにかがな」

　独白めいて呟く彼に、四人は音もなく嘆たん息そくした。ノートン・サンダーフィッシュは名うての無法者デスペラードで、また良きリーダーでもあったが、自分の才覚を試したがる悪あく癖へきがある。

　話題を逸そらそうと思ったのだろう、アルフォンソが不意にこちらを見る。

「クチーヨ、お前はどうだ。なにかネタは掴つかめなかったのか？」

「え？　ああ、と……そう、こんな話を知ってるか？　新聞プレスで読んだ西部怪かい奇き実話だ」

　しどろもどろに口を開いた途と端たん、アルフォンソは嘆なげかわしげに額を押さえた。

　まともなネタを掴んでたらとっくに言い出してるさ──恨うらみがましくそちらを睨にらんでから、クチーヨは唯ゆい一いつ興味深そうな様子のイタロに向かって話を始めた。

「ちょうど、今夜みたいな新月の晩ばんだ。コヨーテも寝ね静しずまるいま時分、荒野の闇の彼方かなたから魂たましいを腐くさらせるような悲鳴が聞こえてくることがある」

「……？　おい。なにか聞こえなかったか」

　ふと、ノートンが背後を振ふり返ってライフルを構える。その言葉にカリンチャとアルフォンソが立ち上がるが、ムキになっていたクチーヨは構わず話を続けた。

「その悲鳴は不ふ吉きつの証あかしだ。下僕しもべの魂を狩かり集める、死神の戦車が現れる合図なのさ」

「誰か来る。……通りすがりか、ここへ向かってるんじゃなさそうだな」

　錆さびたサーベルを握にぎりしめ、カリンチャが巨体を器用に岩いわ陰かげへ隠す。

「戦車を牽ひくのは奴やつに殺された人間の亡ぼう霊れいだ。死神に魂を奪うばわれた、永遠の奴ど隷れいだぜ」

　ノートンらが息を呑のむ音が聞こえた。音などないはずだが、はっきり分かった。

　続いて闇から這はい出してくる、怨えん嗟さにも似た呻うめき声。

『…………ッは、ぐは……ちょ……アー、ティ……死……マジ、死ぬ。死……』

　なにやらただならぬ単語を連れん呼こしているが、クチーヨはあくまで無視を決めこむ。

「鋼こう鉄てつの戦車に乗った死神は骸がい骨こつとも、絶世の美女とも、はたまた怪物・竜ドラゴンの姿すがたとも言われてる。なんにせよ、ロクなもんじゃないってことは確かだけどな──」

『弱よわ音ねを吐はくのが早すぎるぞ。街まで先は長いのだろうが』

『……え？　まさかサングリーノヒルまでずっとコレ引っ張ってくの!?』

『腑ふ抜ぬけた根性を鍛きたえ直す良い機会だな。さあ走れ』

『助けてえぇ────ッ!?』

　そろそろ振り向かずにはいられなかった。

　闇の帳とばりの向こうに見えたのは、いかにも亡霊じみて泣き叫さけびながら紐ひもで繋つながれた鋼鉄の機械を牽く男と、その機械に腰こし掛かけた、骸骨のように白く竜ドラゴンのように無む慈じ悲ひな美び貌ぼうの少女。こちらに気づいた様子もなく、のろのろと闇へ消えていく……

　数分もそのまま固まっていただろうか。

　焚き火が崩くずれる音でクチーヨは我われに返った。ノートンは無言で戻ってきており、カリンチャとアルフォンソも火の前に腰こしを下ろす。イタロは、居い心地ごこち悪げに身じろいでいた。

　見上げる彼とイタロに、ノートンは順番に視線を向けてくる。それからアルフォンソに目配せし、カリンチャへ確かく認にんの一いち瞥べつをくれると、おもむろに口を開いた。

　何をとも、どうしてとも彼は言わなかったが。

「…………………………やっぱ、やめとく？」

『おう』

　寸すん分ぶん違たがわぬタイミングで、四人は力強く頷うなずいた。
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　開かい拓たく街がいに名前を付けるのは法律書に記された義務というわけではない。

　だが先駆者フロンテイアマンたちは、必ず街に名を付ける。呼よび名がないのは実際的に不便であるし、なにより彼らの手で拓ひらいた街は彼らの誇ほこりであるからだ。だからどのように奇き妙みような名前にせよ、そこにはそれなりの理由や思おも惑わくがある。

　そういった意味で、サングリーノヒルは訪おとずれる者を困惑させる街と言えた。

「血まみれの丘サングリーノヒル？」

「そう、サングリーノヒル」

　不思議そうに呟つぶやく声に答えて、バーン・フラットランドは水すい筒とうの水を呷あおった。ブロンドの映はえるその整った造作の顔は、旅の汚よごれを落とせばさぞ見み栄ばえがすることだろう。

　水の滴しずくを拭ぬぐって、彼は向かいの岩に腰掛けた連れへ水筒を投げた。

「何百年も昔、ここで大きな戦乱があったんだって。その戦いくさで死んだ大勢の騎き士しの血で、丘が真まっ赤かに染そまったって逸いつ話わから付けられた名前らしいね」

「物ぶつ騒そうな名の割には、ずいぶん栄えているようだが」

　投げられた水筒を見向きもせず受け止めたのは、長い黒くろ髪かみの少女だ。

　眼下を見る横顔は凜りんと鋭するどく引き締しめられて、その古めかしい物言いと共に、可愛かわいらしいとすら言える矮わい躯くにはいかにも不ふ釣つり合いに思える。

　風に踊おどる髪かみと茜あかね色いろの襟えり巻まきを押さえる彼かの女じよに肩をすくめ、バーンは崖がい下かを見た。

「大陸随ずい一いちの鉱山都市だからね。採とれる鉱石は豊富だし、量も質もハンパじゃない。大陸中からサングリーノヒルへ専せん用ようのレールが敷しかれてるくらいさ。ほら」

　崖下に広がる巨きよ大だいな街の外がい縁えん、ちょうど白はく煙えんを曳ひいて街へ入っていく列車を指さす。

「もちろん技術屋も揃そろってるよ。……こいつをいじれる職人がいればいいんだけど」

　ぼそりと呟き、バーンは渋しぶい顔で傍かたわらに視し線せんを向けた。

　そこにあるのは、鈍にぶい鋼鉄色に輝かがやく無骨な面構えの機械──二輪駆動機トランプホイール。

「もう、故こ障しようしたこれ引っ張って走らされるのは勘かん弁べんだからね」

「むう。お前にはちょうどいい修行の枷かせだったのだがな」

「……僕ぼく的てきには軽く地じ獄ごく体験してきた気分だったけど」

　淡たん々たんと言って水筒に口をつける少女に、バーンは半眼で呻うめいた。

　彼女、アーティア・アリア・ノルガンディアと開拓辺境フロンテイアを旅するようになってしばらくが経たつ。今さら深く追つい及きゆうすることでもなく、彼は岩から腰を上げた。

「そろそろ行こっか。いまから峠とうげを下くだれば、日にち没ぼつ前まえには街へ入れるよ」

「そうか。…………しかしけったいな名の街だな」

　頷き、アーティアは岩を飛び降おりて腰のショートマントについた砂を払はらい落とす。

「あれは、なにひとつ丘ヒルではなかろうに」

「昔は本当に小さな丘だったらしいよ。あんまり良く鉱石が採れるもんだから採さい掘くつ規き模ぼがどんどん拡かく大だいしていって、終しまいにあんな深くなっちゃったって話だけど」

　トランプホイールに引っ掛かけたマントを取り上げ、バーンは彼女の隣となりに並ならんだ。

　見下ろすのは荒野に穿うがたれた巨大な縦坑──大坑こう道どうサングリーノヒル。
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　汽笛が鳴り、列車が速度を落とす。

　暗くら闇やみの中で彼女は息をついた。この部へ屋やはまるで鋼鉄の箱だった。錠じようの下りた扉とびらと、彼女がうずくまっているパイプベッドの他ほかには窓まどすらない。

　ほどなく列車が停止する。分厚い鉄板の向こうで、人の声や蒸気釜ボイラーからスチームを排はい出しゆつする音が聞こえた。それに続いて、錠じよう前まえを外す音も。

「──お疲つかれ、お姫ひめ様さま。到とう着ちやくだ」

　重い音を立てて開いた扉に、背せの高い男がもたれている。髪を長く伸のばした優やさ男おとこだが、それに見合う容よう貌ぼうではあった。盛さかり場を歩けば女たちが放ほうってはおかないだろう。

　ベッドを降り、ふらふらと歩き出す。足下がおぼつかず、自分の足に躓つまずいて転びそうになったところを、予期していたように待ち受けていた男の腕うでに抱だき止められた。

「気をつけて。……さすがに女の子にはキツいスケジュールだったね」

　やんわりと支える腕を乱らん暴ぼうに払はらいのけて、彼女は列車を飛び降りる。

　久しぶりに浴びる陽ひの光は眼を焼くが、それはむしろ心地ここち良よい痛いたみだ。染しみついた暗闇を洗い流すような気持ちで、彼女は身体からだを見下ろす。

　頼たよりない矮躯を包むのはいつも通りのぼろ服。何なん枚まいも重ねて纏まとった服にはいずれも派は手でな文様が織り込こまれている。全体的に見てしまえば小こ汚ぎたない恰かつ好こうだが、右腕を隠すように巻まき付けられた革かわのベルトだけが膠にかわも匂においそうな新品だった。

　その右腕にそっと触ふれてから、彼女は歩き出す。ステーションの出口には駅員の姿すがたもない、と──その時、後ろから、彼の声が追いかけてきた。

「僕とデイジーは、これから発注していた部品の調整に立ち会う。今日は例の連れん絡らくさえつけてくれれば好きに過ごしていいよ。ただ気をつけてくれ、君になにかあったら大変だ」

　気き遣づかわしげなその言葉に、しかし彼女は嫌けん悪おの表情で振り返る。

「……くたばれ、まぬけ野郎トンテイーリヨ」

　吐はき捨すてた罵ば声せいにも動じず、彼はにこやかに手を振ってきた。

　忌いま々いましげに舌打ちする。そしてホームを占せん拠きよする巨大な車体に掲かかげられた、橙だいだいと黒の縞しま模も様ように塗ぬられた菱ひし形がたの紋もん章しようを睨にらみつけ──彼女は、ステーションを後にした。
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　サングリーノヒルとは大地に開いた縦たて坑あなと、その内部に築かれた街の名である。

　今なお掘ほり下げられ続ける坑は上から落とした葉巻が底につく頃には燃え尽きていると揶や揄ゆされるほど深く、一周するのに馬を走らせて半日かかるほど広い。

「……なんちゅう巨大な穴だ、まったく……」

　呆ぼう然ぜんと呟き、アーティアは銀色の眼めを丸くしていた。

「掘り出した土を全部集めたら、ちょっとした山くらいできるんじゃないかな」

　二輪駆動機トランプホイールを押おして歩きながら、バーンは隣の彼女を振り向く。

　二人が歩いているのは、坑の縁ふちを廻まわる回かい廊ろう状じようのストリートだった。人も列車もここから内部へ下っていくのだが、陽も沈しずみかけた今の時間帯は人の姿もまばらである。

「始終どこかの坑で採掘してるからね。なんでか、落らく盤ばんなんかは少ないみたいだけど」

「……ふむ。この辺りの大地はよく星の命が巡めぐっているようだからな」

　思案げに呟つぶやき、アーティアはしゃがみ込こんで地面に手を触れた。硬かたく地じ均ならしはされているが、幅はば広ひろい通りは舗ほ装そうもされていない。指先についた土を眺ながめ、彼女は眉まゆ根ねを寄せる。

「だがなぜ人間の街に、これほど強く生命が満ちている……？」

「答えになるのか分かんないけど……地質が良いことに関しちゃ心当たりはあるよ」

　言いながら道を逸それるバーンに、彼女は首を捻ひねりながらついてきた。

　壁へき面めんに沿そったスロープを下ると、先ほどよりも幾いく分ぶんか狭せまく、人通りの多い道に出る。注意して機体を転がし、通りの端はし──縦坑を見下ろせる位置まで移動する。後ろからやって来たアーティアは転落防止柵さくの向こうを見た途と端たん、眼を丸くした。

「！　あれは──！」

　彼女の視線の先、街の中央にそびえているのは、獣けものの骨ほねだった。夕陽を浴び茜色に染そまった骨こつ格かくは広大な縦坑の大部分を占しめている。その巨体はもはや、一つの地形。

　骨は奇き妙みような形だった。近い恰好の動物を探すとすれば蜥蜴とかげが適当だろうが、天へ伸のびる長い首の先には厳いかめしい牙きばと角を備そなえた顎あぎとが鎮ちん座ざし、四し肢しには三日月のような爪つめが生えている。大樹のような尾おは弧こを描えがき、背中からは大きな翼つばさが広がっていた。

　竜ドラゴン──開拓辺境フロンテイアの最も危き険けんな一要素にして、比類無き荒こう野やの覇は者しやである。

　成功と名声を求め荒野に踏ふみ出す先駆者フロンテイアマンを打ちのめし、ねじ伏ふせ、征せい服ふくする脅きよう威い。目の前の物言わぬ骸むくろですら、そんな圧あつ倒とう的てきな存そん在ざいの格差を纏っているように思えた。

「採掘を続けるうちに出土でてきたんだってさ。重機使っても壊こわれないし、動かせもしないってんで、そのまま利用する方向になったらしいよ」

　坑の中心にそびえる竜の内部には、骨を土台に幾いく棟とうもの建たて物ものが密みつ集しゆうしている。巨大で形状は複雑、しかも頑がん丈じようという竜の骨格は実際的に便利であったらしく、網あみのように張り巡めぐらされた空中通路や鉄道の中ちゆう継けい点てんとして交通の要衝を担になっていた。

「街の古い人なんかは、この街は竜に護まもられてるから事故もなく良い鉱石が採とれるって言うんだけど。本当かどうかは分かんないね」

「恐おそらく本当だ。……この地で果てた竜の命が、大地を強く祝福している」

　軽く告げる彼に、アーティアははっきりと答える。

「もしやこの街──《罪人竜の息吹》に関する手がかりが？」

「残念。理想はそうだったんだけど、心当たりはないよ」

　期待を込こめた眼まな差ざしを向ける彼女に苦笑を返し、バーンは通りを見回した。店を広げる露ろ天てん商しようや屋台も現れ始め、辺りの賑にぎわいは増す一方だ。

「ま、のんびりいこうよ。竜ドラゴンの骨もそうだけど、街自体が変わってるから見どころは多いよ。活気に溢あふれた楽しいところさ。ただ、まあ──」

　そこで言葉を切り、バーンは横目に視線を流した。つられたアーティアがそちらを向く頃ころには──彼は雑ざつ踏とうに紛まぎれようとしていた人物の腕うでを掴つかまえていた。

「要するにスリとか泥どろ棒ぼうなんか多いってことでもあるから、気をつけてね」

「な……なんだよお前！」

　慌あわてるでもなく笑うバーンが捕とらえているのは、小こ柄がらな少女である。

　アーティアとそう変わらない年頃だろうか。長い髪かみは随ずい分ぶん砂を噛かんでいるようだが、それでも綺き麗れいな亜あ麻ま色いろを保っていて、前髪を押おさえる頭布ターバンの風合いになじんでいる。

「離せよ、わたしがなにしたってんだ！」

「まあまあ。盗とったもの返してくれれば、僕も騒さわぎ立てる気はないよ」

　片かた目めを瞑つぶり微笑ほほえむバーンに、少女はぐっと押し黙だまった。それからいかにも渋しぶ々しぶといった様子で、何枚も掻かき合わせた服の懐ふところから取り出した革の財さい布ふを放ってくる。

「……トロそうなツラして、目がいいじゃないか」

「もう辺境も長いからね。一人でスリやるときは、あんまりカモ睨まない方がいいよ」

「大きなお世話！　さっさと離せ！」

　きっ、とつり上げる深い朱しゆ色いろの双そう眸ぼうからは、迫はく力りよくではなく猫ねこじみた愛らしさしか感じられない。バーンは飄ひよう々ひようと首を振ふり、少女の身体を間近に引き寄せた。

「財布なんかどうでもいい。──盗ぬすまれたのは、僕の心だ」

「………………………………、は？」

「君が愛を注いでくれない限り、この胸むねに空いた空くう虚きよを満たすことはできないのさ。てことで、ご飯でもどう？　三さん層そう下にいいマンナーヤ料理の店があるんだ。裏うらメニューで出してくれるラ・ルッリのポートワインは最高だよ。あ、肉と魚どっちが好み？」

「ちょ、なに!?　なに言ってんのこいつ!?」

「私に訊きくな」

　流れるようにまくし立てるバーンに気け圧おされ、少女がアーティアの方へ助けを求めるような視線を送る。苦い顔で呻うめく彼女を振り向き、バーンは大おお袈げ裟さに両腕を広げた。

「大だい丈じよう夫ぶ、僕の腕の中はいつでも君のために空けてあるさ。飛び込んでみる？」

「やかましい。……おい、逃にげたぞ」

　冷たく言い捨てたアーティアが指さす方を見れば、少女はすでに通りの彼方かなたまで離れていた。革のベルトで覆おおわれた右腕を振ふり回し、東部のスラングで怒ど鳴なってくる。

「バカにすんなっ！　さっさとくたばれ、まぬけ野郎トンテイーリヨっ!!」

　騒さわがしく走り去る少女へ呑のん気きに手など振るバーンを、アーティアが横目に睨にらんだ。

「……仕事は控ひかえろと言っとろうが、与よ太た者ものめ」

「え？　いや、今のはただの条じよう件けん反はん射しやって言うか……ほら、可愛かわいかったし」

　立りつ派ぱな理由だとばかりに真顔で答えると、思い切り足を踏ふまれる。

　──バーンの『仕事』は、持って生まれた優すぐれた容よう姿しと口くち先さき三さん寸ずんで「客」になりそうな女性に近づくことから始まる。囁ささやく虚きよ言げんと愛の詩で彼女たちを酔よわせ、惑まどわせては彼女たちの庇ひ護ごのもとのうのうと過ごし、一いつ朝ちよう事ことあらば煙けむりのごとく姿すがたを晦くらます。情ヒ夫モだのジゴロだのと呼よぶ者もないではないが、多くは彼を詐欺師ライアーと呼んだ。……さておき。

「とにかく、まず修理屋を探さがそう。これなんとかしなくちゃ身動きとれないし」

「そうだな。探せ」

「……うん、まあ探すけど」

　半眼で見つめると、アーティアは決まり悪げに目を逸そらした。

　こういった大きな街で店や人を探すのはコツが要るが……彼女はそもそも、街という場所自体に慣れていない。もとより自分が探すしかないのではあるが。

「君が少し手伝ってくれれば、僕のモチベーションが段だん違ちがいなんだけどな」

「…………そ、そうか。なにをすればいい？」

「簡かん単たんだよ。明日ご褒ほう美びに一日デートしてくれるって約束してくれれ────、ば？」

　真しん剣けんに見上げてくる彼女を見つめ返す眼前に──ふと、黒い棒が突つき出される。

「そこまでだ、色男」

　鈍にぶい金きん属ぞく光こう沢たくを放つその棒がライフルの銃じゆう身しんだと気付いたのは、横合いから声をかけられてからだった。重く乾かわいた、聞く者を萎い縮しゆくさせずにはおかない低バ音ス。

　身構えるアーティアを慌てた身み振ぶりで制しながら、バーンは慎しん重ちように背後を見る。

「だ──誰だれか知らないけど待とうよ、ね？　ジョークにしちゃ物ぶつ騒そう、じゃ────」

　両手を挙あげてそろりと振り返ったバーンは、突とつ然ぜん、浮うかべていた愛想笑いを崩くずした。

　そこにいたのは壮そう年ねんの男だった。整った口くち髭ひげに似に合あう漆しつ黒こくの帽ぼう子しとスーツをひと揃そろいに、上等のインバネス。ポケットには金時計の鎖くさりまで覗のぞいており、銃じゆう床しようと銃身を切り詰つめたライフルさえ握にぎっていなければ紳しん士しと呼べる出いで立ちである。

　男は撃げき鉄てつの起きていないライフルを下ろし、猛もう禽きん類るいを思わせる顔をかすかに緩ゆるめた。

「俺おれの前で仕事をするなといったはずだ、バーン・フラットランド」

「……ルパー、ト？　ルパート・ヘルフェンツっ!?」

　こぼれ落ちそうなほど目を見開いて、バーンは裏返った声で叫さけんだ。挙げっぱなしだった両手でそのまま男の肩を叩たたき、子こ供どものような笑みに顔を輝かがやかせる。

「うわー久しぶり、なに、まだ生きてたんだ!?　うわ、うわ、何年ぶりだろ！」

「三、いや四年か。……お前は相変わらず節せつ操そうがないようだが、牢ろう屋やが恋こいしいのか？」

　ちらりとアーティアを見やる彼に、バーンは気楽に笑って手を振ふり返した。

「この子とは仕事の付き合いじゃないよ。名前はアーティア。可愛いでしょ？　アーティア、このオッサンはルパート。腕うで利ききの遊撃保安官ノーマツドシエリフなんだ」

「遊撃保安官ノーマツドシエリフ、とな」

「うん。要は……ええと。まあ、保安官シエリフの出前みたいなもんさ」

　首を傾かしげる彼女に説明しようと口を開いた途と端たん、男──ルパートが寒さむ気けのするほど鋭するどい視線で睨んできたので、極きよく端たんに要約した言葉でごまかしておく。

　遊撃保安官ノーマツドシエリフは決まった任地を持たない。州国議会の命令によってのみ動く彼らは、確かに保安官の足りない街へ派は遣けんされることもあるが……主な任務は公には出来ない議会の密みつ命めいを遂すい行こうすることだ。その性質上、あまり実態を知られることは好まない。

「あんたがいるってことは、この街でなんか厄やつ介かい事ごとかい？」

「いや。確かに仕事だが、いまのところ実際的な危き険けんはないな」

　帽子のつばを押おし上げ、彼は辺りの人ひと混ごみを睥へい睨げいした。

「お前は──例の『お宝』の噂うわさを聞いて来たのか？」



    

  
    
      「噂、って……ああ、『サングリーノヒルのお宝』かい？」

　思い出したように訊きいてくるルパートに目を瞬またたかせる。その噂は最近、あちこちの街で囁ささやかれており、バーンも幾いく度どか耳にはしていたが……

「ぜんぜん別口。僕ぼくらはトランプホイールの修理にきただけさ」

「……そうか。つまらんことを訊いた」

「あ、そうだ。どこか、腕の良い修理屋に心当たりない？　これ、ちょっと特とく殊しゆなエンジンでね。オーガンライト鉄てつ鋼こうが扱あつかえる人だとありがたいんだけど」

　思案げな顔で黙だまり込こむルパートに、バーンは傍かたわらの機体を叩きながら訊たずねた。しばし黙だまっていた彼は、ややあって顔を上げると、おもむろに通りの一方へ顎あごをしゃくる。

「……この先、坑こう内ない列れつ車しやのステーションのそばに『モンド・モーター』という店がある。汚きたない店だが議会の列車の整備もしていたはずだ。腕は悪くないだろうよ」

「ん、サンキュー。あんたの仕事の中身は、訊かない方がいいのかな」

「そうしろ“〝嘘つきバーンバーン・ザ・ライアー”〟。……その間ま抜ぬけと仲良くしてやってくれ、アーティア」

　きょとんとする彼女が答える前に、彼はライフルをコートに隠かくし、足下のトランクを持ち上げ歩き出した。その背を見送り、バーンはトランプホイールのスタンドを蹴ける。

「じゃ、僕らも行こっか。やー、探す手間が省けてよかった」

「む。……いまの男、知り合いなのか？」

　小走りに隣となりに並ならんでくる彼女を振り向き、バーンは苦い顔で舌を突き出した。

「腐くされ縁えんだよ、昔っから仕事中にカチ合う人でね。その度に牢屋に放ほうり込まれたもんさ。何度も危あぶないとこ助けてもらったりもしたし、そこんとこ感謝はしてるけどね」

「ふむ。……ずいぶん慕したっているようだな」

「は──!?　いやいや、冗じよう談だんやめてくれ！　なんでそうな、」

「ひねくれた子供が父親を自じ慢まんするときの顔をしている」

「…………………………、マジで？」

「マジで、だ」

　愕がく然ぜんとする彼へにやりと笑い、アーティアはさっさと先に行ってしまう。尻尾しつぽのように揺ゆれる彼女の髪を眺め……バーンはふと、ルパートの言葉を思い返す。

　あんな事を訊くからには噂か、『お宝』そのものが彼の仕事に関かかわっているのだろう。議会がヤマ師の真ま似ね事ごとをしろと命じるわけもないだろうから、実態調査というところか。だがそれこそ、食い詰つめたヤマ師に飲み代でも投げてやれば調べの付きそうな話ではある。

　ルパートを……州国有数の保安官シエリフを使う理由が別にあるということだ。

（一ひと儲もうけに繋つながる話か、ただの厄やくネタか──さて。首を突つっ込こむべきかな？）

　裏の臭におってきた話に、冴さえた立ち回り方を検けん討とうしつつ。

　彼はアーティアを追いかけて、重い機体を転がしていった。



　　　　◆□□◆



「ああ……大だい丈じよう夫ぶですがなダンナ、この型ならよーく知っちょります」

『モンド・モーター』は確かに汚い店だった。もっともそれは、あちこちに機材や道具が散らばっているせいで、不潔というよりは無む頓とん着ちやくな職人の乱らん雑ざつさだったが。

　岩いわ肌はだ剥むき出しの天てん井じようにぶら下がった油式ランプを見上げるアーティアの背はい後ごで、ずんぐりした初老の店主が南部訛なまりの強い言葉で後を続ける。

「オーガンライト・エンジンちゅうのは起動用の突槌パーカツシヨンがいっとうイカれやすいで。手間ァかかるがめっぽう頑がん丈じようにできちょるがな。部品を交こう換かんしてやればすぐ生き返るでよ」

「へー……さっすが。このエンジン、まだ一いつ般ぱんには出回ってないはずなんだけどね」

　したり顔で腕を組み、バーンは感服した様子で頷うなずいた。作業用と思おぼしき鉄板の上に載のせられた二輪駆動機トランプホイールのシートをぽんと叩き、店主は人の良い笑みを浮うかべる。

「オーガンライト鉄鋼をいじれるのはサングリーノヒルでもあしくらいのものですがな。なにせ『アビスパス』と専せん従じゆう契けい約やくさせて頂いただいちょりますで」

　そう言って、彼は油あぶら染じみだらけの前まえ掛かけから布ふ巾きんを取り出し、メインフレームに螺ね子じ留めされた菱ひし形がたのエンブレムを磨みがき上げる。橙だいだいと黒の縞しま模も様ように塗ぬられたそれは、イーネルアイグレス州国最大手の複合企き業ぎよう『アビスパス』のシンボルサインだ。

　オーガンライト鉄鋼とは加えられた衝しよう撃げきを熱に変へん換かんする特とく殊しゆ金きん属ぞくである。オーガンライト・エンジンは、その特性を利用し『アビスパス』が開発した新型動力だ。

「ダンナも『アビスパス』のお方ですかい」

「まあね。試作品のモニターを兼かねた外回りってとこかな」

　バーンは眉まゆ一ひと筋すじも動かさず即そく座ざに言ってのけるが……実のところ、この機体はしばらく前、ある事件のどさくさで『アビスパス』から強ごう奪だつした盗とう品ひんである。

「ダンナも……ってことは、他ほかにも誰か来てるの？」

「昼間に見えたでよ。髪かみの長い兄さんとどえらいべっぴんさんの二人連づれでしたがな」

「へえ、べっぴんさん…………なるほど。べっぴんさん」

「繰くり返すな」

　この上なく真しん剣けんに呟つぶやく彼に、錆さびた螺子留めを拾って投げつけておく。悲鳴を上げるバーンを仏ぶつ頂ちよう面づらで睨にらんでいると、店主が愉ゆ快かいそうに太たい鼓こ腹ばらを揺すった。

「それじゃ預からせてもらうだが、今は立てこんどるで二、三日待ってもらうでよ。請せい求きゆう書しよは『アビスパス』の方へ回しとくんでええかね？」

「うん、よろしく。……宿が決まったら後で取りにくるから、荷物も置いといていい？　請求書、ここ改築できるくらいイロつけちゃっていいからさ」

「あしは機械いじりしかできん男ですがな。この穴ぐらが似合いだで」

　含ふくみなく笑って頷く店主に肩かたをすくめ、バーンはアーティアをうながし外へ出る。それから大きく伸のびをして笑いかけてきた。

「さて、目的は果たせたし──ご飯でも食べに行こっか？」

「おおっ。…………じ、時間も時間だからな」

　露ろ骨こつに顔が輝いたのをごまかすように坑あなの上方を見れば、茜あかね色いろだった空は東の方から藍あい色いろに染そまり始めている。実際、空くう腹ふくを感じ始めていたところではあった。

「それじゃあちらへどーぞ、お姫ひめ様さま。けっこう下まで降おりるよ」

「うん？……あれは、鉄道というやつか」

　彼が冗じよう談だん交まじりの恭うやうやしさで示したのは、通りの端はしに設けられた小さいステーション。土台を打ってあるだけで、駅舎もなければ駅員もいない。停とまっている列車もずいぶん古びているようだった。人ひと混ごみの中、バーンに手を引かれるままその列車へ乗り込み適当な空席に落ち着いたところで、鐘かねが鳴って列車は動き出した。

　揺ゆれる車内を物もの珍めずらしげに見回していると、向かいに座すわったバーンが口を開く。

「このまま、四よん層そう下まで乗ってくよ。ちょっと時間かかるけどね」

「む。……これは街の外へは行かないのか？」

「坑こう内ない鉄てつ道どうだからね。広いし高低差のある街だから、専せん用ようの足がいるってわけさ。……あれ、そういやアーティア、大だい丈じよう夫ぶ？　高いとこ苦にが手てだろ？」

　思い出したように言って、バーンは首を傾かしげた。彼女が眺ながめている窓まどの外にはサングリーノヒルの街が一望でき、遥はるか下方に灯火がちらついている。

　だが彼女は、むしろその質問を待っていたと言わんばかりに胸むねを張ってみせた。

「橋だの建物だの、いつ壊こわれるかわからん物が信用できんだけだ。ここの大地は竜ドラゴンの命に祝福されているからな。どれだけ人の手が入っても、そうそう崩くずれはせん」

「…………じゃ、さっきからちょくちょく鉄橋とか渡わたってるのは黙だまっておくね」

　彼の言葉は聞かず、アーティアは浮うかれた調子で外の風景に見入っている、と。

「──どけっ！　ああもう、どけってばッ！」

　車両の後方から、苛いら立だたしげな叫さけび声が聞こえてきた。押おしのけられたらしい乗客の怒ど声せいや通路を駆かけ抜ぬける騒さわがしい足音がこちらへ近づいてくる。

　通路の方へ首を巡めぐらせた瞬しゆん間かん──鼻先を、なにかが勢いよく通り過ぎていった。薄うす汚よごれた格かつ好こうをした少女が亜あ麻ま色いろの髪をなびかせ、前の車両へ駆けていく。

　一瞬のことで顔までは見えなかったが……見覚えのある背恰好だ。

「……あれは、もしや？」

「多分ね。…………タフな子だなあ」

　低い声で呟くアーティアに、バーンも小声で耳打ちを返してきた。今のは、街の入り口で彼の財さい布ふを盗ぬすもうとした少女だ。まだこりずに仕事を続けているらしい。

「──嬢じようちゃん、どいとくれ！」

　ふと、近くで上がった大声にアーティアはぱっと通路から首を引っ込こめた。

　その前髪を掠かすめるように、通路を誰だれかが駆け抜けていく。

「すまんの、盗人ぬすつとを追っとるんじゃい！」

　さっと手を掲かかげていくのは、今の少女以上に薄汚れた恰好の老人だった。帯で締しめた膝ひざ下したまである長い上着にゆったりしたズボン、たっぷりたくわえた口くち髭ひげと同じ白髪しらがにのせた帽ぼう子しから靴くつにいたるまで、すべてが雑ぞう巾きんと大差ないボロ布で出来ている。

「……盗人ぬすつと、って……あの子のことだよね」

「だろうな。馬ば鹿かをしでかしたものだ──あの老人、只ただ者ものではないぞ」

　眉をひそめるバーンに頷き返し、アーティアは客車を見回した。

　少女の時と違い、乗客はまるで騒いでいない。それぞれの話に興じ、弁当を広げ、居い眠ねむりし──すれ違う老人にぶつかった者すら、何もなかったように座ざ席せきに戻もどっていく。

「気配を殺すのではなく、同調したのだな。あの目立つ風体で見事なものだ」

「確かに目立つよなあ……いまどき心こころ衣えなんか着てる人見たことないもん」

　分かったような顔で腕を組み、バーンが微び妙みようにピントのずれたことを言う。

　心衣は、東方の土つち業わざ師しに発はつ祥しようする作業着だ。動きを阻そ害がいしないため拳けん法ぽうの修練着などにも使われるが、そもそも拳法自体がメジャーでない州国では滅めつ多たにお目にかからない。

「捕つかまるのは時間の問題だろうな……で、どこへ行くのだ、お前」

　無言で席を立とうとしていたバーンは、唸うなる彼女の半眼を真っ直すぐ見つめ返した。

「人助けに理由なんていらない。僕の人類愛が燃え上がっているのさ」

「本音は」

「いまあの子助けたらまさに運命の再会じゃないか。僕なら惚ほれるよ」

　どこまでも真剣なその顔に、とりあえずパンチを喰くらわせておく。

　のけ反るバーンは気にせず前方客車を見やり、アーティアはしかめ面で嘆たん息そくした。

「まったく──面めん倒どうに巻まき込こまれる私の身にもなれ、与よ太た者ものめ」

「……あれ、来てくれるの？」

　殴なぐられた鼻を押さえ涙なみだ目めで訊きいてくるバーンを横目に見て、彼女は口を尖とがらせた。

「悪いか」

「すっごく助かる。僕一人じゃケンカになったとき収拾つかないじゃないか」

　恥はじ以外の何でもないことを堂々と口走り、バーンはへらりと微笑ほほえむ。無む邪じや気きな──行動原理は邪よこしまそのものだが──笑え顔がおを一いち瞥べつし、アーティアは先に走り出す。通路を駆け抜け次の車両に乗り移ろうとした時、頭上を硬かたい物音が通過していった。

　立ち止まって天てん井じようを見上げる。屋根の上から聞こえてくるその音は二つあるようで──端たん的てきに言えば、屋根の上で誰かが追いかけられている音に聞こえた。

「アクロバチックな逃にげ方するなぁ……追っかけるの大変なのに」

　げんなりと言うバーンは無む視しし、アーティアは車両の連結部から屋根に飛びつく。

　懸けん垂すいの要領で這はい上がった木製の屋根は、緩ゆるいアーチを描えがいていた。探さがしていた姿は車両の中心近くに見える。吹ふき付ける風と列車の振しん動どうを意にも介かいさず、草原を行くような軽い足取りで近づいていく老人に、少女が振り返りざまに何かを投げつけた。

　老人はあっさりとそれを避よけてみせる。的を外したそれは風の中をふらふらと飛び、

「あだッ!?」

　ちょうど登ってきたバーンの額にぶつかった。硬い音を立て屋根の上に落ちたのは、投とう擲てき用ようのナイフ。投げ方が拙まずかったせいで柄えの方が当たったらしい。

　半眼で差し伸のべたアーティアの手に掴つかまり這い上がってくると、彼は涙声で呻うめく。

「あーもう、いッてぇ……うわ、なにこれナイフ!?　危あぶな！」

「コブすらできとらんわ。情けない声を出すな根性なし」

「商売道具だもん、気にするってば。……で、君はなにしてんの？」

　立ち上がって訊いてくる彼に、アーティアは座り込んだまま視線を逸そらした。

「察せ」

「えーと。登ってみたら案外高くて怖こわくなったんじゃないかなって思う」

「……だから人間の街は嫌きらいなんだ……あ、こら離はなすな離すな、離すな。離すなッ」

　静かに切せつ羽ぱ詰つまった声で訴うつたえ、彼の手にしがみつく。

　列車は、竜ドラゴンの骨ほねへ繋つながる大鉄橋に差しかかっていた。眼下に広がる街は迫せまる夜のせいでどこまでも暗く、深く、高く……身体が竦すくみ、もはや視線を動かすことも出来ない。

「橋はだめなんだ……崩れる。落ちる。でなければ腐くさる。腐って落ちる」

「いや分かんないけど、その信念は。まあ、確かにおっかない状じよう況きようだしね」

　半眼で言いながら、彼は隣となりにしゃがんで頭を撫なでてくる。

　少女はこちらに気付いた様子もなく、服の裾すそとブーツからそれぞれナイフを抜ぬき、同時に老人へ投げつける。一本は完全に軌き道どうが逸それていたが、もう一本が真っ直ぐに老人の眉み間けんを狙ねらっていた。老人は慌あわてず足を止め、懐ふところから素早く何かを抜き放つ。

　次の瞬しゆん間かん、ナイフは老人の抜いた二本の棒ぼうに挟はさまれ、止められていた。

「……デコはシャレにならんじゃろ、デコは」

「ばッ、ば、バケモンかよ、お前っ!?」

　渋しぶい顔で呟つぶやきナイフを捨すてる老人に、少女が裏うら返がえった声で叫ぶ。老人が右手に握にぎっているのは──黒くろ塗ぬりの長い、箸はしだった。

　舌打ちし、少女が襟えりの裏からナイフを抜く。老人も、呆あきれた風にかちかちと箸を鳴らした。固かた唾ずを呑のんで双そう方ほうを注視していると──不意に、視界が屋根の板で埋うまる。

　押おし倒たおされたのだと気付いたのは、上に覆おおい被かぶさったバーンが叫んでからだった。

「二人とも、伏ふせろーっ!!」

　張り上げた声の余よ韻いんが消えると同時か、あるいは一瞬早く、すぐ上空を何かが勢いよく通り過ぎていく。バーンの下から這い出して、アーティアは顔を上げる。

「ッ……なんだ!?」

　レールの後方、木製の給きゆう水すい塔とうから延のびるパイプの高さぎりぎりに列車が走っていた。先ほど通り過ぎていったのはあのパイプだったらしい。見れば少女と老人も屋根に伏せ、ぞっとした顔でそちらを眺めていた。ふらふらと立ち上がった老人が手を振ふってくる。



    

  
    
      「すまんのう、誰だれか知らんが助かったわい！」

「あー間に合ってよかったよ！……ってちょ、待った待った君、待ったッ!?」

　安あん堵どに緩ゆるんだ顔を再び蒼そう白はくにして、バーンが慌てて身を起こす。その視線の先には静かに立ち上がり、老人に跳とびかかっていく少女の姿すがた。無防備な老人の後頭部にナイフの柄が振り下ろされ──そのまま、何にも当たらず振り抜かれる。

　目標を見失ってたたらを踏ふむ少女の腕うでは、幻まぼろしのように背はい後ごへ回り込こんでいた老人にねじり上げられていた。懐へ箸を戻もどし、老人は彼女からナイフを奪うばって投げ捨すてる。

「ぶっしゃっしゃ、勝負あったのう。盗ぬすんだ物を返せば見み逃のがしてやるぞい」

「なめるな、まぬけ野郎トンテイーリヨ！　そんな変な笑い声の奴やつに哀あわれまれてたまるかっ!!」

「ま、まあまあ……穏おん便びんに行こうよ、二人とも」

　こけにするように笑う老人と怒ど鳴なる少女に、バーンが宥なだめるように手を振って歩み寄る──もう片かた方ほうの手には、怯おびえたアーティアがしっかり掴つかまっていた。

「やあ。今度はいったいなに盗んだんだい？」

「か、関係ないだろ!?　なんでお前がいるん、だ────？」

　声のトーンを跳はね上げた少女は、そこで大きく目を見開き言葉を止める。視線は、こちらを通り過ぎて背後を見つめていた。

　振り返れば、隣のレールを並へい走そうしている列車がある。

　遠目にも巨きよ大だいなその列車は、戦争でも始める気なのか、鋼こう鉄てつで覆った車体に幾いくつもの砲ほう塔とうを据すえつけており…………その砲ほう身しんのことごとくが、こちらを向いていた。

　立ち尽つくす四人の耳に、鋼鉄の列車から拡かく声せい器きを通した声が呼よびかけてくる。

『そこの連絡車、すぐに最も寄よりのステーションに入れ。屋根の上の連中はその場に伏せていろ。繰くり返す、そこの連絡車──』

「……なんか、ろくでもないことになってきたって気がしない？」

「…………ずいぶん前からそう思っていたが、改めて確信できたな」

　泣きそうな笑顔で振り向くバーンにすがったまま、アーティアは深く嘆たん息そくする。

　鋼鉄の列車は、車体に掲かかげた菱ひし形がたの紋章の橙だいだいと黒の縞しま模も様ようが、薄うす闇やみの中でもはっきり確かく認にんできる距きよ離りにまで近づきつつあった。





「さて……いったいどういう状況かな、これは」

　コンクリート打ちのステーションに立ち。

　慌あわただしくホームを出て行く坑こう内ない列れつ車しやを恨うらみがましく見送って、バーンはいやいや視線を前に戻した。巨大な鋼鉄の列車を背せに、一人の男が立っている。

　綺き麗れいな顔立ちの男だった。長く伸のばした細い髪かみは気き障ざすぎるかも知れないが、その鋭えい利りな美び貌ぼうには相応ふさわしいように思える。歳としの読みにくい顔だが、彼よりは年上だろう。

　男はタイトなスーツに包まれた腕を組み、藍あい色いろの瞳ひとみで一同を見回す。

「まず名乗っておこう──僕ぼくはナジロ・ティンブリッジ。列車を見れば分かるだろうけど『アビスパス』の者だ。その子は身内なんでね、事情を聞かせてもらえるかい？」

「儂わしは、荷物を奪われたんで追っかけとっただけじゃがのう」

　最終的に少女を睨にらんで目を止めるナジロに答えたのは、心こころ衣えの老人。

　彼は一瞬だけそちらを見、すぐに少女へ視線を戻した。彼女は反はん抗こう的てきに顔をしかめ、それでもすぐ服の重ねに手を入れると、そこから取り出した何かを老人に投げつける。

「おお、これじゃ。やっと帰ってきたわい」

　顔をほころばせた老人が受け止めたのは、汚きたない茶ちや碗わん。どれだけ使い込こんでいるのか縁ふちはあちこち欠け、指の形に磨すり減ってすらいた。

　怪け訝げん顔がおで見つめるバーンに気付き、老人はふと顔を向けてくる。

「手作りだからして。もう五十年の付き合いだぞい」

「なんであんなモン盗んだの、君」

「うるッさい！　あんな大事そうに抱かかえてりゃ値ね打うち物だと思うだろ！」

　訊たずねると、少女は即そく座ざに怒鳴り返してきた。小動物じみた愛あい嬌きようの滲にじむ顔はほんの微かすかに紅こう潮ちようしている。こめかみに指を当てて、ナジロがうんざりと口を開いた。

「さあ、納なつ得とくできたら消えてくれ。それとも彼女を訴うつたえるかい？」

「ぶっしゃっしゃ。こいつさえ戻ってくれば言うことはないわな。のうステファニー」

「名前があるのか」

　半眼で呻うめくアーティアには答えず、老人は茶碗を大切そうに懐にしまい込んでふらふらとステーションを出て行った。そちらは一いつ顧こだにせず、ナジロは視線を戻してくる。

「……で、君たちは？」

「通りすがりだよ。この子とはちょっと縁えんがあってね。追いかけられてたみたいだから助けようとしただけさ。それが迷めい惑わくだったってんなら謝あやまるけどね」

　誰よりも早く前に出て、バーンは流りゆう暢ちようにまくし立てた。

（『アビスパス』はまずい…………さっさと切り上げなくちゃ）

　内心の動どう揺ようを悟さとられないよう、彼は完かん璧ぺきな笑顔を造り上げる。

「僕らも別に彼女を訴える気はないし、失礼するよ。店の予約に遅おくれそうなんだ」

「そうかい。……君たち、どこかで会った気がするんだが」

「勘かん違ちがいじゃないかな。僕らただの西部のチリ麺めん問屋だよ。激げき辛からソースをヌードルにからめた新商品。あんたの会社にも売り込こみに行く予定だからそのときはよろしく」

　凄すさまじい早口で並べ立てつつ、バーンは訝いぶかしげな顔で何か言いかけたアーティアを素早く取り押おさえてその場を去ろうとする。が。

「バーン・フラットランド──」

　突とつ然ぜん名を呼ばれて、彼は釘くぎ打ちされたように立ち止まった。

　背はい後ごの列車、ステップの左右に整列した黒服の男たちを睥へい睨げいし、誰かがステーションに降おり立つ。その人物はしかめ面をするナジロへ、ピンで留めた二に枚まいの紙を放ほうり投げた。

「女の子の方は、アーティア・アリア・ノルガンディア。本社の最重要注意人物も覚えていないなんて……ナジロちゃん、問題ね？」

「余計なお世話だよ、デイジー」

　渡わたされた紙束を広げもせず握にぎり潰つぶし、ナジロは忌いま々いましげに舌打ちする。

　デイジーと呼ばれた彼女は、口ぶりからすればナジロより年上なのだろう。彼と肩かたを並べるほどの長身ながら、スリットの深いナイトドレスに包まれた身体からだは驚おどろくほど細身に絞しぼり上げられている。それでいて、胸むねや腰こしは艶あでやかな曲線を描いていた。

　彼女は優ゆう雅がに歩いてくると、ウェーブのかかった艶つややかな髪をかき上げる。

「初めまして、デイジー・ドリトルよ。……手配書よりもセクシーなのね？」

「なら、君が描かき直してくれるかい？　もっとよく、しっかり見てからさ」

　慣れた調子で微笑ほほえみ返すバーンに、デイジーは深しん紅くのルージュを引いた唇くちびるを三日月の形につり上げた。……隣にアーティアの険悪な気配を感じるが、渾こん身しんの力で無視しておく。

　剣けん呑のんに瞳を研ぐ彼女に目を向けて、デイジーは劇げき的てきに毒々しい嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「怖こわい顔しちゃって……そんなんじゃ彼、私がもらっちゃうかも」

「ヘイ──デイジー。デイジー！　遊んでる場合じゃないだろ」

　くすくすと肩を揺ゆする彼女に足音高く詰つめ寄って、ナジロがしかめ面で腕を振る。

「こいつがバーン・フラットランドならまたとない好機チヤンスだ。《罪人竜の息吹》を手て土産みやげに帰き還かんなんて大おお手て柄がらじゃないか。こんな埃ほこり臭くさい街で『実験』する必要もない」

「そうよねえ。それって、とっても魅み力りよく的てき」

　媚び態たいを作って微笑むと、デイジーは大きく開いたドレスの胸むな元もとに手を差し込む。そして豊かな谷間から棒ぼう状じようの紙包みを取り出し、ふとアーティアに視し線せんを向けた。

「……できる？」

「無理かな。痛いたっ!?」

　しみじみ呟つぶやくバーンを蹴けとばし、アーティアは『アビスパス』の二人を睨みつける。

「──諦あきらめて、消え失うせろ。私の牙きばに裂さかれたくないのなら」

「可愛かわいくない子ー」

　ほんの少し眉まゆをひそめて、デイジーが取り出した棒を唇にあてがう。半ばまで包み紙を破かれたそれは、子こ供どもが喜びそうな派は手でな色をしたキャンディだった。

「『働き蜂オブレラ』を甘あまく見てもらっちゃ、私も面おも白しろくないのよねえ」

　艶えん然ぜんと微笑み、デイジーは首を捻ひねる。物もの腰ごしこそ淑しとやかだったが、ごき、と淑やかならざる音が響ひびいた。ぎょっとして身じろぐバーンに、デイジーはむしろ熱情と情じよう欲よくを込めて笑いかけながら細ほそ腕うでを引き絞しぼり────不意に、笑みを引っ込める。

　残ったキャンディを口にくわえて、彼女は両手を挙げつつ背後を振り返った。

「……乱らん暴ぼうなのは嫌きらいじゃないけど……ちょっと不ぶ躾しつけじゃない？」

　からかうように片かた目めを瞑つぶるデイジーには答えず、いつの間にかそこに立っていた男──ルパートは、彼女の背せにライフルを突つきつけたままこちらを見る。

「……わざわざ俺おれに先回りして面めん倒どうを起こしてるんじゃないだろうな」

「んな無茶な」

　あまりの物言いに、情けない声で呻うめく。……冗じよう談だんなのだろうが、いかにも気き難むずかしげな彼の顔はとにかく感情を読みづらい。



    

  
    
      「なんなんだ、あんた。……僕ぼくたちが誰だか分かって銃じゆうを向けてるのかい」

「自分が誰だか分かっていれば、大たい抵ていの相手に遠えん慮りよしなくていい仕事でね」

　忌々しげに舌打ちするナジロを鷹たかの眼光で見やり、彼はインバネスの前を開ける。ガンベルトに光るのは真しん鍮ちゆう製せいの保安官章シエリフスター。八つの角を持つその星に、ナジロが顔をしかめた。

「遊撃保安官ノーマツドシエリフ…………ちッ、あんたルパート・ヘルフェンツかい」

　うんざりと嘆たん息そくするナジロを、デイジーが不思議そうに首を傾かしげて見つめる。大きく肩をすくめ、彼はここぞとばかりに嘲笑を浮かべる。

「“〝風貫きルパートルパート・ザ・ダツジストーム”〟を知らないなんて、問題だよデイジー。彼こそ州国最高の兵士だ。……嵐あらしの中、大だい峡きよう谷こく越ごしに六人を撃うち殺したってライフルはそのトランクの中に？」

「軍はとっくに追放されてる。保安官シエリフを兵士とは呼べないな」

　それに七人だ、と付け加え、ルパートはトランクをホームに下ろした。

「ベットタイムといこう。続コけーるルか、戦るレイズか、おダ開ウきンか──冴さえた判断を期待してるぜ」

　今さらざわめき出す黒服たちを手で制し、ナジロは口を閉とざす。バーンはアーティアの肩を抱かかえて後退しつつあり、デイジーは両手を挙げたまま退たい屈くつそうな顔をしていた。

　ルパートは辺りを睥へい睨げいし──ホームの一いつ端たんに差しかかったところで視線を止める。

「…………………………………………チェルシー？」

　独白めいた小声にすくみ上がったのは、先ほどから黙だまっていた少女だった。

　逃にげだそうとしていたらしく、ずいぶん遠くからぎこちなく振り返ってくる彼女に目を丸くし、それから青草を喰くったような顔をすると、ルパートは静かに声を低める。

「チェルシー。お前こんなところでなにをして、」

「ウチの社員にご用が？　保安官シエリフ」

　うろたえる少女に詰め寄ろうとする彼の前に、ナジロが身体を割わり込こませた。

　薄うすく笑う彼に殺意すら籠こもった視線を叩たたきつけ、ルパートは低く唸うなる。

「社員だと？」

「そうさ。チェルシー・カクタスは我われ々われ『アビスパス』の大切な社員でね。知り合いだったとしても、銃を振り回しながら近づいていただきたくはない」

「どういうことだ」

　ナジロの肩かた越ごしに、ルパートはチェルシーを睨にらむ。

　ともすれば詰きつ問もんともとれる口調に、彼女はびくりと肩を震ふるわせた。それから反はん射しや的てきに開きかけた唇を慌あわてて引き締しめ、朱しゆ色いろの双そう眸ぼうをつり上げて叫さけび返す。

「──うるさい、うるさいまぬけ野郎トンテイーリヨ！　わッ……わたしのことだ、関係ないだろ!!」

　ルパートは何も答えない。

　彼女はもう一度何かを叫びかけてから口を閉ざし、弾はじかれるように身を翻ひるがえす。ステーションを飛び出していく少女を、ルパートは黙ったまま見送っていた。

　その肩に軽く触ふれ、ナジロが耳打ちするような至し近きん距きよ離りで口の端はをつり上げる。

「お互たがい子こ供どもじゃない。この場はノーゲームにしようか、保安官シエリフ。……バーン・フラットランド、今夜のツキは君にあったみたいだな」

「また会いましょう、バーン。……今度は、その子のいないところで」

　心にこびりついてくるような妖よう艶えんな微び笑しようを浮かべて、デイジーはルパートのライフルを摘つまんでどかし、悠ゆう然ぜんと列車の方へ歩いていった。肩をすくめて、ナジロがその後に続く。

　無言のまま撃げき鉄てつを戻すルパートに、バーンは遠えん慮りよがちに声をかけた。

「えーと……ルパート。あの子、知り合い？　チェルシーっていったっけ」

「娘むすめだ」

　何でもないことのように告げるルパートに、バーンはぎょっと目を剥むく。

「死んだ友人から預かった。本名はチェルシー・アフマンド……母親が東方系の移民でな。混血は迫はく害がいされやすいから偽ぎ名めいを使ってるんだろう」

「いッ──いやいや、説明してる場合じゃないじゃん!?　追っかけなきゃ、早く!!」

　詰め寄ってわめくバーンに横目の一いち瞥べつを寄よ越こしてから、ルパートは頭を振った。

「辺境で会うのは初めてじゃない。……俺が気に入らないらしくてな。何度も家を飛び出しちゃ、くだらない連中に紛まぎれてケチな悪事を働いてる」

「……なら、なおさらお前が追うべきではないのか」

「仕事がある。今は、たまたま行き会っただけだ」

　困こん惑わく顔がおをするアーティアへ即そく座ざに切り返し、ルパートは不意にこちらへライフルを向けた。驚おどろいて後ずさる彼にしかめ面を作り、銃の側面を見せる。

「連中とは関かかわるべきじゃないようだ。今夜のツキは、本当にお前に回ってる」

「？　それ、どういう──」

　眉根を寄せたバーンは、差し出されたライフルの傷きずを見て口を閉ざした。

　無ぶ骨こつな銃身の下部。硬かたい木製のフォアグリップが楕だ円えん形けいにひしゃげている。指の跡あとのようにも見えるその傷は、去り際にデイジーが摘んでいった箇か所しよだったが……

「『アビスパス』には気をつけろよ。横紙破りは今に始まったことじゃないが、ここ最近の奴やつらは…………どうにも、不気味だ。得え体たいが知れない」

　ライフルをコートの内に吊つるし、ルパートは帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直す。

　トランクを持ち上げ身を翻す彼の背に、アーティアがとっさに口を開く。が、彼女が言葉を紡つむぐより早く、ルパートは先んじて言葉を突きつけてきた。

「チェルシーもなんとかする。仕事を片かた付づけて、な」

　言葉を呑のみ込こみ、それ以上は何も言わず去っていくコートの背を憮ぶ然ぜんと見つめるアーティアの肩を、バーンは苦笑を浮かべて叩たたいた。

「真ま面じ目めな人なんだよ。良くも悪くもさ」

「だが親なのだろう。果たすべき義務というものがあろうが」

　納なつ得とくがいかないらしく、腕うで組ぐみをして唸るアーティアに苦笑する──彼女の言いたいこともわからないではないが、ルパートの行動を一いち概がいに責めたくも、ない。

　開拓辺境フロンテイアの荒こう野やを渡わたるには地図と磁じ石しやくと、野望が要る。

　聞こえを気にするなら信条と言い換かえても良い。希望と欲よく望ぼう、意図と思おも惑わくが交こう錯さくする辺境では己おのれを定める鎧よろいが必要だ。苦い成功と甘かん美びな失敗の中、道を選ぶための指し針しん。正せい否ひは問題ではない。誰でもない誰かノーボデイを脱だつ却きやくし、荒野を生きる「自分」になるために。

　それは、バーンが未いまだ掴つかめずにいるものであり…………アーティア・アリア・ノルガンディアに出会ったことで、ようやく掴みかけてきたものでもある。

「──ルパートを説得するのは無理だと思うな。保安官シエリフってのは、とにかく頭が固い」

　完全に諦あきらめきった口調で言うと、アーティアは不服げに眉まゆをひそめた。

　予想通りの素直な反応に苦笑を隠かくし、バーンは悪戯いたずらっぽく片目を瞑つぶってみせる。

「こういうときは、切り込む角度を変えてみることさ。……先にあの子、チェルシーと話しよう。あの子を説得できれば問題は一気に解決だろ？」

　手を打ち鳴らして締しめくくるバーンに、アーティアはまずきょとんと目を丸くした。それから訝いぶかしげに首を捻ひねり──最後は不安そうに、額に手を触れてくる。

「熱でもあるのか、お前」

「…………。いやまあ、なんか反はん論ろんしにくいけど」

　厭いや味みでも何でもなく訊きいてくる彼女に、バーンは肩を落とした。確かに、日ひ頃ごろの彼を知っているアーティアにしてみれば、この積極的な姿し勢せいは奇き異いに映うつることだろう。

「どのみちトランプホイールの修理で数日は動けないだろ？……ルパートにはマジで世話になったからさ、少しでも借りを返したいんだよ──ダメ？」

「むう。……………………どうやら、本心のようだな」

　思案げに唸ってから、アーティアはぐい、と無造作に顔を近づけてきた。

　たじろぐバーンの胸に軽く拳こぶしをぶつけ、彼女は声を弾はずませる。

「お前にしてはいい根性だ。私も手を貸すぞ」

「────あ。う、うん……ありがと」

　不意打ちのようなその笑顔に口ごもってから、バーンは慌てて大声を上げた。

「それじゃ、まずチェルシーを追っかけよう！　悪いけど、ご飯はその後でね」

「………………。む、無論だ！　さっさと行くぞ！」

　露ろ骨こつに絶望的な沈ちん黙もくの後、アーティアは取り繕つくろうように宣せん言げんし、走り出した。手を貸すと言った手前、自分の都合を優ゆう先せんさせるのは憚はばかられたというところだろうが……

　堪こらえきれない苦笑をこぼして、バーンは通りの端はしに構えた屋台へ足を向けた。





　竜りゆう骨こつの中に築かれた街、ビアクルシス骨こつ棟とう区くは混こん沌とんとした街区である。

　骨格に建材を渡わたし、建物の上に建物を重ね、空間という空間を無む秩ちつ序じよに埋うめ尽つくしていった結果だ。巨きよ大だいなその建築物群は、竜ドラゴンの形をした城じよう砦さいのようにすら見える。

　最さい下か層そう、坑あなの底の採さい掘くつ前ぜん線せんを除のぞけばサングリーノヒルで最も人の多い場所だが……チェルシー・カクタスの姿すがたは意外なほど簡かん単たんに見つかった。

「やあチェルシー」

「────っ!?　あ、な！　おッ……!!」

　竜ドラゴンの首の付け根に位置する繁はん華か街がいの外れに佇たたずんでいたチェルシーは、跳とび上がって振り返ってくる。その手元から一いち羽わの鳥が飛び去っていった。頭上を覆おおう骨ほねや給水パイプの間をすり抜ぬけて飛び去る鳥を見送ってから、バーンは彼女へ微笑ほほえみかける。

「影かげ羽ばツグミだね。夜の荒野をたった一羽で旅する渡り鳥。……可愛かわいいだけの小鳥より、君にはああいう強い鳥が似合うんだろうな」

「だ、や……え？　は、ええっ…………!?」

「自じ己こ紹しよう介かいはまだだっけ？　僕はバーン、こっちはアーティアさ。実は君に話が──」

「ち、違ちがうっ！……そうじゃなくて!!」

　早くはないが滑なめらかに喋しやべり続ける彼に、ようやく立ち直ったチェルシーが詰つめ寄ってきた。亜あ麻ま色いろの髪かみを振り回して辺りを窺うかがい、混こん乱らんした顔で叫さけんでくる。

「なんでこんなにあっさり見つかるんだよ！　ここ、街の外れも外れだぞっ!?」

「だからだよ。あんな風に飛び出したんだ、人目につく場所は避さけるかなって」

　言葉に詰まったチェルシーへ、傍かたわらのアーティアが重ねて告げた。

「逃にげ方も雑だったぞ、あちこちで見留められていた。目立つ恰かつ好こうと自覚がないのか」

「……な、なんでかな。真っ当なこと言われてるのにこれっぽっちも納得いかない……」

　苦く悩のうするチェルシーを怪け訝げんそうに眺ながめ、アーティアは食べかけのサンドイッチに齧かじり付く。塩しお漬づけの魚や腸ちよう詰づめをバケットで挟はさんだそれはやけに大きく、目立っていた。

　心なしか満ち足りた様子の彼女と、その頬ほおについたソースをハンカチで拭ぬぐってやるバーンを睨にらんで、チェルシーはなにかを大おお雑ざつ把ぱに妥だ協きようした顔で溜ため息をついた。

「……あんた、ルパートの知り合いみたいだったな。あいつに言われてきたのか？」

「違うよ。……期待外れだった？」

　ぎょっと目を剥むく彼女へ人好きのする笑みを浮うかべ、バーンは肩かたをすくめる。

「いろいろ悪いことしてるって聞いたけど、ルパートに自分の腕うでを証明したかったってとこじゃないのかな？　あとはまあ、鼻をあかしてやりたいとか」

「な!?　なん、お、お前っ……………………なんでわかったんだっ!?」

「僕は彼ほど察し悪くないんでね」

　わかりやすくうろたえるチェルシーに苦笑し、バーンは話を続けた。

「で、提案なんだけど。……僕らと『お宝』探さがししないかい？」

「──『お宝』？」

　訝しげに眉根を寄せるチェルシーに、悪戯いたずらっぽく微笑みかける。

「『サングリーノヒルのお宝』。聞いたことあるだろ？　ルパートは多分、その噂うわさの調査に派は遣けんされてる。先を越こして『お宝』を手に入れれば君は彼を見返せるし、僕らは僕らで懐ふところがあったまる。お互たがい、目的のために手を組もうじゃないかってわけ。どう？」

「は────。なにを言い出すかと思ったら」

　とびきりの彼の笑顔を、しかしチェルシーは乾かわいた声で笑い飛ばした。

「『お宝』とはね。そんな噂本気で信じてるのかよ、まぬけ野郎トンテイーリヨ」

「……？　言い切るね。もしかして、なにかネタ掴つかんでる？」

　頭から噂を信じていないその態度に引っかかるものを感じ、バーンは首を傾かしげた。

　訊かれて、チェルシーははっとしたように口を押おさえる。

「あ──ち、違う！　ええと……は、話があやふやすぎるって言ってるだけだ！　そんな仕事に乗ってる暇ひまはない、わたしは忙いそがしいんだっ！」

　慌あわただしくまくし立てるチェルシーに、バーンは首を捻る。

（……変だな。単たん純じゆんっぽい子だから、このくらい言えば乗ってくると思ったんだけど）

　まずはチェルシーを仲間に引き入れ、後日ルパートを口説き落とし成り行きで対面させる計画だったのだが、この段だん階かいで躓つまずくのは想定外だ。と──

「──いいじゃないか、チェルシー。手伝ってあげればいい」

　背はい後ごから、鼻にかかったような声が聞こえてきた。

　驚おどろいて振り向くと、屋根の傾かたむいた定食屋から長ちよう髪はつの青年、ナジロ・ティンブリッジが悠ゆう然ぜんと出てくる。……建物の密みつ集しゆうする骨棟区では店てん舗ぽや人家でさえも通り道になっている事が多いのだが、皺しわのない高級スーツ姿はいかにも不似合いではあった。

「捜さがしたよ。例の仕事は済すんだのかい？」

「っ…………ああ」

「なら遠えん慮りよすることはない。保安官シエリフのお父とうさんを見返すんだろう？」

　険悪な表情で吐はき捨すてるチェルシーに、しかしナジロは穏おだやかな笑みで応こたえた。

「実のところ、噂の『お宝』には僕らも興味がある。…………なにせ竜ドラゴンの《息吹いぶき》を封ふうじ込こめるっていう新鉱石だ、興味を引かないはずがない」

「な────っ!?」

　何気ないナジロの言葉に、愕がく然ぜんと身じろいだのはアーティアだった。バーンも両目をこぼれ落ちんばかりに見開いて、目の前の伊だ達て男おとこを見つめる。

　竜は《息吹》を吐く──もちろん呼こ吸きゆうのことではない。吹雪ふぶき、稲いな妻ずま、砂すな嵐あらし、竜がその身をもって生み出す自然災害だ。彼らが辺境最悪の一要素と呼よばれる所以ゆえんである。

　人間は未いまだ竜に相対する術すべを見いだせていない。もし《息吹》を封じることが出来るのならそれは州国、否いな、人間の未来を変えるに等しい発見だ。そして、それ以上に…………《息吹》を封じるという力は、バーンとアーティアにとって特別な意味を持つ。

「鉱石は…………フフ。そう、確か“〝ロトリオン”〟と識コ別ー名ドがつけられた。『アビスパス』としても一いち枚まい噛かみたい話なんだけど、こっちも大事な実験で手が離はなせなくてね。君がこの件を手がけてくれるなら僕らもありがたい、ぜひ協力してあげたまえ」

「……は？　な、なに言ってんだよ。だって、アレ──」

「チェルシー？」

　顔をしかめて呻うめいたチェルシーに、ナジロが微笑みかける。世間知らずの娘むすめならそれだけで虜とりこにできそうな微び笑しように……しかし、彼女は顔色をなくして言葉を呑のみ込こんだ。

　彼女の反応に満足したらしく、ナジロはバーンへ笑いかける。

「じゃ、チェルシーを頼たのんだよ。我われ々われの取り分は、彼女の働きから考こう慮りよしてくれたまえ」

　小さく鼻を鳴らし──ふと、彼はアーティアに視し線せんを向けた。

　彼女は小さく身構え、双そう眸ぼうを細める。肩をすくめ、気き障ざな仕草で前髪を弾はじくと、ナジロは現れた時と同じ定食屋へ消えていった。……やはり違い和わ感かんのある光景ではある。

　油断なくそちらを睨み続けているアーティアに、バーンは恐おそる恐おそる声をかける。

「…………き、聞いたかい？　なんだっけ、ロトリオン？」

「……うむ。《息吹》を封じる──もし、本当なら…………」

　神しん妙みような面持ちで頷うなずいて、アーティアが振り向いてきた。その眼めには、困こん惑わくに深く押おし包まれてはいるものの、確かな期待の光が灯ともっている。……と。

　どさ、と物音が響ひびき、二人は同時にそちらを見た。

　チェルシーが地面に膝ひざをついている。顔は蒼そう白はくとなり、その身体からだは小さく震ふるえていた。

「っ！　どうした、おい!?」

　素早く駆かけ寄り強く問うアーティアから視線を逸そらし──彼女は、口を開く。



　　　　◆□□◆



「腰こし抜ぬかすほど怯おびえんでもいいだろうが」

「うるさいなッ！」

　呆あきれた半眼で呟つぶやく黒くろ髪かみの少女に叫び返し、チェルシーは木製のジョッキを円卓テーブルに叩たたきつけた。苛いら立だつ彼女をなだめるように、同じテーブルについた男がへらへらと笑った。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。そのくらい隙すきあるほうが女の子は可愛かわいいんだって」

「…………言ってろ、まぬけ野郎トンテイーリヨ。お前ら、あの男の厄やつ介かいさを知らないんだ」

　パスタの皿に溜ため息をこぼし、騒さわがしい店内へ視線を逸らす。

　──ナジロが去った後、緊きん張ちようが解けて腰の立たなくなったチェルシーはこの酒場サルーンに担かつぎ込こまれた。夕食ついでに今後の打ち合わせを行うという事だったが……

（……なに考えてるんだよ、あいつは）

　ナジロの不ふ愉ゆ快かいな笑顔を思い出し、知らず眉み間けんに皺が寄る。

　別段『アビスパス』の仕事に乗り気なわけではないが、かといってこんな連中の相手を押おしつけられてはたまらない。大体、『お宝』の噂は────

「まあそんなわけで、改あらためてよろしくねチェルシー」

「──え？　あ、ああ……しょうがないからな。しばらくは手を組んでやるよ」

　テーブル越ごしに声をかけてきた男、バーンに思考を中断され、チェルシーは慌てて言葉を返した。動どう揺ようを悟さとられないよう、ジョッキを呷あおって顔を隠かくす。

「さ、にわかチームが結成できたところで、今日は仕事の話はお終しまいだ。飲んで遊んで明日あしたっから頑がん張ばろう！……あ、僕ちょっとお酒のおかわり取ってくるね」

　満面の笑みで言い残し、彼はそそくさと席を立ちカウンターへ歩いていった。視線はバーテンダーではなく、客席を行き来する給仕の娘に向いているようだったが。

　その背せを見送り、黒髪の少女──アーティアと言ったか──が仏ぶつ頂ちよう面づらで鼻を鳴らす。

「与よ太た者ものめ。あとでとっちめておかんといかん」

「見かけ通りの野や郎ろうだね。……あれ、あんたの男？」

　愛想良く給仕に話しかけるバーンを睨にらむ顔が拗すねた子こ供どものようだったのが意外に思えて、チェルシーはニヤリと笑いかけた。彼女は質問の意味が分からなかったのか、きょとんと首を傾かしげて見返してくる。なにか浮うき世よ離ばなれした感のある娘だ。

　好こう奇き心しんを刺し激げきされ、チェルシーは貝のフライを摘つまみつつ話を続ける。

「あんたらは、はなッから『お宝』狙ねらいでこの街に来たのかよ？」

「いいや。──だが《息吹》を封じる石となれば、手に入れんわけにはいかんな」

「……？　なんだ、どっかの竜に恨うらみでもあるのか？」

　据すわった目で呟くアーティアに、冗じよう談だんめかして訊きく。金づる以外の目的で《息吹》に対たい抗こうする手しゆ段だんなど欲ほしがるのは、騎き兵へい隊たいか開かい拓たく護ご衛えい軍ぐんくらいのものだと思うが……

　アーティアは少し考えるように宙へ視線を飛ばした後、難むずかしい顔で言ってきた。

「できれば、人の多いところでは喋しやべりたくない話なのだが」

「あ、そう。なら訊かないけど」

　気にするでもなく、ひらひらと手を振っておく。それほど興味のある話ではないし────適当な嘘うそでごまかそうとしなかった誠せい意いは、まあ、汲くんでやってもいいだろう。

　律りち儀ぎに頭を下げてから、アーティアはトマト・シチューの皿を自分の前に引き寄せた。

「お前はどうしてこの街に？　どこぞの悪党共と組んでいたと聞いているが」

「……まあね。その悪党が、今は『アビスパス』ってだけの話さ」

　渋しぶい顔で頷き、チェルシーは残りのビールを一気に空けた。……実は酒はほとんど飲めないのだが、人間には見み栄えというものがある。

「この仕事が終わったら、わたしは正式に『アビスパス』に迎むかえられるんだ。チャンスは掴つかまなくちゃいけない。……あいつも、ちゃんとわたしを見てくれるはずさ」

　気だるい酩めい酊ていに任せて付け足した言葉に、アーティアはシチューをすくう匙さじを止めて首を傾げた。やはり「この手」の話には疎うといようだ。

　アルコールの勢いに押されて、笑い声を上げる。ジョッキを放ほうり捨すて、チェルシーは近くを通った歌奏屋マリアツチからギターをひったくり、二、三度弦げんを弾ひいてみる。

　久しぶりに、唄うたいたい気分だった。

「──集めた欠片かけらを繋つないで唄う──砂さ漠ばくに砕くだけて静かに眠ねむる、これは詩人の物語──」

　薄うすく開いた唇くちびるから流れ出た声は、自分でも意外なほど柔やわらかだった。

　アーティアが匙をシチューの中に落とし、ぽかんと口を開けて見つめてくる。その視線を得意げな気持ちで受け止めながら、チェルシーは唄い続けた。

「詩人は泣いた──心に届とどく真実の言葉が見つからず、詩人は泣いた──」

　擦こするように叩かれる弦げんは、普ふ通つうに弾くよりも小さいが独特の奇き妙みような音を奏かなでる。

　唄も弾き方も、死んだ母から教わったものだ。東方の、今では名前もわからない国からの移民である母が教えてくれた見知らぬ故郷の唄が、チェルシーは大好きだった。

「詩人は旅に出た──東の老木に、西の日だまりに、南の海に、北の竜に──心に届く言葉を探さがして、詩人は遥はるかな旅に出た──」

　詩人の唄は母がもっともよく唄ってくれた唄である。ひょっとして、母は遠く異国に流れてきた自分を詩人と重ね合わせているのだろうか……そう思って訊いてみると、『メロディが単調で弾きやすいから』と身も蓋ふたもない答えが返ってきたのだが。

「だけど言葉は見つからなかった──心に届く言葉は見つからなかった──詩人は泣いた──砂漠で一人、たった独り──心を砕くだいて、詩人は泣い、た…………？」

　ふと。辺りから喧けん騒そうが消えていることに気付き、チェルシーは唄を止めた。

　サルーンにいる全員が彼女を見つめている。バーテンダーも給仕も、真っ黒い顔の労働者も悪党面の流れ者も、呆ほうけたようにこちらを向いていた。

　何ごとだろうと背後を振り向いたチェルシーは────突とつ如じよとしてわき起こった歓かん声せいに押し包まれて、ようやくそれが自分に向けられているものだと理解した。

「え……な、え……!?　な、なんだよ、なんなんだよっ!?」

　立ち上がりうろたえる彼女に、店中から割われんばかりの拍はく手しゆが浴びせられる。

「やるもんだ、嬢じようちゃん！　いいモン聞かせて貰もらったぜ！」

「どこのマリアッチだぁ？　ウチの店でも唄ってくれ!!」

「おい、聞いてたかアンタら!?　俺おれのだ、この子のギターは俺のだぞ!!」

「あ──わ、悪かったよ。……いいギターだな」

　自分の手て柄がらのように胸むねを張るマリアッチへ、チェルシーはおずおずとギターを返す。ビールのもたらした酔よいはとっくにどこかへ消えていた。

　席を立ってそばに寄ってきたアーティアが、興こう奮ふんした様子でまくし立てる。

「素す晴ばらしい、素晴らしい唄だった！　里を離はなれてしばらく経たつが……よもや人間にこれほど清せい麗れいたる唄を唄う者がいるとは！」

「あ……ありがとよ…………」

　拳こぶしを握にぎって力説する彼女の迫はく力りよくに圧おされながら、チェルシーは小さく頷いた。と。

「よお、嬢ちゃん。いい唄ァ唄うじゃねぇか」

　酒さけ臭くさい息と共に、赤ら顔の大男が近寄ってきた。角張った身体にすり切れた革かわのジャケットを着込んだ、いかにも荒あら事ごと慣なれしたごろつきといった風体である。

「俺ぁロドニーだ。“〝ショットガン・ロドニー”〟……聞いたことねぇかァ？」

「興味ないね。失うせなタコ、暑ッ苦しいんだよ」

　馴なれ馴なれしく肩に回された腕うでを払はらいのけ、チェルシーは袖そでからナイフを抜ぬいて見せる。腕はお世辞にも良くないが、目の前の的に突つき刺さすだけなら技術は関係ない。

　だがロドニーと名乗った男は怯ひるまなかった──というか、ナイフが見えていないようだった。かなりひどく酔よっぱらっているのか、近くにいるだけで酒臭い。

「つれねぇこと言うなよォ……お？　こっちはお友達かぁ？　綺き麗れいな嬢ちゃん、あんたも唄ってくれ────っぶば!?」

　アーティアの方へも手を伸のばしかけたロドニーが、突如鼻血を噴ふいて仰のけ反ぞった。彼を殴なぐったゴブレットを投げ捨て、アーティアは冷ややかな瞳めで告げた。

「失せろ酔すい漢かん。これ以上の無様は私も看かん過かしない」

「ッて、てめ…………!!」

「はい、ちょっと待った待った！　ブレイク、ブレ────イク!!」

　喧けん嘩かの気配に集まりかけていた人ひと垣がきをかき分け、誰だれかが飛び出してきた。場ば違ちがいに呑のん気きに響ひびくその声の主は、金きん髪ぱつの優やさ男おとこ、バーン・フラットランド。

　彼はロドニーとアーティアの間に立ち、引きつった笑顔で両腕を振り回す。

「女の子相手にマジでケンカはかっこ悪いぜ。ね？　お互たがいノーカンってことでさ」

「冗談じゃねぇ。このままじゃショットガン・ロドニーの名が廃すたるぜ！」

「なんだって、アンタが噂うわさのショットガン・ロドニー！　あーよく知ってるよ、ショットガンで有名なロドニーだろ？　知らない奴やつなんていないよね。聞いたことないけど」

　まくしたてつつ、バーンは必死の形ぎよう相そうでロドニーを押おしとどめていた。青ざめた顔は眼前の大男より、むしろ背はい後ごにかばった仏ぶつ頂ちよう面づらの少女に向けられている。

「でもやめた方が良い！　彼女はえーと、えーと──な、南部の虎とらと呼ばれた呪じゆ術じゆつ師しサルマ・サンタニコの直弟子でね!?　儀ぎ式しきに使った兎うさぎの足との同調が過ぎて、散さん弾だん銃じゆうもった男には並なみ々なみならぬ恨うらみでもって寂さびしん坊ぼうの呪のろいをかければいいのにな！」

「希望か」

「もう言いながら嘘うそ臭くせぇと思ったんだもん!!…………あ、マズ──」

　目を細めるアーティアを泣きながら振り返りかけたバーンは、弾かれるように天てん井じようを見上げる。黒ずんだ梁はりとランプの他ほか、何があるわけでもない。が。

　わだかまる闇やみを押しのけて、突如、紅蓮の炎が噴き上がる。

「ん、なぁ────ッ!?」

　悲鳴を上げてひっくり返るロドニーの横で息を呑のみ、チェルシーは、ぱっとバーンを振り向いた。彼の口の端から、蛍ほたるのような火の粉が溢あふれているのを見留めた直後。

【────────!!】

　巻まき上がった炎ほのおを追いかけるように、鋭するどく冷たい音色が響ひびき渡わたる。

　氷を細工した風琴オルガンを奏でるように透とう明めいで複雑な音は、空気を凍いてつかせる吹雪ふぶきへと変じた。銀風が炎を呑み込み、ねじ切り、縛しばり上げ、億おくよりもなお細かく炎を断つ……

　再びサルーンに静せい寂じやくが満ちた。無む論ろん、今度は感服の沈ちん黙もくではあるまいが。

「……つまらんことで《息吹》を使わせるなと言っとるだろうが、馬ば鹿か者もの」

　雪せつ片ぺん混まじりの嘆たん息そくをこぼすアーティアと、泣き笑いの形に引きつった口元に黒こく煙えんを漂ただよわせるバーンを見上げ……床ゆかに転がっていたロドニーが金切り声で叫さけぶ。

「どッ……ど、どッ────竜徒ドラグ＝ジーンだあああぁぁぁッ!?」

　その一語を合図に、狂きよう騒そうが始まった。

　悲鳴が響き、怒ど号ごうが上がり、逃にげる者があれば、二人へ跳とびかかっていく者がある。テーブルをひっくり返し、ジョッキを投げ、とばっちりを食った者が喧嘩を始め、どさくさに紛まぎれてボトルを懐ふところに忍しのばせる者を給仕がトレイで引っぱたく──方向性のない大おお騒そう動どうの隅すみっこで呆ぼう然ぜんとしていると、騒さわぎをくぐり抜けてアーティアが近寄ってくる。

「大だい丈じよう夫ふか？　すまんな、折を見て話すつもりだったのだが」

「お…………お、お前らっ、竜徒ドラグ＝ジーンだったのかよ!?」

　軽く首をすくめるアーティアに、チェルシーは悲鳴じみた叫び声を上げた。

　竜徒ドラグ＝ジーン──『文明の発展は星を滅ほろぼす毒である』と信じ、竜ドラゴンに魂たましいを売り《息吹いぶき》の力を得たと言われる、星の守り人を名乗る竜の使徒。辺境では、彼らは竜そのものより遥はるかに嫌きらわれる──少なくとも、竜は自発的に徒党を組んで街に襲しゆう来らいしたりはしない。



    

  
    
      「いや、僕ぼくは違ちがうよ？　まっとうな人間さ」

　と、どこからか現れたバーンが震ふるえるチェルシーの手を握にぎる。乱らん闘とうに巻き込まれたのか、ブロンドにチキン・ソテーのへばりついた彼に、アーティアが頭を振った。

「まったく。お前が迂う闊かつに口を出さねば穏おん便びんに済すんだというに」

「……でも君、どのみち面めん倒どう臭くさくなったら《息吹》使うつもりだったろ。なんか最近ほんとスレて──おわっ!?　ま、待った待った待ったーッ！」

　保安官シエリフ事務所へ繋つながる警けい報ほう紐ひもを引こうとしていたバーテンダーに気付き、バーンは慌あわてて飛び出していった。カウンターに躍おどり込こむ彼を見送り、アーティアは顔をしかめる。

「奴は星ほし守もり───竜徒ドラグ＝ジーンではないが、ある禁きん忌きの呪じゆ物ぶつを呑み込んでしまってな。己おのれを律し切れん大嘘をついたときに呪物が暴走し、ああして火を吐はく始末だ」

「禁忌、って…………ま、まさか《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》ってやつか？」

「……知っているか。そう──葬そう星せいの火か焔えん、罪人竜ニグログルフュの《息吹》だ」

　重おも々おもしいその言葉に、チェルシーはごくりと唾つばを呑のんだ。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》──現在、『アビスパス』が全力を挙あげて手に入れようと目もく論ろんでいる代物である。

　ようやく、ナジロの指示の意図が理解できた。

「このままでは、いずれ《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》が奴の自じ我がに取って代わる。その前に取り出す術すべを見つけなければいかんのだ。今回の『お宝』には、かなり期待が持てるな」

「あ、ああ──そう」

　曖あい昧まいに頷うなずき返すが、アーティアはもうこちらを見てはいなかった。バーテンダーを含ふくむ数人に囲まれ悲鳴を上げているバーンに溜ため息をつき、そちらへと駆かけていく。

　無意識に、革かわ帯おびに巻かれた右みぎ腕うでを抱だきしめる。

「………………………………ああ、もうっ！」

　不ぶ恰かつ好こうながらフォローしあって、荒あらくれ共を煙けむに巻くアーティアとバーンを、羨せん望ぼうに似た眼まな差ざしで見つめてから────チェルシーは自や棄けぎみな大声を上げ、逃げだそうとしていたショットガン・ロドニーの脳のう天てんをパスタの大おお皿ざらでぶん殴なぐった。



　　　　◆□□◆



「と、いうワケだ──バーン・フラットランドたちはしばらくこの街に留まるよ」

「ふーん……仕事熱心。余よ裕ゆうないのねぇ、ナジロちゃん」

　光こう量りようを絞しぼったランプが照らす薄うす暗ぐらい部屋で、ベッドに腰こし掛かけたデイジーが笑った。

「実験の準備が整うまでの時間を無む駄だにしたくないだけだよ。それに──」

　扉とびらにもたれたまま素っ気なく答え、ナジロは鋭えい利りな笑みに唇くちびるを歪ゆがめる。

「アーティア・アリア・ノルガンディア。彼女、なかなか上玉だ。見過ごす手はないね」

「女の敵ぃー。……それなら、私も遊んじゃうんだから」

　くるくると少女のような声を上げ、デイジーは淫いん靡びな微び笑しようを浮うかべた。

「……それにしてもアレ、なんていったかしら？」

「『お宝』かい？　ロトリオンだよ。竜の《息吹》を封ふうじる石、ロトリオン」

「そ、ロトリオン。……ナジロちゃん、ジョークのセンスあったのねぇ」

「お褒ほめにあずかり光栄だね」

　表面だけの白々しい笑みを交わしあい。

　二匹ひきの『働き蜂オブレラ』は、不ふ吉きつな羽音を奏かなで続けた。



    

  
    
      
　第二章　寸すん劇げきから影かげが差し　Lothario N' Lottlion






　シャマシュ・アフマンドという吟詠屋カンタドラについて。

　特筆するようなことはない。保安官シエリフである夫ニコラスとの間に一人ひとり娘むすめのチェルシー・アフマンドをもうけ、娘が五歳さいの時、流行はやり病やまいでこの世を去った。何も珍めずらしい話はない。

　ニコラス・アフマンドという保安官シエリフについて。

　特筆するようなことはない。東方からの移民である妻シャマシュとの間に一人娘のチェルシー・アフマンドをもうけ、もしもの時は娘を頼たのむと友人に頼んだ翌月、街を襲おそった強ごう盗とう団だんと撃うち合いの末、命を落とした。何も珍しい話はない。

　ルパート・ヘルフェンツという遊撃保安官ノーマツドシエリフについて。

　特筆するようなことは──





「な、なあ…………ルパート」

　簡かん素そな夕食があらかた片かた付づいた頃ころ、チェルシーは向かいの席のルパートへおそるおそる声をかけた。彼は猛もう禽きんのような瞳ひとみを一いつ瞬しゆんこちらに向け、またすぐ皿へ視し線せんを戻もどす──『聞いているから続けろ』という意味だと悟さとるまでには時間がかかった。

　早くも意気が挫くじけていくのを感じながら、それでも必死に言葉を続ける。

「あっ、あの、さ………………わ、わたし、母かあさんに唄うたを教わってたんだ」

「…………」

「き、きれいな唄なんだっ！　詩人の唄っていって……母さん、こればっかり唄うんだ。そ、それで────」

「チェルシー」

　必死にまくし立てる彼女の言葉を遮さえぎり、ルパートは突とつ然ぜんこちらへ顔を向けた。思わず言葉を呑のみ込こんでしまったチェルシーに、彼は調子の変わらない硬かたい声で続ける。

「しばらく家を空ける」

「っ…………」

「議会から招集がかかっている。中央へ出向いた後、パレアシティの方で引き継ついだ仕事だ。……家政婦はいつも通りアレンを呼よんである。明日の昼には来るはずだ」

「────う、うん……」

「……あの街の判事はダッモドベリか……あの目め出で度たい男じゃ頼たよりにならないな。要よう請せい書しよ類るいも準備する必要があるか。ギャング共の巣す穴あなは────」

　頷くチェルシーを、ルパートは既すでに見ていなかった。皿の豆をかき混まぜながら思考に没ぼつ頭とうしている。こうなれば、目の前で彼女が椅い子すから転げ落ちたところで気付いてはくれない──一度試したことがある。惨みじめだった──

　膝ひざの上で揃そろえた小さな手を握にぎりしめ、金色の瞳を震ふるわせる。

「………………きれいな……唄、なんだ…………」

　──父ニコラスがこの世を去り、彼に引き取られて三年近くが経たつ。

　その間、交わした会話はこの程度のものばかりだった。ルパートは彼女に不自由ない生活をさせてくれ、学校にさえ行かせてくれた。だが話だけはしてくれなかった。

　遊撃保安官ノーマツドシエリフという仕事が、ニコラスの仕事とどう違ちがうのかわからない。彼は仕事から帰ってくるとちゃんと話をしてくれた。必死に母の真ま似ねをして唄うチェルシーをからかい邪じや魔ますることもあった──そういった時はよく父を蹴け飛とばしたものだが、それでもニコラスは、ちゃんと自分を見て話をしてくれたのだ。

　自分の食器を洗い場へ運び、桶おけに水を汲くんでくる。

　仕事、仕事のルパートはいつだって荒こう野やと、そこに生きる無法者アウトローしか見ていない。こちらを見ていない者とは、いつまで経っても話はできない。

（…………だったら）

　だったら──────────そう。自分が荒野に立てばいいではないか。

　名案に思えた。そうすれば彼も、少しは話を聞いてくれるはずだ…………

「………………？」

　ふと──汲んできた水を食器の山へぶちまけ、チェルシーは首を捻ひねった。

（なんでわたし、こんなにあいつと話がしたいんだろ）

　あんな無愛想で、仕事のことしか考えていない男だというのに。

　しかし、己おのれの才覚と技量をすべて注つぎ込こみ仕事に向かっているその真しん剣けんな横顔を見ていると、なぜだか胸むねの奥おくが熱くなる。ふわふわと、落ち着かない気分になる──

（…………ま、いっか）

　疑ぎ問もんも熱も消えないまま、大おお雑ざつ把ぱなところで妥だ協きようしておく。

　考えてもわからないことは放ほうり出し、チェルシーは食器の汚よごれをこそぎとりながら、家政婦の目を盗ぬすみ家を出て行く手しゆ段だんを検けん討とうし始めた。





　チェルシー・アフマンドという少女について。

　特筆するようなことはない。幼おさな心ごころにルパートへ抱いだいた想おもいの正体に気付くのは数年後、ようやくチェルシー・カクタスという偽ぎ名めいを名乗ることを学ぶ頃ころになる。

　それもまた、珍しい話ではない。



　　　　◆□□◆



　噂うわさについて改めて嗅かぎ回る必要はなかった。

「閂さん竜りゆう鉱こうロトリオン──とりあえずそう呼ばれてるみたいだね」

　近くのカウンターで交わされる、悪漢アウトロー然とした男たちの密みつ談だんを盗ぬすみ聞き、バーンは同じテーブルについている二人の少女に向き直った。

「かつての戦役の際、地に染しみた騎き士しの『死』に穢けがされた石だという話だな。時とき経へて純じゆん化かした『死』が命の流れたる《息吹いぶき》を拒きよ絶ぜつする……むう。あり得ん話でもない、か？」

「…………あっそ」

　思案げにうねるアーティアを見上げ、テーブルに顔をのせたままチェルシーが呻うめいた。

「昨日きのうの今日だろ……よく調べがついたな」

「そりゃ、あちこちで噂になってるからね」

　朝に弱いのか死人のような声をあげるチェルシーに、バーンは肩かたをすくめる。

　骨こつ棟とう区くを避さけ外がい壁へき回かい廊ろうにとったこの宿は食堂と酒場サルーンを兼けん業ぎようしており、ホールにはちらほらと他の客の姿すがたがあった。その誰だれもが顔を寄せ合い、ひそひそと囁ささやき合っている。

　一通り辺りを見回してから、バーンはハムエッグをつついて眉まゆ根ねを寄せた。

「ただ、そこが引っかかって。……昨日まで漠ばく然ぜんと『お宝』とだけ言われてたのに、今け朝さはいきなり名前から具体的な性質まで知れ渡わたってる。ちょっと気にならない？」

「…………。な、ナジロたちが、どこかの新聞プレスにでも発表したんじゃないのか？」

「うん、現にいくつか記事見たけどね。……タイミング良すぎって気もするんだよ」

　答えてそちらを見返すと、チェルシーは黙だまって視線を逸そらした。議ぎ論ろんが面めん倒どう臭くさかったのかも知れない。付け合わせの芋いもにフォークを刺さし、バーンは話を続けた。

「だからどうするってわけじゃないんだけど。とりあえず予定は変わらないしね」

「うむ、まずはお前の修行だな。とりあえず街の最さい上じよう層そうまで行くぞ。これだけ深い坑あなならロープの長さを気にする必要もあるまい」

「……いや、もう大体なにやらせるつもりなのかは分かったけど」

　平然と頷うなずくアーティアに、何とも言えない顔で唸うなっておく。

　アーティアが課す『修行』──《息吹》を制せい御ぎよするための訓練は、バーンの意識に取って代わろうとする《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を少しでも抑おさえるためだというのだが……効果の程がいまいち分からない上、それ自体で命を落としかねない苛か酷こくな荒あら行ぎようが常である。

「でも僕ぼく、これから出かけなくちゃならないんだ。やー、残念無念」

「む？　またくだらん仕事じゃあるまいな」

「そっちの仕事じゃないよ。……採さい掘くつ屋やにアテをつけにいこうかなって」

　バタートーストを囓かじるアーティアへ、ひらひらと手を振ふってみせる。

「サングリーノヒルじゃ、組合ギルドに登録してない人間の採さい掘くつ行こう為いは認みとめられてないんだ。でもこれだけ噂が広がってるし、もう大手の採掘屋は軒のき並なみ押おさえられてるだろ。それなりの規き模ぼがあって、かつ注目されてないって連中を捜さがさなきゃいけないわけ」

「んな都合のいい奴やつ、いるわけないだろ……」

　突つっ伏ぷしたまま器用に頭布ターバンを巻き直すチェルシーに、彼は得意げに笑いかける。

「それがいるらしいんだよ、腕うではあるくせにワケあってくすぶってるって連中がさ」

「……？　そんなこと、いつ調べたってんだ」

「昨日、あのサルーンの子に訊きいたんだ。準備は早い方がいいしね」

　肩をすくめて答えると、チェルシーはぎょっと目を丸くした。昨夜はただ遊んでいただけと思われていたらしい──そういう目的もなかったとは言わないが。

「とにかく、そういうわけさ。君らは……ま、様子見がてら適当に観光でもしててよ」

「ぬう──まあ良いだろう。お前一人で行かせるのは不安だが」

　鼻を鳴らし、仏ぶつ頂ちよう面づらでトーストを食い千切るアーティアに苦笑して、席を立つ。

「じゃあチェルシー、よろしくね。基本的に縁えん日にちに子こ供ども連れてく感覚で大だい丈じよう夫ぶだから」

「誰が子供か、与よ太た者ものめ」

　喉のどを鳴らすアーティアから逃にげるように、バーンはそそくさと宿を出て行った。





　酒場サルーン『クズの掃き溜めスタック・オ・リー』の看かん板ばんは、知らなければ見過ごしかねないほど小さかった。

「なるほど……こりゃ流は行やんないや」

　岩がん壁ぺきに埋うまったうらぶれた入り口を眺ながめて呟つぶやき、バーンは周囲に視線を走らせる。

　上層の外壁回廊の人出は少なかった。これから坑こう道どうへ降おりるのかツルハシを担かついだ男。道どう具ぐ袋ぶくろを担ぎ後ろに続く見み習ならいいらしき青年。大荷物を担いだ漂泊商人ワンダラー。通りの隅すみで人通りを眺ながめている汚きたない恰かつ好こうの少年──そこで視線を止め、バーンはそちらに歩いていった。

　少年は野や卑ひな仕草で噛かみ煙草たばこを吐はき捨すて、三さん白ぱく眼がんを向けてくる。

「……あんだよ、色男。男ウ娼リはやってねぇぜ」

「気が合うね、僕もだよ。……ちょっとセテンサって人を捜しててね」

　この年とし頃ごろにしては堂に入った恫どう喝かつを、バーンは笑顔で受け流す。

「噂の新鉱石の件で話がしたくてさ。彼、あの店にいるんだろ？」

「……物もの忘わすれがひどくてな。十ほど包つつんでくれりゃ、思い出せるかもしれないぜ」

　値ね踏ぶみするような視線を走らせ、少年はそっけなく片手を突つき出してくる。呆あきれた嘆たん息そくと共に肩をすくめ──バーンは、財さい布ふから数すう枚まいの紙し幣へいを抜ぬいて微笑ほほえんだ。

「──五十渡したら、どこまでしてくれる？」

「お望みならジルバだって踊おどってやるよ」

　紙幣をむしり取って汚よごれたツナギに押おし込こみながら、少年は欠けた歯を剥むく。

「カウンターに七人、辛しん気き臭くせぇツラが並ならんでる。奥おくのつるっぱげがセテンサだ」

「オーケイ。……ドレスをやりたいんだけど、アドリブでいける？」

「けっ、舐なめんな。連中をカナリアにしようってんだろ」

「切れる男は大物になるぜ。五分後に入るからよろしく」

　片かた目めを瞑つぶるバーンにニヤリと笑い、少年は潰つぶれたサンダルを引きずって堂々と『スタック・オ・リー』へ歩いていく。こういった事には慣れているようだ。

　口笛を吹ふき、バーンは装そう飾しよく品ひんを人目につきやすいように──要するに下品に見えるよう付け替かえる。それから、なるべく大おお袈げ裟さな動作を心がけて自在戸を押した。

　店内は、看板から想像がつく程度に薄うす汚ぎたなく、寂さびれていた。黒ずんだ床ゆか板いたは磨すり減ってへこんでいるし、椅い子すやテーブルも調度品というより粗そ大だいゴミに近い。

「若わか旦だん那な、お待ちしてましたよ！」

　と、店の隅から大声で叫さけんで、先ほどの少年が視線を横へ向けた。カウンターで七人の男が並んで酒しゆ杯はいを傾かたむけている。全員、大おお柄がらな背せを丸めて通夜のように沈しずんでいた。

　その奥に禿とく頭とうの男が座すわっているのを確かく認にんし、バーンは耳みみ障ざわりな大声で笑い返す。

「参ったよ、出がけにパパに捕つかまっちゃってさ。奴はまだ来てないのかい？」

　遠えん慮りよのない大おお股またで店を横切り、バーンは隅でなく中央の席に乱らん暴ぼうに腰こしを落とした。少年はカウンターの店主らしき男からボトルとグラスを受け取り、向かいの席に着く。

「親方はじきにお見えになります。若旦那には大変感謝してるって」

「当然だろ。組合ギルドの目をごまかしてやってるんだ、感謝しない奴なんているもんか」

　言葉を遮さえぎるように鼻を鳴らし、バーンは尊そん大だいに言い捨てた。そして横目にカウンターを窺うかがう──「ギルド」の単語が出た途と端たん、男たちの背が揺ゆれたのを彼は見み逃のがさなかった。

「じゃ、返事だけ先に聞かせてもらおう。……まさか断れるはずはないと思うけどさ」

　頭の足りなさそうな声こわ色いろを作りながら、手て振ぶりで「断れ」と合図。

　それを受けた少年はさも哀あわれっぽく顔を歪ゆがめ、泣きそうな声を上げる。

「若旦那、あのう、その事なんですが…………親方は、お断りするって──」

　どんっ、と音が響ひびき、男たちがぎょっとした顔でこちらを振り向いた。

　テーブルに拳こぶしを叩たたきつけた恰好のまま、バーンはにっこりと微笑む。

「……言い間ま違ちがいってあるもんだね。さ、もう一回ゆっくり答えてくれ。『デクスター・シルバー・マイン』は、例の話、引き受けてくれるんだろうね？」

「……その、若旦那、そのう…………でも親方は、」

「あ？　なに？　なんだって？────冗ッ談じゃないぞ、オイ！」

　声を荒あらげて、バーンはボトルとグラスを床へ払はらいのけた。椅子を蹴けって立ち上がり、役者顔負けの名演技で怯おびえる少年の胸むなぐらを掴つかみ上げる。

「僕の命令を断れる立場だと思ってんのか、ああ!?　お前らがさんざん採掘申告をごまかしてきたこと、パパに言いつけてやったっていいんだぞ！」

「そ、そいつは勘かん弁べんを……！　しかし、若旦那、」

「クソ、話にならない！　いいからデクスターの間ま抜ぬけを呼んでこい、畜ちく生しようッ!!」

　癇かん癪しやくを起こしたように地じ団だん駄だを踏ふむと、バーンは少年を入り口まで引きずって──畳たたんだ紙幣を手て渡わたす。彼は額面を確認してからそれをポケットへ押おし込こみ、囁ささやいた。

（毎度あり。演目はお気に召めしたかよ？）

（マジ最高。煙草たばこはほどほどにね）

（うるせ。……店主の名前はブッチだ。上う手まく使いな、色男）

　生意気なサービスをくれる少年を苦笑混じりに表へ放り出し、バーンは手近な席にどかっと座り込んだ。苛いら立だたしげにテーブルを指で叩き、舌打ちしたりすることしばし。

「──な、なあ」

「…………あ？　なんだい、あんたら」

　声をかけられ、面めん倒どう臭くさそうに振り返ると──セテンサたちが曖あい昧まいな愛想笑いを浮うかべて立っていた。彼は太い指を乙おと女めのように弄いじりながら、小声で訊たずねてくる。

「ぬ、盗ぬすみ聞きする気はなかったんだけどよ…………あんた、ギルドに顔が利くのか？」

（はい、いっちょ上がり）

　これが俗ぞくに、ドレスと呼ばれるペテンの手法である。

　演技と演出で身分を装飾ドレスして信用させる単たん純じゆんな手だがそれだけに応用の幅はばは広いし、手際が良ければまず見み抜ぬかれない。特に今回は協サ力ク者ラの少年が良い仕事をしてくれた。

「俺おれはセテンサ・エンジェルってんだ。助けると思って話を聞いてくれねぇか」

「ふーん……？　ま、話したきゃ勝手に話せば」

　さも気のない調子で切り返すが、セテンサは顔を輝かがやかせた。剃てい髪はつなのか天然なのか卵のような頭を撫なで上げ、椅子に巨きよ体たいをねじ込む。

「俺たちゃ、辺境渡わたって経験積んできた流れの採さい掘くつ屋やでよ。カンも腕も悪くねぇって自信がある。この街なら大おお儲もうけできると思ったんだが…………ギルドは俺たちには坑こう道どうを回せねぇと言うんだ。派は閥ばつがどうの、縄なわ張ばりがどうのってよ。もうワケわかんねぇ」

「だろうね……どんな実績があろうが、新参がいきなり単独で仕事を持てるもんか」

　脳のう天てん気きな連中はよく勘かん違ちがいするが、坑道にも政治はある。

　採掘ギルドにしても大手業者による影えい響きようは大きい。まずここを理解していなければサングリーノヒルでは成功できない。『腕は良いらしいが絶望的に要領が悪い』連中だということだったが、なるほど……噂うわさ通りではあるようだ。

「で、なにが言いたいのさ？　ギルドに掛かけ合って仕事を回して欲ほしいってかい？」

「その通りだ！　頼たのむ、もう別の街に移る金すらねぇんだ！」

　テーブルにぶつかるほど頭を下げるセテンサは、もはやバーンがギルドに通じた人間だと疑うたがってもいないだろう。彼にしてみれば千せん載ざい一いち遇ぐうの好機、そう信じたいという気持ちが疑ぎ念ねんから目を逸そらさせているのだろうが……

（うまい話ほどよく疑え、ってね。今後は気をつけるよーに）

　内心でほくそ笑み、バーンは思案げに宙を見上げた。

「そうだなあ、力になれないこともないんだけど………………ただ、世間ってのは世せ知ち辛がらいもんさ。ギブがあるからテイクもある……その辺は分かってるよね？」

「おう、なんでもするぜ！　妙みような小こ僧ぞうと揉もめてたな、どっかの坑あなを盗とう掘くつでもするのか!?」

　爛らん々らんと目を輝かせたセテンサは、抱だきつきかねないほど詰つめ寄りながら大声でそんなことを言ってくる──要領の悪さは本物のようだ。

　言いたいことはあったものの、とりあえず話を続けることにする。

「僕ぼくはバーン・フラットランド。パパはあのブランディン・フラットランドさ」

「…………？　あ、ああ……？」

「……まさか、ギルドの監かん査さ長ちよう補ほも知らないって？……そうか。悪いけどこの話は──」

「へ？　そ、そんなまさか!?　そうか、あんたの親おや父じさんが、あの！　なあ!?」

　不ふ愉ゆ快かいそうに声を低めると、彼は慌あわてて背はい後ごを振り返った。一いつ斉せいに曖昧な笑顔を浮かべる男たちを睨ねめつけて──バーンは、こっそり胸をなで下ろした。当然、監査長補などという役職は聞いたこともない。

「ギルドの奥の奥まで通じた男ってワケさ。……例の新鉱石の噂は聞いてるかい？」

「ああ、もちろんだ。閂さん竜りゆう鉱こうロトリオンだったか」

「そ。実はパパに内ない緒しよで、いくつか中央の企き業ぎようと契けい約やくを取りつけてある。売り抜ければ相当の儲もうけが見み込こめるんだけど……ひとつ問題があってね。サングリーノヒルで発見された新鉱石は半年の間ギルドに流通を制限される、って規約さ」

　この規約は事実だ。街中で、ここをどうごまかすかが話題の的になっている。

　神しん妙みように頷うなずくセテンサに指を振って見せ、彼は少しだけ声を落とした。

「まずは、採掘休止になっている坑道を片っ端ぱしから当たってくれ。……どんぴしゃで鉱こう床しように当たる可能性は低いだろうけど、いまの段だん階かいじゃどこ掘ほっても確率に大差はないしね」

「な、なるほど……使われてない坑道ならこっそり潜もぐっても気付かれない、か」

「書類上の体てい裁さいはこっちで整え、情報が入ったら順次君たちに回していく。で、ブツを掘り当てたら僕が採掘申告をごまかし、上前はねて一件落着。……本当はデクスターにやらせるつもりだったけど、あんな腰こし抜ぬけに用はない。リスクを切り抜ける勇気があるタフガイこそこの計画、いや、この街の将来には必要なんだ」

　そこで初めて、これまでの冷笑とは違う、信しん頼らいの笑顔を見せる。

『デクスター・シルバー・マイン』はそれこそギルドへ直に影響を与あたえるような、サングリーノヒル最大の採掘業者だ。そのデクスターより信用できるとギルドの重要人物（偽にせ者ものだが）に言われ、セテンサたちは完全に舞まい上がったようである。

「──その話、乗った。あんたと街のため、セテンサ・エンジェル、命を懸かけるぜ！」

「決まったね！　ブッチ、みんなに祝しゆく杯はいを！　もちろん僕持ちだ!!」

　ぐっと手を握り返し、バーンはカウンターへ叫さけんだ。はしゃぐセテンサたちを残し、こっそりカウンター席へ移る──恐らく彼らは最低二週間、風ふ呂ろに入っていない。

　息をつく彼に、七つのジョッキを両手に携たずさえた店主、ブッチがぼそりと囁く。

「手て頃ごろなカナリアだな」

「臭においは勘かん弁べんして欲ほしいけどね…………協力ありがと」

　舌を突き出し苦く笑って、バーンはカウンターに金を置いた。代金には少し多いそれを器用にエプロンへ回収し、ブッチは浮かれるセテンサたちへジョッキを運びに行く。

　カナリア。要はリスクを押しつける相手のことだ。

　もしセテンサたちが規き約やく違い反はんでお咎とがめを受けたところで、彼らを切り捨すてれば飛び火を免まぬがれるという寸すん法ぽうである。非情だが、気をつければ見抜けたろうし──彼らが調査の一いつ環かんとして掘り出す鉱石をちょろまかす算段を立てているのがしっかり聞こえていた。

　結局、こういった詐さ欺ぎに引っかかるのは余計な欲よくをかく連中なのである。

「ま、長い目で見りゃいい経験だろうし。やー、いいことした後は気持ちいいや」

「そりゃなんぼなんでもアレな物言いと思うがのう」

　不意に、隣となりでしわがれた声がした。

　ぎょっとしてそちらを振り向けば、こぢんまりとしたな老人がスツールにしゃがんでいる。その小汚い心こころ衣え姿すがたに見覚えがあった。昨日、チェルシーを追いかけていた老人。

「じ、爺じいさん!?　あんた、いつの間にッ────えっと。ど、どこから聞いてた？」

「詐欺とは感心せんのう」

　老人は懐ふところから黒くろ塗ぬりの箸はしを抜き、ぐっと言葉に詰まるバーンに突きつける。

「安心せえ、まだ連中には教えておらんわい。……良い言葉じゃのう、『まだ』」

「うっわ、その笑顔ムカつく……なにがお望み？」

　渋じゆう面めんで呻うめくバーンに、老人はにやついた顔で素早く耳打ちしてきた。

「ちょいと、儂わしも噂の新鉱石に興味があってのう。お前さんの計画に便乗させとくれ」

「……？　なんだ、爺さんもひと山当てようってクチ？」

　目を細め、バーンは老人を見返す。金銭に執しゆう着ちやくするタイプには見えないが……

　だが彼は真っ白な髭ひげをさすると、子こ供どもじみた笑顔を浮かべて頭を振った。

「あいや、金は要らんよ。ただ《息吹いぶき》を封じるという噂……それが本当かどうか確かめたいだけじゃい。理由はまあ、訊きかんでくれれば助かるのう」

「へー」

「…………。信じとらんじゃろ」

　威い嚇かく的てきに──と呼よんでいいのか──箸を鳴らす老人へ、バーンは軽く肩かたをすくめる。

「盗ぬすみ聞きに脅きよう迫はくまでしときながら分け前は要らない、挙あげ句くに理由は訊くなとくる。これで警けい戒かいしない奴やつは大バカってもんさ」

「ぶっしゃっしゃ。然しかり、然り」

　奇き妙みようにしわがれた笑い声を上げてから、老人は箸を袖そでにしまって向き直ってきた。

「ふうむ……これを見れば信じるんでないかな。騒さわいでくれるなよ」

　眉まゆ根ねを寄せるバーンに小さく呟つぶやき、老人は──空気を塗り変えた。

　その矮わい躯くを包む雰ふん囲い気き、印象、生き物としての存そん在ざい感かん……全すべてが静かに、朧おぼろに稀き釈しやくされていく。目の前に見み据すえていながら、瞬まばたき一つでもすれば姿を見失ってしまいそうだ。

　目を瞠みはるバーンの前で、老人はゆっくり、深く息を吸うと、

【────────】

　複雑に折り重なる透とう明めいな声と共に、口から白い煙を吐き出す。

　漂ただようように流れ出た煙けむりは宙ちゆうを舞まい、滑すべり、顎あごが外れそうな驚きよう愕がくに固まるバーンの顔の周囲をくるくると旋せん回かいすると、吹ふき散らされるように消え失うせた。

　口髭をさすって息をつく老人に慌てて詰め寄り、バーンは器用に小声で叫ぶ。

「ちょ──待て、待って!?　いまのまさか、その…………い、《息吹》!?」

「自じ己こ紹しよう介かいがまだじゃったかの」

　詰め寄るバーンを指で押おし戻もどしながら、老人は目を三日月にしてみせた。

「アギ・チーリィじゃい。大陸を流しながら星ほし守もり……いわゆる竜徒ドラグ＝ジーンをやっとる」

「だッ……そ、え!?　な、なに？　え、なにっ!?」

　──通常、竜徒ドラグ＝ジーンは人間を敵てき視しする。街中で暴れもせずに呑のん気きに生活している竜徒ドラグ＝ジーンなど考えられ……なくはないが、まあ、多数派ではあるまい。

「そう驚おどろくこともあるまい。お前さんの連れ、あの嬢じようちゃんも星守りではないんかな」

「！　わ、分かるもんなの、そういうのって？」

「やはりの。いや、物もの腰ごしが露ろ骨こつにそれらしかったからそう思っただけじゃが……逆に珍めずらしいぞい、あそこまで典型的な雰囲気の星守りというのも」

　腕うでを組んで苦にが笑わらいし、アギはあらためてこちらの瞳ひとみを覗のぞき込こんできた。

「そんなわけで、星守りに偏へん見けんのなさげなお前さんなら快く協力してくれると踏ふんだわけじゃい。哀あわれなジジイを助けると思って、一いち枚まい噛かませてくれんかいのう」

「……そのイヤな目配せがなければもう少しフレンドリーに頷うなずけるんだけど」

　わざとらしくセテンサたちのテーブルへ視線を流すアギに、苦にが々にがしく呻く。

　正体不明の竜徒ドラグ＝ジーン……アドリブでくわえ込こむにはリスキー過ぎるが、ここで計画を暴ばく露ろされては元も子もない。大おお袈げ裟さに肩をすくめ、バーンは嘆息をこぼした。

「分かった、負けたよ。……ただしアンタも頭数に数えるからね。人手が少ないんだ」

「助かるのう。お、そうじゃ。もう一つ」

　ふと思い出したように、アギはごそごそと懐をまさぐる。そこから欠けの目立つ汚い茶ちや碗わんを取り出すと、厳おごそかに表情を引き締しめてみせた。

「──銭は無けれど、腹はらは朝あさ餉げを欲ほつして啼なき止やまぬ。さて、なんとする？」

「おごんないよ」

「おのおのがた、愉ゆ快かいな話があるのじゃが実はこの男、」

「ブッチ！　こちらの紳しん士しにとびっきりのモーニングをッ!!」

　素早くスツールを飛び降おりセテンサたちの席へ歩いていくアギに跳とびかかり、バーンは泣きそうな声で叫ぶ。手近な席に彼を座らせ、雪のような髭を左右に引っ張ってやった。

「頼たのむから大人おとなしくしてよ爺さん。僕、ちょっと仲間に連れん絡らくつけてくるからね」

「星守りの嬢ちゃんか。儂を含ふくめ三人、むむ。確かに少ない頭数じゃのう」

「アンタの茶碗盗とったあの子も一いつ緒しよだよ。……それに、予定じゃもう一人増えるんだ」

　予想以上にボリュームのあった髭をくるくると三つ編みの刑けいに処しながら、バーンは浅く息をつく。これからまだ、厄やつ介かいな仕事を片かた付づけなくてはならない。

　どんなペテンを仕し掛かけるより厄介なのだ──石頭の保安官シエリフを説得するなんて仕事は。

「昼の鐘かねで僕らの宿に来てくれよ。場所は、もう調べてあるんだろ？」

「……あいや」

「接せつ触しよくのタイミングが良すぎたね。どっかから尾つけてなきゃああはいかないさ」

　舌を出しておどけるアギに苦笑を残し、バーンは勢いをつけて席を立った。



　　　　◆□□◆



『縁えん日にちに子供連れてく感覚で』──言い得て妙みようというか、そのままというか。

　言い渡わたされていた言葉を、チェルシーはしみじみと噛かみしめていた。

「ぬ。これはなんだ」

　路上に広げた敷しき布ふに並ならんだゴミの山からひときわ怪あやしげなガラクタを取り上げるアーティアに、ガラクタの主らしき太った男が狡こう猾かつな笑みを浮かべる。

「あんた目が利くな。そいつは三百年前、北の海の沈ちん没ぼつ船せんから引き上げられた──」

「そいつはおったまげたね、もう三百年したら買いに来るさ。ほら、行くよ」

　投げやりに口を挟はさみ、チェルシーは彼女の首根っこを押おさえさっさと歩き出した。

　これをかれこれ、十回近く繰くり返している。この竜徒ドラグ＝ジーンの少女はよほど世せ間けん慣なれしていないらしく、目につく屋台や出店に片かた端はしから吸い寄せられていた。

「あんたさぁ──少し考えりゃ、あんなのインチキだって分かるだろ」

　頭を振り、チェルシーはげんなりと呻うめく──別に世話を焼く義理もないのだが、こうも騙だまされやすい所を見せられると口を出さずにいるのが悪いことのように思えてしまう。

（……いや、悪くない。こんな奴、放ほうっときゃいいんだ。行きずりの仕事仲間にいちいち情けをかけてるようじゃデカい仕事は務つとまらな、い…………？）

　思考を修正しながら隣となりを見て──そこに誰だれもいない事に気付き、足を止める。なんとなく予感がして振り返れば、アーティアがまた別の露ろ店てんを覗のぞき込んでいた。

「ああもう、あいつはっ！」

　絶ぜつ叫きようして髪かみを掻かきむしり、それでも慌あわてて駆かけていく。

　古い幌ほろのテントの中、間に合わせに作られた棚たなに並ぶ食器や小間物の中からアーティアはくすんだ銀色のチェーンをつまみ上げた。そして店主らしき初老の女性を見やり、

「これはインチキか」

「なに訊きいてんだ馬ば鹿かっ!?」

　思い切り無ぶ遠えん慮りよに訊たずねる彼女の口を、チェルシーは後ろから押さえつけた。もごもごと呻く彼女からチェーンを取り上げ、棚の上に戻す。

「悪いね、この子ちょっと世間知らずでさ」

「ひっひっ。構やしないよ、どのみちインチキみたいなもんさね」

　皺しわだらけの顔に磊らい落らくな笑みを浮かべ、店主はチェーンを弾はじいてみせた。

「こいつは緋ひ冥ぐれ粒りゆう銀ぎんでこしらえてあるのさ。純じゆん度どが高けりゃ緋ひ色いろが深くなって値ね打うちもべらぼうって代物なんだがね……こいつは見ての通りだろ？」

　そう言って指すチェーンはただの銀色──いや、汚よごれだと思っていた曇くもりは、仄ほのかな暗あん紅こう色しよくのようにも見える。よほど気をつけなければ本当に汚れにしか見えないが。

「欲ほしけりゃ、多くはいらないよ。今日の昼飯にでもなりゃ御おんの字さ」

「本当か」

　身を捩よじってチェルシーの腕から逃のがれ、アーティアは声を弾はずませた。店主が差し出したチェーンを受け取ると、代わりにベルトに提さげていた紙かみ袋ぶくろを渡す。

　中身は、塩焼きの欠き餅もち。

　……驚いて、というよりはリアクションに困こまって沈ちん黙もくする店主とチェルシーに構わず、アーティアは嬉うれしそうにチェーンを握にぎり締しめ顔を輝かがやかせた。

「感謝する」

　そして遠ざかる弾んだ足音で我われに返り、チェルシーは慌てて店主に向き直る。

「ご、ごめんなバアさん。いくらだ？」

「ひっひ、こいつで結構さね。……面おも白しろい子だよありゃ」

　摘つまんだ欠き餅を口に放り込みばりばりと噛かみ砕くだく店主に苦笑を残して、チェルシーは目立つ茜あかね色いろの襟えり巻まきを追いかけ、半眼でその背せ中なかを叩たたいた。

「ったく──世間知らずにも限度ってあるだろ」

「む……な、なにかまずかったか？」

「別にいいんじゃない。……わたし一人で疲つかれてるのが納なつ得とくいかないだけだよ」

　困こん惑わく顔がおで見返してくるアーティアに、ぼそりと呟つぶやいておく。

「にしても、そんな骨こつ董とうどうすんだよ。細工も別に珍しかないだろ」

「前に壊こわしてしまった物と似ていたんでな」

　頷うなずいて、アーティアは腰の後ろに吊つるしていた革かわ袋ぶくろから銀のチェーンを取り出した。どこかにぶつけたのか留め金がひしゃげている。いま手に入れた物とよく似たデザインだ。

「代わりになどならんと分かってはいるんだがな………………、ええ」

「あーいいよ、なんとなく分かったから。多分、フラットランドにもらったんだろ」

　面めん倒どう臭くさげに指し摘てきすると、彼女は目を見開き、チェーンを取り落としかけるほど動どう揺ようしていた。頭の後ろで手を組んで、少し意地悪く鼻を鳴らしてやる。

「そんな大切にしてやることないって。ああいう軽けい薄はくな野や郎ろうは、誰にでもおんなじことをしてるもんさ。あんたには大事でも、あいつが覚えてるとは限らないよ」

「そッ！……そんなことは、ない、と思うが……………………そ、そうなのか……？」

「──あ──い、いや冗じよう談だんだぞ？　うん、そうだな。覚えてるかも知れないよな！」

　あっという間に消しよう沈ちんするアーティアへ、チェルシーは慌ててまくし立てた。聞いているのかいないのか、彼女は疑うたぐるように二本のチェーンを見比べている。

　あまりに素直な反応に罪悪感をつつかれ、どこかへ話題を逸らすべく辺りを見回す。と────雑ざつ踏とうの中にその姿を見つけ、チェルシーは足を止めた。

「……？　どうした」

　怪け訝げんそうに振り向いてくるアーティアには答えず、通りの一画を睨にらむ。

　向こうがこちらに気付いたのも、ほぼ同時だった。目立つ長身のコート姿が通りの中心で立ち止まり、特に焦あせるでもない足取りでゆっくり歩いてくる。

　そして彼女の眼前に立ち──ルパート・ヘルフェンツは、静かに口を開いた。

「偶ぐう然ぜんだな」

　憎にくらしいほどに動揺も緊きん張ちようもない口ぶりに、思わず罵ば声せいが口をつきかける。

「……『アビスパス』の仕事か？」

「──うるさいっ、まぬけ野郎トンテイーリヨ!!」

　二度目は我が慢まんできなかった──服の重ねからナイフを抜ぬき、鼻先に突きつける。

「いまさら……いまさら父親面で説教なんかするなよ！　わたしがなにをしようが関係ない！　お前は、仕事してればそれで満足なんだろっ!?」

「いや……」

　眼前の切っ先を見み据すえたまま、ルパートは低い声で否ひ定ていしてくる。

　その言葉に一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬だけ期待がよぎった。が、

「……辺境の法を守るのが俺おれの仕事だ。お前がその法に触ふれるなら、無関係ではない」

　続けて告げた言葉はやはり、聞きたかった言葉ではなかった。音がするほど歯を軋きしらせ、チェルシーはナイフを持つ腕うでを震ふるわせる。と、

「──それは責任を棄すてた物言いではないか、お前」

　襟巻を引き上げ、アーティアが仏ぶつ頂ちよう面づらでルパートを睨にらんだ。

「親ならば義務を果たせ。辺境の法とやらがどれほどのものかは知らんが、私には、お前がそれを言い訳わけに逃にげているだけに見える」

「……逃げている、だと？」

「チェルシーからだ、たわけ」

　子こ供どもならそれだけで泣き出しそうなしかめ面をするルパートに、泣き出す子供でも黙だまらせそうな瞳をしたアーティアが言い捨すてる。

　睨み合う二人の間に──チェルシーは遮さえぎるように右腕を突き出した。もう十分だ。

　口を閉とざす彼女に笑ってみせてから、ナイフを服の裾すそへ隠かくして呟く。

「お前より、会ったばっかりのこいつの方がよく分かってる」

「………………」

「行こう、アーティア」

　固い沈ちん黙もくを守るルパートをわずかに哀かなしげに一いち瞥べつし、踵きびすを返す。しばし逡しゆん巡じゆんしてから、アーティアは小走りに後をついてきた。

　しばらく無言で歩き続け、ようやくチェルシーが足を止めたのは通りの端はし、縦たて坑あなに面した広場である。岩いわ棚だなに築かれたここからは骨こつ棟とう区くや坑こう内ない列れつ車しやのレールがよく見み渡わたせた。

「……すまん。余計な口を出したな」

「……謝あやまることないだろ」

　呟くアーティアに苦笑し、頭布ターバンを取る。解ほどけた髪かみが亜あ麻ま色いろのマントのように広がった。

「わたしじゃ、ああいう風にはっきり言えないからさ。……ありがとな」

「む」

　身じろぐアーティアに忍しのび笑いをこぼし、彼女は頭布の埃ほこりをはたく。

「あいつとは昔っからあんな調子なんだよ。わたしたち、本当の親子じゃないんだ」

　軽い調子で言い放って、チェルシーは適当に頭布を巻まき直した。

「気持ちは分かるけどな。押おしつけられたガキに愛想よくしろってのも無理な相談さ」

「それは違ちがう」

　突とつ然ぜん、強い語調で言い切るアーティアに、チェルシーは目を丸くして振ふり向いた。真っ直すぐ見つめ返してくる銀の瞳は鏡のようにこちらの姿を映うつし込んでいる。

「親と子の絆きずなは血に依よらん。少なくとも奴やつは、お前をそういう了りよう見けんでは見てはいない」

「…………な、なんだよ。なんで言い切れるんだよ？」

「私とて星ほし守もる茜せん鱗りんが一いつ片ぺん。本質を見み極きわめることにかけては信用してもいいぞ」

　大まじめに言い切り、アーティアは「信用していい」アピールなのか、迫はく力りよくのない胸むねを張ってみせる。説得力の三字は逆さに振っても出てきそうにないが、本人は真しん剣けんだ。

　ぽかんと口を開けて彼女を見つめているうちに……ふと、笑いが込こみ上げてくる。

「──は…………ははっ、あっはははははは！」

　腹はらを抱かかえて笑うチェルシーを、今度はアーティアが不思議そうに眺ながめていた。

　構わずに笑い続ける。腹を抱え、失礼なくらい大口を開け──荒こう野やに飛び出してからずっと背せ伸のびして装よそおってきた、拙つたない「開拓辺境フロンテイアの女」の仮面も忘わすれて。

「あ、アーティアっ………………あんた、面白いよ！」

「……ぬう？　信用できんか」

「信じるさ。よく知ってるよ、あいつはわたしを自分の子供と思ってくれてる」

　首を捻ひねるアーティアに言い返し、笑い疲つかれた顔で空を仰あおいだ。

「よく知ってるんだ…………わたしを、子供としか思ってくれてないことなんてさ」

　独白めいて呟つぶやき、投げやり気味に笑って、彼女はアーティアの背中を叩く。

　先ほどよりも遠えん慮りよなく。ほんの少しだけ、気安げに。

「──それじゃ、しみったれた話はここいらでお終しまいだ。わたしはどっか適当な店で時間潰つぶすけど、あんたも来る？　どうせすることもないだろ」

「？　ロトリオンについてはなにも調べないのか？」

　眉まゆ根ねを寄せるアーティアに舌を出し、チェルシーは右腕のベルトを引っ掻かいた。

「調べるだけ無む駄ださ。坑あなの底まで鼻はな突つっ込んだって見つかりっこない」

「むう？　そうとも限らんではないか、なにかの拍ひよう子しに見つかるかも分かるまい」

「分かるさ。考えてもみろよ、ロトリオンってのは────」

　呆あきれたように鼻を鳴らして──彼女は、呼こ吸きゆうごと言葉を止めた。

　突とつ如じよ青ざめ、錆さびた仕し掛かけ時計の人形のような動きで広場の一方を振り向くチェルシーに、アーティアは顔をしかめた。そして彼女の視し線せんを追いかけ……表情を変える。

「──やあ。奇き遇ぐうだね、二人とも。ロトリオンの件は順調かな？」

　斬きりつけるようなアーティアの視線を浴びながら、悠ゆう然ぜんと歩み寄り。

　ナジロ・ティンブリッジが、真っ向から斬り返すような鋭するどい微び笑しようを浮うかべてみせた。
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　チェルシーを引き取ったのは、もう十年以上も前になる。

　長い年月だと──あの年とし頃ごろの少女にとってはなおさら──思うが、自分たちの間にあった会話は、改めて思い返せば驚おどろくほど少なかった。

　頭を振り、ルパート・ヘルフェンツは周囲に聞こえない程度の溜ため息をこぼす。もっとも坑内列車の到とう着ちやくを待つ人々で混こみ合うホームでは、鼻歌でも歌ってみたところで気付かれはしないだろうが。

（失敗だったか）

　先ほどは思わず声をかけてしまったが、彼女にしてみればこちらの顔も見たくはないだろう。嫌きらわれるのは今に始まったことではないが、いたずらに怒おこらせる意味はない。

　もう一度嘆たん息そくし、ルパートは視線を横に向けた。列車が到着したらしい。

　ざわめき出す人混みを器用にすり抜け、到着した列車に乗り込こもうとする。と。

「……あれ、ルパート？」

　名を呼よばれて振り返り──そこにいた人物に、驚いて眉を跳ね上げた。

「…………またお前か。なにをしてる」

「ちょっと骨棟区まで買い物にね。質の良い石になると、外がい壁へき側がわじゃ売ってないんだ」

　愛想良く答えて、バーン・フラットランドは上着のポケットを叩たたく。そこから覗のぞく雑貨屋の小さな紙袋に触れながら、彼は見慣れた軽けい薄はくな笑顔を浮かべて訊きいてきた。

「で、あんたはなにしてんの？」

　仕事だ──と、即そく座ざに口をつきかけた言葉を呑のみ込み、ふと思いついて言い直す。

「親子の対話に失敗して、落ち込んでるのさ」

「──は？」

「…………。なんでもない」

　なにか予想外の方向から蹴け飛とばされたような顔をされ、ルパートは帽ぼう子しを引き下ろして憮ぶ然ぜんと呟いた。慣れない戯おどけはするものではない。

　隣となりをすり抜けて列車に乗り込もうとすると、背後からバーンにコートを掴つかまれる。

「ま、待った待った。──え、なに？　チェルシーと話したの？」

「俺に、他ほかに子供はいない」

「えーと……うん。オーケイ、ちょっと話しよう。失敗の原因を探さぐるから」

　こめかみに指を当てて唸うなり、バーンはホームの端はしまで彼を引っ張っていった。ホームを出て行く連れん絡らく車しやを残念そうに見送るルパートに、彼はゆっくりと訊きいてくる。

「確かく認にんなんだけど…………あんた、なに言って怒おこらせたのさ」

「そこからもう見当がつかなくてな」

　素直に呻うめき、ルパートは左手に持っていたトランクをホームに下ろした。

「あいつが、自分がなにをしようが関係ないと言うから、法を犯すのなら俺が捕つかまえなくてはならないと答えたら、怒らせた。お前の連れにも叱しかられた」

　答えると、バーンはぐったりと肩を落とした。辛つらいことがあったらしい。しばらく食中しよくあたりでも起こしたように唸り続けてから、なにやら我が慢まん強づよい顔で見上げてくる。

「……あんた、ちょっと『チェルシーに毛け嫌ぎらいされてる』って思い込みすぎなんだよ」

　噛かんで含ふくめるように言われて、ルパートは思い切り顔をしかめた。それから視線を宙ちゆうへ泳がせ、記き憶おくにある娘むすめの態度を思い返す。ややあって、彼はぽつりと呟いた。

「……嫌っていないとでも？」

「や、嫌ってたけど」

　あっさり言い切るバーンに嘆たん息そくし、小さく頭を振る。

「あいつはニコラスに懐なついていたからな。俺が父親面をするのは面白くないだろうさ」

「……うーん。いいとこ突ついてるんだけど、根本を履はき違ちがえてるっていうか……」

　呻きながら考え込むバーンを見やり、ルパートは怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「確かに、あんたはまかり間違ってもいい父親じゃないと思うけどさ。…………もう少しチェルシーを信用してあげたっていいんじゃないの？」

「信用？」

「彼女だって辺境の女レデイってことさ」

　小器用に片かた目めを瞑つぶり、バーンはにっと笑って見せる。こちらとしては困こん惑わくするしかないのだが──彼の言葉に、思うところがないわけでもなかった。

　遊撃保安官ノーマツドシエリフの仕事は厳きびしい。一度議会から任務が下れば数ヶ月は荒野を放ほう浪ろうし続けることも珍めずらしくないし、必ずしも気分の良い仕事ばかりではない。ルパート自身、陰いん謀ぼうや暗殺めいた仕事を幾いくつも片かた付づけてきた。希望と栄光の煌きらめき、野心と欲よく望ぼうの衝しよう動どうが人の目を眩くらませる開拓辺境フロンテイアの秩ちつ序じよを、手を汚よごさず守ることは不可能。ならば自分の手を汚さなければ見えないものもある。だから自分は、狗いぬのように荒野をかけずり回ってきたのだ──

　──本当にそうだったか？

　チェルシーと向き合い……彼女の父親になりきれていない自分を自覚させられるのが恐おそろしく、荒野へ逃にげ出す気持ちはなかったと言い切れるだろうか？

（…………逃げている、か）

　押おし黙だまったこちらを不ふ審しんそうに見つめるバーンへ、ルパートはぼそりと呟つぶやく。

「────お前の連れの娘、容よう赦しやがないな」

「……う、うん、まあね。……どっからそういう結けつ論ろんになったんだか知らないけど」

　困惑顔で同意するバーンに、はっきりと分かるほどに唇くちびるの端はしを歪ゆがめてみせた。トランクを持ち上げ、やって来た次の列車を見やり、ルパートは低く告げる。

「大事にしてやれ、“〝嘘つきバーンバーン・ザ・ライアー”〟。お前の仕事相手にはもったいない」

「し、仕事じゃないってば！　僕、彼女にはマジなんだからね！」

　憤ふん慨がいする彼には答えず、ホームへ滑すべり込こんできた列車の方へ歩いていく。まだ何か言い足りないのか、バーンは慌あわてた様子で追いかけてくるが、振り向きもしない。

　すべきことは一つではない。逃とう避ひだとしても、仕事は果たす義務がある。

　重おも苦くるしい感情を嘆息で殺し、ルパートは目の前に停とまった客車の昇しよう降こう口ぐちを見上げた。

　──見上げて、硬こう直ちよくした。

「あら。御ご機き嫌げんよう、保安官シエリフ。……偶ぐう然ぜんね？」

　粗そ末まつで汚きたない客車からコンクリート打ちのホームに降おり立ったのは、まるで場ば違ちがいな豪ごう奢しやな雰ふん囲い気きと、舞ぶ台たい女じよ優ゆうのように艶あでやかなドレスを纏まとった長身の美女。

「……『アビスパス』……ここでなにをしている」

「観光って答えたら、納なつ得とくしてくださるかしら？」

　険悪な形ぎよう相そうのルパートに彼女が白々しく答えたところで、人混みを抜けたバーンが隣に並んで来た。そして驚いた顔で女を見やり、それでも即座にその名を呼ぶ。

「やあデイジー。今日は仕事オフ？」

「ええ。名前、覚えてくれたのね」

　嬉うれしげに頷うなずき、デイジーは髪を揺ゆらした。晴天の爽さわやかさを侵す、蠱こ惑わく的てきで退たい廃はい的てきな香かおりが辺りに漂ただよう。顔をしかめるルパートを抑おさえるように、バーンが前に進み出た。

「こんなとこで会えるなんて意外だな。『アビスパス』の専せん用よう車しやは使わないの？」

「あら残念。私の気持ちは伝わらない？　あなたに会いたかったのよ、バーン」

　タイミングを合わせて詰め寄り、デイジーはバーンの頬ほおに指を滑らせる。バーンは慌てるでもなく、その手をとって人なつっこく微笑ほほえみ返した。

「嬉うれしいよ。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》が目当てじゃなけりゃもっと嬉しいんだけどね」

「意地悪ね。『働き蜂オブレラ』としては、それを気にしないわけにはいかないじゃない？」

「……その『働き蜂オブレラ』とは、一体なんなんだ」

　バーンの頬をつつくデイジーは、問われるとむしろ嬉しげに答えてくる。

「私とナジロちゃんよ。他にも大勢いるけど、いまこの街に来てるのは私たちだけ」

「組織の名というわけか」

「そう、私たちは『アビスパス』の私兵団。精せい鋭えいって呼んでくれるとデイジー感かん激げき」

　レースの帽子をつまんで笑うデイジーに、ルパートは渋じゆう面めんを向けた。

　ジョーク。あるいはただ馬ば鹿かにされている。普ふ通つうならばそう考える所だろうが──

「──お前たちは何者だ。昨日の男も含めて、あまりに臭すぎる」

「あら。失礼な言い回しじゃない？　女の扱あつかい方、知らないのかしら」

　眉を寄せ、彼女は頬を膨ふくらませる。子供じみた仕草だが不思議と滑こつ稽けいには見えない。

「ちょっと白けちゃった。本当はあなたとランチでも一いつ緒しよにしたかったのに」

「機会はいくらでもあるさ。僕ら、しばらくこの街にいるからね」

「そう簡かん単たんに諦あきらめられるのも複雑ー。……あの可愛かわいくない子と先約でもあるのかしら？」

　薄く笑み、彼女は舐なめるような距きよ離りに顔を近づける。並なみの男なら身も世もなく蕩とろけてしまいそうな媚び態たいだったが──バーンはデイジーの髪を手で梳すき、平然と微笑み返した。

「よく分かったね。……あの、かっこいい子と約束があるんだ」

「んんっ、妬やけちゃうかも。……でも、それならあんまり目を離はなさない方がいいわよ」

　彼の鼻先を指でつついて、デイジーは唇くちびるの隙すき間まから歯を覗のぞかせた。

「──ナジロちゃんって、女の子に手を出すの早いのよ。紳しん士しじゃないから思い通りにならない子は力ずくでも、って乱らん暴ぼう者ものだけど。ナルシストなのよねぇ」

「……アーティア相手じゃ、返り討うちにされてお終しまいだと思うけどね」

「忘わすれちゃった？　ナジロちゃんも『働き蜂オブレラ』なのよ。私と同じ、ね」

　硬い声で呻き、それでも辛かろうじて笑顔を保つバーンに微笑み──彼女は、昇降口に取りつけられた手すりを無造作に握り潰した。鋼こう鉄てつの塊かたまりが異音を立ててひしゃげていく光景を目まの当たりにした周囲の男たちは、口々に悲鳴を上げて逃にげ出していく。

　バーンは取り繕つくろいきれていない笑顔を引きつらせ、ゆっくり後ずさり始めていた。

「…………いま駆かけだしたら、君、邪じや魔まするかい？」

「別に？　ナジロちゃんのナンパ手伝う義理はないもの」

　デイジーが答えた途と端たん、バーンは脇わき目めもふらずにその場を駆け出した。

　あっという間に小さくなるその背せを見送り、デイジーが小さく肩をゆする。

「必死になっちゃって、可愛いわよねぇ。保安官シエリフ、彼とお友達？」

「……答える必要はないな」

「つれない人。……お友達なら、もう少しここにいてあげた方がいいわよ」

　微び笑しようと共に告げられて、ルパートはその場を去りかけた足を止めた。

「なぜだ」

「二度手間だからかしら」

　首を傾かしげて、デイジーは彼の背はい後ごを指さした。眉まゆをひそめ、慎しん重ちようにそちらを振り向こうとした瞬間、飛び出していった時と同じ速度でバーンがホームに駆け込こんでくる。

「──ごめんルパート！　さっき彼女たちに会ったのってどこッ!?」

「…………いつまでも同じ場所にいるわけないだろう。探さがすぞ、間ま抜ぬけ」

　深く溜ため息をつき、彼はすがるように見つめてくるバーンを促うながし、走り出した。
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　不ふ愉ゆ快かい──ひと言で評価するなら、そういう男だった。

「参ったな。そう怖こわい顔をしなくてもいいだろう？」

　藍あい色いろの瞳ひとみを細めて笑うナジロを、アーティアは無言で睨にらみ返す。

　こんな坑あなの中では場違いとしか言いようのない上等な生地のスーツや、砂の一粒つぶも含んだ様子のない長い髪かみは、それだけを見れば素直に美しいと言えただろうが……この男が纏まとっているとまるで高こう慢まんで無ぶ遠えん慮りよな印象しか感じられない。端たん整せいな笑みの裏うらに覗のぞく歪ゆがんだ自じ尊そん心しんが、彼の言葉も挙きよ動どうも、全すべてをいびつに醜みにくくしている。

「少しチェルシーの様子を見に来ただけだよ。ちゃんと皆みなの役に立っているかな？」

「え──っ？　あ、ああ…………っ」

　水を向けられ、硬直していたチェルシーがかすれた声をあげた。思わず前へ踏み出しかけるが……その時には、ナジロはもう馴なれ馴なれしい笑みでこちらを見ている。

「彼女が世話になっているね。ぜひ、君にお礼をしたいな──そうだ、僕たちの列車へ来ないかい？　とびっきりのランチを用意させるよ」

「断る。…………行こう」

　叩たたきつけるように告げ、チェルシーの手を引き歩き出そうとする。

　その行く手を遮さえぎるように両りよう腕うでを広げ、ナジロはひどく鼻につく笑えみを浮うかべた。

「あまり、僕の心証を悪くしない方が君のためだと思うけどな。……『アビスパス』が君とバーン・フラットランドを捜さがしているのはもう分かっているだろう？」

「…………」

「我わが主──シム・リム・アビスパは、フラットランドを《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》ごと連行し、君を抹まつ殺さつしろという命令を下された。ああ、なんてことだ。同情するよ」

　嘆なげかわしげなナジロには答えず、じっと相手を観察する──ふざけた挙動だが、常に抜ぬき身の刃は物ものを突きつけられるような不気味な圧あつ迫ぱく感かんがそこに漂ただよっていた。

「だがフラットランドさえ引き渡わたせば、君もきちんと始末したと我が主には報告しよう。君は自由の身だ。もちろん──素直に言うことを聞いてくれるなら、だけどね？」

「失うせろ」

　髪に触ふれようとするナジロの手を、アーティアは嫌けん悪おの表情で払はらいのける。弾はじかれた手をしばし驚おどろいたように凝ぎよう視ししてから、ナジロは苛いら立だたしげに表情を歪めた。

「頭の悪い子だな──得な取引だと分からないのか？」

「どれほど利のある話だろうと、呑のむ気はない」

　氷の表情で吐はき捨すて、敵意の棘とげを突つき立てる。

「貴き様さまが気にくわん。それほどまでに性根を穢けがした輩やからの言葉など、信用できるか」

「……やれやれ。あの軽けい薄はくそうなフラットランドの連れの言葉とは思えないね」

　呟つぶやくナジロは、微笑のまま。だがその笑顔の端はし々ばしから、どす黒い憤ふん怒どが滲にじんでいるのを彼女は見逃さなかった。これ以上の問答に意味はないが──

「──確かに奴やつは軽薄だ。軟なん弱じやくで根性なしの、呆あきれた与よ太た者ものだ」

「おっと……これは耳が痛いたいね。彼には少し同類の空気を感じてるからさ」

「そう、同類だ。同類ならばこそ」

　肩をすくめるナジロを真っ直すぐ睨にらみつけ、彼女ははっきりと告げる。

「私は奴の方が良い。……貴様は、醜い」

　──ナジロが、精せい緻ちな美び貌ぼうを間抜けに歪めて絶句した。

　そのまま数秒も硬こう直ちよくし……ふと息をついて、彼はのろのろと髪をかき上げる。

「…………そっ、か。やっぱり君、そういう子か。うん、なるほどね…………」

　呟き、ナジロが気だるげに腕を下ろし──次の瞬しゆん間かん、首くび筋すじに激げき痛つうが炸さく裂れつした。

「ッ…………、!?」

　毒どく蛇へびに咬かまれたような熱を帯びた痛みに、反はん射しや的てきに跳とび退すさろうとする。が。

　脚あしに…………否いな。全身に、力が入らない。

「っ、アーティア!?」

　その場にくずおれそうになる身体からだを、寸すん前ぜんでチェルシーが受け止めてくれる。

「な、なにしたんだよっ…………お前!?」

「素直になってもらっただけだよ。ちょっと強引に、ね」

　叫さけぶチェルシーに軽く肩をすくめ、ナジロは小さなガラスの筒つつを掲かかげた。

　いつ、どこから取り出したのか──注射器だ。中身は既すでに無い。

「毒じゃないよ。……そうだな、媚び薬やくとでも言えば近いかも知れないね。高価な品さ」

　とっさに怒ど鳴なり返そうとするが、身体の中の何かがそれを妨ぼう害がいする。

　打ち込こまれた薬が血流に乗って全身に侵しん食しよくし、粘ねばつく影かげとなってへばりつく。胸の奥おく、最も深く大切な何かを無遠慮に汚お染せんし、成り代わり、取り澄すます……

　──四し肢しが痺しびれて、感覚がなくなる。

　──思考が澱よどみ、理性が爛ただれる。

　──意識が、溶とける。

　──命が穢けがれる。

　──己おのれが停とまる。

　──耳元に、囁ささやく声。

　──抗あらがいがたい、隷れい従じゆうの誘いざない。

　──想おもいも肉体からだも、熱の一いつ片ぺんまでも。

　────さあ、全てを、ナジロ・ティンブリッジに捧ささげよう。

「ッ──あ……!?　く、ぁ……………………!!」

　脳のう裏りに蠢うごめく声の呪じゆ縛ばくをすんでの所で振ふり払はらうアーティアに、嘲ちよう笑しようが投げつけられる。

「少しだけ幻げん覚かく性せいのアブない成分も入ってるけど、ちょうどいいと言えばちょうどいいからね。こういう子に言うこと聞かせるときはよく使うんだ」

「な、ナジロっ！　お前──」

「だって仕方ないだろう？　君、うるさいから黙だまっていたまえ」

　ぞんざいに吐き捨てたナジロに、チェルシーが息を呑のむ音が聞こえた。

　歯を軋きしらせ──アーティアは、そっと彼女の身体を突く。そして驚いた顔で振り向く彼女を庇かばうように立ち、かすみぶれる視界の中、必死にナジロを睨みつけた。

「…………………………どけ……わ、たし……たち、帰…………ッ」

「驚いたね。まだ逆らえるのか」

　感服を──有利を確信した上で相手を見下す感服を滲ませ、ナジロは唇を歪めた。それから無造作に距きよ離りを詰つめ、彼女の腕をねじり上げる。

「ッぐ、ぁ……！」

「完全に堕おちてれば多少は楽だったかも知れないのにね。どこまでも馬鹿な子だ」

「……だ、駄だ目めだ！　やめろよ、おい！　そいつは駄目だっ!!」

　嗜し虐ぎやく的てきに舌なめずりするナジロに、我われに返ったようにチェルシーが叫んだ。

「多分……多分だけどそいつ……そいつ、フラットランドのことがっ、」

「────チェルシー……いまさらなに言ってるんだ？　そんなことは分かってるよ」

　彼女の言葉を遮り、ナジロはうんざりした顔で手を振ってみせた。

「因いん果が応おう報ほうって言葉があるだろう。僕を醜みにくいなんて言うからこうなる。……そんなわけで結構ひどく哭なかせる予定だけど、ま、馬鹿な自分を恨うらむことだね」

　髪かみを掴つかんで持ち上げられた顔に、肌はだの上を這はいずるような吐と息いきが触れるのが分かった。

　全身を冷たい感覚が貫つらぬく──その正体に気付くには時間がかかった。

　これまでに感じたことのない種類の、恐きよう怖ふ。

　全身を蝕むしばむ絶望にかすれた視界に、ナジロの冷笑が広がっていき…………次の瞬間、突とつ然ぜん横から飛び込んできた何かが、その顔を思い切り突つき飛ばしていった。

　よほどの勢いだったのかナジロは笑みのまま真横に吹ふっ飛んでいき、同時にその場にくずおれかけた彼女の身体を、飛び込んできた何かが慌あわてて支えてくれる。

　否いな、何かではない。自分を抱だきかかえているのが誰だれなのか、彼女は根こん拠きよもなく、しかしこれ以上なくはっきりと確信していた。

「──っ、アーティア！　大だい丈じよう夫ぶ、アーティアッ!?」

　こちらを覗のぞき込んでいるのは、案の定見慣れた──バーン・フラットランドの顔。



    

  
    
      「……………………は、」

　それを確認した瞬間、張り詰つめていた緊きん張ちようが一気に解ける。薬のせいだけでなく脱だつ力りよくする身体を気き遣づかわしげに支え直すバーンへ、彼女は弱々しく言い放った。

「見れば……分かるだろうが、与太者め。……………………大丈夫だ」

「ごめん。訊きいといてなんだけど、どこもかしこも駄だ目めそうに見える」

　困こまった顔をする彼に息をつく。苦笑したつもりだったのだが。

　その時、怪け訝げんそうなバーンの背後からもう一つ、駆けてくる足音が聞こえた。

「バーン……間に合ったか！」

「あー、もうギリギリだったよ！」

　振り向く先には、長いトランクを提げて走ってくる男──ルパート・ヘルフェンツ。

　顔を強こわばらせるチェルシーへ、バーンが軽く声をかける。

「チェルシー、悪いけどアーティアを頼たのむよ。で、ルパートのそばに行ってて。……思うところはあるだろうけど、ちょっとした緊きん急きゆう事じ態たいだから。お願い」

「へ……？　あ、ああ……わ、わかった」

　一いつ瞬しゆんだけ目を丸くして、チェルシーは慌てて頷うなずいた。彼女に肩かたを借りながら、アーティアもバーンを見つめる──笑っているのでも困っているのでもない、無表情。

　見たこともないその顔が向けられているのは、離れたところから憮ぶ然ぜんとこちらを眺ながめているナジロだ。彼はスーツについた足あし跡あとを見下ろしてから、ゆっくりとバーンに視線を向ける──何が起きたか見えていなかったが、蹴け飛とばされたらしい。

「……クリーニング代は、高くつくよ」

「同情するね。変な薬買うお金がなくちゃ女の子口説けないだろ？」

　即そく座ざに言い返すバーンに、ナジロの顔がはっきりと歪ゆがむ。

　いつになく攻こう撃げき的てきなその物言いに、アーティアは訝いぶかしげに囁ささやいた。

「どうした、お前……？」

「大丈夫」

　短くそれだけ言い放ち、彼はゆっくりとナジロの方へ歩いていく。

「女の子口説くのに薬使うなんて、とんだ甲か斐い性しようなしもいたもんだね。恐おそれ入ったよ」

「…………フラットランド。まさか挑ちよう発はつしてるつもりなのかい？」

　ぴくぴくとこめかみを震ふるわせながら、ナジロは軋きしんだ笑顔を浮うかべた。

「愚おろかだね。万が一、僕が挑発を真に受けてしまったらどうするつもりなんだい？　悪いけど……荒あら事ごとになれば君に勝ち目はない」

　言葉ほどには冷静でない面持ちで言って、彼が右腕を足下へ伸のばした、その瞬間──腕の先が、爆発した。驚きよう愕がくに引きつる誰かの声を爆ばく音おんがかき消す。それが銃じゆう声せいだと悟さとったのは、バーンの足下に無数の小さな弾だん痕こんが刻きざまれている事に気付いてからだった。

「分かったかい？　これが『働き蜂オブレラ』の力だ」

　薄うす笑わらいを浮かべ持ち上げたナジロの腕の先は──銃じゆう口こうになっていた。

　手首から先が金属のアームで持ち上がり、そこから硝しよう煙えんの立ち上るショットガンが突き出している異形の腕を睨にらみ、ルパートが声を低める。

「機械肢施術サイボーグ・チユーンか」

「さすが保安官シエリフ。よくご存ぞんじだ」

　嘲笑に顔を歪めて、ナジロは持ち上がったままの手首を腕へ戻した。

「両手両脚、全身くまなく施せ術じゆつは済すんでる。全部披ひ露ろうする時間がないのが残念だ」

「……武ぶ装そう改かい造ぞうは反逆罪扱あつかいだ。『アビスパス』といえど曲げられる法じゃない」

「曲げられなくとも、かいくぐることは出来る。そういうことだよ」

　元の位置に戻した手を馬鹿にするように振って、ナジロはバーンを押しのけ歩き出す。

「興が削そがれた、もう帰るとしよう。君の無礼は忘れてあげるから安心したま──」

　優ゆう位いを見せつける愉ゆ悦えつに歪んでいたナジロの顔が、そこで強ばった。

　バーンが、彼の腕を掴つかんで引き留めている。

「………………これはこれは。資料で読む限り、君は臆おく病びようで惰だ弱じやくな男のはずだったが」

「その通りだよ。見りゃわかるだろ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで答える彼の脚は、言うとおりに震えていた。額にはうっすらと汗あせが滲にじみ、強気に装よそおった声にも隠かくしきれない怯おびえが透すけている。だが。

「僕は腰こし抜ぬけだし、ケンカ弱い。痛い目見ないで済むなら土ど下げ座ざだってするし、大たい抵ていの屈くつ辱じよくは泣き寝ね入いりしてるよ。…………だけどね、勘かん弁べんならない一線ってのはある」

　ごっ──と鈍にぶい音が耳じ朶だを叩たたく。バーンがナジロの襟えり首くびを掴んで引き寄せていた。響ひびいたのは額が打ち合った音か。

「あの子に手ぇ出されちゃ、黙だまってらんないんだよ」

　はっきりと憎ぞう悪おに顔を歪めるナジロと睨み合う彼の背をまじまじと見つめて──アーティアは不意に、先ほどから感じていた違い和わ感かんの正体に気がついた。

（…………怒ってる？）

　あの根性なしの与よ太た者ものが、怒おこっている──目の当たりにしてさえ信じがたい光景だ。

　睨み合う彼らの周囲には、いつの間にか人が集まりだしていた。昼食の用意をしていたらしく調理道具を携たずさえた姿すがたや、坑こう道どうから運び出した土ど砂しやの袋ふくろを担かついだ姿、あんぐりと口を開けている灰はい色いろの制服姿まで様々な野次馬が見──

　──ふと。流しかけた視界に引っかかるものを感じ、ぱちくりと瞬まばたきする。

　人ひと垣がきから、一人の男が歩み出てきた。茶ちや褐かつ色しよくの髪を丁てい寧ねいに油で整えた、灰の服を纏まとう若者……見覚えのある風体ではある。そちらに気付いて、うげ、と鶏にわとりを絞しめるような声を上げるバーンに詰つめより、男は引きつった声で叫さけんだ。

「──ばッ、バーン・フラットランド！　お前……なにやってんだ、こんなとこで!?」

「あ、あんた、スクィージ！…………だよね、あれ？　名前あってる？」

　首を捻ひねるバーンに微び妙みような表情をしながらも、男は一応頷うなずいてみせた。

　スクィージ・キャンドルブック──開かい拓たく護ご衛えい軍ぐん〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉の一員である。星ほし守もりを忌いみ嫌きらう彼らとはこれまで《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を巡めぐる騒そう動どうの中で幾いく度どか牙を交えた。辺境を拓ひらくことを至し上じよう命めい令れいとしているということだが……

「なんでこの街にいるんだよ！……あ、まさかロトリオンの噂うわさを聞いてッ!?」

「ロトリ……？　なんだそりゃ──いや、そんなことはどうでもいい！」

　一瞬、訝いぶかしげに顔をしかめた後、スクィージはこちらを指さして怒鳴る。

「早く、あの娘むすめ連れて隠かくれろ！　あのバカが気付いたらまたぞろ面めん倒どうに────」

「────開拓十じゆつ箇か条じようおぉぉぉぉぉう！」

　彼の言葉を遮さえぎり、頭上から大声が降ふり注いできた。

　同時に、野次馬を蹴け散ちらし数人の男が進み出てくる。労働者より立りつ派ぱな体格を同じ灰色の制服で包む彼らは、右手を左ひだり胸むねに当て左手を腰の後ろに回し、胴どう間ま声ごえを唱和させた。

『第一条！　辺境を征ゆく人間ある限り、その道拓ひらくが我われらの務め！』

　そして、再び頭上から声。移動しながら叫んでいるらしく大きさに波がある。

「……ぃ二条おおぉぉ…………！」

『人に仇あだ成なす影かげあらば、その悪討うつが我らの役目！』

　今度答えたのはまた別の方向から躍おどり出てきた男たちだった。降りそそぐ声も、頭上を右へ左へ疾しつ走そうしながら徐じよ々じよに声量を上げていく。

「第三じょぉぉぉぉぉぉ…………！」

『開拓団に墓標は要らない、林りん檎ごの種を抱だいて眠ねむるのみ！』

「…………ょん条おおおぉぉぉぅ！」

『開拓団は身体からだが資本、食後は歯は磨みがき忘わすれずに！』

「食前には!?」

『「いただきます」ッ!!』

　最後の声は真上から聞こえた──同時、並ならぶ男たちの中心へ、地じ響ひびきを立て何かが落下してくる。……飛び降おりられそうな場所ははるか頭上を走るレールしかないのだが。

　落ちてきたそれは大おお仰ぎように見み得えを切ると、鼓こ膜まくを打ちのめす大音声を張り上げた。

「我ら竜りゆう断たつ人の剣！　グラムっ！　フェンっサぁああぁぁあぁあズッ!!」

「十箇条はッ!?」

「他のも初めて聞いたけどな」

　両手をわななかせるバーンに、スクィージが半眼で呟つぶやいている。

　巨体を反り返らせてこちらを睥へい睨げいするその男に、アーティアは呻うめき声をこぼした。

「……また、貴き様さまか…………こんな時に…………ッ」

「むっはっは、なんの因果か因いん縁ねんか。ブロック・キャリバーここに見参」

　太い腕を組み哄こう笑しようを響かせて──〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉団長、ブロックはにやりと唇を歪める。力の入らない四し肢しを緊きん張ちようさせ、アーティアは息を呑のんだ。

　物もの腰ごしこそふざけて見える男だが、その人間離ばなれした膂りよ力りよくと闘たたかいのセンスは侮あなどれない。万全の体調だったとしても五分の勝負以上に持ち込こむことは難むずかしい。

　と、一通りポーズを決めていたブロックが、おもむろに顔をしかめて首を捻った。

「……しかし『こんな時に』はこちらの言い分だぞ小こ娘むすめ。にっくき貴様たちの姿を見つけ、思わず列車を飛び降りてしまった次し第だいだが」

「思わず、であの高さから飛ぶのか、あんた……？」



    

  
    
      「我々とて任務あってこの街に来ているのだ。貴様たちと決着をつけている時間など──おお、スクィージ君。ギルドの方の首しゆ尾びは？」

　レールを見上げて唸うなるチェルシーは無む視しし、ブロックはスクィージを振り返る。彼は心底疲つかれた顔で頭を掻かきながら、地を這はうような溜ため息をついた。

「確かく認にん取れましたよ。第だい二に層そう北ケ‐Ａ００４坑こう道どう。ほとんどこの真上です」

「うむ。ではまた会おう小娘ども。総そう員いん撤てつ収しゆう！」

「なにしに来たんだあんたら!?」

　絶ぜつ叫きようするバーンと一いつ斉せいに頷うなずく野次馬たちを軽やかに無視して、〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉はブロックの指し揮きに従したがい行進していく。と──

「…………待て、ブロック・キャリバー」

　低い声で呼よびかけるルパートに、ブロックは怪け訝げんそうな顔で振り向いた。

「うむ？　何なに奴やつ」

「ルパート・ヘルフェンツ。こいつの権限で協力してもらいたいことがある」

　答えて、彼はインバネスの前を開けた。そのガンベルトにつけられた八角の保安官章シエリフスターを見て、ブロックは目を丸くする。

「なんと、遊撃保安官ノーマツドシエリフか……では貴き殿でんが、噂うわさの“〝風貫き”〟？」

「噂かどうかは知らんがね、“〝竜斬り”〟。……そこの男『アビスパス』の者らしいんだが、武装肢施術サイボーグ・チユーンを受けてる。反はん逆ひやく罪ざい容よう疑ぎで拘こう束そくしたい、手を貸してくれ」

「それは大事であるな。なにか申し開きはあるか、ロン毛」

「ロン毛って」

　投げやりに呟くバーンの傍そばで、ナジロが整った顔を微妙に引きつらせている。それから右手を掲かかげ、彼は先ほどのように手首を外して銃口を見せた。

「ご覧らんの通りさ」

「ふうむ、潔いさぎよし。よかろう、そういうことならば助すけ太だ刀ちするぞ！」

　にわかに表情を引き締しめたブロックの合図で、〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉が広場を囲うように展てん開かいする。彼らを眺め回すナジロは、しかし意味ありげに嘲ちよう笑しようを浮うかべた。

「僕らも【抗竜党】にはなにかとお世話になってるから、サービスで忠ちゆう告こくしてあげるけど……僕を役所に突き出して恥はじをかくのは、君たちだよ？」

「ふん、これぞ笑止！　『アビスパス』とて反逆罪をもみ消せるものではあるまい！」

「もみ消すとか、そういう問題じゃないんだよなあ……ま、好きにしてみれば？」

　鼻を鳴らして両腕を広げるナジロは、言うとおり抵てい抗こうする気はないようだが……真しん偽ぎを探さぐっているのか、ルパートたちも動きかねていた。辺りが、沈ちん黙もくに沈む──と。

「──あぁ、失しつ敬けい。ちょっと話をさせて欲ほしいんじゃが」

　張り詰めた空気を破る呑のん気きな声に、その場の全員が弾はじかれたように振り向いた。

　バーンとナジロのそばに、いつの間にか誰だれかが立っている。ぼろぼろにほつれた奇き妙みような服を纏まとった、小こ柄がらな老人。昨日チェルシーに茶ちや碗わんを盗まれた老人だ。

「じッ、爺じいさん、どっから……!?　今度はなにさ、ご飯足りなかったのかい？」

「ぶっしゃっしゃ、満足いったわな。今日の糧かて、星に感謝するぞい」

　狼ろう狽ばいして叫さけぶバーンに、指印を切ってもにょもにょ呟く老人を、アーティアは怪訝な面持ちで眺ながめる。……今のは、星守りの祈いのりの文句ではなかっただろうか？

　集中する困こん惑わくの眼まな差ざしを気にもかけず、老人は飄ひよう々ひようとした様子で口を開く。

「例の採さい掘くつ屋やたちが坑道に潜もぐるというでの。それを知らせに来たんじゃが」

「採掘屋？　ああ、セテンサたち。そんなことわざわざ言いに…………って、ちょっと仕事早過ぎじゃない？　ちゃんと使われてない坑道なんだろうね？」

「あいや、間ま違ちがいないぞい。入り口は鎖くさりと鉄てつ柵さくで執しつ拗ように封ふう鎖さされ、『危険・進入禁止』と札まで下がっとったからして──」

　訝いぶかしげに首を捻ひねるバーンに、彼が自信に満ちた顔で頷いた、その時。

　──ぁぁぁああああぁぁぁ──

　どこか遠くで響ひびいた悲鳴に……打ち合わせたわけでもなく、全員が視線を上げる。

「…………爺さん。連中が潜ってった坑あなって、どの辺りか覚えてる？」

「たぶん、あの辺じゃなかろか」

　呟くバーンに答えて老人が指さすのは広場のほぼ真上。

「ところで俺たちは、この街に害がい獣じゆう駆く逐ちくを依い頼らいされてやって来たんだ」

　その指の先を見上げ呟くスクィージの後を、ブロックが継つぐ。

「火打ち狒々フリントバブーンという、土中で十数年の睡すい眠みんを取る怪かい物ぶつである。高速で歯を打ち合わせ火花を散らし獲え物ものを威い嚇かくするため、鉱山などで掘ほり返されては爆ばく発はつ事じ故こを招く危き険けんな獣けものだ」

「運良く起こす前に発見できたから、坑道ごと封鎖してると採掘ギルドで聞いてきたんだがね。その坑道ってのが第二層北ケ‐Ａ００４坑道……この真上なんだが」

　スクィージがもう一度話を引き取った時点で、おおよそ、全員が事態を察していた。

　それを待っていたかのように──上空から爆音と悲鳴が降ふり注いでくる。

「どこまで要領悪いんだあの人らはああああああああああッ!?」

　頭を抱かかえたバーンの絶ぜつ叫きようを合図に。

　爆ばく煙えんと咆ほう吼こうを伴ともなって、上層から幾いくつもの影かげが広場へ落下してきた。





　必死で放った三本のナイフは、奇き跡せき的てきに狙ねらい通りに飛んでいった。

　だが標的に当たったそれはいずれも硬かたい音を立て、弾はじかれる。脱だつ力りよくしたアーティアを支えて舌打ちし、チェルシーは悠ゆう然ぜんと迫せまる黒色の獣を睨にらみつけた。

　害獣フリントバブーン──外見は名の通り毛色の黒い狒ひ々ひに近い。目立つ違ちがいは、巨体のあちこちに張り付いた岩のような欠片かけらだけである。坑道からわき出してきた群れはかなりの規き模ぼで、今やサングリーノヒル中を混こん乱らんに陥おとしいれていた。

　カカカカカカカカカッ────

　こちらを睥へい睨げいする巨大な一いつ匹ぴきが、鉱石質の歯を高速で打ち合わせる。彼女の頭くらい食い千切れそうな口から、涎よだれを垂たらすように火花がこぼれ落ちた。

「……逃にげろ、チェルシー……一人なら…………！」

「っ……………………馬ば鹿か、言ってんじゃないっての！」

　呻うめくアーティアに叫び返し、チェルシーは強く歯を軋きしらせる。

「あんた見み捨すてたとこで他の怪物が見み逃のがしちゃくれないさ、やるしかないだろ！」

「…………だが」

「うるッさい、こんなとこで死んでたまるか！…………切り抜ぬけるよ」

　なおも呻く彼女を支え直し、新たなナイフを抜く。覚かく悟ごを決め……かといって劇げき的てきに冴さえた手しゆ段だんも思いつかず、チェルシーはただ投とう擲てき用ようの頼たよりない柄えを握にぎりしめた。

　フリントバブーンは跳ちよう躍やくしようと身体をたわめ──直後、その頭部に三つ火花が咲さく。

　重なった銃じゆう声せいは、その後に聞こえた気がした。

　思わず振ふり返った瞬しゆん間かん、視界が真っ白に染そまる。どこからか流れてきたその白煙は、目の前にいた怪物の姿を隠かくすほど濃のう密みつに立ちこめた。と、

「──こっちだ、走って！」

　煙けむりの向こうから駆かけてきた影が、うろたえる彼女の手をとって走り出す。思わず離はなしかけたアーティアを慌てて捕つかまえている間に、彼女たちは煙の外まで引っ張り出された。

　そこでようやく手を離し、こちら以上に荒あらげた息を整えているのは。

「ふっ……フラットランド！」

「っ──、──ふ──二人ともッ、大丈、ぶッ──!?」

「お前が大丈夫か、たわけ」

　どれだけ一いつ生しよう懸けん命めい走ってきたのか青い顔で肩かたを上下させているバーンに、アーティアが半眼で呟つぶやいた。その物言いにさすがに咎とがめるような視し線せんを向けるが──彼を見つめる横顔に浮うかんでいたわずかな笑みに気付き、口を突つきかけていた小言を収める。

　その代わり丸まったバーンの背せ中なかを叩たたき、チェルシーは大声を上げた。

「休むのはまだ早いだろ、フラットランド！　どこか安全なところまで避ひ難なんして──」

「そいつは難むずかしいんでないかの」

　まくし立てる彼女の言葉を、しわがれた声が遮さえぎる。

　白煙の渦うずの中からぺたぺたと薄うすい靴音を引きずり、先の老人が姿を現した。なぜか三つ編みに結った口くち髭ひげの合間からは、辺りに漂ただようそれとおなじ白煙が流れ出ていた。

「街中が似たような騒さわぎだぞい。逃にげ回れる広さがあるだけ、ここは安全じゃろうな」

「じッ……ジジイ!?　お前っ、そ、それ、まさか──《息吹いぶき》!?」

「む、そっちの嬢じようちゃんはどうしたんぞい。具合悪そうじゃのう」

　裏うら返がえった声で叫ぶチェルシーには答えず、彼は隣となりのアーティアに視線を移した。

「……なんじゃい、卑ひ毒どくか。これくらい自力で浄じよう化かせえよ、まったく」

　顔を覗のぞき込こんで無茶な文句を垂たれながら、彼はアーティアの額を指で突く。その瞬間、びくん、と彼女の身体が跳はね上がった。

　仰のけ反ぞった勢いでチェルシーから離れる彼女を、駆け寄ったバーンが抱だき止める。

「じ、爺さん!?　あんた今なにやったんだよ!?」

「毒を祓はらったんじゃが。少しは楽になったんでないかい」

　詰め寄るバーンに簡単そうに言い放ち、老人は再びアーティアの顔を見上げた。

　ふらふらと危あぶなげに揺ゆれる身体をバーンに支えられながら、それでも自分の脚で立ち、アーティアは細めた目で老人を見下ろす。

「……命の脈みやく流りゆうの活性化…………あなたは、やはり星ほし守もり？」

「うむ、アギ・チーリィという。お前さんの連れには世話になる予定じゃい」

「！　その名、まさか…………雲の《息吹》のアギ・チーリィ？」

　目を瞠みはって呻く彼女に、肩を支えたバーンが首を捻った。

「知り合いかい、アーティア」

「直に知っているわけではないが……里に定住することを拒こばみ、独り大地をさすらう星守りの話は里さと長おさから何度も聞いた。ノルグの里で彼の名を知らない者はいない」

「あいや、お前さんノルグの出か。ウーフィーグリッドの奴やつは達者かのう？」

「ちょ……待て、待てよあんたら！　世間話してる場合じゃないだろ!?」

　呑のん気きに喋しやべり出すバーンたちの間に割り込み、チェルシーは両手を振ふり回して怒鳴る。

「まだ、すぐそこに怪かい物ぶつがいるん──」

「いや。もういない」

　不意に聞こえてきたその声に、チェルシーは身を竦すくませた。

　風に吹かれて千切れていく雲の合間にうっすらと人ひと影かげが見え始める。漆しつ黒こくのインバネスを揺らして歩み出てくるのは──ルパート・ヘルフェンツ。

「ライフルが通じなくてな。時間を食った」

　淡たん々たんと呟く彼の背はい後ごには、横たわったフリントバブーン。その首に大振りのボウイナイフが突き立っていた。一瞬だけこちらを見てから、ルパートはアギへ視線を向ける。

「……竜徒ドラグ＝ジーン、なぜ人間の街にいるかは問わん。今は、事態が事態だ」

「ぶっしゃっしゃ。この騒ぎでは敵も味方もありゃせんわな」

　相変わらず奇き妙みような声で笑い、アギは辺りを見回す。野次馬はあらかた逃げ出し、広場に残っているのは彼女たちの他ほかにはブロックら〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉とナジロくらいだ。フリントバブーンは彼らに追い払はらわれてはいるが……すぐにどこからか新手が現れる。

「これだけの規模の群れ……討とう伐ばつしきるのは無理だろうな」

　ブーツから大振りのナイフを抜きつつ、ルパートは広場を見回した。動どう揺ようも焦あせりもないその声音に緊きん張ちようが緩ゆるみかけ、チェルシーは慌あわてて気を引き締しめ直す。

「か、簡かん単たんに諦あきらめんな。『なんとかなる』くらい気の利いたこと言えないのかよ」

「なんとかなる」

「…………根こん拠きよがあって言ってるんだろうな」

　歯を軋らせるチェルシーに、彼は至し極ごくあっさりと頷うなずいた。

「獣が群れるとき、そこに必ずあるもの。……考えてみろ、分かるはずだ」

「は!?　こ、こんなときに説教かよ！………………、餌えさ？」

「──そっか。そうだよ、これだけの群れだ！　どこかにリーダーがいる!!」

　顔をしかめる彼女の横から、バーンが勢い込んで首を突っ込んできた。

「頭を叩けば残りは散るものだ。覚えておけ」

「う、うるさいな……」

　上方を見上げるルパートへ決まり悪げに言い返し、チェルシーは彼の視線を追う。

　先の爆ばく発はつで空いた岩がん壁ぺきの穴あなに、一いつ匹ぴきの巨きよ大だいなフリントバブーンが見えた。

　身体を鎧よろう骨こつ格かくもひときわ立りつ派ぱなその獣を見上げ、バーンが双そう眸ぼうを細める。

「いかにもボス猿ざるって面構えだね。ルパート、撃うっちゃえ撃っちゃえ」

「無理だ。狙ねらえないわけじゃないが……こいつじゃ面の皮が貫つらぬけん」

　ぽつりとこぼし、ルパートはコートの裾すそに吊つったライフルを見下ろした。

「骨格の隙すき間まなら別だろうが、急所は外さざるを得なくなる。初しよ弾だんで仕留め損ねれば、身を隠かくすか俺たちに群れを集中させるか──面白くない事態になるだろうな」

「………………」

　黒くろ革かわのベルトで覆おおわれた右腕を見下ろし、チェルシーは呼こ吸きゆうを止めた。

　──あの骨格ごと獣けものを撃ち貫ぬく手しゆ段だんは、おそらく、ある。

　音を立てずに唾つばを呑のみ、彼女はそっと右腕へ手を伸ばし、

「チェルシー」

　ベルトの金具に触ふれる直前、その指を誰だれかに掴つかまれた。

　すくみ上がる彼女を見下ろし──いつそこへ現れたのか、ナジロが穏おだやかに微笑ほほえむ。

「なにをするつもりだい？」

「あ、だ…………だって、このままじゃ、」

「その手を離はなせ」

　言い返そうとする彼女を遮って、ルパートが短く低く、だが強い声で告げる。同時に突きつけられたナイフの切っ先を面白そうに見つめて、彼はチェルシーを離した。

「僕ぼくが彼女に害を為なすとでも、保安官シエリフ？　彼女は僕らの大切な仲間だよ」

「貴き様さまの人格が信用できないと言っているんだ」

「あ、そう。どうにも嫌きらわれたな」

　剣けん呑のんな眼まな差ざしに肩をすくめて、ナジロは眼前の切っ先を指で押しのける。そして、アーティアの身体を隠すように抱きしめているバーンへ視線を向けた。

「バーン・フラットランド、さっさとこの猿共を片付けてくれないか？」

「……あんたが、その右手のガラクタでなんとかしたらいいだろ」

「常識で考えたまえ。こんな散さん弾だん銃じゆう、フリントバブーンの鎧がい骨こつ格かくには通じないさ」

　刺とげ々とげしく言い返すバーンに答えて、ナジロは忌いま々いましげに上方を見上げる。

「ここは君に花を持たせよう──君の中の焔ほのお、今こそ振ふるうべきではないかな？」

「……………………、なに企たくらんでるんだか知らないけど」

　薄く笑むナジロを、バーンは硬かたい顔で睨にらみつける。

「僕はアレを自由自在に操あやつれるわけじゃない。あんな離れたところまで、届とどくもんか」

「いや────届く。その手段がある」

　彼が答えた直後、壁かべの穴を見上げていたアーティアが厳おごそかに言った。

「口を貸せ」

「大だい却きやつ下か。……君、体調考えてないだろ」

　渋じゆう面めんで呻うめくバーンに、アーティアがふん、と鼻を鳴らした。

「生意気をぬかすな弟子め。お前とは根性が違う」

「こないだ通り雨に当たったとき同じこと言って風か邪ぜこじらせてたじゃん──ぁが」

　呟つぶやくバーンの顎あごを仏ぶつ頂ちよう面づらで掴んで黙だまらせ、アーティアは彼の背せによじ登ろうとする。

「つまらんことを言っとらんで、移動するぞ。ここからでは狙ねらいにくい」

「……あーもう。反動でまいっちゃっても知らないからね」

　頭を振って彼女を背負い上げると、バーンはさも嫌いやそうにルパートを振り向いた。

「悪いけど、援えん護ごしてくんないかな。僕ら、ちょっとあそこまで走ってくるから」

　そう言って彼が見上げるのは、頭上を走る鉄骨──坑内鉄道のレール。

　チェルシーが唖あ然ぜんとしているうちに、ルパートが眉まゆ根ねを寄せて答えた。

「なにをする気だ」

「えーと……ちょっと、この状じよう況きようで説明するにはデリケートなことを」

「分かった。走れ」

　傍はたで聞いているこちらがぎょっとするほどあっさり請うけ負い、ルパートはライフルを抜く。その頃ころには、バーンもアーティアを背負ったまま走り出していた。

「な──なんだよ、あいつら心配じゃないのか？」

「心配さ。ケンカの弱さは折り紙付きの“〝嘘つきバーンバーン・ザ・ライアー”〟だ」

　困こん惑わく顔がおで唸うなるチェルシーにはっきり答えると、彼は装そう填てんを終えたライフルで、バーンたちに気付いたフリントバブーンの脚あしを撃うち抜ぬいた。

「あいつもそれを心得てる。……だから、動く以上はなにか成算があるんだろう」

「……信用してるんだか、心配してるんだか……」

「信用して、心配してる。その二つは別個のことだ」

　唸るチェルシーに答えざま、彼はレバーに指を引っかけライフルを回転させる。くるりと回した銃を横へ振り──背はい後ごから彼女へ跳とびかかろうとしていた獣の眉み間けんを撃った。

　仰のけ反ぞったその喉のど笛ぶえへ、素早く抜いた拳銃ピストルを三さん連れん射しや。血ち煙けむりを上げ、獣は絶命する。絶句してその様を見つめていたチェルシーの頭上で、ルパートは小さく呟いた。

「心配してるし、信用してるんだ…………ろくに娘むすめに顔も見せない、駄だ目めな父親だがな」

　──思わず見上げた彼の顔は、いつもの不ふ機き嫌げん顔がおだった。それでも厳きびしく引き締しめられたその顔に、どこか決まり悪げな雰ふん囲い気きが窺うかがえる。

　途と端たんに速度を上げ始めた心しん臓ぞうを、チェルシーは服の上から押おさえ込こんだ。

　いま──いま、何か言わなくてはいけない。上う手まく動いてくれない口をもどかしく震ふるわせて、どうしようという意図もないままルパートの顔へ手を伸のばした、その時。

「おーい、保安官シエリフ殿どのー」

「ぅあ、わっ！　な、だっ!?」

　ぺたぺたと走ってくるアギの声にルパートが首を巡めぐらせ、彼女は慌てて跳とび退すさる。彼は訝いぶかしげに双そう眸ぼうを細めたが、とりあえず追つい及きゆうはせずアギの方を向いた。

「一人で動くな。竜徒ドラグ＝ジーンとはいえ危き険けんだ」

「ぶっしゃっしゃ、気き遣づかい感謝するぞい。……それはそうとこれ、あんたのじゃろ」

　気楽に笑い、アギは引きずるように運んできた長いトランクをルパートに渡わたす。

「得え物ものが多いに越こしたことはなかろうて」

「助かるな。こいつがあればいくらか楽になる」

　膝ひざを突つき、ルパートは懐ふところから取り出した鍵かぎでトランクを開けた。裏うら打うちされた中にしっかりと固定されているボルトアクション・ライフルを取り出す彼を渋しぶい顔で見つめていると、不意に、誰かが肩をつついてくる。

「……さっきの僕の気持ちが分かるだろう？　邪じや魔まは、いいところで入るものさ」

「う、うるさい、まぬけ野郎トンテイーリヨ！　見てんなよっ!!」

　薄うすら笑いを浮かべるナジロへ怒鳴り返すが、それを怖こわがる相手でもない。

　それ以上は取り合わずルパートの方を見やって──迷いも狂くるいもない手付きで次々ライフルを撃ち続ける彼の姿に、チェルシーはいつの間にか見とれていた。





　激はげしく揺ゆれる視界の隅すみに突とつ然ぜん、ぱっと火花が散る。

「！　危あぶなっ……アーティア、大だい丈じよう夫ぶ？」

「む──し、仔し細さい無い」

　心配そうに訊たずねるバーンに、アーティアは小さく頷うなずき返す。頭上で弾はじけた火花に驚おどろいたか、近づきかけていたフリントバブーンが手を滑すべらせて地面へ落ちていった。

　空中レールの支柱を螺ら旋せん状じように巡る階かい段だんは、鋼こう鉄てつ製せいのようだったがかなりの錆さびが浮うき、一歩ごとに足場を踏ふみ抜ぬきそうな振しん動どうが伝わってくる。そちらの方がよほど恐おそろしい。

「……ルパートがいい援護をしてくれているな」

「こっちも急がないとね。……でも本当に身体、大丈夫かい？」

　声を落として訊きいてくるバーンに、むう、と小声で呻いてから、渋い顔で答える。

「実は、少し厳しい。いまの体調では母様の《息吹》も満足に制せい御ぎよできん」

「駄だ目めじゃん……ま、目のない勝負でもないか。マジでキツかったら言ってくれよ」

　呻うめいて、バーンは彼女を背負い直す。支柱に取りつく害がい獣じゆうが散らす火花や、その傍そばで弾はじけるルパートの銃じゆう撃げきをかいくぐる彼の背に、アーティアはそっと額をぶつけた。

（厳しいけど…………大丈夫。きっと大丈夫）

　気休めではなくそう信じられる。胸むねの奥おくに揺れる熱が強く訴うつたえていた。臆おく病びようで根性なしで軽けい薄はくなこの男が傍そばにいると、その熱はもっと強く、激はげしく、心地ここち良く膨ふくらんでいく。

　わけもなく速度を上げる鼓こ動どうの痛いたみですら大切に思え、アーティアは瞳めを伏ふせた。

「──！　よし、着いたっ！　逃にげ切ったッ！」

　荒あらげた息の合間から歓かん声せいを上げ、バーンが階段の上を見上げる。そこには油と煤ばい煙えんで真っ黒に汚よごれた整備用の扉とびらが見えた。

　扉を押し上げ、レールの上に出る。眼下の広場には、手当たり次第といった様子でフリントバブーンと戦っている〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉の姿が米こめ粒つぶ大だいに窺えた。

　そして前方──爆ばく発はつで岩がん壁ぺきに穿うがたれた穴あなには、巨大な狒ひ々ひの姿。

　銀ぎん瞳どうを細めてそちらを睨にらみ、アーティアはバーンの隣となりに降おり立った。

「やるぞ。覚かく悟ごはいいな？」

「……実はここにきてビビッてるって告白したら怒おこるよね、痛ッ」

　呟つぶやく彼を無言で引っぱたき──顔を引き寄せ、黙だまらせるように唇くちびるを押しつける。

　途と端たん、猛もう然ぜんと荒あれ狂くるう熱波がアーティアの中に流れ込こんできた。その熱量と勢いに一瞬、意識が遠のきかける。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》……バーンに宿った狂きよう気きの焔ほのおを取り込むのは初めてではないが、毒に穢けがされた今の身体では制御しきれるかどうか分からない。

　だからもう一つの熱を信じる。

　星を滅ほろぼす焔ではない。そんなものより熱く切ない、恐おそれも不安も焼き払はらう心の篝かがり火び。その柔やわらかな灼しやく熱ねつは彼女を奮ふるい立たせ、命そのものを暖あたたかくくるんでくれる。

《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》と胸の熱が頭の中を真っ白に燃やす瞬間、重ねていた唇が離れ。

　留とどめておけない昂こう揚ようと灼しやく熱ねつに任せて──二人は岩壁に立つ獣を睨みつけた。

「ッおおおおおおおおお────！」

「だああああああああああぁぁッ!!」

　そして咆ほう吼こうと共に、口から眩まばゆい閃せん光こうが迸ほとばしる。研ぎ上げられた火か焔えんは深しん紅くの光こう芒ぼうとなり、大気を弾く澄すんだ轟ごう音おんを纏まとって宙を駆かけた。

　迫せまり来る輝きが危険であることを悟さとったのだろう、フリントバブーンは壁かべの穴から俊しゆん敏びんに身を躍おどらせるが、閃ひらめく炎ほのおはそれよりもなお速い。宙ちゆうに舞まう巨きよ躯くを光の牙きばが捉とらえた瞬しゆん間かん、その影かげを呑のみ込み、太陽が落ちてきたような巨大な爆発が巻き起こった。

　轟音と共に駆け抜ける焦しよう熱ねつと爆ばく風ふうに吹ふき飛ばされそうになって、彼女は強くバーンの腕うでを捕つかまえる。彼もこちらを庇かばうようにその肩を抱だき寄せた──が。

「………………ッ!?　あ、が────！」

　突とつ如じよ、バーンは呻き声を上げて膝ひざを折る。

「ッ!?　どうし、た…………!?」

　顔を上げ、彼を支えようとするが──がくんと身体が落ち、もろともにレールへ倒たおれ込む。ごっそりと体力を抜ぬき取られたような虚きよ脱だつ感かんが、彼女の四し肢しを縛しばり付けていた。

　高々度に洗せん煉れんした《息吹》の反動だ。普ふ段だんならばこれほど消しよう耗もうするものではないが……

　バーンは倒れたまま、胸を掻かきむしってかすれた呻き声をこぼす。

「ぐ……ぎぃ…………あ──ぅあああぁああぁあああああぁああぁぁぁッ！」

　そして絶ぜつ叫きようと共に……その口から、燃え盛さかる猛もう火かを吐はき出した。

　天高く伸びる火柱から降ふり注ぐ火の粉の下で、アーティアは愕がく然ぜんと目を見開く。

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》────暴走か、こんな時にッ!!」

　短く舌打ちして駆け寄ろうとするが、レールについた腕に力が入らない。つんのめるように転てん倒とうし、彼女は息を詰つまらせる。

（っ…………………………まだ、動け……!!）

　沈しずみかける意識を叱しつ咤たし、彼女はレールに拳こぶしを叩たたきつけた。

　──《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》が暴走したことは以前にもあった。その時は緊きん急きゆうの暗示制御で切り抜けたが、今の暴走はその比ではない。意識があるかどうかすら怪あやしかった。

（私のせいだ…………私の責任だッ！）

　こうなる以前に手段を講じておくべきだった。元よりいつ意識を呑み込まれるか分からない不安定な《息吹》……警けい戒かいしてしすぎることはなかったというのに！

　罪人竜の業火は今や口だけでなく、身体を取り巻く繭まゆのように噴ふき出していた。大きく見開かれた彼の瞳ひとみは、深く暗い朱しゆに染そまっている。

　歯を軋きしらせ、腰こしに吊つるした革かわ袋ぶくろから掴つかみだしたものを、両手に握にぎり込む。

　これは自分の責任だ。彼を見守り、導く自分の責任だ。

　だから。

「渡わたさない……罪人竜などに……お前は、絶対ッ────────渡さない!!」

　躍り狂くるう火焔ごと、彼女はバーンを抱きしめた。





「なんと────抑おさえよったのかッ!?」

　頭上のレールを見上げていたアギが、歓かん声せいとも驚きよう愕がくともつかない声で叫さけぶ。

　突如として噴き上がった炎の柱は、徐じよ々じよに火勢を弱めつつあった。柱の根元に薄い銀色の輝きが膜まくを張っているように見えたが、ここからではよく分からない。

　ごくりと息を呑むチェルシーの隣で、ナジロが小さく呟つぶやいた。

「素晴らしい、あれがオリジナルの《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の焔…………！」

　心しん臓ぞうをひと突つきされるような衝しよう撃げきに、チェルシーは右腕を掴つかむ。

　ちらりとルパートの方を窺うかがうが、彼は頭上の炎や爆発に動どう揺ようした様子もなく、フリントバブーンたちを牽けん制せいするようにライフルを構えていた。揺ゆるぎないその背中は彼女の胸中に、頼たのもしさと安あん堵どと──わずかな憤ふん懣まんの影を落とす。

　彼女たちから離はなれたところで、爆発を見上げていたアギが表情を険しくしていた。

「……焔の《息吹》。そしてそれを制せい御ぎよした、ノルグの里の星守り………………ウーフィーグリッド、お前はまさか────」

　その独白は、誰だれにも聞かれることはなかった。



　　　　◆□□◆



　バーン・フラットランドの青い瞳が空を見上げる。

　意識を失う直前に見た時よりも広く、深い闇やみ色いろに染まったその空には無数の星がばらまかれ、その片かた隅すみに蒼あおい月が引っかかっていた。

　……なにがどうなったんだっけ？

　夜空を見つめながら途と切ぎれ途と切ぎれの記き憶おくを探さぐり……とりあえず、今自分は寝ね転ころがっているらしいということだけ理解した時、頭上から声が降ふってくる。

「気がついたか」

　視し界かいに、逆さまに覗のぞき込こんでくるアーティアが映うつり込んだ。心配そうに曇くもったその顔がやけに近くに見える。そういえば、頭の下に柔やわらかい感かん触しよくがあるがこれは──

「膝ひざ枕まくら？」

「真っ先に訊きくのはそんなことか、お前」

　真しん剣けんな顔で訊たずねる彼の額を半眼で引っぱたき、アーティアは軽く嘆たん息そくする。

「さすがに、直じかに寝かせるには硬かたすぎるからな」

「確かに背せ中なか痛いたいなぁ。…………ええと。ここ、どこ？」

「街の中心だ。竜の骸むくろ──その頭の上にいる」

　答えて、アーティアは夜風に靡なびく髪かみを押おさえた。空が広いと思っていたが、それはレールやパイプで視界が遮さえぎられていなかったからか。

「大変だったんだぞ。意識のないお前をここまで引っ張り上げるのは」

「そりゃ、通路もなにもないだろうしね……って、な、なんでそんなとこに？」

「この地を巡めぐる命の流れが交差する場所だからな。……なにも感じないか？」

　そう言われても、普ふ段だんと何ら変わりない。困こまり顔でなんとなく目を閉とじてみる、と。

　かすかに──ほんのかすかに自分の身体からだへ流れ込み、またどこかへ流れていく暖あたたかさを感じた。一ひと筋すじではない、幾いくつもの流れが網あみの目のように辺りを覆おおっている──

「うわっ！　な、なんだ、これっ!?」

「む、見えたか。修行は無む駄だではなかったようだな」

　満足そうに頷うなずくアーティアを見上げて、バーンは胡う乱ろんげに声を低くする。

「修行ったって、崖がけからダイブとか二輪駆動機トランプホイール引っ張ったりしかやってないじゃん」

「極きよく限げん状じよう況きようで命の本質に触ふれる修行と、その力を容いれる身体を鍛きたえる修行だ。……おかげで、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》に食われずに済すんだんだぞ」

　と──安堵の滲にじんだ彼女の呟つぶやきに、ふと訊き忘れていた事を思い出した。

　跳び上がるように身体を起こし、バーンは彼女に詰め寄る。

「そうだ、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》！　いったいどうなったのさ!?　あのボス猿ざる、ちゃんと追っ払ぱらえたのかい!?　だいたい君も体調最悪なはずだろ、はやく診しん療りよう所じよいかないと!!」

「ままま待て、待て待て、大丈夫だから待て！　全部心配いらん──落ち着け馬ば鹿か!!」

　まくし立てるバーンを慌あわてて押しとどめ、アーティアは彼の脚あしを払った。なすすべなく転てん倒とうした彼の頭を改めて膝にのせ、息を乱みだして叫ぶ。

「あの獣けものはきちんと始末したし、残りもアギ老師たちが協力して放ほう逐ちくした！　私は確かに本調子ではないが、ここでじっとしていれば回復も早い！　だから寝ねろ、暴れるな!!」

「…………す、すみません」

　思わず敬けい語ごで謝って、バーンは恐おそる恐おそる口を開いた。

「それで──《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》は？　爆ばく発はつの直後から記憶飛んでるんだけど……」

「……暴走だ。以前よりひどかった」

　一いつ瞬しゆんだけ押し黙だまってから、それでも彼女は答えてくれる。

「私の認にん識しきが甘あまかったせいだ。これがなければ、抑おさえられたかどうかも分からん」

　ぽつりと呟き、アーティアが視線を逸そらす。そちらを見ると、彼女は指に引っ掛かけた、二本の黒い紐ひものようなものを眺ながめていた。チェーン、のように見えるが。

「金属はほんのわずか《息吹いぶき》を抑える力がある。抵てい抗こうですっかり焼き滅ほろぼされてしまったがな。……じきに形も失うだろう」

　途と端たん、鎖くさりはぼろりと崩くずれ落ちた。欠片かけらは下に落ちる前に塵ちりになり、風に吹き飛ばされていく。それを少しだけ残念そうに眺めてから、彼女はこちらに視線を戻もどした。

「お前も負担は大きかったろう。吐はくより、吸うことを意識して息をしろ。命の流れを整え清める呼こ吸きゆう法ほうだ。細かい部分は省略しているが、多少はマシだろう」

「そうなの？　にしても────ああああああ。ダっサいなあ、僕……っ」

　言われたとおりに深く息を吸い、それを全すべて沈ちん鬱うつな溜ため息に変へん換かんして、バーンは心底情けない顔で呻うめく。訝いぶかしげに顔をしかめるアーティアから、彼は目を逸そらした。

「あれだけ心配しといて、自分がぶっ倒れてるんじゃ世話ないよ、もー……」

「無様はいまに始まった話ではなかろ」

「………………うん……は、反はん論ろんはしないけど……いまちょっと挫くじけそうだった」

　言い切るアーティアにぎこちなく笑い返し、バーンはがっくりとうなだれる。

　確かに無様だった──ナジロに啖たん呵かを切った時は考える余よ裕ゆうすらなかったが、もしアギやブロックが現れなければ、あの場で殺されていてもおかしくなかった。

「ん、どうした。なぜ落ち込んどる」

「そりゃ、好きな子にカッコ悪いとこ見られりゃ、ヘコみもするってば」

「……。お前がいつ恰かつ好こう悪かった？」

　ことのほか静かに、アーティアが囁ささやく。

　大きく吸った息をそのまま止めるバーンに、彼女は静かに続けた。

「確かに無様だった。みっともなく危あぶなっかしくて、間ま違ちがっても勇ゆう猛もうではなかった。いつも通りの未み熟じゆくな与よ太た者ものだというのに………………私を助けに来てくれた」

　柔やわらかな微び笑しよう──思考ごと身体が硬こう直ちよくし、瞬まばたきすら出来ない。あまりに綺き麗れいで可愛かわいらしいその笑顔をはにかむように傾かたむけて、アーティアはわずかに声を弾はずませた。

「恰好良かったぞ」



    

  
    
      「か……………………そ、そっかな」

　真っ白になった頭で、ようやくそれだけ口にする。

《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》とはまるで違う、もっともっと気分の良い灼しやく熱ねつが意識を高こう揚ようさせる。胸むねの奥おくに灯ともるその熱は、恐らく、自分の最も大切な炎ほのお──

　その炎を彼女の指に気付かれるのがなぜか怖こわくて、バーンは慌てて上着のポケットを探さぐった。そこに小さな紙かみ袋ぶくろが入っている事に安あん堵どし、ごそごそと包みを開ける。

　不思議そうに見下ろしてくる彼女に包みの中身を渡わたして、バーンはへらりと笑った。

「じゃ、もう少しカッコいいっぽいことしとくけど──これ、プレゼント」

「！　これ、は……」

　受け取った物を目の高さに持ち上げ、アーティアは小さく呟つぶやく。

　丸く見開かれた銀ぎん瞳どうの前で、細い鎖が揺ゆれていた。目立って凝こった装そう飾しよくもないシンプルなチェーンは──月明かりでもはっきりと分かる、夕ゆう陽ひのような茜あかね色いろをしている。

「緋ひ冥ぐれ粒りゆう銀ぎんって銀があってね、緋色が深いほどモノがいいんだ。ほら、ずっと前にあげたチェーン、壊こわれたままだったし。昼のうちに探さがしてきたんだ」

「ッ、お前────お、覚えていたのか……？」

「うん。忘わすれるわけないだろ？」

　ひどく驚おどろいた顔をする彼女に、バーンは怪け訝げん顔がおで首を傾かしげた。

　以前ある事件の最中、やはりチェーンをあげたことがあるのだが、その事件が彼がアーティアと辺境を旅するきっかけになったのである。他の誰だれが忘れても彼が忘れない。

「珍めずらしい金属だから、こういう鉱山街でしか手に入らないんだよ」

「…………」

「もっと色の深い高級品もあったんだけど、君に一番似合うのはやっぱりその色だと思って──って、あれ？　もしかして、趣しゆ味みじゃなかったり……？」

「…………」

「そ、そっか……ごめんね。いらないなら、別なのプレゼントするから明日一いつ緒しよに、」

「!?　バカ、いる！」

　彼が残念そうに手を伸のばすと、呆ぼう然ぜんとしていたアーティアは突とつ然ぜん大声をあげた。ぎょっとするバーンを驚いたような顔で凝ぎよう視しし、両手でチェーンをひったくる。

　そのまましばし見つめ合い──何を思ったか、彼女はチェーンを顔に押しつけてきた。

「あだだだだだ！　なに、なんなのちょ、痛いってばッ!?」

「つけてくれ」

　素っ気なく言ってチェーンを握にぎらせ、アーティアは両手で顔を挟はさみ込こんできた。

「私は手がふさがっているのでな」

「……えーと？」

「…………ふさがっているんだッ！　文句あるか!?」

　わけが分からず困こまり顔をすると、じろりと睨にらまれる。嘆たん息そくし、どこかそわそわと身を屈かがめる彼女の首に腕を回した。

（…………とりあえず、愛想尽つかされたわけじゃないってことかな）

　留め金を留め、そんなことを考える──いずれはきちんと彼女に恰好良い所を見せたいが、とりあえず、今はこのままでいるのもいい。

「……このままでいられればいいな」

「ん？」

　不意に、アーティアが小声で呟いた。

　彼の頬ほおに手を触ふれたまま、彼女はわずかに瞳ひとみを伏ふせる。

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》に『アビスパス』。厄やつ介かい事ごとは尽きないが………………お前とこうしていられるのは悪くない」

「…………え」

「星が綺き麗れいに見える」

　バーンの髪をそっと撫なで、彼女は空を見上げた。

　丸く切り取られたサングリーノヒルの空はいつも特有の細かい砂さ塵じんで曇くもっており、美観とは呼よべない風景なのだが……胸のどこかに、その言葉は心地良く落ちていく。

　なるほど────見上げる汚よごれた星空は、確かに綺麗だったのだ。

　そこで、こちらの視線に気付いたのだろう。アーティアはぱっと彼の顔に視線を落とすと、奇き妙みように上ずった声で言ってくる。

「………………、その……冗じよう談だんだぞ。必ず《息吹いぶき》は取り出す。安心しろ。うむ」

「は？　あ……じ、冗談なの？　な、なんだ、あははは……あービックリした」

「そうだぞ、冗談だ。冗談なんだ…………」

　乾かわいた声で笑うバーンに、アーティアは何度も頷うなずき返す。そして彼の笑い声が白々しくなってきた頃ころ──つまりはほとんど間を置かず、彼女は独白めいて喉のどを震ふるわせた。

【──────】

「え……な、なに？　ごめんアーティア、僕その竜語ってやつ、分かんないんだけど」

「なんでもない。……ええい、もう黙だまっとれ。この与太者が！」

「ぅあ、──────────っ」



　抱きしめるように身を屈めたアーティアに、バーンは口を塞ふさがれた。





　　　　◆□□◆



　サングリーノヒルで密みつ談だんを交わすなら、条件の良いスポットは幾つかある。

　ビアクルシス骨こつ棟とう区く、外がい壁へき回かい廊ろう南側の下か層そう、坑こう内ない列れつ車しやの中、そして深夜のエンターゲート。いずれも人が寄りつかないか、あるいは人が多すぎる場所だ。

「ずいぶん遅おそい連れん絡らくだったな──影かげ羽ばツグミの使い方を忘わすれちまったのかと思ったぜ」

「ああ…………悪かったよ」

　東エンターゲートの陰かげに、二つの人ひと影かげがあった。

　一人は、すり切れた砂さ塵じん除よけのコートを纏まとう男。肩かたにライフルをかけ、腰こしには荒あら縄なわで吊つったサーベルを揺らしている。どこに手本があるわけでもないのに不思議と大勢が真ま似ねをする、典型的な悪漢アウトローという出いで立ちだ。

「『お宝』の調べがついたんだ、チャラにしてやるよ。ロトリオンだったか？」

「……そ、そうだ。竜の《息吹》を封ふうじる石、だってさ」

　男に答えるのは、小さな影だ。亜あ麻ま色いろの長い髪に頭布ターバンを巻まき、ぼろぼろの服を幾重にもかき合わせて着込んだ少女──チェルシー・カクタス。

　硬かたい声で答える彼女に、男はつまらなさそうに鼻を鳴らした。

「《息吹》を封じる閂さん竜りゆう鉱こう、ってかよ……なんだかね、俺おれは趣しゆ味みじゃねえな。金銀財宝の方が分かりやすくて、ありがたみが違う。そうだろ？」

「！　そ、それ、どういうことだよ。まさかボス、来ないつもりじゃ────」

「焦あせんな馬ば鹿か、金になるなら動くに決まってんだろ。……天下のコステロ一味だぜ」

　慌あわてて声を荒あらげるチェルシーへ吐はき捨すてるように言い捨て、彼は肩をすくめる。

　ぐっと奥おく歯ばを噛かんで押し黙った彼女に、男はにやにやと笑いかけた。

「……ま、安心しろよ。ボス・コステロは寛かん大だいだ。今回の襲しゆう撃げきが上う手まく行きゃ、俺たちが『アビスパス』にぶちのめされたときお前が一人で逃にげ出したことは許してやるってよ」

「な…………！」

　反はん射しや的てきに怒ど声せいをあげかけて、チェルシーはすんでの所でその怒いかりを呑のみ込こんだ。

　ここで口こう論ろんすべき問題ではない。この男は連絡員に過ぎないのだ。それに……

（利用されたわたしが悪いんだ）

　悔くやしいが、それが辺境のルールだ。馬鹿を見たくなければ、賢かしこくなるしかない。

　ならば。

（今度はわたしが、お前らを利用してやるだけだ…………！）

　俯うつむいて拳こぶしを震わせる彼女をどう思ったのか、男は不意に表情を真しん剣けんなものにする。

「襲撃は正午。警けい備びを黙らせたら、例の発はつ煙えん筒とうで合図しろ。南から行く」

「ああ、わかった」

「せいぜい気張れよ。ウチに戻ってこれたら、またお前の妙みような唄うたが聞きてえもんだ」

　最後はやはり下げ卑びた笑いに口調を崩くずし、男は闇やみの向こうへ去っていった。

　その背が見えなくなるまで憎にく々にくしげに睨にらみつけて──チェルシーは肩を落とす。

（妙な唄、か……）

　男の言葉は、不思議と強く耳に残っていた。

　両親を別にすれば、誰かに唄を聴きかせたのはコステロ一味にいた頃ころと、昨日の酒場サルーンでだけだ。一味の連中はもっと騒そう々ぞうしい唄を好んだが……サルーンで割われるような拍手を貰もらったときは、彼女自身が意外なほどに嬉うれしかった。

　踵きびすを返し、宿への帰き途とにつく。エンターゲート沿ぞいの夜の歩道には誰だれもいない。だからだろうか、チェルシーは自然と唄を紡つむぎ出していた。

「──集めた欠片かけらを繋つないで唄う──砂さ漠ばくに砕くだけて静かに眠ねむる、これは詩人の物語──」

　口の中で溶とかすように密ひそやかに唄うのは、母に教わった、詩人の唄。

　昨日は途と中ちゆうまでしか唄えなかったのだ。

「砂漠で一人、たった独り──心を砕いて、詩人は泣いた────────」

　だからチェルシーはたった一人、唄の続きを口ずさんだ。



    

  
    
      
　第三章　焔ほのおにより、茶ちや番ばん劇げきを終えて　Ash Trash Hogwash






　祖父の口くち癖ぐせは「油断するな」であった。さもありなんと今にして思う。

　体力・技術はもとより、どんな知識が何の役に立つか分からないのが開拓辺境フロンテイアだ。常に油断せず、些さ細さいな時間も己おのれを高めるのに費やすべきだ──カード賭と博ばくで身代を劇的に傾かたむかせた直後でなければ、親族もその程度には好意的に祖父を見れただろう。さておき、

「大だい丈じよう夫ぶか、スクィージ君」

　部屋に入ってくるなり凄すごい勢いで転てん倒とうした部下を見下ろし、ブロックは顔をしかめた。

　痛いたそうに額を押さえて立ち上がり、スクィージは曲がった表情で指をさしてくる。

「……なにしてるんですか」

「見ての通り、読書だが。なにか都合が悪かったかね？」

「いえ別に。過労で幻げん覚かく見てるのかと思っただけです」

　憮ぶ然ぜんとした顔で呻うめく彼に首を傾かしげてから、ブロックは読みかけの文庫本を懐ふところにしまう。それから椅い子すを立ち、宿の低い天てん井じようにぶつからないよう気をつけて背せ筋すじを伸のばした。

「で、どうしたのかね、列車の出発時刻まであと二十分はあったはずであるが」

「そのことなんですけど。……帰投、延えん期きになるかも知れません」

　同じ姿し勢せいを取りながら、スクィージは声こわ色いろを真ま面じ目めなものにする。

「今朝方、ギルドの連中に泣きつかれました。街に入った漂泊商人ワンダラーからタレコミがあったそうで……南方の水場で、コステロ一味がこの街を襲しゆう撃げきする計画を立ててるとか」

　意外な名前を聞かされて、ブロックは訝いぶかしげに声を低めた。

　コステロは組織の規き模ぼと非道な手口で悪名を轟とどろかせる悪漢アウトローである。少し前、中央都市で『アビスパス』の貨物車両を襲撃して返り討うちに遭あったばかりと聞いているが……

「偵てい察さつを出しましたが、案の定ぼろぼろの有り様です。そのくせ士気だけは高い」

「いけ好かんな。狙ねらいはなんだ？」

「噂うわさの『お宝』じゃないですかね。一味の再編を狙った大仕事ってとこでしょう。士気が高いのは……そうですね、手引きする者でもいたんじゃないですか？」

「ふうむ？　ならば我われ々われがいることも分かっていそうなものだが」

　自うぬ惚ぼれるわけではないが、〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉の武勇は辺境中に知れ渡わたっている。アウトロー連中にとっては騎き兵へい隊たいよりも恐おそろしい名であるはずなのだが。

「単なる不手際、裏うら切ぎり、連絡員がコヨーテに食われた。可能性は無限ですよ。……保安官シエリフ事務所だけじゃ対応しきれないってんで、協きよう力りよく要よう請せいが来てます。どうします？」

「無む論ろん引き受けた。考える前に護まもる、これぞ開かい拓たく護ご衛えい軍ぐんの極意である」

「その極意に何度泣かされたか……言うと思ったんで、全員待機させてますよ」

　疲つかれた顔で頭を振ふるスクィージに頷うなずき返し、ブロックは歯を剥むいて笑った。

「上出来である。君も分かってきたようだな」

「悟さとってきただけです。──ところでさっき、なに読んでたんですか？」

　半眼できっぱり言い切ってから、彼はふと顔をしかめる。そんなに自分の読書姿は珍めずらしかったのだろうか……懐から先ほどの本を取り出し、渡してやる。

「大たい層そうな代物ではないぞ。ただのペーパーバックである」

「へえ、そりゃますます意外ですね。団長でも小説なんか読────、」

　それなりに失しつ敬けいなことを言いながら文庫本を受け取った途と端たん──スクィージは笑顔を浮うかべかけたまま硬こう直ちよくした。小さく肩を震ふるわせて、同じくらい震えた声で呟つぶやく。

「……『地じ獄ごく開かい拓たく団だん・デスマッシーン戦記　　狂きよう気き！　皆みな殺ごろしオルガン編』……？」

「人気シリーズである。屈くつ強きような開拓団がアウトローや竜徒ドラグ＝ジーンを快かい刀とう乱らん麻まに蹴け散ちらし荒野を征ゆく様は我々も見み習ならうところの多……ぬおっ!?　な、なにをするスクィージ君！」

「こんなもんばっか読んでるからアンタはああああああああッ!!」

　絶ぜつ叫きようするスクィージの形相がかなり怖こわかったので、ブロックは黙だまったまま、紙かみ吹雪ふぶきのように引き裂さかれていく愛読書を哀かなしげに見つめていた。



　　　　◆□□◆



　頑がん固こ者ものを相手にすることの数少ない利点は、どんな突とつ飛ぴな話だろうと、事実である限り納なつ得とくしてもらいやすいということだろう。

「──てことで、僕ぼくらはこの《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》って難なん物ぶつを取り出すために旅してるんだ」

「昨日の炎はその《息吹》の暴走、だったな。信じがたい話だが…………」

　昨日と同じ宿のテーブルで、バーンは向かいの席のルパートを真っ直すぐに見る。彼は腕うで組ぐみをして唸うなっていた。そのまましばし押し黙って……ふと、バーンの顔を指さす。

「……それはそうと、その顔はいったいどうした」

「まさか、あのアングルからヘッドロックがくるとは思わなかったってことさ」

　真横に帯状の痣あざが走った顔で真しん剣けんに頷き返し、バーンは隣となりの席でサラダを抱かかえているアーティアを横目に見た。トマトを囓かじりながら無言で顔を背ける彼女に嘆たん息そくし、続ける。

「とにかく、こっちの事情はこんなもんだよ。ロトリオンが噂通りの力を持ってるなら見み逃のがすつもりはない。……これ、あんたの仕事に差さし支つかえるかい？」

　その言葉に、ルパートは椅い子すを軋きしませて声を低めた。

「…………俺の仕事は、サングリーノヒルの『お宝』にまつわる噂の調査だ」

「ああ、やっぱり。でもそれ、あんたが動くほどのことじゃないだろ？」

　怪け訝げん顔がおで訊たずねるバーンに、ルパートはそうだな、と頷いて、

「その噂の影で、少なからず『アビスパス』が動いているらしいからな。最近、連中は不ふ審しんな動きが目立つ。議会も警けい戒かいしているのさ。……調査の結果ロトリオンを接収するような事態になれば、俺はお前たちの敵になる──」

　冷れい酷こくなルパートの一言に、アーティアとチェルシーが息を呑のむ。バーンだけは静かに彼を見つめ続けた。その目を見返し、ルパートはかすかに鼻を鳴らす。

「──だから、命令の変へん更こうがある前に用を済すませることだな」

「そういうあんたが大好きさ」

　両手を鳴らして微笑ほほえむ彼に、ルパートは肩をすくめた。不思議そうに顔を見合わせるアーティアとチェルシーへも笑いかけ、バーンは大きな声で宣せん言げんする。

「さて。それじゃ一同総意で、ここにロトリオン探たん索さくチームが結成されたわけだね」

「……は!?　ちょ、待てお前！　それ、こいつも含ふくめて言ってるのか!?」

　慌てて椅子を蹴けり、チェルシーはルパートを指さした。彼も聞いていない、と言いたげな眼まな差ざしで睨にらんでくる。バーンは怪訝顔で首を捻ひねり、二人を見比べた。

「嫌いやだった？」

「ばッ…………べ、別にどうでもいい。いきなりだったから、驚おどろいたんだよ」

　憮ぶ然ぜんとそっぽを向くチェルシーに苦笑し、バーンはルパートへ向き直った。

「あんたも機き嫌げん悪そうな顔しないでさ。噂の調査なんか一人でやるのは大変だろ？　僕らと一いつ緒しよなら、少なくとも耳の数が四倍だぜ。悪くないと思うけど──」

「五倍じゃ、五倍」

　と──突とつ然ぜん、不服げなしわがれ声が割わり込んでくる。今さら虚きよを突つかれるでもなく振り向けば、空いていたはずの席にいつの間にか、小こ汚ぎたない心ここ衣え姿すがたの老人が座すわっていた。

「作戦会議なら儂わしも交まぜんかい、まったく。年寄りは寂さびしいと死んでしまうんだぞい」

「だって爺じいさん、ほっといても湧わいてくるじゃん……いつからいたのさ、マジで」

　呟き、勝手に自前の茶ちや碗わんへコーヒーを注いでいるアギ・チーリィを見下ろす。

　素知らぬふりを決めこむ彼を呆あきれ顔で眺ながめ、ルパートは浅く息をついた。

「……俺も異い存ぞんがあるわけじゃない。正直、手て詰づまりを感じていたところだしな」

「ふん。足引っ張んなよ、まぬけ野郎トンテイーリヨ」

「せいぜい嗅かぎ回るさ。……そうだチェルシー、確かく認にんしておきたい」

　チェルシーの憎にくまれ口を軽く流してから、ルパートは改めて双そう眸ぼうを細める。

「あの二人……『働き蜂オブレラ』と言ったか。何者だ？」

「何者、って──『アビスパス』の私兵だろ？　わたしはなにも聞いてないぞ」

「そうか。…………思い出したことがあってな」

　頷き返してから、ルパートは卓たくについた全員を見み渡わたし、呟いた。

「あいつらは、死人だ」

「………………………………、は？」

「名前で気付くべきだった──ナジロ・ティンブリッジにデイジー・ドリトル。最近、中央都市で同じ絞こう首しゆ台だいに上がった悪党どもさ。手配書で顔も確認したが間ま違ちがいない」

「どういうことだ？」

　ぽかんと口を開けるバーンの隣でアーティアが首を傾かしげる。

　欠けた茶碗からコーヒーをすすって、アギが渋しぶい顔で顎あごを掻かいた。

「怪かい談だんゾンビィ、かいな。確かに、あのナジロとかいう男の命は歪ゆがんでおったがのう」

「人間は死ねば生き返らないようにできてるんだよ、竜徒ドラグ＝ジーン。たまたま驚きよう異い的てきによく似た同どう姓せい同どう名めいの他人とでも言う方がまだ説得力はある」

「だが、それでは生命の在あり方の異常は説明がつかんぞ」

「だよねー。もう機械肢施術サイボーグ・チユーンで身代わりでも造ってたんじゃな…………、あ」

　腕を組み天てん井じようを睨んだところで、バーンとアーティアは動きを止める。引っかかるキーワードがあった──身代わりを造って──互たがいを指さし、二人は声を揃そろえた。

「「────ウーノ・フェレトロ！」」

「？　だ、誰だれだって？」

　訝いぶかしげに眉まゆをひそめるチェルシーに、バーンはしかめ面で口を開く。

「僕ら、少し前にカピロサの街で厄やつ介かい事ごとに巻まき込まれたんだ。ウーノってのは、そこで知り合った『アビスパス』の人間なんだけど……本人が言うには、彼はある人間をコピーした、造られた生命なんだそうだよ」

　一度思い出せば、昨日のことのように鮮せん明めいに脳のう裏りに描えがき出される──一つの『棺』ウーノ・フエレトロを名乗り、自らを目的のために使い潰つぶされる道具と標ひよう榜ぼうした狂きよう気きの男。

　ルパートは細めていた目を見開き、チェルシーは呼こ吸きゆうを止めて硬こう直ちよくする。アギは深しん刻こくな面持ちでバーンを……というより、隣のアーティアを見つめていた。

「………………いきなり……話が飛ひ躍やくするな。人間を複製だと？」

「我われながらウソ臭くさいって思うよ。……でも僕ら、そこでブロック・キャリバーが六人に増えたのを見てるんだ。声も背せ丈たけもクセまできっかり同じの六つ子ってのは、考えられないって意味じゃ死人が生き返るのとどっこいだろ」

　テーブルを指で叩たたくルパートに、バーンは短く溜ため息をついた。

「詳くわしい理り屈くつは知らないけど、『アビスパス』が人間を複製する技術を持ってるってのは間違いない。ナジロたちも、そうやって複製されたんじゃないかな」

「だとすると、奴やつの余よ裕ゆうの意味が分かってくるな──連中は法的に死人なんだ。反逆罪だろうが無銭飲食だろうが死人を裁さばく法はない。……とんでもないぞ、こいつは」

「────なあ、フラットランド」

　舌打ちするルパートを遮さえぎるように、チェルシーがのそりと身を乗り出す。

「お前さ。そのウーノって奴やつに、なにかされたか？」

「ん？……さあ。なにかされたっけ？」

「忘わすれるな」

　怪訝顔で振り向くと、半眼のアーティアに頭をはたかれる。

「手しゆ段だんも真しん偽ぎも定かではないが、こやつから《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の片へん鱗りんを奪うばったと言っていた。おかげで暴走を招き死にかけたというのに──この与よ太た者ものめ、このッ」

「あ痛いたっ！　じ、冗じよう談だんだって、痛いッ！……で、それがどうしたの？」

「──別に。ちょっと気になっただけだ」

　ぴしぴしと額を弾はじいてくるアーティアの指を防ぎながらそちらを見ると、チェルシーはテーブルに頭をのせる。首を傾かしげつつも、バーンは取りあえず話を締しめくくる。

「とにかく、プランを決めよう。『アビスパス』の思おも惑わくが分かんないのはおっかないし、今日は彼らの腹はらを探さぐる日ってことで、各自よろしく。意見のある人は挙きよ手しゆでどーぞ」

「ほい。……あの採さい掘くつ屋やたちはどうするんかいの」

「……ああ。ほっときゃいいんじゃないかな。多分勝手にどこか掘ほってるよ」

　ふらりと手を挙あげたアギに、バーンはいい加減に答えた。

　結局、昨日の騒そう動どうの犯人捜さがしはうやむやに終わってしまい、彼らにお咎とがめは無かったらしい。……人選を誤あやまった感があるが、今さらといえば今さらという話でもある。

「情報掴つかんだら彼らにも流せばいいさ。……それとも爺さん、様子見に行くかい？」

「構わんぞい。──その代わり、嬢じようちゃんを貸しとくれんかな」

　茶碗をパンで拭ふきながら頷うなずいて、アギはちょいちょい、とアーティアを指さした。

「つまらんことじゃが、星ほし守もり的にどーッしても気になることがあってのう」

「む、私は構いませんが──問題はなかろ？」

「まあ、僕の心情以外は特に差し支つかえないけど……」

　昨日のこともあり、バーンは渋じゆう面めんで考え込む。

「……オーケイ。ただし彼女になんかあったら、今度は三つ編みじゃ済すまないからね」

「おっかないのう……ほいじゃ、先に失礼するぞい。嬢ちゃん、早くせえよ」

「はい老師。…………気をつけろよ、《息吹》はまだ不安定だからな」

　短く告げ席を立つアーティアとアギを見送ってから、バーンは残った二人に向き直る。

「それじゃ、僕たちの方も指し針しんを立てよっか」

「今のところは、ナジロかデイジーに探りを入れるのが賢けん明めいだろうな。……連中の思惑にしてもロトリオンにしても、一番知っているのは奴らだろう」

「だね。さあ『アビスパス』のチェルシー、君の輝かがやくべき瞬しゆん間かんが来たぜ」

「あ、ああ…………ええと、あのさ。その……」

　笑顔で話を振った途と端たん、チェルシーは口ごもりながら、窺うかがうような視し線せんを向けてくる。

「…………わ、わたしも……別行動でいいか？」

「は？」

「あ、『アビスパス』の方の仕事があるんだ。今日の実験だけは、わたしがいないといけないから…………悪いけど。合流できたら、後からする」

　ぽかんと口を開けるバーンにそれだけ告げ、チェルシーはそそくさと宿を出て行く。

「──そういやチェルシーって、『アビスパス』でなんの仕事してるの？」

「お前が聞いてるんじゃなかったのか？」

「…………。採掘屋を馬ば鹿かにしてらんないなあ、僕ら」

　顔を見合わせ、半眼を造る──今なら要領の悪さで引けは取るまい。

「ま、もう今日はしょうがないか……せいぜい働こう、チーム・甲か斐い性しようなし」

「…………言い返せないから、やめろ」

　憮ぶ然ぜんと呻うめいて額を押さえるルパートに苦く笑って、バーンは肩をすくめた。





「で、どうしてお前さんまでついてくるんかいな」

「ついてきたんじゃないっ！　向かう方向がたまたま同じなんだ！」

　半眼のアギへ怒ど鳴なるチェルシーを脇わき目めに、アーティアは街の様子を窺っていた。

　外がい壁へき沿ぞいの通りから見み渡わたせる限り、昨日の騒動で大きな被ひ害がいはなかったようだ。怪け我が人にんが大勢出たようだし、あちこちに建物が壊こわされた跡あとが見えるが、人々に悲ひ愴そう感はない。

「強いな」

　ぽつりとこぼした声を聞きつけ、二人が口こう論ろんを止やめて振り向いてきた。

　一度そちらを見やってから、もう一度街の景観を見渡す。

「決して誇ほこりある魂たましいを持つ者の所業ではない。この街の人間は野心と欲よく望ぼうによって坑あなを掘ほり、際限なく星の命を穿うがっている。見下げ果てた強欲だが、その心は強きよう靭じんだ」

「レールの一本でもへし折れてたら、こうも呑のん気きに構えちゃいなかったろうけどね」

「そうだな。…………それでもきっと、彼らは坑を掘ることは諦あきらめん」

　アギの頭に肘ひじをのせて言い捨すてるチェルシーに肩をすくめ、襟えり巻まきを押さえる。

　薄うす手での布地の下には着け慣れない金属の感かん触しよくがあった。心地良い違い和わ感かんに目を細める。

「無様でも折れないから、人間は強い。──その強さが時々、ひどく愛いとおしく思える」

「さもありなん。儂わしら星守りの本来の理想とはかけ離れとるがのう」

　チェルシーの髪かみを掴つかんで引っ張り返しながら、アギはふと、声を一いち段だん低くする。

「ときに、あの若わかいの。バーン、だったか……お前さんの目から見てどうじゃい」

「どう、と言いますと」

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を宿す器として、安心できるのかを訊きいとる」

　突きつけられた言葉に──思わず息を詰める。

　一度、ゆっくり息を吸ってから、アーティアは慎しん重ちように口を開く。

「…………適任、とは言えません。制せい御ぎよの修行はさせていますが、罪人竜の力は高まりつつあります──付け焼き刃ばの制御では、もう限界が見えています」

「そりゃ、かつては星をも灼やいた焔ほのおじゃからのう──」

　小さな目を細めて頭を掻かき、アギは唐とう突とつにへらりと緩ゆるんだ笑顔を浮うかべた。

「先ほど言っとった無様で折れない、強い人間。あの男のことじゃな」

「……………………………………。そ、そのようです」

　指摘されて初めてその事に思い当たり、アーティアは慌あわてて頷いた。特に意識したつもりはなかったが、確かに、いつの間にか彼の姿すがたを思い描えがいていた──

　彼女の答えに、アギは一瞬だけ笑顔を強こわばらせる。それからチェルシーを振り向き、またこちらに向き直った。怪け訝げん顔がおの二人に見つめられ、彼は喉のどを震ふるわせる。

【この先は他人には聞かれん方がいい。竜の言語で答えよ】

「な……なんだよ、ジジイ？　いきなり変な声出して」

　口を尖とがらせるチェルシーには答えず、彼はこちらを見み据すえている。その眼まな差ざしに圧あつ倒とうされ、反はん射しや的てきに同じ言語で答えかけ──アーティアは、その言葉を呑のみ込こんだ。

「必要ありません」

【浅せん慮りよ。信しん頼らいは尊とうといが、揺ゆらがぬものでは決してない】

「分かっています。それでもチェルシーは………………その。友達、ですから」

　自信なさげに口ごもり、チェルシーの方を窺う。アギの髭ひげを引っ張っていた彼女はアーティアの視線に気付くと、むずがゆそうな表情を浮かべて肩をすくめてくれた。

　二人を見比べるように視線を巡らせていたアギは、やがて深々と溜ため息をつく。

「…………やれやれ。辛つらいのはお前さんだぞい」

「あ？　なんだ。痰たんでもからんでたのか、ジジイ」

「やかましい。……この先の話は他言無用じゃ。ひと言たりとも口外するでないぞ」

　髭を奪うばい返し念を押してから、彼は静かに言葉を紡つむぐ。

「──儂は大陸を放浪する身じゃが、ノルグのウーフィーグリッドとは古い馴な染じみでの昔から真ま面じ目めな男だったわい。ノルグの里さと長おさが代々封ふうじてきた《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》、封ずるだけでなく完全に消しよう滅めつさせなくてはならんと、若い頃は意気を上げておったよ」

「消滅って……で、出来るのかよ、そんなこと？」

「出来んわな。星中の力在ある竜ドラゴンが総そう掛がかりでも消滅させられなかった代物だぞい」

　ことさら早口でもないが理解させるつもりもなさそうな語り口に、チェルシーは憮然として黙だまり込む。腕を組んで息をつくと、アギは表情を沈しずませた。

「……ただ、奴やつはそこに疑ぎ問もんを持っとった。ニグログルフュは確かに強大な竜だが、それでも、一個の竜に過ぎん。現に肉体は滅ほろぼされとるわけだからの。されど滅ぼすこと叶かなわぬ《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》、さて何な故ぜか？」

　黙りこむアーティアに、アギはさして間を置かずに話を続けてくる。

「奴はこう考えた────ニグログルフュの内に眠ねむる竜の記き憶おくははるか、始祖なる竜にまで遡さかのぼっていたのではないかと」

「それは…………！」

　始祖竜──初めにこの星に在り、全すべての祖となった命の竜。

　人も獣けものも、草花も、風や陽ひや月ですら己おのれの内に竜の記憶を秘ひめており、その記憶に触れた者だけが《息吹》を宿し竜へと還かえる事が出来る。始祖なる竜の記憶に触れるということは、即すなわち、この星のあらゆる命の記憶を辿たどるに等しい。

「前例のない話だが、辻つじ褄つまは合う──始祖竜に連なる命の脈みやく流りゆうを支配しているならば、いかに力ある竜も届とどく道理はない。命は皆みな、始祖竜から生まれ出いでたものだからして」

　重く告げられた言葉に、アーティアは柳りゆう眉びを寄せた。真実なら、この星に《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を消滅させられるものは存そん在ざいしないことになる。

「そう結けつ論ろんしたウーフィーグリッドは計画を企くわだてた。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を葬ほうむり去るための始祖竜の系譜に無い命を造り出す…………奴はそれを『棺フエレトロ』と呼よんどった」

「ま、さか────」

　微かすかな声がこぼれる。

　──それは始祖なる竜への、命の在り様そのものへの冒ぼう涜とくではないのか──？

「安心せえ。なんぼ奴が優ゆう秀しゆうな星守りでも、無から命を造り出すなんてべらぼうなことはできんわい。……計画は頓とん挫ざしたと聞いておるよ」

　苦い顔でひらひらと手を振って、アギは小さな肩をすくめてみせた。

「そのべらぼうをやってのけた『アビスパス』の技術とやらは興味深いがの、気になっとるのは別のことなんじゃい。…………お前さんの《息吹いぶき》、自分のものではないな？」

「……？　はい。母ノルガンディアから預かった、白はく峰ほうノルグの吹雪ふぶきの断片です」

　突然の問いに目を細めながらも、アーティアは素直に答えた。

　途と端たん、アギの表情が変わる。驚おどろき、怒いかり、諦あきらめ、様々な感情が一瞬で浮うかび上がっては消えていく。最も強く感じ取れたのは────哀あわれみ、だろうか？

「……お前さんは良い星守りじゃ。ここ数十年で出会った、どんな星守りより穢けがれなく強い心を持っとるよ。それでも、自分の《息吹》は見いだせていない？」

「…………はい。いまだ未み熟じゆくがゆえ、己が本質に向き合えておりません」

「それは未熟ゆえではないかも知れんの」

　怪訝顔で見返す彼女へ、アギは重苦しく言葉を押おし出した。

「心して聞け。どんな優秀な星守りだろうと………………本来、他人の《息吹》を受け入れ制せい御ぎよすることなどできん。不可能なんじゃ」

「─────────────────────、え？」

「《息吹》とは生物の本質。他人の《息吹》なんぞ迎むかえ入れれば己の境界を見失い、混こん濁だくした記憶に自我を喰くらわれるしかない」

「待ってください老師、どういうっ…………？」

　狼ろう狽ばいして問いかける彼女を、アギは一いち瞥べつする。睨にらんだわけでも、まして諭さとすわけでもない、ただ心底よりの憐れん憫びんを映うつした小さな瞳ひとみが言葉を詰つまらせた。

「お前さんの力は優すぐれとった……異常なほどにの。暴走した《息吹》を力ずくで鎮しずめるなど竜にすら叶かなう業わざではない。まして葬そう星せいの火か焔えんを抑おさえきるなど、まるで──そう。まるで誰かが望んでそう造り上げたように優れた力よな」

「……待って、ください」

「されば《息吹》に開眼できんというのも無理からぬ話かもしれんのう。いくら己の内へ潜もぐろうと、触れるべき竜の記憶が初めから存在しないのだからして」

「待ってください………………っ!!」

　叫さけんだつもりの声は、決して大きくは響ひびかなかった。

　見つめ返してくるアギの瞳に一いつ瞬しゆん息を呑のみ──それから、震ふるえる唇くちびるをそっと開く。

「老師、それでは……しかしそれでは……それでは、私は………………、ッ」

「…………推すい測そくじゃ。あくまで推測の域いきを出るものではない。だが」



「アーティア・アリア・ノルガンディア。お前はこの星に在らざる生命────────《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を滅ぼすために生み堕おとされし、『棺フエレトロ』であるのかも知れん」



　──言葉の意味を理解するには、時間がかかった。

　水に潜るように意識を凍こごえさせる彼女に、アギは沈ちん痛つうな面持ちで続けてくる。

「聞きたかなかろうが……知らぬままでは済すまされん話じゃ」

「…………」

「《息吹》は宿す者と共に果てるが、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》はその瞬間をこそ狙ねらい宿主に取って代わろうとする。必要なのはニグログルフュの意思を宿主の命に封じ、もろともに消し去ることのできる高度な制御能力者…………昨日、暴走を鎮しずめた後のフラットランドの衰すい弱じやくは、無意識に奴の生命をも消滅させかけていたからやも知れん」

「ば────バカ言ってんなッ!!」

　仔こ猫ねこが虚きよ勢せいを張るような頼たよりない絶ぜつ叫きようが聞こえる。

　亜あ麻ま色いろの髪かみを振ふり乱して、チェルシーがアギへ食ってかかった。

「それじゃっ……お前、それじゃアーティアは、あいつを…………!?」

「黙だまれクソガキ！……人目を引くでない、馬ば鹿かモン」

　耳が痛いたむほどの大声を上げ、アギは周囲を鋭するどい視し線せんで見渡す。足を止めていた人々は、体格に見合わないその眼光に気け圧おされそそくさと散っていった。

　口を閉とざしたチェルシーはそれでも何か言いたげに、こちらへ視線を向けてくる。その目を真っ直すぐに見返すことが出来ず、アーティアは足下に視線を逃にがした。

　チェルシーはしばし彼女を見つめていたが、ややあって、ふっと視線を外す。

「…………ごめん、アーティア。わたし、仕事あるから…………先、ごめん……」

　小さな声で言い残し、チェルシーはぱっと身を翻ひるがえして雑ざつ踏とうに紛まぎれていった。逃げるように去っていく彼女を、アーティアは唇を噛かんで見送る。

　痛いほど握りしめていた拳こぶしを解いて──アーティアは、ゆっくり言葉を押し出した。

「……………………この、話は……彼にはまだ、伝えないでいただけますか」

「そのつもりじゃよ。……すまんの。酷こくな話とは思うが」

「はい。知らないまま済まされる問題ではない…………教示に感謝を」

　深々と頭を下げるアーティアに、アギは長く、深い溜ため息をこぼす。そして──突然へらりと表情を崩くずすと、気楽に肩かたを叩たたいてきた。

「なに、そうさせんためのロトリオンじゃい。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を黙らせることが出来りゃ万事解決だわな。儂わしも力を貸してやるほどに、とっとと見つけ出すぞい」

　ひょこひょこと拳けん法ぽうの型らしき構えを取って見せるアギに、アーティアはぎこちなく笑み返す。考えないように意識するほど、事実は胸に強く刻きざみ込こまれていった。

（もし……次に《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》が暴走したら）

　自分はバーンを、殺してしまうことになるのかも知れない。



　　　　◆□□◆



「一つだけ訊きたいんだが」

「水くさいな、いくらでも訊いてくれよ。僕ぼくとあんたの仲じゃないか」

　朗ほがらかに微笑ほほえむバーンに、通りの端で佇たたずむルパートは帽ぼう子しのつばを押し上げた。

「どうしてあの宿に目をつけた？」

「冴さえ渡わたる僕の推理力のおかげさ」

　二人の視線の先には、周囲の建物より一回り大きいホテル。

　岩がん壁ぺきから突き出す入り口には看かん板ばんも出ているのだが、その文も字じは極きよく端たんにデザイン化されていてまるで読めない。「本ほん末まつ転てん倒とう」とでも書いてあればユーモアかも知れないが。

「……いきなり信用できなくなったぞ」

「聞いてってば。僕らは『アビスパス』の腹はらを探さぐるために、彼らの拠きよ点てんを探さがしてる」

　嫌いやそうな顔をするルパートへ、したり顔で笑ってみせる。

「そこで思い出してくれ。デイジー・ドリトル──彼女、綺き麗れいだったろ？　あれは太陽の下より影かげの中で映はえるタイプの美人だね。だから、ここ」

　言いながら、バーンはもう一度ホテルを腕で示した。一日を通して陽ひが差さないサングリーノヒルの外がい壁へき回かい廊ろう南側。ここは、南側で最もランクが高いホテルだ。

「ああいう人は自分が一番綺麗に見えるポジションを常に心得てるもんさ。安やす宿やどで我が慢まんできる性格にも見えなかったし、絶対ここに部屋取ってる。僕の経験上、間ま違ちがいないね」

「…………それは推理じゃない」

「僕が女の子のことで、なんか間違ったこと言ったことあるかい？」

　肩をすくめて自信ある表情を見せるが、ルパートはますます渋しぶい顔をした。

「あるだろう。お前、パレアシティで手を出した娘むすめがギャングの女かも知れないと……」

「……ああ！　よく覚えてるね、そんな昔の話」

　数年前、たまたま行き会ったルパートに泣きついた事件を思い出して驚きよう愕がくする。その顔に思い切り不ふ機き嫌げんな視線を突つき刺さし、彼は冷たく言ってきた。

「あの女、ポン引きに引っかかった判事の娘だったぞ。名めい誉よ毀き損そんだと騒さわぐ判事にお前を突き出してやろうかと思えば、もうとんずらを決めこんだ後だった」

「いや、あのときは他ほかにつき合ってた子がまさにギャングのイロでさ。懐なつかしいなー」

　思い出話にしてごまかそうとするが、ルパートは険悪な表情のままである。

「いや、役にたったことだってあるじゃん。えーと……ほら、いつだったかの駅馬車強ごう盗とうとかさ。僕が犯人は女性だって見み抜ぬかなきゃ解決しなかったろ」

「……マッツィレの事件のことなら勘かん違ちがいだぞ。『視線に色気がありすぎる』なんてとぼけた証言で動けるか。変へん装そうを見抜けたのは地元保安官シエリフの捜そう査さ協きよう力りよくの賜たま物ものだ」

「じゃ、今回の推理で勝負しよう。デイジーがいたら僕の勝ち」

「勝手にしろ。────おい」

　素っ気なく言い放ったルパートが、ふとホテルの方を見て目を細める。

　扉とびらからずんぐりした男が出てきた。明らかに周囲から浮ういたその出いで立ちには見覚えがある──二輪駆動機トランプホイールの修理を任せた『モンド・モーター』の店主。

　頷うなずきあい、二人は店主へ近づいていく。

「──やあマスター、偶ぐう然ぜんだね。僕のマシンの調子はどう？」

「あ……？　ああ、ダンナですかい。こいつは奇き遇ぐうだで」

　眠ねむたげだった目を驚いたように瞬またたかせてから、店主は人当たりの良い笑みを浮かべた。機械油と鉄粉で汚よごれた顔には、うっすらと疲ひ労ろうの色が見て取れる。

「今、例のアレの予備部品の納のう入にゆうが終わりましたで、これからすぐ取りかかるでよ」

「無理しないでよ、疲つかれてるみたいじゃん。……ところでこの前言ってたべっぴんさんか髪の長い男、いまホテルにいる？　せっかくだから挨あい拶さつしてこうと思ってさ」

「へえ、受け取りにサインしてもらったところだでよ。これから例のアレの実験が始まるで、あのべっぴんさん以外はみーんな列車の方にいっちまっとるらしいですがな」

　彼が頷いたちょうどその時、頭上からけたたましい轟ごう音おんが降ふり注いでくる。

　見上げれば、厳いかつい装そう甲こうで覆おおわれた巨きよ大だいな列車が壁面沿ぞいのレールを駆かけ上がっていくところだった。『アビスパス』の紋章が光る車体の中央に、以前見た時にはなかった巨大な鋼こう鉄てつの塔とうがそびえている。その機械の塊かたまりは──砲ほう塔とう、のように見えるが。

　瞬く間に通り過ぎた巨影を見送り耳鳴りが治まるまで待って、バーンは苦笑する。

「……例のアレとやらの前に、本社は騒そう音おんをなんとかすべきだったね」

「あしにまかせて貰もらえれば三週間で改善してみせるでよ」

　困こまった笑顔で答えると、彼はぺこりと腰こしを折って歩いていった。

　丸っこい背せ中なかに手を振ふってから、成り行きを見ていたルパートを振り返る。

「勝負、僕の勝ちだね」

「そうだな……で、どうする。もぬけの殻からなら空き巣にでも入るつもりだったが」

「まぁ……腹を探るには好都合かもよ。予定表とかわざわざ作って部屋に置いとくとは思えないし、彼女だけ残ったのにも理由があるんだろうしさ」

　渋じゆう面めんのルパートに軽く答え、バーンは走り去っていった列車を見上げる。

「実験とやらについちゃ後でチェルシーに聞こう。僕らはデイジーを張るんだ」

「……それしかないか。受け身に回っている気がするがな」

　唸うなるルパートに先んじて、名前の読めないホテルへ向かう。

　重厚な樫かしの扉は、手入れがいいのか抵てい抗こうなく開いた。岩壁の中とは信じがたい豪ごう奢しやなロビーへ堂々と踏ふみ入り、バーンは真っ直すぐにフロントへ向かい──

「…………………………ルパート。転進転進、転進ッ」

　──かけたところで、彼のコートを掴つかみ直角に横へ折れる。大理石の柱の陰に隠かくれ、ばくばくと跳はねる心しん臓ぞうを押さえていると、ルパートは怪け訝げんそうに顔を歪ゆがめた。

「どうした」

「そこにいたんだよ」

　にじんだ涙なみだを拭ぬぐって告げると、彼は双そう眸ぼうを細め、そっと柱の陰から顔を出す。

　フロント手前のソファに、こちらへ背を向けて一人の女性が座すわっていた。純じゆん白ぱくのレースで編まれた帽子にウェーブがかったブルネット。後ろ姿すがたすら麗うるわしい彼女を、ロビーにいる誰だれもが盗ぬすみ見ている。その対面で、黒服の男が手に持った書類を読み上げていた。

「──以上が本日の実験のプランです、ミス・ドリトル」

「ふうん……ま、聞くまでもないって計画ねぇ。つまんなーい」

　生き真ま面じ目めそのものといった様子の男に気だるげに答え、デイジー・ドリトルは、目が痛くなるような原色のキャンディを口に咥くわえる。

「ほぼすべての行程が予定通り進行。検体Ｃにおける『蜂ノ火』同調率は起動前に四よん割わりをマークしました。……ミス・ドリトル、本当に立ち会わなくてよろしいのですか？」

「野や暮ぼ言わないの。ナジロちゃんには上う手まくごまかしておいてね」

　くすくすと少女じみた声で笑い、デイジーは身を乗り出して黒服の鼻先に口づけた。男は動じた風もなく席を立ち、一礼してこちらへ歩いてくる。

　慌てて顔を引っ込め、男を見送っていると……不意に、甘あまい香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。

「──さ、邪じや魔ま者ものはいなくなったわよ？」

「…………わお」

　ひょいと両手を挙あげて、バーンはゆっくり背はい後ごを振り返る。

　不思議そうに首を捻ひねり──デイジーはキャンディを咥えたまま器用に口を尖とがらせた。

「せっかく忍しのび寄ったのに、驚おどろいてくれないのね」

「死人が歩いてるんだ。今さらその程度で驚けるか」

　押おし殺した声で呻うめくルパートに、デイジーは細い腰こしに手を当て微び笑しようした。

「鈍にぶすぎよ保安官シエリフ。名乗ったときに感づいてもらえると思ってたのに」

「自うぬ惚ぼれるな。お前程度のごろつきが月に何人吊つるされていると思ってる」

「ま……まあまあ。デイジー、仕事の方はいいの？　大事な実験があるんだろ」

　睨にらみ合う二人の間に割わって入り、バーンが愛想笑いを浮かべる。それが効果を上げたわけではないだろうが肩をすくめ、デイジーが咥えたキャンディを揺らす。

「知りたいなら、あなたに似合いの方法で聞き出してみせてよ“〝嘘つきバーンバーン・ザ・ライアー”〟」

「実験とはなんのことだ」

　紅あかく濡ぬれた唇くちびるがバーンの頬ほおに触れる直前、重々しい声が差し挟はさまれた。

　眉まゆ根ねを寄せて振り返るデイジーを、ルパートは厳きびしい眼まな差ざしで睨みつける。

「答えろ────チェルシーに、なにをさせようとしているんだ」

「……ふうん。仲悪そうだったのに、意外と娘むすめさん思いなのね」

　毒々しい微び笑しようを浮かべ、彼女は小さく鼻を鳴らす。

「でも、それって私じゃなくて、彼に訊きいた方がいいかも」

「え？」

「バーンは私より、ずっと長い間アレに関かかわってきてるんだから。ねえ？」

　怪け訝げん顔がおで見返すバーンの鼻を指でつつき、デイジーはにぃ、と歯を覗のぞかせた。

「開かい拓たく街がいアビスパスで、あなたは見ているはずよ────元『アビスパス』総そう帥すい、シム・リム・アビスパ・ジュニアの造り出した《息吹》を操あやつる装そう置ち」

　吐と息いきと共に耳へ吹ふきかけられた言葉は、一瞬ならず彼の意識を凍こおらせる。

　息を呑のむバーンを愉ゆ快かいそうに眺ながめて、彼女はキャンディを噛かんだ。

「オーガンライト鉱石──ご存ぞんじかしら？　とっても変わった石なの。こういう話はナジロちゃんの方が詳くわしいんだけど、組織構造とか性質とか……構築パターンが生物の細さい胞ぼうにそっくりなの。衝しよう撃げきを熱に変へん換かんするって性質は代謝機能なのかもしれないわね」

「………………い、生きてる金属、ってこと……？」

「そうなりうる金属、かしら。……その性質を利用し、体内信号とシンクロさせた電でん流りゆう操そう作さで対象と一時的に同化、生体機能をジャミングして暴走に近い形で《息吹》を引きずり出す──これがジュニア氏の装置の大まかな概がい念ねん。乱らん暴ぼうでしょ？」

　ぱきん、とキャンディの先を噛み砕くだき、彼女は可お笑かしそうに笑う。

「我わが主はそれをもう少しスマートに改良されたの。より純じゆん度どが高く生物的なオーガンライト鉄てつ鋼こうを生体情報と同どう化か共きよう振しん、構造を再調整し…………命の形、《息吹》を複製する。あなたも味わったはずだけど、イイでしょ？　アレ」

「…………っ!?　そっか、ウーノ・フェレトロ──！」

　思わず叫さけんだバーンの口に、デイジーは残ったキャンディを差し込んできた。

「正解。彼が搭とう載さいしていた装置じゃ《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》のほんの一部しか複製できなかったけど……それでも、とっても素す敵てきな焔ほのおよ。複製した《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》をどこまで自在に操れるか検証するのが、今日の実験ってこ──」

　手品の種を明かす子こ供どものように得意そうな彼女の声が、突とつ然ぜんぴたりと途と切ぎれる。

　空気が揺ゆらいだように錯さつ覚かくするほどの怒ど気きを纏まとわせ、ルパートがデイジーを睨みつけていた。真っ直すぐに伸びた腕うでが握っているのは──鈍にぶく輝かがやく拳銃ピストル。

「貴き様さま……まさか、《息吹》をチェルシーに…………ッ!!」

「……こっちも正解。今度は早かったわねぇ、保安官シエリフ」

　冷笑に口元を歪ゆがめ、彼女は横目にルパートを見る。そしてバーンの口に挟はさんでいたキャンディを歯で奪うばって噛み砕き、ごき、と首を鳴らした。

「アツい人、嫌きらいじゃないけど………………私、ナメられるのは嫌いなのよねぇッ!!」

　きらきらしたキャンディの欠片かけらをこぼし、デイジーがぐるりと身体を捻ひねった、その一瞬。

　突然、凄すさまじい震しん動どうがホテルを揺ゆるがした。

「うあ、っと──────あだッ!?」

　足を取られてひっくり返り、硬かたいタイル敷じきの床にしこたま打ち付けた頭をさすりながら、バーンはなんとか身を起こして辺りを窺うかがう。

　顔を上げたすぐそこにデイジーが立っていた。今の震動の中ハイヒールで直立しているとは信じがたかったが……より信じがたい、信じたくない光景がそこに広がっている。

　彼女の腕が膨ふくれ上がっていた──豪ごう腕わんなどという形容では追いつかない。人間がどれほど鍛きたえたところで自分の胴どう回まわりの倍以上ある腕を作れるわけがない。腕全体が膨ぼう張ちようしているようで、直立したまま手の甲こうが床に着くほどに巨きよ大だい化している。

　デイジーは、殴なぐり砕いた大理石の柱から腕を引き抜ぬいて、薄うすい笑みを浮かべた。

「──『働き蜂オブレラ』とヤろうなんて、のぼせちゃダメよ。保安官シエリフ？」

「…………ふざけた話だ」

　膝ひざをついていたルパートは、舌打ち混じりに呟つぶやきゆっくり立ち上がった。

「機械肢施術サイボーグ・チユーンの化け物だけじゃ足りないか」

「一いつ緒しよにしないでよ。私は武器なんかいらないんだから」

　長い腕を器用に腰に当てて、デイジーは頬ほおを膨らませた。その異形に気付いて騒そう然ぜんとするロビーを睥へい睨げいし、愉ゆ悦えつの笑みを浮かべる。

「骨こつ格かくと筋きん組そ織しきの強化に、感覚神経の強化、制せい御ぎよ系けい神しん経けいの自在化……セクシーな仕上がりでしょ？　ナジロちゃんの不細工とは大おお違ちがい」

「下品さは大して違わない」

「あら……大事なチェルシーちゃんだって、もうキレイな身体からだじゃないのよぉ？」

「…………ッ!!」

「待ったルパート！　落ち着いて、落ち着いてッ!!」

　デイジーの嘲ちよう笑しようへ銃じゆうを向ける彼に、バーンは慌あわてて跳とびかかった。獣けもののように歯を剥むいて唸うなるルパートの腕を掴つかんで押さえ、彼は肩かた越ごしにデイジーの方を窺う。

「あの子になにしたのか知らないけど……多分、それは不完全だ。違うかい？」

「んん……？　ふふふ。どうしてそう思うのかしら？」

「わざわざ中央都市を離はなれてこの街に来たのは、ひょっとして、実験に必要な材料が足りなかったからじゃないのかな？　たぶん、今この街で一番ホットな噂うわさの鉱石──」

「──《息吹》を封ふうじるロトリオン、か」

　バーンの言葉を継ついで、ルパートがぼそりと呟いた。

　腕に込める力を緩ゆるめた彼に笑いかけてから、改めてデイジーに視し線せんを向ける。

「噂の『お宝』目当てに、人手は大陸中から集まってる。彼らを抱だき込こんで……掘ほり当てたのはつい最近ってとこじゃないのかな。制御にロトリオンの力が必要ってことは、まだ《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》がチェルシーに同化しきってないってことかも──」

「──────ッくふ、は……あははははははははははははッ！」

　バーンの言葉を遮さえぎって、不意にデイジーが笑声を響ひびかせた。

　可お笑かしくて仕方がないというように床を叩たたきながら、彼女は嘲笑に美び貌ぼうを歪ゆがめる。

「まるで見けん当とう違ちがいよ、バーン！　あんな噂なんて、『的』をおびき寄せるための餌えさでしかないのに！　そんな可愛かわいい勘かん違ちがいをしてたなんてねぇ!!」

「ま……的？」

「そうよぉ。《息吹》の焔ほのおがどこまで素敵か確かめるための、的。だから、できるだけいっぱい来てもらうことにしたの…………コステロ一味っていう、大勢の的にね」

　紅あかい三日月を描えがく唇を舐なめ、デイジーはぐるりと腕を回した。筋肉が軋きしむ張り詰めた音がしたかと思うと、赤黒く変色していた肌はだが徐じよ々じよに白はく磁じの色へ薄うすれていく。同時に肥ひ大だい化かしていた腕もわずかずつ収しゆう縮しゆくし始める。正気を握り潰つぶされるような光景だ。

「サングリーノヒルを舞ぶ台たいに選んだのは、単に部品調達の都合。オーガンライト鉄鋼を扱あつかえる技術屋って少ないのよねぇ。腕の良いのは特に」

「ロトリオンを掘りに来たわけじゃないってこと……？」

「もう、そこから大笑い。その名前、なにか思うことはないの？……ジョークのセンスはナジロちゃんの方が上手だったみたいねぇ」

　嬲なぶるようにくすくすと嗤わらって、彼女は胸むな元もとから新たなキャンディをつまみ出す。

　閂さん竜りゆう鉱こうロトリオン。その名前を初めて聞いたのは二日前、ナジロ・ティンブリッジの口からだ。いや、その時はロトリオンとしか言っていなかったか？　竜の《息吹》を封じるという力に浮うかれていたためよく覚えていない──

（……浮かれていた？）

　ふと、思い出すのは採さい掘くつ屋やセテンサ・エンジェル。困り果てていた彼らは、バーンが仕し掛かけた嘘うそに簡かん単たんに引っかかった。千せん載ざい一いち遇ぐうの好機に手を出さずにいられる者はいない。

（うまい話ほどよく疑うたがえ）

　彼らを笑った自分の言葉が、冷たく背せ筋すじを伝う。

　都合の良いお宝ロトリオン。デイジーが思うことはないかと問う名前。眼めを眩くらませ、疑ぎ念ねんを挟む余地をごまかす好機。《息吹》を封じるロトリオン──

「──────────そう、か……ロトリオン、そういうことかよ！　畜ちく生しようッ!!」

　まず愕がく然ぜんとし、続いてブロンドを掻かきむしり、最後に足下の瓦が礫れきを思い切り蹴け飛とばす。それが大理石の欠片だったため激げき痛つうの跳はね返ってきたつま先を押さえてうずくまりながら、バーンは怪け訝げんそうに見下ろしてくるルパートに焦しよう燥そうの滲にじむ声で叫さけんだ。

「全部ウソだ！　ロトリオンなんて鉱石は、無い！　狙ねらいは……《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》、だよね。他にあるわけない！　僕ら、完全に踊おどらされたッ!!」

「……なに？」

　眉み間けんに皺しわを寄せるルパートを焦じれた瞳ひとみで見返し、彼は血の滲むような声で呻うめく。

「単たん純じゆんなアナグラムだった……！　ロトリオンlottlion──────まぬけ野郎tontilloってことさ!!」

　吐はき捨すてた瞬しゆん間かん──遠くで、怪かい物ぶつの産うぶ声ごえのような咆ほう吼こうが轟とどろいた。



　　　　◆□□◆



　放ほうり込こまれた部屋は、とにかく広くて豪ごう勢せいだったことを覚えている。

　毛足の長い絨じゆう毯たんは転んだ身体を柔やわらかく受け止めてくれたが、屈くつ辱じよくまで緩かん和わしてはくれない。後ろ手にかけられた手て錠じようを鳴らし、彼女は自分を突き飛ばした者を睨にらみつける。

『っ……なにしやがる、まぬけ野郎トンテイーリヨ！』

『我わが主、捕つかまえてきましたよ。例の強ごう盗とう団だんの一人です』

　扉とびらにもたれた男はこちらを見向きもせず、彼女の背はい後ごに視線を向けていた。

『…………子こ供どもだな』

　突然、そちらに乾かわいた囁ささやき声が聞こえ、彼女は弾はじかれるように振り返った。

　吐と息いきが触ふれるほど間近に、一人の老人がしゃがみ込んでいた。長い白はく髪はつを、滝たきのように後ろへ流している。歳とし経へた者の風格の薫かおる顔は精せい悍かんさをも失っておらず、頑がん健けんそうな身体を包んだ枯かれ葉は色いろのスーツに見合う上品な雰ふん囲い気きによく似合っていた。が──

『適当に遊んでやったら連中、その子を残して一いつ斉せいに逃げ出しましてね。鮮あざやかなものでしたよ。トカゲの尻尾しつぽ、というよりその子が要領悪かったんですね。はは』

『男の方が都合が良かったが』

　ぽつりと呟くその紳しん士し的てきと言える風ふう貌ぼうの中、こちらを凝ぎよう視しする双そう眸ぼうだけが異質だった。深く静かで、穏おだやかな、しかし奥おく底そこに不ふ吉きつを抱かかえ込こむ、嵐あらしの前夜を思わせる眼まな差ざし──

『どのみち、年ねん齢れいや性別が関係するかも分からないんでしょう。ミスター・フェレトロもまた死んだそうじゃないですか。今度は何番目です？』

『まだ二ド番ー目スが潰れただけだ……天涯の紅泥スカーレツトに問題はないが、やはり遺伝譜式フオーミユラを操そう作さすると、根幹記憶への圧力に自じ我がが耐たえられないようだな』

『こんな小こ娘むすめに使わせるくらいなら僕で実験してほしいですね。《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》……欠片かけらとはいえ、星を灼やくほどの力が振ふるえるなんてわくわくする』

『くひッ、慎つつしめナジロ。「働き蜂オブレラ」とて複製遺伝譜式フオーミユラの産物、耐たえられはしない──』

『な…………なん、だよ……、わけ分かんないんだよお前ら…………っ!!』

　内容の掴つかめない会話に恐きよう怖ふを煽あおられ、彼女は怯おびえを隠かくして叫んだ。

　そこでようやくこちらの存在を思い出したかのように、ナジロが目を丸くする。

『──我が主。本当にこの子でいいんですか？　個人的には不安なんですがね』

『構わん……くひッ。実験のプランは他にも動いている』

　しゃくり上げるように鼻を鳴らすと、老人はそれ以上興味を失ったように彼女から視線を外す。その言葉に苦笑を浮かべて、ナジロは改めてこちらへ話しかけてきた。

『さて、お待たせ。それじゃ、君のためになる話を始めよう。……辺境は君のような無能者には住みにくいが、それでも平等は存そん在ざいする』

　もたれていた扉から背中を離し、ナジロは後ずさろうとする彼女の傍そばに膝ひざをつく。

『君に二つのチャンスを与あたえよう。大物へ成り上がるチャンスと、復ふく讐しゆうするチャンスだ』

『………………ふ……復、讐…………？』

　眼前に藍あい色いろの瞳が迫せまる。そこに映うつり込こむ彼女の瞳すら確かく認にんできる距きよ離りで、ナジロは美しい──危き険けんなほどに研ぎ上げた剃刀かみそりのような笑みを浮かべた。

『君にはコステロ一味をおびき出し、彼らを相手に、ある「力」を振るってもらいたいんだ。僕や同どう僚りようたちではちょっと不具合があるんでね、試用をお願いするというわけさ』

『…………、…………』

『実験が成功すれば、君はその「力」でもって間違いなく辺境中に名を轟とどろかせる。僕たちも最上級の待たい遇ぐうで君を迎むかえ入れよう。……君がなにを求めて荒こう野やを渡わたっているのか知らないけど、後ろ盾だてがあればどんな目的も達成は容易になる。違うかい？』

　頬ほおに触れていた指はそのまま髪を梳すき、首くび筋すじをなぞって背中を伝い──かちり、と小さな金属音を響かせた。同時に両腕が自由になり、彼女は慌てて床を掻き後退する。

　何を言っているのか分からない──事態をのみ込めない恐怖に理性は拒きよ絶ぜつを訴うつたえていたが、理性よりもっと深い部分から、何かが彼女に訴えていた。

　荒野を渡る理由──名を上げるため。自分の才覚を示すため。辺境で大物に成り上がるため。だがそれは、突つき詰つめればどれも目的を果たすための手しゆ段だんに過ぎない。

　あの男に。たった一人の保安官シエリフに、自分の話を聞いてもらうため……

　手を伸べてくるナジロを金色の目で睨にらみつけ、ゆっくりと立ち上がる。

『…………………………わかった……協力、してやるよ』

　そして彼女は、差し出された手を握にぎり返かえした──





「チェルシー」

　──名を呼よばれ、顔を跳はね上げる。

　やけに薄うす暗ぐらい空間にいた。狭せま苦くるしいその部屋には幾つもの金属製のラックが設置され、使い道も分からない無数の計器や装そう置ち類るいが固定されている。

　追つい憶おくから帰き還かんしたばかりの意識でぼんやりと考え──ややあって、自分が今『アビスパス』の重じゆう機き甲こう列れつ車しやに乗り込んでいるのだということを思い出す。

「なにを呆ほうけているんだい」

「あ──ああ…………」

　すぐ隣となりで退たい屈くつそうにしているナジロへ曖あい昧まいに頷うなずき返し、チェルシーは自分の右腕へ手を伸ばした。ばちんっ、と金具が弾はじけて、黒くろ革かわのベルトが車両の床に落ちる。

「……なあ」

　かすれた声で呟つぶやくと、ナジロが不ふ審しんげな眼まな差ざしをこちらに向けてきた。

「アーティア、なんだけど…………あいつ、あんたやデイジーと同じなのか？」

「同じ？──ああ、遺伝譜式フオーミユラの複製で作られた生命なのかってことかい」

　思い切り顔をしかめてから、彼は馬ば鹿かにするように鼻を鳴らす。

「どうだかね。僕は竜徒ドラグ＝ジーンがそんな技術を持ってるとは思わない…………我が主は、君と同じ考えのようなんだけどね。だからここで殺しておければと、ロトリオンなんて架か空くうの鉱石の噂うわさをでっち上げて街に引き留めたんだ」

「そッ…………それじゃ、それじゃあさ」

　次の金具に指をかけ、チェルシーは足下に落ちたベルトに視線を落とした。

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を持ってるって知ったら……あいつ、わたしを────殺す、のかな」

「さあ。……いいから早くしたまえ。スケジュールは押おしているんだよ」

　ぞんざいに問いを切り捨て、ナジロは手元のクリップボードに視線を落とした。

　口をつきかけた不満は、溜ため息にして押し流す。

　ばちんっ、と金具が弾け、また足下にベルトが落ちた。次々と金具を弾いていく──最後のベルトが床に落ちたのは、ナジロがボードから顔を上げるのと同時だった。

「時間だ。起動の手順は分かってるね？」

　無言で頷き、顔を上げる。

　壁かべ一面を占せん領りようするボックス状の機械は、パネルや操ボ作ル桿トが露ろ出しゆつしたいかにも試用といった面構えだ。彼女が見つめる先に丸い穴あなが設けられている。珈琲コーヒー豆まめの缶かんがちょうど収まる程度の大きさで、中には部品を接続するためのソケットが覗のぞいていた。

　改めて息を呑のんでから、そっと右腕を持ち上げる。

　その腕は、機械で組み上げられていた。機械肢施術サイボーグ・チユーン──薄うす青あお色いろのオーガンライト鉄てつ鋼こうの腕は関節部など、ところどころで人間の形状を逸いつ脱だつしている。

　禍まが々まがしい外観に嫌けん悪おの表情を浮うかべてから、チェルシーは右腕を機械に差し込んだ。

「──ナジロ」

　不安を紛まぎらわせるというわけでもないが、彼女は静かに呟いた。

「あのとき……あの部屋で、あんたの手を取らなかったら、どうなってたのかな」

「……。思い出話と仮定の話はナンセンスだけど、フン。そうだね」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ考えるように沈ちん黙もくしてから、彼はあっさりと言い捨てた。

「条件を呑まないのなら、あの場で君を殺さない理由はなかったな。……だからコステロたちを気にかける必要はない。そうだろう？　こうしなければ君が死んでいたんだ」

「っ……………………そう、だよな……」

　卑ひ屈くつな考えを見み透すかされた。

　屈くつ辱じよくと後こう悔かいが胸を刺さすが、それでも、肯こう定ていにすがれば気分は楽になる。

　決意に。あるいはそれに似た何かに朱しゆ色いろの瞳を細め、彼女は右腕に意識を向けた──





　双そう眼がん鏡きよう越ごしの地平に砂すな煙けむりを確かく認にんし、スクィージは身を伏ふせていた小岩を滑すべり降おりた。

「来ましたよ。コステロ一味……どっからかき集めたんだか、兵隊の数は揃そろってます」

「むっはっは、懸け念ねんは無用だ」

　嘆たん息そくする彼に答えたのは、全身くまなく筋きん肉にくまみれの巨きよ漢かん、ブロック・キャリバーである。背はい後ごに控ひかえた〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉団員共々、彼が岩に登る前とまったく同じ場所で同じポーズをとっていた──小一時間は双眼鏡を覗いていたのだが──

「この狭い岩場なら大人数はむしろ不利である。まして連中は『アビスパス』襲しゆう撃げきによるダメージを引きずっている。奇き襲しゆうで出鼻を挫くじけば、まずは撤てつ退たいに追い込こめよう」

「…………俺の言ったことを丸暗記できてるようで、安心しましたよ」

　通じないと分かっている皮肉を吐き出し、スクィージは周辺に視線を走らせた。

　荒あれた道が一本通っただけの急きゆう勾こう配ばい。岩や崖がけの多い複雑な地形で、街の警けい護ご団だんに気づかれないうちに致ち命めい的てきな距きよ離りまで近づくにはうってつけであり──同時に、事前に情報が漏もれていた場合、少人数で大人数を迎げい撃げきするにはおあつらえ向きのロケーションだ。

　指し摘てきが聞こえなかったはずもなかろうが、ブロックは全く動じず傍かたわらに置いていた──そして彼が極力視界に入れないようにしていた──物体を斜しや面めんの上に設置する。

　尋じん常じようならざる重量感をもってそこに鎮ちん座ざしたのは、なぜか小型のパイプオルガン。

「この真説ネオ・魔ま剣けんグラム“〝大だい蓮れん華げデトネイション”〟の封ふう印いんも解いた以上、あの程度の数は脅きよう威いと呼ぶにも値あたいせん。勝利は我われ々われのものである！」

「見えるんですか。ここから」

　オルガンの事には意図的に触ふれず、スクィージは半眼で遠くを見た──彼が「魔剣」と言い張る自作の武ぶ装そうは、最近では形状から使い道が分からないこともしばしばある。いい加減無視することにも慣れてきた。

「聞きたまえ、これは画期的な魔剣なのだ。対応した鍵けん盤ばんを叩たたくだけで、内ない蔵ぞうした三十三種の大小火器による多た彩さいなオフェンス・アクションを展てん開かいすることが可──」

　寂さびしげに肩を落とし、ブロックが鍵盤の一つを叩くのと同時、空気を切り裂さく甲かん高だかい音を立て、頭上を何かが高速で通り過ぎ──直後、彼方かなたの平原で大だい爆ばく発はつが巻まき起こる。そしてはるか地平線の間際で膨ふくれ上がる火柱にわずかに遅おくれ、大地を打ち砕くだくような爆音が岩場を揺ゆるがし、熱波と爆風が辺りを駆かけ抜ぬけた。

「ッだ──だッ！　団長!?　あッ…………あ、アンタ、なにを…………!?」

「ッ……否いな！　魔剣のセーフティはかかっている──────後方だ!!」

　スクィージや団員たちが後ろへ転がっていく中、ブロックは一人地面に立っている。彼は胡桃くるみでも噛かみ砕くだけそうな歯を食いしばると、手近な岩を駆け上がっていった。

「ちょ、団ちょッ…………クソッ！　危あぶねぇってんだよ、あのバカ!!」

　ここぞとばかりに毒づいて岩いわ陰かげまで這はっていき、爆風に晒さらされない位置を慎しん重ちように登っていく。何度か滑かつ落らくしかけて岩の上に辿たどり着くと、彼は背後からブロックの肩かたを掴つかんだ。

「なに考えてんですかアンタは!?　いつまた同じ爆発が起こるか分か──」

「スクィージ君、あれを見たまえ」

　掴まれた肩をぴくりとも動かさず、ブロックは低い声で呟つぶやく。思わず怒ど声せいを引っ込め、彼が睨にらむ方向、サングリーノヒルを見やり──スクィージは顔をしかめた。

　街の外周、坑あなを囲む環かん状じようレールの上に鋼こう鉄てつの装そう甲こうで覆おおわれた列車の姿すがたが見える。

「……あれ、『アビスパス』の…………？」

「うむ。……少々気になる改造を施ほどこされているようであるが」

　声をひそめるスクィージに頷うなずき、ブロックは忌いま々いましげに鼻を鳴らした。その言葉が何を指しているかは明白だった。中央の車両上部にそびえる、巨きよ大だいな塔とう。

　装甲板と違ちがい薄うす青あお色いろに輝かがやくそれは、明らかに後から据すえ付けられた機構だ。上部から伸のびる筒つつ状じようの部品からは黒こく煙えんが上がっており──それは容易たやすく、砲ほう塔とうを連想させる。

「連中ッ──機械肢施術サイボーグ・チユーンのバケモノだけじゃ不足だってか」

「憤いきどおるのは後にしたまえ。事態は極めて深しん刻こくだ」

　吐き捨てる彼に冷静に告げ、ブロックは平原の方を振ふり返った。

　小さな開かい拓たく街がいなら丸ごと収まるほどの範はん囲いが燃えている。双眼鏡を覗くまでもない──コステロ一味は一人残らず、法では裁さばけない世界へ旅だったことだろう。

「──議会に報告しましょう、いくら『アビスパス』でも法外です。こんな代物、一いち企き業ぎようの領分を越こえてますよ！　そうだ、反逆罪ってこともあり得る！」

「落ち着けスクィージ君。……ほとんど災害に近い事態だ、どのみち本日の列車の運行は見合わせになろう。人員と装備の損害を確認、しかるのちに総そう員いん撤てつ収しゆうである」

「ッ………………、承知しました」

　憎にくたらしいほど静かなブロックの指示に、スクィージは言葉を呑み込んだ。岩を滑り降りる直前……震ふるえる空気の向こうを睨みつけ、ブロックが低く唸うなるのが聞こえる。

「しかしあの炎ほのお、どこぞで見覚えがあるように思えるが…………ふむ？」





「は、ははっ…………素す晴ばらしい。片へん鱗りんでこの威い力りよくかい、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》！」

　薄ぼんやりとした闇やみの中、感極まったように震えているナジロの歓かん声せいを、チェルシーは分厚い壁かべに閉とじこめられたように遠くに聞いていた。ソケットから腕うでを抜ぬいて後ずさり、背はい後ごのカーゴに背せ中なかをぶつける。血の気の引いた顔には汗あせの粒つぶが浮うかんでいた。

　今、自分は人を殺した。

　火か焔えんが風を裂さき、大地を舐なめ天を焦こがし、無数の人間を灼やき尽つくし、葬ほうむり去る。

　その光景、その感かん触しよく、その臭におい、その叫きよう喚かんが《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を通じ、その場に立っていたかのように鮮せん明めいに意識へ訴うつたえてくる──いや、彼女はまさしくその場に立っていた。その焔ほのおを呼よび覚ましたのは他ほかでもない、彼女の意思だったのだから。

　──コステロはお世辞にも褒ほめられた人間ではなかった。いくつかの盗とう賊ぞく団だんや悪漢一味を渡わたり歩いたが、彼らは図ず抜ぬけて見下げた連中だ。金に汚きたない卑ひ劣れつ漢かん、誇ほこりも信念もない外げ道どう。彼らの死を悼いたむ者は肉親ですらいないだろう。それほど腐くさった連中だ。

　それでも。だが、それでも。

　自分は、人を、殺したのだ。

「──────────っ！」

　胃い袋ぶくろを絞しぼられるような悪寒に耐たえきれず、床ゆかに嘔おう吐とする。

　嗚お咽えつ混じりに咳せき込こむ彼女の肩へ、不意に触れてくる手があった。涙なみだでにじんだ視界を持ち上げれば、にこやかな笑みを浮かべたナジロが傍かたわらにしゃがみ込んでいる。

「よく頑がん張ばったね、実験は成功だ。集束《息吹》砲ほう・『蜂はちノ火ひ』の威い力りよくは期待に十分沿そうものだった。君の功績だよ」

「功、績……？」

「そうさ。装置の同どう調ちよう制せい御ぎよ能力も含ふくめて、本社は君を高く評価するだろう」

（わたしの…………功績……）

　それを望んではいた。あの頑固者を自分の方に向かせるには、自分がもう子こ供どもではないことを証明しなくてはならなかった。そのために辺境での成功を望んだ。が──

　彼女の肩を軽く叩いて立ち上がり、ナジロが手を差し伸べてくる。

「ひとまずの祝福だ。……『アビスパス』へようこそ、チェルシー・カクタス」

　その手をとって立ち上がり、チェルシーは右腕を強く抱きしめた。

　──功績も成功もどうでもいい。今はただベッドに倒たおれ込んで、身体からだに染しみ込んでくるこの熱く重たい感覚を眠ねむりの底に沈しずめたい。

　何気なく腕を見下ろし、ふと、チェルシーは顔をしかめた。

　……今、ナジロの手を取ったのは、いったいどちらの手だっただろうか？



　　　　◆□□◆



　捜さがし物のコツは三つある──効率を考えず手当たり次し第だいに。ランチの後には動かない。そして徒労を覚かく悟ごしておくこと。

　昔どこかの牛追いカウボーイに聞いた話だと思うが、最後の一つは必ずしも必要ではあるまい。

（覚悟があろうがなかろうが……空から振ぶりしたら、人は疲つかれるんだ）

　だらしなく椅い子すにもたれたまま、バーンは浅い溜ため息をつく。煤すすけた天てん井じようは別べつ段だん心の躍おどる眺ながめではないが、もうかなり長くそこを見上げていた。そろそろ、首が痛いたい。

　顔をしかめるバーンの視界に突然、彼より数倍厳いかめしいしかめ面が割わり込こんできた。

「──列車の運行が再開した」

「……帰るの？」

　帽ぼう子しの下から淡たん々たんとした眼まな差ざしで見下ろしてくるルパートに、ひょいと身体を起こす。後ろ向きに座すわり直したバーンに頷うなずき返す彼の姿はいつもの帽子にインバネス、ライフルを入れたトランクの他、肩にサドルバッグとレザーポーチをかけていた。

「噂うわさの調査は済すんだ。……大だい企き業ぎようが手て間ま暇ひまかけて仕組んだ大ボラだったと、議会に報告しに戻もどらなくちゃならない」

「そっか。…………彼らには教えてやんないの？」

　椅子の背にのせた顎あごをしゃくり、バーンは横目に視線を流した──宿のホールにはまだ、一いつ攫かく千せん金きんを当て込こむごろつきがあちこちのテーブルで密みつ談だんを交わしている。

「それは俺おれの仕事じゃない。…………他の連中はどうした」

「…………爺じいさんはあんたと同じさ。今け朝さ早く、街を出るって挨あい拶さつしてったよ。アーティアは、少し街、歩いてくるってさ」

　訝いぶかしげに訊きくルパートへ素っ気なく答え、彼は気だるげに息をついた。

　──昨晩、バーンとルパートからロトリオンの真相を聞いた二人は、こちらの想像していた以上にショックを受けていた。空振りは確かに残念だったが、言ってみれば振り出しに戻っただけに過ぎない。しかし、アーティアは全すべての望みが断たれたような顔をしていた。アギには心当たりがある様子だったが、それを教えてはくれなかった。

　チェルシーだけは宿へ戻ってこなかったが……今朝、中央都市へ戻るという伝言が届とどけられた。今回の事は知りながら口止めされていたようだが、仕方のない話ではある。

「早くもチームは解散ってことだよ。結果的には出費少々、収入ゼロ──別れを惜おしむ材料もないしね。今日の午後には、みんなどこかの空の下、さ」

「アーティアについていなくていいのか？」

「いいわけないだろ。……でも、ついてくるなって言うんだ。しょうがないじゃん」

「連中はあの娘むすめの命も狙ねらっているんだろう。……昨日、デイジー・ドリトルが俺たちを見み逃のがしたのは気まぐれと幸運の賜たま物ものだ。楽観はしない方がいい」

「わかってるんだけどね……」

　彼の言葉に舌打ちし、バーンは乱らん暴ぼうに髪かみを掻かきむしった。

　危き険けんなことは分かっている──アーティアだって、それは分かっているはずだ。

　苛いら立だたしいわけではない。ただ、理由を言ってくれないことが無性に情けなかった。

（そりゃ、お世辞にも頼たよれる男には見えないだろうけどさ）

『一人にしてくれ』

　今朝、部屋から出てきたアーティアの憔しよう悴すいしきった顔を思い出す──

「──『ロマンスを楽しむ秘ひ訣けつは、波打ち際で引き返すこと』って格言がある」

「誰だれの言葉だ」

「僕ぼく。…………マジで恋こいするといろいろ辛つらいって話だよ」

　疑うたがわしげに呻うめくルパートに答え、バーンは肩を落とす。勝てない喧けん嘩かに身体を張り、たった一人の女の子のために煩はん悶もんし……これはまるで、自分のスタイルではない。

　口を尖とがらせる彼を半眼で見下ろし、ルパートが呟つぶやく。

「後こう悔かいしているのか」

「ん？────そうだね。柄がらにもなく本気になっちゃったのが間ま違ちがいだったかな」

「そうは見えないが」

「……お察しで」

　苦く笑った口元から《息吹》の黒こく煙えんをこぼすバーンに顔をしかめて、ルパートは唐とう突とつに踵きびすを返す。歯し痛つうでも起こしたようなその表情が微び笑しようだったと気付いた時には、彼は既すでに宿を出て行くところだった。慌あわてて椅子を立ち、その背に声をかける。

「ルパート！──チェルシーと、ちゃんと話しなよ」

「…………」

「危あぶなっかしいけど、あの子が自分で決めた道だ。保安官シエリフとしてじゃない……同じ荒こう野やに生きる人間として、あんたはあの子と向き合う義務がある。そうだろ？」

「わかってるさ」

　ぼそりと、振り返りもしないまま、ルパートは重々しい声音で呟く。

「あいつはいつだって俺を見て話をしていた。……俺があいつを見ていなかった」

「そ────」

「ツケは払はらう。ニコラスの代わりは務まらないが…………俺も、あいつの父親だ」

　去り際にこぼしたのは、独り言だった。この場にいない誰かに向けたその言葉は紛まぎれもない独り言だ。口を挟はさむことは出来ない。

　カウベルを鳴らし閉とじる扉とびらを見つめ──バーンは、ぐったりと椅子に座り直す。

「…………『父親』じゃ駄だ目めなんだよって、野や暮ぼでも言っとくべきだったかな……」

　自分が教えては意味のないことではあるが。

　瞼まぶたを伏ふせて頭を振ると、バーンはまた出口のない煩悶に意識を浸ひたしていった。



　　　　◆□□◆



　撤てつ収しゆう準じゆん備びは恐おそろしくスムーズに進行していた。

　本社の黒服や街で雇やとったらしい労働者たちが荷物や機材を列車に積み込こんでいくのを、チェルシーはステーションの隅すみから眺ながめていた。貨物列車用に造られた広大なステーションにはベンチもないため硬いホームに胡座あぐらをかき、右腕を引っ掻く。

《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を宿し自在に操あやつるための装そう置ち、『蜂ノ火』。醜みにくい機械の腕は徐じよ々じよに馴な染じんでいるようで、半身に感じていた違い和わ感かんが薄うすれつつある、と。

　こちらへ近づいてくる足音に気付いて視線を上げ──チェルシーは目を見開いた。

「アーティア…………？」

「むう」

　返事なのか、呻き声をこぼして頷いたのは、長い黒くろ髪かみと茜あかね色いろの襟えり巻まきを揺ゆらす少女、アーティア・アリア・ノルガンディアだった。

「散歩をしている」

「……へえ」

　意味があるのか分からない付け足しに生返事し、立ち上がる。脚あしの感覚が希き薄はくだった。

「見送り、ってことかよ？」

「──ん。昨日、宿に戻ってこなかったからな」

「あ、ああ……悪いな。実験の後始末とか、その……い、色々あったんだよ」

　反はん射しや的てきに目を逸そらして、チェルシーは早口に言い放つ。

　そうか、と一つ頷いてから、アーティアは一いつ拍ぱくおいて後を続けてきた。

「昨日の爆ばく発はつは、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》だな」

「──ああ」

「お前がやったのか？」

「────ああ」

　返した言葉は、自分でも意外なほど落ち着いていた。

　彼女は身じろぎ一つしない──ただ呼こ吸きゆうを止め、チェルシーの話に聞き入っていた。

「わたしがやった。わたしが《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》で……コステロたちを、殺したんだ」

「そうか」

　腕を組み、アーティアは頷く。怒おこっているわけでも、まして殺意に研ぎ澄すまされているのでもない。雨上がりにぬかるみへ踏ふみ込こんだような、なんとも言えない顔だ。

　互たがいを見つめ沈ちん黙もくする。カーゴを押おす男たちが奇き妙みような目で二人を眺めていった。

　更さらに数分が過ぎて、チェルシーはようやく声を上げる。

「…………いや、終わりかよ!?」

「うん？」

「なんか言うことあるだろ!?　わ……わたしっ、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を────」

「ああ……確かに《息吹》の複製とは由々しいな。連中の愚おろかさには呆あきれる」

　言いよどむチェルシーを封ふうじるようにまくし立て、彼女は白々しく鼻を鳴らした。

「だが、あの大たい砲ほうの力は罪人竜には及およばんな。所しよ詮せん、人間に扱あつかいきれる代物ではない」

「そう言うことじゃ…………っ」

「お前が宿す《息吹》が危き険けんだとして、私になにが出来る」

　さらりと言い放ち……唖あ然ぜんと口を開けるチェルシーに、アーティアは肩をそびやかす。

「忘わすれたか？　老師の話は推すい測そくだ。もし私が『棺フエレトロ』とやらでもないのにお前の《息吹》に手を出せば、そのまま暴走させてしまいかねない。それは面白くない話だろう」

　笑う彼女は気楽そうで──それ故、無理に明るく取り繕つくろっていることが明白だった。

　奥おく底そこでひび割れたその哀かなしい笑顔を見ていられず、顔を背けそうになる。が……チェルシーは彼女に劣おとらずぎこちなく笑み、軋きしんだ声で笑った。

「…………そ──そうっ、だよな。犬死にはわたしも御ご免めんだ」

　必死に笑顔を向け続ける。目を逸らすことなど出来ない。

　自分を押おし潰つぶそうとする不安──自分がバーンを殺すために造られた命であるのかもしれないという疑ぎ念ねんに、目を背けずに向き合おうとしている。乗り越こえようとしている。

　そのために無理やり、アーティアは、笑っているのだ。

「…………あんた、どうしてそんなに強くいられるんだ」

「強い？」

「わたしがあんたの立場だったら、絶対笑ってらんないよ。自分が……その、恋こいした相手を殺さなくちゃいけないかもしれないなんて」

「……私は恋をしているのか」

　──さすがに一いつ瞬しゆん口を噤つぐんでから、チェルシーは咳せき払ばらいをする。

「好きなんだろ、フラットランドのこと」

「恋とは好きになることなのか？　むう。なら私は、お前や母様にも恋をしているのか」

「だーもう、リアクションしにくいなその勘かん違ちがい。えーと」

　頭を抱かかえて唸うなる彼女を、アーティアはしばらく不思議そうに眺めていた。やがてその話題は無む視しすることにしたのか、遠くを見上げてそっと呟つぶやく。

「……強いわけじゃない。危あやういところで支えてもらっているだけだ」

「…………フラットランドに、か？」

　問い返すと、一瞬だけ言葉が止まった。

　決まり悪げに頬ほおを掻かき、アーティアはかすかな、だが真っ直すぐな声で答えてくる。

「私はバーンが好きだ。……恋をしているのかは分からんが。だが軟なん弱じやくで軽けい薄はくで、それでも小さな勇気の欠片かけらを必死に育てているあの与よ太た者ものを……心から愛いとおしく思う」

「…………」

「だから私も強くならなければいけない。私自身と向き合う勇気もないままでは、あいつと同じ荒こう野やには立てん。…………虚きよ勢せいを張るだけで、いまは精せい一いつ杯ぱいだがな」

　肩をすくめて笑うアーティアを、チェルシーは息を呑のんで見つめ返した。

　その覚かく悟ごは、今の自分に──あるいは昔の自分にこそ必要だったのかもしれない。

（………………わたし……本当に、弱いままだな）

　昔から変わらない。いつも不安と真っ向から戦ったことがなかった。

　辺境でそれなりの時間を過ごしたが、自分はずっと、子こ供どものままだったのだ。

　深く、長く嘆たん息そくして──チェルシーは、真っ直ぐアーティアを見返す。

「…………ルパート、まだ街にいるかな」

「！　どうする気だ」

「ちゃんと話す。これまでのこと全部………………人っ……殺したことも、全部」

　想おもうだけでは伝わらない。痛いたみを恐おそれていては掴つかめない。

　それを忘れていた。失敗も後こう悔かいも全すべて引きずり、べそをかきながらでも踏ふみ出さなければ、なにも始まるわけがない────ここは、開拓辺境フロンテイアなのだから。

「一番大事なことが分かってれば、逃にげてる暇ひまなんかなかったんだ。いまさら丸く収まるなんて考えちゃいないけど……わたしだって強くならなくちゃな」

「強く、か」

「強く、さ。…………恋するのって、ほんとにタフだ」

　まったく──色気もなにもない。

　もう綺き麗れいな恋物語バラードで終わらないのは目に見えている。だが、まずはすべてをぶちまけゼロへ戻らなければ、自分も彼も一歩も動けない。

　硬かたい髪をかき上げ、どこへともなく吐と息いきを押し出す。

「仕方ないか。バラード唄うたえないのはわたしのせいだ」

「？　お前でも唄えない唄があるのか。酒場サルーンではかなりの唄い手だと思ったが」

　ピントのずれたことを言うアーティアに、チェルシーは小さく微笑ほほえんだ。

　──この穴あなぐらの街ではロクなことがなかったが、彼女に出会えたことだけは幸運だったのかもしれない。氷のように冷たく鋭するどく、眩まぶしいくらい強いくせに、自分と同じように想いを持て余しているこの竜徒ドラグ＝ジーンの少女と話さなければ、いつまでもルパートと向き合うことを決断できないままだったろう。

「そういうことじゃないっての。……大体、あのときは最後まで唄えなかったんだ」

「ぬ……続きがあったのか？　あれで終しまいと思っていたが」

「あの後はこう続けるんだ。──心を砕くだいて、詩人は泣────────、っ」

　首を捻ひねるアーティアに答え、小さく言葉を紡つむぎ出したところで──彼女は口を閉とざす。

　ステーションの入り口に背の高い影かげが立っているのが見えた。

　黒い帽ぼう子しにインバネスコート。手には大きく長いトランクを提げている。顔は、遠くてはっきりとは窺うかがえないが、不ふ機き嫌げんそうな渋じゆう面めんに歪ゆがめられているのは想像に難かたくない。

「チェルシー」

　短く呟くアーティアを見返し、彼女は慎しん重ちように唾つばを呑み込こんだ。

「……大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんとやる…………今度こそ、ちゃんとやるさ」

　ゆっくりと目を閉じて振り返り、その倍の時間をかけて瞼まぶたを持ち上げる。

　震ふるえる指を握にぎりしめ──チェルシーは、近づいてくるルパートに向き合った。

「ルパート」

　意を決して発した声はかすれて上ずっていた。

　それでもルパートは足を止める。三歩半──会話には少し遠い距きよ離りを挟はさみ対たい峙じする二人を見つめて、アーティアがそっと歩を退く。口を挟むつもりはないということか。

　感謝の視線を送る余よ裕ゆうはないが、せめて精せい一いつ杯ぱいに背せ筋すじを伸のばす。

「ルパート。は──話がっ…………話が、ある……んだけど」

　何から話すのか、どうやって切り出すのか。

　決めていたはずの全てが頭から吹ふき飛んでいた。ただ黙だまって立っているルパートの猛もう禽きんじみた瞳ひとみがこちらを責めているように思え、思わず視線を逸そらしそうになる──

（…………だめだ、ダメだっ！）

　鈍どん痛つうが走るほどに奥おく歯ばを噛かみしめ、渾こん身しんの力で彼の眼めを見つめ続ける。

（逃げるな……ここでなにも話せなきゃ、わたしたち、ずっとこの距離のままだ!!）

　三歩半の空白。

　会話をするには遠い距離──だが互たがいに踏み出せば、手を触ふれること程度は叶かなう距離。

　なら、その距離を最初に詰めるのは、自分の役目だ。

「……その、なにから……なにから話せばいいのか、分かんないけど…………」

　食いしばっていた歯を解き、意を決して口を開く。硬く表情を張り詰つめたルパートに真っ向から向き合って、チェルシーはつっかえながら後を続けた。

「考え、たんだよ…………わたしたち、ケンカばっかりだった。わたしはあんたの話を聞かなかったし……あんたに、わたしの話を聞かせもしなかった」

「…………」

「でもっ……違った！　わたし、逃げてただけだった！　あんたが話を聞いてくれるのか、わたしを、ちゃんと見てくれてるのかっ──確かめるのが怖こわかったんだ…………!!」

　一度話し始めれば、言葉はむしろ次々にあふれてきた。感情のままにまくし立てる言葉は支し離り滅めつ裂れつで──しかし精一杯で、ひと言吐はき出す度に胸むねの底へ熱く沈しずんでいく。

「でも、あんたと話すって決めたんだ！　あんたを怒おこらせるだけかも知れないけど、でも……わ、わたしは………………ルパート、わたしはっ！」

「チェルシー」

　突とつ然ぜん。

　ルパートが低い声で呟つぶやくのに、チェルシーは踏み出しかけた足を止めた。

　困こん惑わくする彼女に静かに目を細め、ルパートは淡たん々たんと口を開く。

「すまなかったと思っている」

「………………、え？」

「俺おれはずっと、お前を見ていなかった…………だから気付けなかった。お前も俺と同じ、辺境に生きる者だということを忘わすれていた」

　違う。

　彼の言葉は、自分がずっと望んでいたもののはずだった。同じ辺境に生きる者──対等と認みとめてもらうために、自分はそもそも荒野へ飛び出したのだから。

　だが────この違い和わ感かんはなんだ。

「街を出る前にこれだけ言いたかった、チェルシー・アフマンド。……いや」

（違う……!!）

　冷たく脈打つ予感に、とっさに足を踏み出しかける。何を言おうとしているのかは分からない。致ち命めい的てきなことを言われようとしているのだという確信だけがあった。

　だが、感覚の薄うすれた脚あしが一歩距離を詰めるより早く、



「チェルシー・カクタス。お前は、お前の思うように生きてみろ」



　すべてに終わりを告げるように──ルパートは、踵きびすを返した。

「成功も失敗も、全てに責任を負って歩いていく……辺境で生きるのは楽じゃない。だから止めたかった。いつか、取り返しのつかないことに巻まき込こまれる前に」

「っそ、…………っ」

「だがお前が荒野に立つことを望むのなら、俺はそれを認めてやるべきだった。……俺は父親面をしているつもりで、お前の自由を害していただけだったな」

　重く低い、思わず身構えてしまうほど硬い、いつものルパート・ヘルフェンツの声。

　その言葉が、心底からチェルシーのことを想おもってのものだということは分かった。冗じよう談だんを言う性格でないし、言い訳わけやその場凌しのぎとはなおさら考えられない。だからこそ。

「……違う」

　震ふるえる唇くちびるから押し出した声は、自分でも意外なほど精せい彩さいを欠いていた。

　小さく頭を振って、ルパートが帽子を被かぶり直す。



    

  
    
      「気き遣づかいなら必要ない。お前には、俺を憎にくむ理由がある」

「違う…………っ！」

　震える腕をベルトの上からぎゅっと抱かかえ込み、彼女は叫さけぶ。

「そんなこと……言ってないじゃないかよ！　成功も失敗もどうでもいい！　あんたは、荒野しか見てないから────だから、そこに立とうとしただけじゃないかよッ！」

「…………なに……？」

　珍めずらしくはっきりとした困惑の声こわ音ねで呟き、ルパートが肩かた越ごしに振り向いてくる。なぜかぼやける視界の中ではっきりとそれを確かく認にんした途と端たん、虚きよ脱だつ感かんが全身に絡からみつく。

「話がしたかった……それだけじゃないかよ……なんでこうなるんだよ…………っ」

　左目から涙なみだが溢あふれていた。

　右目はひどく乾かわいている。瞬まばたきをしたかったが、瞼まぶたはぴくりとも動かなかった。

　瞼だけではない。腕うでも脚あしも、自分から切り離はなされたような違和感に縛しばられていく。その感覚は右腕から、全身へ転移しているように思えた。

　奇き妙みようだが、恐きよう怖ふはない。そんなものを感じるには、心は追い詰つめられすぎていた。

　やがて、頬ほおを伝っていた涙が止まる。

「なんでこうなるんだよ!?　ちゃんと、わたしを見ろよ！　あんた……わたしの話っ、ぜんぜん聞いてくれてないじゃないか──────────!!」

　心が折れる音は────どこか獣けものの咆ほう吼こうじみていた。





　殴なぐりつけるような衝しよう撃げきを伴ともなった轟ごう音おんに、アーティアは愕がく然ぜんと凍こおり付いた。

「っ、チェルシー…………、!?」

　ずっと巻かれていたベルトが弾はじけ飛び、チェルシーの右腕が露あらわになっている。明らかに自然の形を逸いつ脱だつした機械の腕からは、焔が噴き上がっていた。

　焔ほのおは螺ら旋せん状じように彼女の身体からだを包み込み──突とつ如じよ、無数の火線に弾けて周囲に降ふり注ぐ。

　とっさに呼こ吸きゆうを止め、彼女は勘かんだけで地面に身を投げ出した。

　焔は『アビスパス』の男たちや列車にも食らいつき、爆はぜ、火の粉を散らす。悲鳴と爆ばく音おんが渦うずを巻く中……十数本の火線が吸い込こまれるようにルパートへ躍おどりかかり、その身体を貫つらぬく。ことさらに重く、大きな爆発が彼の姿を呑のみ込んだ。

「暴走ッ…………チェルシー！」

　歯ぎしりをして飛び起きると、アーティアはチェルシーへ駆かけ寄った。

　この焔は明らかに《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の暴走だ。バーンと違い、チェルシーは制せい御ぎよのための修行を積んでいない。早く抑おさえなければ命に関かかわる。

（命に────、ッ？）

　瞬しゆん間かん、アギの言葉が蘇よみがえり──足が止まりかける。

　躊ちゆう躇ちよしたのは一瞬だった。しかし、決定的な一瞬だった。

　背はい後ごに無数の金属音が湧わき上がる。鉄板がひしゃげるような耳みみ障ざわりな音に振り返れば、ホームに転がる木箱──焔に襲おそわれた男たちが取り落とした積み荷から、機械の部品らしき金きん属ぞく塊かいが転がり出てくる。釘くぎ打うちされた箱自体を砕くだき、緩かん衝しよう材ざいのおがくずにまみれて、それらは生き物のようにホームを這はいずっていた。

　息を呑のみ硬こう直ちよくするアーティアの背後で、再び物音がする。チェルシーがふらつく足取りで歩いていた。虚うつろな朱しゆ色いろの瞳ひとみは焦しよう点てんが合っているようには見えなかったが、その脚は真っ直すぐに『アビスパス』の列車に向かっている。

「待て、チェル────」

　伸のばした腕がチェルシーに触ふれようとした途と端たん、彼女の身体から焔が噴き上がる。

　思わず飛び退のくと、焔はそれ以上追っては来なかった。こちらを威い嚇かくするように渦を巻く焔の狭はざ間まで、チェルシーは恐おそろしく残ざん虐ぎやくな、冷れい酷こくな笑みを浮うかべる。

【貴き様さま──────罪人竜、ニグログルフュ……っ!?】

　銀色の瞳を尖とがらせ、アーティアは竜の咆ほう吼こうを上げた。

　チェルシーは応こたえず、嘲あざけるように火の粉を散らし再び列車へ歩き出す。

　彼女の後ろを、部品の群れが異音を奏かなでながら追いかけていた。その足下に追いついた部品は彼女の身体を這い登り、その右腕に食いついていく──否いな、右腕だけではない。左腕に、脚に、あらゆる箇か所しよに機械は突つき刺ささり、変形し、同化していく。

　おぞましい光景から視線を外し、ホームを振り返る。少し離はなれたところにルパートが倒たおれていた。全身から黒煙と肉の焦こげる異い臭しゆうを放っているが、生きてはいるらしく時折呻うめき声が聞こえる。紛まぎれもない重じゆう傷しようだ、が──

「くそッ…………死んだら文句はあの世で聞くぞ、ルパート・ヘルフェンツ!!」

　血の滲にじむような声で言い捨すて、ベルトの後ろに吊つった革かわ袋ぶくろに手を伸ばす。

　取り出したのは、二にの腕うでを半ばまで包み込こむような蒼そう銀ぎん色いろの手て袋ぶくろ。

「強くなるんだ、チェルシー。そうだろう…………!?」

　五指それぞれに鋭するどい刃はがついた手袋に腕を滑すべり込ませ、アーティアはチェルシーの後を追って列車に駆かけ込んでいった。



　　　　◆□□◆



「フラットランド、おるかッ!?」

「っ!?」

　アギ・チーリィが宿に駆け込んできたのは、突然響ひびいた咆吼でバーンが床に転げ落ちた瞬間だった。尻しりを押さえて立ち上がり、バーンは駆け寄ってくるアギを涙なみだ目めで見返す。

「な、なんだ爺じいさん。もう発たったのかと思ってたよ…………、どうしたの？」

「どえらいことになったぞい」

　端たん的てきすぎて意味の通らない言葉は。

　直後、表から轟とどろいてきた尋じん常じようではない列車の走行音にかき消された。
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　列車が動き始めたのは、アーティアが乗り込んだ直後だった。

　双そう眸ぼうを細めて薄うす暗ぐらい通路を見回し──列車の前方へ足を向ける。

（罪人竜、ニグログルフュ……欠片かけらとはいえ、野放しにするわけにはいかない）

《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》は心の隙すきを突つく。

　ルパートの言葉に絶望したチェルシーは、その瞬間に意識を明け渡わたしてしまったのだろう。先ほど見た酷こく薄はくな笑みは間ま違ちがってもチェルシーのものではなかった。

（ニグログルフュが覚かく醒せいしたとして…………装甲列車ここに誘さそい込こむ意図は？）

　そこまで考えた所で、上方から重々しい音が響いてくる。近くはない、幾いく層そうもの壁かべを隔へだてた先で響く轟ごう音おん──感覚で推おし量はかれば、列車の最上部というところだろう。

　渋じゆう面めんで、通つう路ろ奥おくの螺ら旋せん階かい段だんへ向かい、アーティアは頭を振った。

（──どうしたところで、憶おく測そく以上にはならないか。分からないことが多すぎる）

　狭せま苦くるしい階段の上からは、陽光と風が入り込こんでいる。腰こしを落として呼こ吸きゆうを止めると、彼女はほとんど跳とび上がるように外へ出た。

　階段の先、上部デッキはちょっとした通りほどの広さがあった。鉄板の敷しき詰つめられた広大な空間には殴なぐりつけるような突とつ風ぷうが吹ふき荒あれている。風圧に押され、慌あわてて体勢を低くしようとしたところで──アーティアは身を強こわばらせた。

　デッキ後方に奇き妙みような物体が鎮ちん座ざしている。

　銀色で、わずかに青みがかった光こう沢たくを放つ巨きよ大だいな金属塊。周りの鋼こう板はんと不ふ明めい瞭りように融とけ合うそれは、奇き怪かいな生物が列車を食い潰つぶそうとしているようにも見える。

　そこに人ひと影かげが見えた。亜あ麻ま色いろの髪かみを風に踊おどらせたその人物は、

「チェルシー!!」

　叫さけんで、アーティアは彼女の元へ駆け寄り、絶句する。

　チェルシーは機械に喰われていた。

　蒸じよう気き管かんや歯車、発バ条ネに計器類、用よう途との分からない箱形の部品、無む秩ちつ序じよに組み合った機き械かい装そう置ちの塊かたまりに四し肢しを呑み込まれている。薄青色の部品は肌はだへ突き刺さり彼女を繋つなぎ止め……生物じみて蠕ぜん動どうし、内部へ引きずり込もうとしているようだった。

　歯を軋きしらせ、チェルシーを拘こう束そくする機械へ手袋の鉤かぎ爪づめを叩たたきつける、が。

　ッギィイイィン──

　甲かん高だかい音と共に火花を散らし、刃は機械の表面に弾はじき返される。

　蠢うごめく機械のパネルには傷きずもついていない。ただ爪を叩きつけた部位が仄ほのかな紅くれない色いろを帯びていて──それもほどなく、元の薄いブルーへ戻っていく。

「ッ…………オーガンライト鉄鋼とやらか、くそ!!」

　忌いま々いましく吐き捨て、アーティアは薄青色の鉄てつ塊かいを見上げた。彼女はすでに身体の半分近くを呑のみ込まれている。無理に引き剥はがせば身体が千切れてしまいかねない。

「罪人竜ニグログルフュ……一体、なにをしようとしている…………!?」

「あら、分からない？」

　その時──こびりつくように甘あまったるい声が聞こえてきて、アーティアは即そく座ざに鉤爪で背後を薙なぎ払はらった。風をも切り裂さく刃じん閃せんは、しかし振り抜かれることなく停止する。

　首に触れる寸前で刃を摘んでいるのは、見覚えのある女──デイジー・ドリトル。

「……野や蛮ばんな挨あい拶さつぅ。淑しゆく女じよなら礼節はわきまえなきゃね？」

　紅い唇くちびるをつり上げて、彼女はアーティアの刃から指を離した。

「『アビスパス』……これは貴様たちの仕業か!?」

　剥むき出しの敵意をぶつけるアーティアに、デイジーは無む邪じや気きな笑い声をこぼす。

「これは私たちのプランにもない事態よ──けど素す敵てきね。罪人竜に操あやつられた列車なんて」

「なに？」

「ニグログルフュがなにをしようとしているか。あなたには分からないかしら」

　呻うめくように訊きき返すと、彼女は愉ゆ快かいそうに両腕を広げた。

「彼はね…………きっと力を求めてるの」

「……力？」

「チェルシーちゃんの《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》は不完全だもの。星をも灼やいたと言われる罪人竜が、目覚めたときに本来の力の片へん鱗りんしか持っていなかったら？……きっと寂さびしくてたまらないわ。そんなとき、目の前に使えそうな武器があったらどうする？」

　言葉は問いかけの形を取っていたが……その眼めは明らかにこちらを見ていなかった。

「奇き跡せきじみているのよ。オーガンライト鉄鋼を架かけ橋に生体同調の応用……ニグログルフュはこの重機甲列車そのものになったの。きっと運命だったのね、ロマンチック」

「列車そのもの、だと…………!?」

「そうよぉ。ごらんなさい、『蜂はちノ火ひ』はもうここまで喰われてしまった──オーガンライト鉄鋼を分解、再構築して制せい御ぎよ回かい路ろへバイパスを敷しいているのね。素敵」

　心底愉たのしげに腕を差し伸べ、彼女はチェルシーを呑み込もうとしている鉄塊を示す。

　同時に、金属を擦こすり合わせる耳みみ障ざわりな音で哭なきながら鉄塊、『蜂ノ火』の側面が大きくせり上がってきた。無数の部品が噛かみ合い、絡からみ合って何かを形成しようとしている。

　組み上げられたのは、街を睥へい睨げいするように突き出した、巨大な砲ほう身しん。

　手当たり次し第だいに部品を継つぎ合わせて取り繕つくろったような外観は、とても機械として機能するとは思えないめちゃくちゃな有り様だったが……次の瞬間。

【────────】

　紛まぎれもない竜の言語で、しかし意味の掴つかめない不ふ明めい瞭りような咆ほう吼こうを上げて、砲身から巨大な火球が撃うち出された。飛び出した焔ほのおは街の中心に立つ竜の骸むくろ、その翼つばさの先せん端たんにぶつかる。

「く…………!?」

　無音の光が炸さく裂れつし──直後、爆ばく炎えんと轟音が撒まき散らされた。デイジーはその細身を微み塵じんも揺ゆるがせず、ドレスを押し上げる胸むな元もとに指を滑すべり込ませた。

「ああ……チェルシーちゃんたら羨うらやましい。こんな力を自分のものに出来るなんて」

「ッ愚おろか者め！　《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》はニグログルフュの狂きよう気きそのものだ！　誰だれのものにもなりはしない、全てを灼やき滅ほろぼす葬そう星せいの火か焔えんだぞッ!!」

「あら、そうなの。んんっ………………でもそれ、どうでもいいでしょう？」

　つまみ出したキャンディの包み紙を破り、デイジーは瞳めを細める。

「星が燃えるのを特等席で眺ながめられるなんて、私たち、とってもラッキーじゃない？」

「………………このままでは貴き様さまも死ぬぞ」

「そうね。でも、どのみちもう手て遅おくれかも」

　首をすくめて、彼女はこちらの足下を指さした。警けい戒かいしながら視し線せんを落とす。

　砂と錆さびで汚よごれ黒ずんでいたデッキが────薄青色に変じていた。植物が根を伸ばすように、『蜂ノ火』の周辺から徐じよ々じよにその変色は広がりつつある。

「生体同調……チェルシーちゃんを軸じくにオーガンライト鉄鋼を成長させてるのね。罪人竜がどこまでやる気か分からないけど、途と中ちゆう下げ車しやは出来そうにないわよお嬢ちゃんリンダ。……なら『今』、私がするべきコトってなにかしら」

　鼻で笑って、デイジーはキャンディを噛かみ砕くだいた。尖とがった歯が擦り合わされる度に、しなやかだった細腕が急速に充じゆう血けつし、膨ふくれ上がった筋きん肉にくで肥ひ大だい化かしていく。

「愉たのしむことしかないじゃない！　ド派手にくたばる瞬間まで、生きている『今』を愉しまなくちゃウソじゃない！　その程度の覚かく悟ごがなければ、辺境では生きられないの!!」

　変へん貌ぼうした腕を引きずり、ぎらついた嬌きよう声せいを上げるデイジーを、静かに睨にらみつける。

　この女は──ナジロと同じだ。見かけこそ異形の怪かい物ぶつだが何のことはない、その魂たましいは俗ぞく悪あくで低てい劣れつ。辺境に掃はいて捨すてるほどひしめいている、ただの、人間だ。

「ふざけるな」

　だから、声に怒いかりを纏まとわせ、銀の瞳を研ぎ上げて、アーティアは告げた。

「貴様は逃にげているだけだ。足あ掻がき、もがいて『今』と戦うことを放ほう棄きした愚か者だ。命も惜おしめん臆おく病びよう者ものが、知った口を叩くな。────ここは、開拓辺境フロンテイアなんだ」

「………………不ー愉ー快ぃー……」

　浮かべた微び笑しようはそのままに、デイジーが剣けん呑のんに歯を軋きしらせた。

「せっかくの気分が台無しよ？　どうしましょう、あなたとっても不愉快よ？」

「ならば、どうする……」

「我わが主にも命ぜられたことだし…………あは、ぶっ殺すしかないんじゃないッ!?」

【ならば私も、牙きばで応こたえるまでだ────!!】

　たがの外れた声で嗤わらい、デイジーが巨大な拳こぶしを打ち合わせるのと。

　高らかに吼ほえたアーティアが《息吹いぶき》を解き放つのは、完全に同時だった。



　　　　◆□□◆



「…………なに、アレ……？」

　どよめく人々で溢あふれかえった外がい壁へき回かい廊ろうの端はしで、バーンは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　その眼めが向く先は坑あなの中央──宙ちゆうに渡わたされた大鉄橋。街の大動脈とも言うべきその鉄橋を、巨大な鋼こう鉄てつの列車が狂気じみた速度で走っていた。

「発たつ前にもう一度話をしておきたくての。お嬢じようちゃんを探さがしとったんじゃが」

　隣となりで白髪しらがの頭を掻かきながら、アギがしかめ面を造っている。

「街をうろついとったら、近くのステーションからあの列車が走り出したんじゃい」

「それでさっきの爆ばく発はつか……『アビスパス』の列車だよね。アレって」

　気弱げに呟いて、バーンは視線を上げる──サングリーノヒルの中心に立ち、雄お々おしく翼つばさを広げる竜ドラゴンの骨ほね。その翼の一いつ端たんが砕くだけ、黒こく煙えんを上げていた。

「チェルシーだ…………クソッ、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》が暴走したんだ！」

「そのようじゃな、命の脈流が狂きよう乱らんしとる。……お前さん、分かるんかい？」

「命の流れとかは分かんないけど、《罪人竜の息吹あれ》とも短くない付き合────、!?」

　見上げるアギに答えかけた言葉は、引きつった喉のどにつかえて出てこなかった。

　装そう甲こう列れつ車しやの先頭──その車体の上に一瞬、銀色の吹雪ふぶきが閃ひらめく。はっきりとは聞き取れなかったが……バーンには、ガラスの刃やいばを弾はじくような鋭するどい咆ほう吼こうが聞こえていた。

「ちょ────ま、まさかアーティア、あれに乗ってるっての!?」

「一瞬じゃが、姿すがたを見た。……儂わし、五百歩先の新聞プレスを読めるんじゃが信じるかいの」

「それはきっぱりウソだと思うけど、あの子が乗ってるってのは信じるよ」

　呻うめいて、前髪をかき上げる。今の咆吼は紛れもなくアーティアのものだった──竜の言語とやらは理解できないが、彼女の声だけは聞き違ちがえるはずがない。

（《息吹》を使わなきゃならないような事態になってるんだ）

　奥歯を軋らせ、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた、その時。

「──むッ！　いたな、小こ僧ぞう!!」

　突とつ如じよ、野太い声が響ひびいて、思わずそちらを振り返る。人ひと混ごみを強引に押おし分け、灰はい色いろの制服に身を包んだ男たちが駆けてくる──〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉。

「貴様を拘こう束そくする！　神しん妙みようにお縄なわを頂ちよう戴だいせよ！」

「はぁッ!?　ちょ……え？　な、なにが!?　僕ぼく、なんかした!?」

「笑止！　先の列車からの砲ほう撃げきは紛れもなく貴様の《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》であった！　辺境にて竜徒ドラグ＝ジーンどもと刃を交え十余年、我われ々われの眼めはごまかせんぞ!!」

　狼ろう狽ばいするバーンを、先頭に立ったブロックが一いつ喝かつする。まったくあやふやな根拠のくせに、言葉は得体の知れない確信に満ちていた。

　途と方ほうに暮くれていると、彼の背後から半眼のスクィージが進み出てくる。

「団長……あの爆発、こいつは犯人じゃないですよ」

「むん？　根こん拠きよはあるのかね、スクィージ君」

「列車乗ってないじゃないですか」

　即そく答とうされ、ブロックは口を噤つぐんだ。そして佇たたずむバーンを見やり、もう一度スクィージへ向き直って、最後は回廊の天てん井じようを見上げる。それから、彼は心底困こまった顔をした。

「なぜ早く気付かなかったのかね」

「あんたが爆発見た瞬間『見切ったり、小僧！』とか叫さけんで荒馬ブロンコはだしのスプリントで駆け出したりしなけりゃ、俺おれも説明する暇ひまがあったんですけどね」

「えーと、取り込み中悪いんだけど」

　笑顔を軋ませるスクィージの横から、バーンはこっそりと顔を出す。

「つかぬこと訊きくけどさ……あの列車止める方法とか、なんか思いつかない？」

「あ？……おい。まさかこの騒そう動どう、あの竜徒ドラグ＝ジーンの娘むすめが関かかわってるのか？」

「それがばっちり巻まき込こまれてるみたいで──あれ、なんでわかるの？」

「お前がこんな事態に首突つっ込もうとする理由が他ほかにないだろ、小心者」

　渋じゆう面めんで腕を組み、スクィージは面めん倒どう臭くさそうに鼻を鳴らした。そこまで見み透すかされた物言いをされる謂いわれもないが……図星をつかれているのは確かである。

「よく分かんないけど、ヤバいことになってる。早く助けに行かないといけないんだよ」

「…………ふむ。まあ我々とて、あの列車を捨て置くつもりはないが」

　思案げに唸うなり、ブロックが厳いかつい顎あごに手を添そえた時。街のはるか下か層そうから、腹はらの底を突き上げるような咆吼と共に──火か焔えんの塊かたまりが上層へ噴ふき上がっていった。

　焔ほのおは立て続けに数度奔はしり、その度に坑あなの外がい縁えんで爆発を巻き起こす。崩ほう落らくしていくレールや給水パイプの瓦が礫れきを睨み、ブロックがフェンスに拳を叩たたきつけた。

「ッ、南な無む三さん！　エンターゲートを……『アビスパス』、街を封ふう鎖さするつもりか!?」

「そうなんでしょうね──あの位置じゃ電信局もやられてる」

　半眼で上層を見上げ、スクィージは腑ふに落ちないという風に呟いた。

「……だが目的はなんだ？　ゲートなんかぶっ壊こわしたら自分たちだって出て行けないだろうに…………後先を考えてないのか？　それじゃまるでガキだ──」

「────ああ、ガキだ」

　突如、静かに差し挟はさまれたその言葉に──振り返ったバーンは驚きよう愕がくに声を裏うら返がえらせる。

「！　ルパートっ!?」

　歩いてくるのは、ルパート・ヘルフェンツだった。服はあちこち焦こげ、破れた下に覗のぞく肌はだは火ひ掻かき棒ぼうで打たれたように焼けただれている。歩くどころか意識があるだけで奇き跡せきのような重じゆう傷しようだというのに、その手には例のトランクを引きずっていた。

　慌あわてて駆かけ寄るバーンの腕うでの中へ倒たおれ込み、彼はかすれた声で呟つぶやく。

「……ガキなんだ……あれは、チェルシー…………《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》、暴走ッ、」

「ちょ、待って、喋しやべんないで！　すぐ手当てを──」

「──フラットランド!!」

　呻うめくルパートに肩を貸し立ち上がろうとした時、アギが叫ぶ。振り向くのと同時、フェンスの向こうのレールを装甲列車が駆かけ抜ぬけていった。

　鈍にぶい銀色であったはずのその車体は、美しいとすら言える薄うす青あお色いろに輝かがやいている。

　中央車両の砲ほう塔とうは見る影かげもなく縮ちぢんで──否いな、解かれていた。編み物を毛糸に戻すように、機械の砲塔が無数の部品に分解されている。わずかに残った基部に不ぶ恰かつ好こうな砲身らしき物体が数本、翼つばさのように伸のび上がっていた。車両前部を覆おおっていた装甲板は捻ねじれ、生き物の顎あぎとのように開いている。無理な変形に耐たえきれなかったのか、爆はぜ割われた装甲がその周囲に突き出し、ともすれば、天てん衝つく角のようにも見えたかもしれない。

　あまりにもいびつで見苦しい模も倣ほうではあったが、その姿はまるで、

「──竜ドラゴン、なのかッ…………!?」

　愕然と上方を見上げるブロックへ、アギが小さく呟く。

「完全ではない。が……罪人竜ニグログルフュとみて間違いなかろうの。血肉ではなく鋼こう鉄てつへ意識を降おろしたか──意図が読めんはずじゃ、奴やつはそもそもそんなものを持たん」

「ま、待ってよ。あれが罪人竜なら、なんでゲートだけ潰つぶすような真ま似ねを？」

「……俺を逃にがさないためだ……」

　困こん惑わく顔がおのバーンに支えられて、ルパートがぼそりと呟いた。

「《息吹》が暴走するということが、どういうことか……俺には分からん。が……あいつの意識が少しでも影えい響きようしてるなら、説明がつく。あの竜は……俺を殺そうとする」

「ぬう？　どういうことであるか」

「親子の対話に失敗した…………そういうことだ」

　怪け訝げん顔がおのブロックから視線を外し──ルパートは、こちらを見る。

「列車を止めたい…………知ち恵えを貸せ、バーン」

「そ、そりゃ止めたいのは僕も山々だけど──」

　転轍機ポイントを突つっ切るほど加速した車体は、今さら多少の制動をかけたところで止まるとは思えない。あとは鉄橋かどこかから飛び移り、動力を止めるくらいしか手はないが、あの速度では接せつ触しよくした瞬間ミンチにされる──と。

（そう………………そうだ、あのスピードだから飛び移れない）

　ならば……止められないまでもスピードをゼロにすることは？

（──できる。オーケイ、飛び移ることはできた……でも、そこからどうする？）

『アビスパス』の人間が誰だれも乗っていないということはあるまい。考えているプランでは列車に乗り込こめるのはバーンだけだ。荒あら事ごとになったらお終しまいである。が────

「────ちょっと……イケるっぽい作戦、思いついたかも。みんな聞いてくれ」

　周囲の面々を引きつった笑みで見み渡わたし、バーンはたぐり寄せた閃ひらめきを説明する。

　もとより作戦と呼よべる程の案ではなく、話は一分もかからずに済すんだ。最後にルパートを振り向き、申し訳わけない気持ちで付け足す。

「悪いけど、あんたの怪け我がは勘かん定じように入れてない。その上でこのプラン、どう思う？」

「他に手がないなら検算の必要もない……そいつで行こう」

　彼はバーンの肩を軽く突くと、しっかりと自分の脚あしで立ち、鼻を鳴らした。

「……そして俺はまだ、お前に心配されるほど落ちぶれちゃいないつもりだ」

「はは──さすがルパート・ヘルフェンツだ。それじゃみんな、」

「待て小こ僧ぞう」

　言葉を遮さえぎったのは、ブロックだった。

　きょとんとしてそちらを見返すと、彼は太い腕を組み、素っ気なく告げてくる。

「我々はその案に乗るつもりはない」

「…………、え？」

　まぬけな声で呟き、バーンは動きを停とめた。隣となりで、スクィージが眉まゆ根ねを寄せる。

「どうするつもりですか？」

「街中から使える火薬を徴ちよう発はつする。レールを爆ばく破はし、奴を採さい掘くつ前ぜん線せんへ隔かく離りするのだ」

「爆破、って…………ち、ちょっと待って！　それ、列車ごとぶち落とすってこと!?」

「そうだ。……貴様の案は街に危き険けんが及およぶ。竜徒ドラグ＝ジーンのために人命を危険には晒さらせん」

　問答を許さない口調で告げ、踵きびすを返すブロックに──バーンは声を震ふるわせる。

「ち、ちょっと、待ってよ……」

「下層住人の避ひ難なんを急げ。スクィージ君、被ひ害がいが一番軽けい微びなゲートは？」

「待ってってば、ねえ。ちょ…………！」

「比ひ較かく的てき、西側っぽいですね。詳くわしいことは実際に調べないと分かりませんが」

「時間が惜おしいな、西一番ゲートを復ふつ旧きゆうさせる。総員、疾とく──」

「────待てって、言ってるだろ!!」

　絶ぜつ叫きようが響き……空気が凍こおり付いた。肩越しに振り向いたブロックが、緊きん張ちようした面持ちで動きを停めている。アギが厳きびしい目でこちらを見ており、ルパートは驚おどろいたように目を丸くし、なぜか空っぽのガンベルトを探さぐっている──

　──自分が、ブロックに拳銃ピストルを向けていると気付いたのはその時だった。

「……なんのつもりだ？」

　訊きいてくるブロックはあくまで静かだった。反はん射しや的てきに銃じゆうを放ほうり出しかけ──渾こん身しんの自制でそれをこらえると、バーンは上ずった声を必死に絞しぼり出した。

「き、ききッ──決まってる……れ、列車をと、止め、止めるんだよ！……だから、手を貸せ！　か、貸さないってんなら──」

「貸さないというなら…………撃つのか？」

　──撃うつ。

　勢い任せにごまかそうとした言葉を明確にされ、バーンは息を詰つめた。

　ルパートから奪うばった六連発のピストルは想像していたより軽かった。鋼はがねの塊かたまりならもっと重いと思ったが、素人しろうとには分からない工夫がされているのかも知れない。

　そんなことは分からなくても撃げき鉄てつを起こし、引き金を引けば銃は撃てる。

　撃った弾だん丸がんが命中すれば人は死ぬ。経験はないがそういうことになっている。

　──人を、撃つ。

　それは、つまり、そういうことだ。

　小こ刻きざみに揺ゆれる照星の向こうで、哀あわれむような目のブロックが踵を返した。

　アギは黙だまってこちらを見ており、ルパートはピストルを取り上げようと手を伸のばす。彼が銃身を掴つかんだ瞬間、バーンは、弾はじかれるようにその手を振ふり払はらった。そして自分でも理解できない奇き声せいを張り上げ──撃鉄を上げ、引き金を引く。

　足下の地面に弾だん痕こんが刻まれて、ブロックが足を止めた。構わず撃ち続ける。そのまま五度路面が穿うがたれ、フェンスに火花が散り、回かい廊ろうの天てん井じようが弾はじけた。

　全ぜん力りよく疾しつ走そうしたように息を荒あらげながら──彼は震ふるえる指で、六度目の撃鉄を上げる。

「ぼッ──僕は本気だ！　あんたがアーティアごと列車を落とすっていうなら、僕は……僕はここであんたを…………あ、あんたを、撃つぞっ!!」

　──慌あわてふためくことを期待していたわけではない。

　だがブロックは、あまりに落ち着き払っていた。ゆっくりとこちらを振り返り──不意に詰め寄ってくると、有無を言わさず彼の手を捕まえ銃口を自分の左胸に押しつけた。

「ならば、撃ってみろ」

「…………っあ…………、ぇ!?」

「その意気に免めんじ、機をくれてやる。……〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉総員、私が撃たれたときは小僧の望み通りに働け。これは団長命令である」

　見上げるブロックの眼めには、一いつ片ぺんの嘘うそも無い──本気で、自分を撃てと言っている。

「おい。お前ら──」

「なにも言うな保安官シエリフ。……目を逸そらすな、貴き様さまァ！　それでも辺境の男か！」

　ルパートの方を一いち瞥べつし、彼は銃を掴む手を離してバーンの胸むなぐらを掴み上げた。

「貴様は望んでいるのだろう！　私を撃ち、小こ娘むすめを助けることを！　違うかッ!?」

　否ひ定ていの言葉は出てこない。

　拘こう束そくを解かれた彼の手は────まだ、ブロックに銃を突きつけていたから。

「ならば覚かく悟ごを見せてみろ！　貴様の道だ！　貴様が拓ひらいて征ゆけッ!!」

　指が汗あせばむ。脚が震える。心しん臓ぞうが停止し、血の通わなくなった四し肢しの先から腐くさって崩くずれ落ちていく。そんな幻げん視しの中でも、彼はまだ、銃を手放していなかった。

　だから……力の入らない指に、自分の持てる全すべてを注ぎ込んで。

「…………ぅ、ぁぁぁぁぁぁああああああああああアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　歯の根が合わない。

　恐きよう怖ふに涙まみだが止まらない。

　咆ほえたつもりの雄お叫たけびも、ただの悲鳴に成り果てる。

　それでも明確な意思に依よって。その意味の重さに押し潰つぶされそうになりながら。



　バーンは─────────────引き金を引いた。



　撃鉄は、想像していたよりも容易たやすく落ち。

　銃声は、覚悟していたよりも静かに轟とどろく。

　音と色しき彩さいを失った世界の中、ブロック・キャリバーの偉い躯くがゆっくり傾かしいだ。

（………………………………あ、）

　恐怖とも後こう悔かいともつかない、得体の知れない感覚が湧わき上がる。

　腹はらの底に生まれた感覚は虚うつろな穴あなになり、何かを根こそぎ吸い上げていく。その何かが二度と取り戻もどすことの出来ないものだということは、どこかで漠ばく然ぜんと理解していた。

　倒たおれるブロックに巻き込まれ全てが捻ねじれていく。針はりのように尖とがった空気も、ルパートたちも、光も時間も想おもいも、なにもかもが舞ぶ台たい装そう置ちのように現実味無く回転し──

　──突とつ然ぜん、尻しりに走った現実的な痛いたみと共にあっけなく停止した。

「……………………………………………………あれ？」

　思わず呟つぶやいた途と端たん、感覚が戻る。涙でにじんだ視界には、壁かべに垂すい直ちよくに立つブロック・キャリバー。過か剰じように逞たくましい胸きよう筋きんで張り詰めた制服には、銃じゆう創そうどころか裂さけ目一つ見あたらない……。ようやく、バーンは倒れたのが彼ではなく自分なのだと思い至いたった。

「……民間ではあまり馴な染じみもないだろうが」

　転がったままのバーンから、ブロックが撃鉄の落ちたピストルを取り上げ、淀よどみない手付きでエジェクターを操そう作さした。ドラム状の六連発弾だん倉そうが回転する度、澄すんだ音を立て空からの薬やつ莢きようが地面に落ち──金きん属ぞく筒とうが五つ、その場に転がったところで音は止まる。

　すかすかとエジェクターを前後させ、ブロックは嘆たん息そくした。

「連発ピストルは撃鉄をぶつけて暴発させんよう、弾倉を一発空けておくものなのだ」

「ええと──あれ？…………あれ？」

「少しは骨ほねがあった、と言いたいが……そのざまではまだまだ小こ僧ぞうであるな」

　嘆なげかわしげに頭を振るブロックからピストルを受け取り、ルパートが渋じゆう面めんで呻うめく。

「……あまり追い詰つめるなよ。どうひっくり返しても根性のある男じゃない」

「むっはっは。ならば、尚なおのことありったけの根性を吐はき出させねばなるまい」

　豪ごう快かいに笑うと、ブロックは団員たちに向かって大きく腕を振り抜いた。

「──総員、武ぶ装そう解かい除じよ！　採さい掘くつギルドで装備を徴ちよう発はつし、上じよう層そう北部へ集結ッ！　急げッ!!」

「っ！　そ、それって……!?」

　矢や継つぎ早ばやに繰くり出された指示は、バーンが望んだ通りのものだった。

　思わず駆け寄ろうとすると、突とつ如じよ鼻先に、サーベルの切っ先が突き出される。

「勘かん違ちがいするな──これは同情でも連帯でもない。貴様の選せん択たくの結果である」

「……………………うん。わかってる」

　わかっている──自分はピストルを彼に向け、そういうつもりで引き金を引いた。

　それで十分。人が死ぬには、それで十分なのだ。

「僕は、あんたを撃った。……忘わすれるもんか。ピストルの感かん触しよくも、引き金がびっくりするほど軽かったことも、その後ゲロ吐きそうにビビって後悔したことも忘れやしない」

「軟なん弱じやく千せん万ばん。……次は偶然弾たま切ぎれとは限らんぞ」

「それも、わかってる──」

　これはバーン・フラットランドのスタイルではない。少し賢かしこく立ち回れば大たい抵ていの問題には目を背そむけて生きていける。──だからずっと、そうしてきた。

「もう一回、今度はきっちり六発詰めたピストルで同じことやれって言われたら、今度こそ吐く。……人撃うつのって、最悪だよ。あんな気分は二度と御ご免めんだ」

　ではなぜ今、こんなにも重苦しい問題に向き合っているのか。

　答えは分かっている。考えるまでもなく分かっている。ただその答えがこれほど自分にとって大切なものになっていることに今さらながら驚おどろいて──彼は嘆息した。

「だけど次も、僕はピストルを撃つよ。……その価か値ちのある、理由がある」

「小娘か」

　唸うなるブロックへ小さく頭を振って、無理やりに、笑う。

「気楽に気ままに。陽気に愉ゆ快かいに。好きな女の子と楽しく、ってね。……僕のスタイルでやってくには、アーティアがいなくちゃ始まんないのさ」

　声はもう、震えていなかった。

　まじまじとその笑みを見返して────ブロックは、口の端はしをつり上げる。

「沁しみる答えだ。……見上げた不屈の根性フロンテイア・スピリツトである」

　風を切る鋭い軌き跡せきでサーベルを収めると、彼はさっと踵きびすを返した。救急キットでルパートを手当てしていたスクィージが、呆あきれ顔でそちらを見る。

「気ぃ済すみましたか」

「及きゆう第だい点てんである。不満は残るが、選択は見せたのだ。賭かけてやる価値はあろう」

「別にここまでしなくても、手ぇ貸したいなら素直に貸せばいいじゃないですか」

「……君は最近かわいげがないぞ、スクィージ君」

「悟さとってきてるんです」

　よく似た憮ぶ然ぜん顔がおを見合わせる二人に苦笑していると、傍かたわらで、アギがぽつりと呟く。

「……恥はずかしいくらい若わか造ぞうじゃのう、お前さん」

「う、うるさいな……。……アーティアには言わないでよね」

「ぶっしゃっしゃ。ところで、あの連中にも協力させた方がいいんでないかい」

　明確な返事は何一つせず話題を変え、アギは平然と続ける。

「逃にげ出すほど要領は良くなかろうし、まだあの酒場サルーンでおろおろしとるじゃろ」

「……？　ああ、セテンサ・エンジェル──そりゃ本職がいりゃ心強いけど」

　禿とく頭とうの採さい掘くつ屋やの顔を思い出し、バーンは渋面で腕を組んだ。

　このプランでは〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉による坑こう道どう採さい掘くつが一つの鍵かぎになる。単たん純じゆんにこの騒そう動どうの中、坑道に潜もぐる胆たん力りよくのある採掘屋が思いつかなかったのだが、彼らも採掘が専せん門もんではない。底そこ抜ぬけに要領の悪いセテンサたちに頼たよっていいのか分からないが……

「連中以上の適役もおるまいよ。────なにしろ、実績がある。じゃろ？」

　つかみ所のない笑みを浮うかべ、アギは意外なほど器用に片かた目めを瞑つぶった。



　　　　◆□□◆



　首くび筋すじに突つき立つような悪寒を覚えて、アーティアはとっさに身体からだを捻ひねった。硬かたいデッキに倒たおれ込こんだ身体の上を、火か焔えんの塊かたまりが切り裂さいていく。

　肌はだを焦こがす熱波に舌打ちした時、ふっ、とその場に影かげが差した。

確かく認にんしている暇ひまはない──四し肢しを使ってその場を飛び退のいた瞬しゆん間かん、先ほどまで倒れていた場所に小岩のごとき拳げん骨こつが突き刺ささる。

「あん…………残念」

　貫つらぬいたデッキから腕うでを抜くデイジーを警けい戒かいしつつ、アーティアは視線を横へ向けた。

　見上げるほど巨大だった『蜂はちノ火ひ』は見る影もなく縮ちぢんでいる。縮しゆく小しようが進む度に装そう甲こう板ばんの薄青色は広がっていく──《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》は、着実にこの列車そのものに成り代わろうとしていた。侵しん食しよくされ、オーガンライト鉄鋼に変へん換かんされたデッキは時折、牙きばのように爆はぜ割われて二人に食らいつこうと蠢うごめいている。

「余よ裕ゆうなさそう……どうかしら。いっそあの子、殺しちゃえば？」

「…………なんだと？」

「チェルシーちゃん。あの子殺せば、少しは楽になるんじゃない」

　不気味な腕で器用に口元を隠かくし、デイジーはにぃ、と艶つやめいた笑みに目を細めた。

「あの子の力は《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》のほんの片へん鱗りんだもの、あなたならワケなく殺せるんじゃないかしら。ねえアーティアちゃん…………可愛かわいい『棺フエレトロ』のお嬢じようさん？」

「──────────な、」

　突きつけられた言葉は容易に動どう揺ようを誘さそった。

　意識の空白は半秒ほどだったが、その隙すきに、デイジーの拳こぶしが腹はらに突き刺さる。内ない臓ぞうがねじられる感触──反はん射しや的てきに背はい後ごへ跳とんでいなければ腹に風かざ穴あなが空いていた。

「アハハハハ！　やぁだもう、ウソみたい！　イイ反応してくれるのねぇ！」

「…………ッな、ぜ──なぜ貴き様さまが、その名を知っている……ッ!?」

　甲かん高だかい嬌きよう声せいを浴びせてくるデイジーに、アーティアは殴なぐられた腹を押さえて声を振ふり絞しぼる。が、彼女はその言葉こそ意外だという風に首をすくめた。

「知ってちゃおかしい？　我わが主は、シム・リム・アビスパだもの」

「……？　意味の、分からないことを──！」

「分からない。そう──んんっ、竜徒ドラグ＝ジーンって残ざん酷こく。教えられてないのね」

　頭を振り、デイジーは赤黒く充血した豪ごう腕わんで自分を抱だきしめる。

「面おも白しろいわ。少しだけお話ししてあげる。……我が主は外見、性格、才覚、器量、人を構成するあらゆる要素が記録された組そ成せい譜ふ──遺伝譜式フオーミユラを研究されていたの」

「…………」

「遺伝譜式フオーミユラって、他の遺伝譜式フオーミユラとは共きよう存ぞんできないのよ。融とけ合ってただのノイズになっちゃうから。この星の全すべての命に宿る、始祖なる竜の遺伝譜式フオーミユラを持たない素体…………“〝命の器”〟が我が主には必要だった。あら、どこかで聞いたことあるお話ねぇ」

　わざとらしく驚くデイジーに答えることは、出来なかった。

　突き上げるように肥ひ大だいしていく不安を、彼女の言葉が後あと押おしする。

「でも『アビスパス』も生命や竜に関しては門外漢──“〝命の器”〟は完成せず、計画が頓とん挫ざしかけたそのとき…………我が主の前に、男が一人現れた。誰だれだか分かる？」

「……嘘うそだ……」

「本当に奇き跡せき的てき。彼は我が主と同じく、始祖竜の記き憶おくにない命を求め絶望に打ちひしがれていた竜徒ドラグ＝ジーン─────────名前は、ウーフィーグリッド・アロガンネッラ」

「嘘だッ!!」

　叫さけんだ瞬間、既すでに身体は疾しつ駆くしていた。

　這はうような姿し勢せいで彼女へ跳びかかった瞬間──左右から伸びてきた腕に掴つかまれる。

「本当に……よく引っかかってくれるのねぇ、アーティアちゃんたらッ!!」

　嘲ちよう笑しようと共に、腹へ膝ひざ蹴げりが叩たたき込こまれた。痙けい攣れんするように硬直する彼女を無造作に放ほうり捨すて、デイジーは少女じみた無む垢くな微笑ほほえみを浮かべる。

「歴史に残るわよ。人間と竜徒ドラグ＝ジーンが手を組んだの。人間の技術だけでも、竜徒ドラグ＝ジーンの知識だけでも成し得なかった…………“〝命の器”〟を創つくり出すために」

「ッ嘘だ！　そんな……誇ほこり高きノルグの里さと長おさが、そんな真ま似ねをするものかッ!!」

「そして完成させたのよ。竜の記憶にない、星に在あらざる“〝命の器”〟──天涯の紅泥スカーレツトと名付けた素体で我が主は『働わきた蜂し』を造られ、ウーフィーグリッドは、『棺あなた』を造った。……仲良くしてあげましょうか？　同じ道具同士」

「違う…………!!」

「そうね、本当は違うのよ。私の方が、あなたよりよっぽど優ゆう秀しゆうな道具ですもの」

　豪腕を器用に折り畳たたみ、デイジーは胸むな元もとから先ほどと同じキャンディをつまみ上げた。

「天涯の紅泥スカーレツトから造られた私に始祖竜の記憶はない──でもデイジー・ドリトルの記憶がある。この星に生まれて、生きて死んだ女の証あかしがある。絞こう首しゆ台だいで見た牧師の顔も覚えてるし、首に食い込んだ縄なわの感かん触しよくだって覚えてる。……私には、命があるの」

「…………っ」

「あなたはどう？　ただ《息吹いぶき》を操あやつるために造られた、誰でもない誰かノーボデイ……ああ気持ち悪い。とってもとっても気持ち悪い。あなたいったい誰なのかしら？」

　癇かんに障さわる節で語り、彼女はキャンディの包ほう装そう紙しを巨大な指でこそぎ落とす。

「ウーノ・フェレトロを覚えてる？　彼は『働き蜂オブレラ』とは別の目的で造られた『棺フエレトロ』ってシリーズなの。あなたとお揃そろいね。彼は開かい拓たく街がいカピロサであなたに敗れたけれど……彼の遺伝譜式フオーミユラを他のシリーズに焼き直したら、面白い記憶が見つかったのよねぇ」

　目の痛いたくなる蛍けい光こう色しよくのキャンディを咥くわえ、デイジーは双そう眸ぼうを細めた。

「心を映うつし姿すがたを変える魔ま剣けん、『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』──その秘ひ宝ほうで、彼は道具でありながら心の存在を証明してみせた。でもあのとき……魔剣に触ふれながら、剣を変えられなかった人がいる。恐おそろしいわね、そう思わない？　その人には、きっと心がないのよ」

　瞬しゆん間かん、意識が凍こおり付いた。

　カピロサでの騒そう動どうは覚えている。そこで確かに、自分は『憂鬱卿の手鏡ザ・サイ』に触れた──

　焦しよう燥そうと恐きよう怖ふの中、懸けん命めいに記憶をさらう。だが、やはり魔剣に触れた記憶はあり……その剣を変化させた記憶は、ない。

　キャンディを噛かみ砕くだき、デイジーは陶とう然ぜんと笑った。歯が噛み合わされるたびにその腕うでは更に膨ふくれ上がっていく。腕は元の倍の太さにまで膨れ上がると、唐とう突とつに、爆はぜ割われた。

　思わず耳を塞ふさぎたくなる陰いん惨さんな音と血臭をまき散らして、デイジーは────二対四本の血まみれの豪腕を、むしろ親愛を示すように広げてみせた。

「お嬢ちゃんリンダ、あなたは誰なのかしら。人の姿をしているくせに、心を持たないお人形さん。お嬢ちゃんリンダ、お嬢ちゃんリンダ、とっても哀あわれ。同情しちゃう。あは、可哀かわい想そう！」

「っ──、────ッ!!」

　反射的に口を開くが……何も、言えない。睨にらみつける銀ぎん瞳どうすら絶望に濁にごっている。

「そんなに苦しまないで……きっと、バーンのことで苦しんでいるのね。人じゃない、お人形さんだってバレたら、嫌きらわれちゃうものね。恋こいってとっても残ざん酷こくよね」

　涙なみだを拭ぬぐう仕草の陰で嘲笑を浮かべ、デイジーは彼女の前にしゃがみ込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、あなたには心がないから。辛つらいと思うのは、あなたが演じているだけだから」

「……黙だまれ…………っ」

　震ふるえる声を振り絞り、瞳を研ぎ上げる。

　デイジーの話の真しん偽ぎを確かめる手しゆ段だんはない──だが、そんなことはどうでもいい。

　この女は、彼女の最も大切なものを蹂じゆう躙りんしようとしている。正体も分からない、だが確かに胸の奥おくに灯ともる熱を侮ぶ辱じよくしようとしている。他の何を否ひ定ていされようと、この熱だけは偽いつわりであるはずがない。偽りであるはずが、ない────

「心のないお嬢ちゃんリンダ、あなたに恋はできないの。……だから彼への想いも嘘うそっぱち」

　理性を保ったのはそこまでだった。

　凶きよう暴ぼうな感情のまま、力任せに振ふり上げられた彼女の鉤かぎ爪づめを避よけ、デイジーは嗤わらう。

「とってもイイ顔ねぇ！　もっと動揺しなさい！　悩なやんで、迷って苦しんで！　心があるふりをしてれば……彼も騙だまされてくれるかも知れないわよ、お人形さん！」

「黙れええええぇぇぇぇぇぇぇェェェェェ──────ッ!!」

　憎ぞう悪おを込めた咆ほう吼こうは──彼女自身をも切り裂さき、《息吹》の渦うずへ呑のみ込まれた。



　　　　◆□□◆



「だ、ダンナっ、そりゃ無茶だで！　爆ばく発はつしちまいますがな!?」

　アギが『モンド・モーター』の扉とびらを開けた時、聞こえたのはそんな悲鳴だった。

　散ちらかった店の中央、無ぶ骨こつな面構えの二輪駆動機トランプホイールの前で店主らしき初老の男性が叫んでいた。その傍かたわらで乱らん暴ぼうに機体をいじっているのはバーンである。

　ひょこひょこと歩み寄るアギに気付くと、店主が泣きそうな顔で訴うつたえてきた。

「あんた、この人止めちょくれ！　突槌パーカツシヨンの制動装置リミツターはとっぱらっちまうわ防塵板フイルターは外しちまうわ滅め茶ちや苦く茶ちやだで!!」

「いや、さっぱり分からんが。……なに暴れとるんじゃい、お前さん」

「エンジンぶっ壊こわすくらいに出力上げて、機体軽くしようとしてるんだよ」

　早口に答えてくるバーンを見下ろし、アギは白髪しらがを掻かきむしり肩をすくめた。

「採さい掘くつ屋やは上う手まくいったぞい。〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉を連れて例の坑あなに向かっとるよ」

「ん、ありがと。もう一つの方は？」

「抜ぬかりはない。……しかしなんに使うんじゃいな、こんなモン」

　訊きかれ、彼は心こころ衣えの懐ふところからごそごそと数本の瓶びんを取り出し床ゆかに並ならべた。

　種類も銘めい柄がらも様々だが、いずれも酒さか瓶びんである。

「遺伝譜式フオーミユラで複製された人間って、アルコールに触さわると身体からだが溶とけちゃうんだ。ちょっとグロいけどナジロたちに出くわしたらマズいし。…………えっと、どれが？」

「テキーラじゃ。瓶の口が広かったんでの」

「オーケイ。それじゃおっちゃん、タイミングよろしく」

　指さした深ふか緑みどりの瓶の他数本を懐にしまって、バーンは店主の方を振り向いた。彼はもう諦あきらめたという風に肩を落とすと、当てつけがましい嘆たん息そくをこぼす。

「直したばっかでまたぶっ壊されるとは、あしも修理屋冥みよう利りに尽つきるでよ」

　拗すねた口くち振ぶりで言い捨すて、店主は背せ中なかを丸めて戸口へ向かった。それを見送ってから、アギは床に据すえ付けられた固定器具をホイールに噛かませるバーンの背をつつく。

「──のう。お前さん、儂わしも乗っけてくつもりはないかいの」

「…………え？」

　案の定、しかめ面で振ふり向いてくる彼にひらひらと手を振ってみせる。

「段だん取どりでは、お前さん一人でいくはずじゃったが」

「うん、こいつのエンジンはクセあるから他の人じゃ運転できないし……二人で乗っちゃスピードに限界あるよ」

「うむ。……ほいじゃが、儂わし一人なら大した重さにはならんじゃろ」

　小こ柄がらなアギは実際、麦むぎ袋ぶくろより軽い。成人男性なら彼を小こ脇わきに抱かかえて歩けるだろう。

「速度が上がらんようなら、途と中ちゆうで飛び降おりるほどに。それでどうじゃい」

「……………………オーケイ、わかったよ。振り落とされないようにね」

　短くはない沈ちん黙もくの後、バーンは苦笑を浮かべて肩かたを叩たたいてくる。にぃ、と無む邪じや気きに笑い返した時──開け放った戸口から、店主が叫さけぶのが聞こえた。

「ダンナ、来た！　来たでよ！」

「よし！　爺じいさん、掴つかまっててよ!?」

　機体に飛び乗り、バーンがイグニッションを回す。その背に虫のようにへばりつき（荷台も外されていたので）、アギは凄すさまじい回転を始めるホイールを見下ろした。

「ずいぶん喧やかましい音がするのう」

「『アビスパス』が造らせてた、例の大たい砲ほうの予備部品を無理やり突っ込んだんだ。オーガンライト鉄鋼の放熱効率が跳はね上がる代わりに、下手打ったら大爆発する」

「……やっぱり降りていいかいの」

「もう遅おそい────！」

　アギの言葉を吹ふき飛ばし、店の外を激はげしい走行音が駆かけ抜ぬけていく。

「いッ、いまだで!!」

　転げるように戸口を離はなれる店主が叫ぶのと同時、バーンはストッパーを蹴け飛とばした。

　一瞬で解放されたホイールが暴力的な加速を生み、機体は狭せまい戸口を飛び出し炎ほのおすら幻げん視ししそうな速度で通りを駆け抜けて、坑こう内ない鉄てつ道どうのステーションを突っ切りレールの上を走り出した。前方には、たった今通り過ぎていったばかりの装そう甲こう列れつ車しやが見える。

　トランプホイールで列車を追う──とかく非現実的な案だが、それだけにこんな状じよう況きようでは現実的だ。列車と同じ速度で走れば、相対的に速度はゼロになると言える。

「っ──くぅぅぅ！　だ、大丈夫だ！　爺さんっ、追いつけそうだよ!!」

　薄うす青あお色いろの巨きよ大だいな車体が、手を伸のばせば届とどきそうな距きよ離りに接近する。整備用の通路か、突き出した小さなステップと手すりに向かい、アギはバーンの背を蹴って跳ちよう躍やくした。

　風も重力も無視したような動きで列車に乗り移ると、唖あ然ぜんとするバーンを振り返る。

「ほれ、お前さんも早く」

「……竜徒ドラグ＝ジーンって連中はこれだから…………ぅあッ!?」

　なにやら納なつ得とくのいかない顔で彼が呻うめいた瞬しゆん間かん、機体が大きく揺らいだ。

　ホイールの軸じくから火花が散り……エンジンが急きゆう激げきに赤熱していく。

「！　いかん、跳とべッ!!」

　アギが腕うでを伸のばすのと同時、バーンが機体を蹴った。彼の腕を掴つかみ、引っこ抜ぬくように車内へ放り投げる。乗り手を失ったトランプホイールは枕まくら木ぎの一つに引っかかって高々と宙ちゆうへ跳ね上がり──眩まばゆい閃せん光こうと轟ごう音おんを撒まき散らして爆発した。冗じよう談だんでは済すまない巨大な火の玉を見送って、アギは背後でひっくり返っているバーンを振り向く。

「……年寄りに無茶をさせるな。腰こし痛いためたらどうするんじゃい」

「しッ、しししし死ぬかと思った……ッ！　爺さん、いて良かった」

「ぶっしゃっしゃ──と。笑っとる場合じゃないのう」

　青ざめた顔でがくがく震ふるえる彼の向こうへ、アギは鋭するどい視線を送る。先の爆発を聞きつけてきたのだろう、薄暗い通路の奥から、幾いく人にんもの黒服の男が駆けてきた。

「うわ、ヤバッ!?　ににに逃にげ道！　逃げ道ッ!!　探さがして探して探してッ!?」

「落ち着けっちゅうに。……退けんのじゃ、征ゆくよりないわい」

　慌あわただしく飛び起きるバーンへ呟つぶやき、アギは黒服たちの方へふらりと踏ふみだして双そう眸ぼうを細める──血を律し肉を戒いましめ、星を巡めぐる命の脈流へ己おのれを溶とかし、《息吹いぶき》を解き放つ。

【朧おぼろなれ、風かぜ酔すいの峰ほうにして醒せいの楼ろう】

　抑よく揚ようのない囁ささやきが形を成すように、白雲が静かに視界を閉とざした。黒服たちはたたらを踏んで足を止め──その頭上を、バーンの襟えり首くびを掴んだアギが跳び越こえる。低い天てん井じようすれすれに跳躍し音もなく男たちの背後へ降り立って、彼はバーンを放り捨てた。

「あだッ!?……も、もうちょっとソフトに扱あつかってよ、割われたらどうすんのさ」

「嫌いやなら自力で跳ばんかい。…………ほれ、先に行くがいいぞい」

　とんとん、と自分の肩を叩きながら告げてやる。バーンは頷うなずいて通路の奥へ走っていき……きっかり三歩目で踵きびすを返し、戻ってきた。

「……爺さん、こないの？」

「ふむ──厄やつ介かい者ものはこやつらだけとも限らんしの。しばし、この辺で暴れてみるわい」

「……おとりってこと？　だ、大丈夫なんだろうね？」

「ぶっしゃっしゃ、お前さんらのために死んでやる義理も理由も持ち合わせとらんよ。尻に火が回る前には勝手にずらかるからして、恨うらみっこなしでどうじゃい」

　バーンは何も答えない。まだ逡しゆん巡じゆんしている気配があったが──三つ数える前には、無言のまま走り出していた。遠ざかっていく足音を聞きながら、アギは苦笑をこぼす。

（見破られたかいの）

　──逃げるつもりは、毛頭無い。

　呼こ吸きゆうを整え、《息吹》を霧む散さんさせる。唐とう突とつに開けた視界に男たちが戸と惑まどう瞬間、アギは一番手近な相手へ駆け寄り、その腹はらへ小さな拳こぶしを打ち付けた。

「ッげぎゃ…………ァ!?」

　さして力を込めたようにも見えないその一打に、しかし倍以上も上うわ背ぜいのある黒服は苦く悶もんの呻うめきを上げてくずおれる。ぎょっとして振ふり向いた一人が、慌てて警けい棒ぼうを振りかぶった。それなりに筋すじは良いように見えるが……どうにも、肩が固すぎる。

「ほい」

　気のない掛かけ声と共に、アギは懐ふところから取り出した汚い茶ちや碗わんで警棒を受け止めた。愕がく然ぜんと目を剥むく男を、その茶碗で引っぱたいて昏こん倒とうさせる。残った男たちは警けい戒かいに視線を尖とがらせた。バーンを追うことには思い至いたってもいないようである。

【──星に感謝を。この刻とき、この地へ我われを引き合わせし命運、全ぜん霊れい賭として応こたえようぞ】

　誰だれにともなく呟き、膝ひざ下したまである裾すそを払って布帯に挟はさんで、腰こしを落とす。

　掴つかんだ茶碗を無む双そうの銘めい刀とうであるかのように突き出して、アギは目を三日月にした。

「さて、やったろうかいの。……今日のステファニーはひと味違うぞい」



　　　　◆□□◆



　無む秩ちつ序じよなノイズの中から、チェルシーはふと自意識を拾い上げた。

（──爆発────？）

　頼たよりない感覚の中で、周囲の状じよう況きようを把は握あくする──彼女は今やチェルシーであり、罪人竜であり、同時に暴走する列車であった。竜の知覚に認にん識しきが追いつかず、衝しよう撃げきを感じた車両後方にのみ意識を振り向けると、通り過ぎたレールの後方に巨大な爆発が窺うかがえる。

　最後部の通路に、『アビスパス』の黒服と戦う老人の姿が見えた。小こ汚ぎたない茶碗と箸はしで十数人からの男たちを手玉にとっているのは、見覚えのある小こ柄がらな竜徒ドラグ＝ジーン、アギ・チーリィ。ほとんど直感で、そのまま後部車両全体に意識を奔はしらせると──見つかった。二に層そう目の通路を及および腰ごしで駆けるバーン・フラットランドの姿。どうやって乗り込んできたかは分からないが、アーティアを助けに来たに違いない。

（……いいな）

　これほど想おもってくれる相手がいるアーティアが羨うらやましい。いや──自分にもそんな相手はいたはずだ。ただそれに気付くのも、仕切り直すのも、破は綻たんする事すらも遅おそすぎた。

（ルパート）

　その名と共に、詩人の唄うた……心に響ひびく言葉を探し旅へ出た、詩人の物語を思い出す。

　──求めた言葉も見つからず、砂さ漠ばくで泣き崩くずれた詩人は死の間際、一人の青年に会う。彼は詩人が旅へ出る際、哀あい切せつ極まる詩人の慟どう哭こくに心打ち震え、ずっと詩人を捜さがしていたという。だが詩人の声が二度と青年の心に響くことはなかった。詩人の声は涙なみだと共に、とっくに砂漠へ沈しずんでしまっていたから──

　求める物は持っていても、気付くのが遅すぎれば全すべて失う事になる。失った時にはもう手て遅おくれだ。決着をつけることもできはしない。

　だから──アギでもバーンでも、アーティアでもいい。誰だっていい。

（もう、終わらせて…………………………ルパート!!）

　誰でもいいと言いながら、それでもその名を唱となえ。

　チェルシーの自じ我がは、再び罪人竜の意識のノイズへ沈んでいった。



　　　　◆□□◆



　薄青色の鉄板で覆おおわれた通路からは妙みような圧あつ迫ぱく感かんを感じる──自分の内の《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》がざわめく感覚すら覚えながら、バーンはおっかなびっくり走り続けていた。嫌いやなプレッシャーを感じながら小さな階かい段だんを登り切った途と端たん……凄すさまじい突とつ風ぷうに身体からだを持って行かれそうになり、慌あわてて床ゆかに伏せる。最上部のデッキへ辿たどり着いたらしい。

「っと……！……と、さて。こいつは、どうしたもんかな」

　本来は複雑な造りなのだろうが、あちこちに降おりた隔かく壁へきのせいでここまではほぼ一本道だった──前部デッキへ移るには、どこかの隔壁をこじ開けねばならないことになる。

「アレの上を渡わたっていくのは…………さすがに無む謀ぼうだしなぁ」

　中央車両に据すえ付けられた機き械かい砲ほう塔とうの基部はバーンより背せ丈たけが低くなるほど分解されていた。よじ登れば前部デッキまで渡れるかもしれないが……この風と速度の中、フェンスもない基部の上を進んでいくというのはもはやただの自殺でしかない──と。

　その時、金属音を聞いた気がした。

　頭で何か考えるより早く、本能が身体を真横へ投げ出す──次の瞬間、風も吹き飛ばす勢いでそれまで彼が転がっていた位置に火花が散った。ほんの一瞬のことだったが、それでも永えい劫ごうの時を過ごしたような心地ここちで、バーンは丸めていた身体を怖こわ々ごわと起こす。

　持ち上げた視界にまず映うつったのは、上等そうな革かわ靴ぐつだった。

「まったく…………君には驚おどろかされるな」

　黙だまって視線を上げていくと、想像通りの顔がそこにある。肩まで伸ばした髪を風に靡なびかせる、剃刀かみそりを連想させる鋭するどい美び貌ぼうの男──ナジロ・ティンブリッジ。

「あの距きよ離りでこいつから逃のがれるかい……高価なカートリッジが無む駄だになってしまった」

　さして困こまった風もなく笑うナジロから、バーンは目を逸そらす事が出来なかった。視線が釘くぎ付づけになっているのは、スーツの袖そでが破れた彼の右腕──

　まるで煙えん突とつのように長大な、鋼はがねの筒つつと化した右腕だ。

「パントガンを見るのは初めてかい？　こいつは単なる猟りよう銃じゆうだけど、この馬ば鹿かげた火力にすっかり惚ほれ込こんでいてね。専せん用ようの機械肢武装チユーニングアームを造らせたのさ」

「そッ──そんなもん担かついだまま、よくあの狭せまい階段通れたモンだ」

　せめてもの軽口を叩たたきながら、バーンはすり足で後ずさる。

　パントガンとは、赤ん坊ぼうの頭ほどもある銃じゆう口こうから無数の鉄てつ球きゆうをばらまく巨大な銃である。本来は水鳥などを大量に獲とるのに使うのだが……こんな物で撃うたれた日には身体がなくなってしまう。見れば、先ほど火花が散った甲板デツキには大おお穴あなが空いていた。

　重い金属音をたて、銃身が直角に折れる。腕うでならば肘ひじにあたる部分に開いたその隙すき間まへ缶かん詰づめほどもありそうな金きん属ぞく筒とうを押し込み、ナジロは背はい後ごへ顎あごをしゃくった。

「君は知らないのかも知れないが、世の中には垂直昇降機エレベーターというものがある」

　甲板の前方に、金かな網あみの箱がせり出している──無む論ろんエレベーターを知らないわけではないが、列車の中に取りつけるという発想はさすがに悪あく趣しゆ味みという他ほかない。

「後部車両に侵しん入にゆう者しやがあったと報告があってね。デイジーはどこで遊んでるんだか連れん絡らくが取れないし、わざわざ僕ぼくが出向いてあげることになったってわけさ」

「そ……そりゃ大変だ。一度、列車止めてやった方が良いんじゃない？」

「そういう意見は社員から何度も出たし、実際、命令を無視して止めようとした奴やつがいたんだけど…………今、彼は動力室の壁かべの染しみになっているよ」

　何ということもなさそうに答え、ナジロは右腕をさする。鋼こう鉄てつの黒にムラがあるのは精せい錬れんのせいだと思っていたが──よく見れば、それは血が飛び散った跡あとのようにも見える。

「臆おく病びよう者ものというのは度どし難がたいね。オーガンライト鉄鋼の装甲にこの機動力、十数門の集束《息吹》砲を備えたこの軌き道どう兵へい器き──みすみす見逃す手はないだろう？」

「兵器、って……なに悠ゆう長ちようなこと言ってんのさ！　早く止めなきゃ星ごと消し炭だぜ!?」

「ああ……やはり、止めたら力を失ってしまうよね。うん、撃うち殺したのは正解だった」

　唾つばを飛ばすバーンへ穏おだやかに呟つぶやき──ナジロはもう一度、血の跡のついたパントガンを撫なでた。背中が粟あわ立だつような笑みを浮かべ、彼は銃身を元に戻す。

「天涯の紅泥スカーレツトと遺伝譜式フオーミユラに編み上げられたナジロ・ティンブリッジの命は永遠だよ。僕が死んだところで、僕はいくらでもいる。この無む尽じんの命をくださった我が主に報いる好機と思えば……たった一度の死なんて、まったく安いリスクでしかないね」

　低い声で告げるのと同時、ナジロがわずかに身体を揺ゆらした。理性よりも危き機き感かんに突つき動かされ身体を投げ出す──獅し子し吼くのような銃声が背中を掠かすめていった。

「ッ……本当にデタラメだな！　このカートリッジは高価なんだと言ったろう!?」

　甲板を転げるバーンに舌打ちし、彼は煙けむりを上げるパントガンから金属筒を排はい出しゆつする。

「僕も暇ひまではないんだ！　脚あし一本で済すませるから、大人しくしたまえ！」

「そッ……そ、そんな物ぶつ騒そうな大砲ぶらさげて言えたセリフかよッ!?」

　新たなカートリッジを装そう填てんするナジロに喚わめき返して、こっそり周囲を窺うかがう。

　列車は街の南側を走っていた。予定の位置とはほぼ対面になってしまうが……

（…………うあー、もう！　くそ！　やるしかないじゃんか、くそ、もうッ！）

『働き蜂オブレラ』に出くわした時はこの後部デッキへおびき出す予定だったが、ここで策さくを使えばデイジー相手に切る札が残らない。事が済むまで出くわさないよう祈いのるしかない。

　突風に流されそうになる身体を踏ふん張り、バーンは懐ふところから小さなラムの瓶びんを取り出した。

「悪いけど……暇じゃないのは、お互たがい様さッ！」

　コルクを歯で引っこ抜き、瓶を投げつける。それが何なのか悟さとったのだろう、ナジロは装だん填そうを終えた右腕で瓶を払はらいのけた。砕くだけたガラスと酒の飛ひ沫まつが風に流れて──その向こうから、間かん髪はつ入れずに放られたウイスキーのボトルが現れる。

　端たん整せいな顔が強こわばった。右腕に引きずられ避さけることもできないボトルを、彼は左手で払いのける。瓶が砕け、中身が剥むき出しの左手へ降ふりかかり────それだけだった。

「…………あれ？」

　反はん射しや的てきに顔を背そむけていたバーンは、間の抜むけた声を上げ振ふり返る。ナジロがおもむろにこちらへ左手を突き出すと……その手首から先ががくん、と外れて垂たれ下がる。

　金属アームで持ち上がった手首の下に、小さな火が揺れている。火炎放射器バーナー────

「おわあああああッ!?」

　飛び退のいた彼を追いかけ炎ほのおが噴ふき上がる。油でも飛ばしているのか、炎は甲板に落ちて火の海を造った。手首を元の位置に収め、ナジロは嘲ちよう笑しようを浮かべる。

「機械肢施術サイボーグ・チユーンの保ほ護ご皮ひ膜まくは見た目には皮ひ膚ふそのものだけど、こいつは遺伝譜式フオーミユラ操そう作さの産物じゃない。……惜おしかったね、デイジーならどこを庇かばおうと溶とけるだけなんだけど」

「く、くそっ…………!?」

　歯は噛がみしてその場を駆け出す。向かう先はナジロではなく、エレベーター。

　だがそれは予測されていたらしい。ナジロが突き出した右足首が持ち上がり、六本束ねたライフルの銃口が覗のぞく。銃声まできっかり六倍だったかどうかは定かではないが……行く手に飛び散る火花につんのめったバーンに、ナジロは片足立ちのまま微笑ほほえんだ。

「抵てい抗こうは無ぶ粋すいだよ。……僕も、君の事故死を報告したくはないんだけどね」

「オーケイ、オーケイ！　分かったって。もう動かないよ──」

　──もう風上は確保したからね。

　声に出さずに付け加え、バーンは再度懐から取り出した瓶を投げつけた。

　不意を突いたつもりだったその瓶を、しかしナジロは脚で払いのける。そして次の瞬しゆん間かんには、その陰かげに隠かくれていたテキーラの瓶を右腕で振りかぶっていた。

「顔を狙ねらったのは良い判断だが、はッ！　馬ば鹿かの一つ覚──────ッ!?」

　銃身が瓶を打ち砕いた瞬間──飛び散ったのはテキーラではなく、真っ黒な粉ふん塵じんだった。舞まい上がった粉塵は突風に煽あおられ、驚きよう愕がくに目を見開くナジロを包み込む。

「ぐ……！　ッカ、これは…………砂すな？　砂じや利りか？」

　口に入った粉塵──瓶一いつ杯ぱいに詰つめていた砂塵を吐き出し、彼はこちらを睨にらみつけた。

「…………目め潰つぶし、のつもりなら、お粗末すぎるね。どういうつもりだい？」

「少なくとも、そんなケチな了りよう見けんじゃないよ」

　不敵に笑い──そして震える脚と歯の根を全力で抑え──、バーンは肩をすくめた。

「ここの坑こう道どうの砂利は細かいんだ。あんまり細かいからすぐ舞い上がっちゃって、サングリーノヒルの空はいつでも薄うすく曇くもってる。気流があるから街の中にはむしろ留とどまらないんだってさ。そうでもなきゃ列車は動かせないけどね」

「……………………」

「気がついたかい？　嬉うれしいね、こいつはあんたのためだけに準備しといたんだ」

　憎にく々にくしげに視線を尖とがらせ、ナジロは右腕に触ふれる。

　酒で濡ぬれた両腕に、砂塵が泥どろとなってこびりついていた──大おお雑ざつ把ぱな機械なら問題にならない程度の泥だが、機械肢ほど精せい密みつな代物には致ち命めい的てきなはずだ。

　泥にまみれて異音を奏かなでる両腕をしばし睨みつけ……ナジロは、おもむろに右肩に手をかける。そして半秒の間を置き、そこから砲身をもぎ取った。

　絶句して後ずさるバーンに構わず、ナジロはばきばきと右腕を引きちぎっていく。ややあって完全に千切れたパントガンを足下に投げ出し、彼はぎしり、と歯を鳴らした。

「──これで満足かい？　悪いが、まだ機械肢武装チユーニングアームをすべて披ひ露ろうしたわけじゃない。スーツに染みをつけてくれたのは拙まずかったね……もう降こう伏ふくは認みとめられないよ」

「さ……最初っから、降伏する気なんかないよ」

　嬲なぶるような余よ裕ゆうの消えた憎ぞう悪おの視線に竦すくむ足を、拳こぶしで叩たたいて叱しつ咤たする。

「逃にげもしない。アーティアに変な薬打ってくれた借りを返してやる────正々堂々、男らしく、がッ……ガチのケンカで勝負しようじゃんか!!」

「……君は……本ッ当に小こ賢ざかしいな、フラットランド────！」

　砂利を噛かんだ左ひだり腕うでが軋きしみ──それ以上に軋んだ笑みに美び貌ぼうを歪ゆがめ、ナジロは反応どころか認にん識しきもできないほどの速度で、彼のみぞおちに拳を突つき刺さした。





　火傷やけどの痛いたみに震える指で、ルパートは右手の包帯を解いていく。

　ライフルは生き物だ。完全に癖くせを知り尽くした愛あい銃じゆうでも、その日の機き嫌げん次し第だいで調子が変わることはままある。操ボ作ル桿トの動作、ストックの感覚、引き金の呼こ吸きゆう……直じかに触ふれれなければ、そういった銃の鼓こ動どうを感じることは出来ない。

（列車は……？）

　ビアクルシス骨こつ棟とう区く、サングリーノヒルの中央で天を睨む竜ドラゴンの亡なき骸がらの頭上に彼は座すわり込こんでいた。ここからなら街の全ぜん域いきを見み渡わたせる。東側の壁へき面めん沿ぞいに、澄すんだ薄うす青あお色いろに輝かがやく装そう甲こう機竜の姿を見つけ、コートのポケットから取り出した小さな望遠鏡スコープを覗き込んだ。

　捜さがしていた姿はすぐに見つかった──バーンが後部甲板デツキを転げ回っている。その彼を、ナジロが凄すさまじい勢いで蹴けり回していた。右腕は、なぜか千切れている。

（ガキが、挑ちよう発はつしたな────あれじゃ殺される）

　スコープを仕し舞まい、傍かたわらのトランクからボルトアクション・ライフルを取り上げる。

　ライフルにスコープは必要ない。そこに吹く風の言葉を聞き逃のがさなければ、標的と銃口を繋つなぐ道も、弾だん丸がんが踊る軌き道どうも、引き金を引く瞬間までも把は握あくできる。引き金の調子を試しながら、ルパートはふと、その猛もう禽きんの瞳めを細めた。

　銃の鼓動は聞こえている。風の言葉も聞こえている。だというのに──

（娘むすめの声だけが、聞こえていなかった）

　否いな。聞こえないと思い込んでいただけだ。そうして逃げまどっているうちに、彼女をここまで追い詰めてしまった─────

（──────駄だ目めだ。集中しろ）

　頭を振って思考を停止させる。

　ここからナジロたちを狙えないこともないが……不規則に路線を乗り換かえる機竜の動きは予測できない。下手をすればバーンの頭を吹き飛ばす可能性もある──と、その時。

　遠くで爆ばく音おんが響ひびいた。北の壁面から盛せい大だいな土つち煙けむりと火の粉が噴ふき上がる。その奥おく、封ふう鎖さされた坑こう道どうから〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉と採さい掘くつ屋やの男たちが走り出てきた。そして最後に、一回り大きな体を煤すすまみれにしたブロック・キャリバーが飛び出してくる。

「──行くぞ、保安官シエリフ！　しくじったらその腹はらかっさばけッ!!」

　拡かく声せい器きも使わず届とどく大だい音おん声りように苦笑してから、ルパートはライフルを持ち上げた。

　機竜は東側の壁面を回り込み、ブロックたちの真下を通りかかろうとしている。タイミングとしては絶好に近い。

「しくじらんさ…………これ以上、しくじれやしない」

　──誰だれも望まない結末を迎むかえようとしている。

　それでも、他ほかに辿たどり着ける場所はない。終しゆう劇げきの幕まくを引くように綺き麗れいな決着をつけるにはなにもかもがあまりに手て遅おくれだ。ならば──せめて、全て自分が持っていく。

　傷きずの痛いたみも今は感じない。急速に鮮せん鋭えいになっていく視界の中、ルパートは地面に伏ふせたブロック・キャリバーを跳とび越こえた何かが、街へ降こう下かしていくのを見留めていた。

　レールや竜骨を俊しゆん敏びんに跳び回るその巨きよ影えいは、害がい獣じゆう、火打ち狒々フリントバブーン。





「な………………!?」

　ナジロが上方を振ふり仰あおいだのは、ちょうどバーンがデッキに蹴り倒たおされた時だった。

　殴なぐられすぎてぼやけた視界に、口から火花をこぼして空中レールを疾しつ駆くする狒ひ々ひの姿が見える。先日の群れの規き模ぼから、一いつ匹ぴきくらい掘り残しがいると踏ふんでいたが……さすがは騒そう動どうの張本人、セテンサたちは上手く掘ほり当ててくれたようだ。

　併へい走そうする獣けものの鼻面に、不意に火花が散る。よろめきレールを踏み外した獣は、壁面に飛びつき岩いわ棚だなを走り始めた。だが今度はその頭上で蒸じよう気き管かんが破は裂れつし、驚きよう愕がくと怒ど号ごうの入り交じった啼なき声を上げて眼下のレールへ飛び降おりる。狒々は足を止めて火傷した顔を掻かきむしろうとする。だが足下で立て続けにレールが弾はじけ、疾走を余よ儀ぎなくされる……

「誘ゆう導どう、されて…………っ!?　くそ、ルパート・ヘルフェンツか!!」

「へ──へへ……やったぜ、“〝風貫きルパートルパート・ザ・ダツジストーム”〟…………あんた、本物だ……」

　血の味のする唇くちびるを引きつらせて、バーンはふらふらと立ち上がる。またもレールを飛び移る狒々を睨にらんでいたナジロは、こちらを振り返り、軋んだ笑顔を浮かべた。

「正々堂々……男らしく喧けん嘩かするはずじゃなかったかな？」

「嘘うそに決まってるだろ。僕、ケンカ弱いんだ」

　残った気力と胆たん力りよくを絞しぼり出す心地ここちで、舌を出す。

「辺境の常識だぜ。騙だまされる奴やつが悪いのさ」

「────捨て身の賭かけ、かい……生き延びる成算があるとでも？」

「……あ、あはは…………ま、まあ逃にげ足勝負なら、僕にも勝ち目があるからね」

　奇き妙みように上ずった声で呻うめくナジロの怒気に気絶しかけながら、バーンは泣き笑いの表情ですぐ隣となりのレールを疾走する獣を見やる。もう幾いく度ど目めかも分からないルパートの射しや撃げきを避けて跳ちよう躍やくし、フリントバブーンは列車後部デッキへ……彼らのすぐ間近へ降り立った。

　叩たたき起こされた挙あげ句くに散々ライフルで脅おどされた憤ふん怒ぬの捌はけ口を求めるように、フリントバブーンは、二人に向かって威い嚇かくの火花を散らす。

「ぎゃあああああぁぁぁッ!!」

「愚おろかにも程があるぞ、君という男は!!」

　泣きながら逃げ出すバーンと背後へ跳躍するナジロへ、フリントバブーンはその逞たくましい両腕を振り下ろす。間かん一いつ髪ぱつ、二人を捉とらえそこなった豪ごう腕わんが激はげしく甲板デツキを揺らした。

「く──害がい獣ちゆう風ふ情ぜいがッ！」

　跳び退すさりながら空中で身体を捻ひねり、ナジロが左脚を突き出す。足首から先がスプリングで跳はね上がり、並へい列れつした射出溝スリツトからスパイクが飛び出した。炸さく薬やくで射しや出しゆつされた鉄てつ芯しんは害獣を鎧よろう骨格を穿うがち貫つらぬくが、怒いかり狂くるった狒々は意に介した様子もない。

　爛らん々らんと輝かがやくその血ち眼まなこにすくみ上がり、バーンは涙なみだ目めでナジロへ叫さけびかける。

「怖こわい怖い怖い怖い怖すぎるって、ちょっと！　早くなんとかしろよッ!?」

「言っておくが、パントガンが無事だったらあんな猿さる、僕の敵じゃなかったんだ！」

「ここまでおっかないと思わなかったんだよッ！────ぁ痛!?」

　非ひ難なんがましげなナジロへ言い返した瞬間、足の裏うらに鋭するどい痛みが弾けた。

　慌あわてて足を退どけると……甲板デツキから、刃やいばが生えている。長さは指先ほど、獣の牙きばじみた金属らしからぬカーブを描えがいている。靴くつ底ぞこは、ざっくりと切り裂さかれていた。

　愕然とする彼の隣で、ナジロは恍こう惚こつとその刃を見つめている。

「オーガンライト鉄てつ鋼こう…………生体同調の応用、か!?　ははッ！　素す晴ばらしい……!!」

「げ、芸達者なんだね、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》ってのは……」

　使い物にならなくなった靴と哀かなしい思いで決別し、バーンは視線を上げた。

　あちこちから薄青色の鋼こう牙がが伸び上がり、さざ波めいて揺れている。牙はフリントバブーンにも突き刺さっているが、獣は怒りの咆ほう吼こうと共に身を捩よじり、強引に鋼はがねの拘こう束そくを振り払った。血ち煙けむりの渦うずを纏まとい、フリントバブーンはこちらに向かって身体を投げる。

「うわ来た！　来た来た来た来た来たぜオイ、来たってッ!!」

「うるさいね。君も少しは、この素晴らしい機能に感ど…………、？」

　逃げ出すバーンにわずかに遅れ、ナジロも飛び退のこうとする、が。

　がくん、と唐とう突とつに身体が傾かたむき、彼はその場に膝ひざをついた。

　慌てて足下を見る。左脚──ダーツ・ガンを仕し込こんだ脚が顎あごのように交差したオーガンライト鉄てつ鋼こうの牙に貫かれていた。痛つう覚かくのない機械肢だから気付けなかったのか。

「く、くそ……よりによって────ッ!?」

　ナジロの眼前に怪かい物ぶつが迫せまる。蠢うごめく刃を跳び越こえ、獣は空中でその鋭えい利りな爪つめを振ふりかぶった。機械肢施術サイボーグ・チユーンを受けていても、頭を砕かれて生きていられる道理はない。

　豪腕が振り下ろされ、鮮せん血けつが散る。

「ぁ……………………っ」

　──風に流れる血花を見上げて。

　ナジロは、横から飛び出して彼を突つき倒たおしたバーンの苦く悶もんの声を聞いていた。

　駆け込んだ勢いのまま空中で一回転し、深々と切り裂かれた肩からデッキに叩きつけられる。そこでようやく、縮ちぢみ上がっていた肺はいが悲鳴を上げさせてくれた。

「あ……ぐ、あぁああぁ!!　あ、がッ……う、ぐッぎぃいい！　ああぁあッ!!」

　のたうち回るバーンを見つめて、ナジロがぽかんと口を開ける。獲え物ものを仕留め損なった害獣は歯を打ち鳴らして、憤ふん激げきの火花を散らしていた。

「！　く…………ッ!!」

　今度こそ確実に殴り殺そうというのか、後ろ肢あしで立ち上がり両腕を振り上げるフリントバブーンに向かい、ナジロは倒れたままスーツの胸むな元もとを引きちぎる。

　色気すら漂ただよう引き締しまった胸板がばくん、と跳ね上がり二本の鉄てつ芯しんが撃うち出された。細いワイヤーを曳ひくスパイクが剥むき出しの腹ふく部ぶに突き刺さり、瞬間、熱した鉄板に油を垂たらすような甲かん高だかい音が弾け腹部が爆ばく裂れつした──電流を流したのだ。

　ガラスの粉を絞るような悲鳴を上げ、害獣は背後に跳躍する。跳び上がった巨影を追いかけ、ナジロの口が大きく開き──シュパッ、という独特の音と火の粉を散らし、何かを吐はき出した。横よこ殴なぐりの暴風の中、吐き出された何かは一瞬で宙ちゆうを駆け抜けフリントバブーンに突き刺さり、その巨体を包み込むほどの大爆発を巻き起こす。

　暴力的なまでの閃せん光こうに目を瞑つぶり──しばしして、バーンは恐る恐る目を開けた。

　甲板デツキに、狒々の巨体は見あたらない。断だん末まつ魔まごと灼やき尽つくされたか、列車から振ふり落とされたのか……どちらにせよ、まず命はあるまいが。

「…………やれやれ。虎とらの子の小型高速噴進弾マイクロミサイルまで使うハメになるとはね」

　白はく煙えんをこぼして呟つぶやき、ナジロがゆっくり立ち上がる。彼は血まみれのバーンを無言で見下ろして──右脚の六連装ライフルを解放し、横たわる彼へ無造作に撃うち放った。

「っア──っが、ああ…………!?」

「なにを企たくらんで僕を助けたか知らないけど、安い友情でも芽生えると思ったかい？」

　狙ねらいもつけず放たれた銃じゆう弾だんは、それでもバーンの脚あしをえぐった。

「不ふ愉ゆ快かいだね。我わが主には申し訳わけないが……やっぱり、ここで事故死してもらおうか」

　右脚が屈くつ伸しんし、弾丸を装そう填てんする冷れい徹てつな音が響ひびく。デッキに落ちて転がっていく六発分の薬やつ莢きようをなんとなく見送ってから、バーンは、ぐったりと呟いた。

「……あ……あんたは…………ずいぶん、簡かん単たんに撃つんだね……」

　訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せるナジロを見上げ、彼は、掠かすれた声で笑った。

「さっきあんた………………死にたくない、って思ったろ？」

「────」

「そりゃそうだ……命がいっぱいある気持ちなんかわかんないけど、生きてるに越したこたない。そうやって怯おびえられるのに…………あんたは、簡単に人を撃てるんだな」

「……そうやって諭さとした気になるために、わざわざ大おお怪け我がして僕を庇かばったのかい？」

「いや全然────あんたには、立っててもらわないと困るんだ」

　苦笑して告げたその言葉を、ナジロは恐おそらく、聞いていなかっただろう。彼はちょうど…………空中に張り出した給水パイプに顔面を強打されていたところなので。

「っが、ぶぱッ!?」

　奇妙に湿しめった悲鳴と飛び散る鼻血を風に流し、ナジロは凄すさまじい勢いでデッキに後頭部を叩たたきつける。へし折れた給水パイプが涼すずしげに水を撒まきながら吹っ飛んでいった。

　撃たれた脚をかばい立ち上がって、バーンはのたうち回るナジロを見下ろす。

「……この街の路線はしょっちゅう、パイプや他のレールと交差してるからね。……もう半秒早く顔上げられてたらアウトだったかな」

「ぷぁ──ッんな、な…………っ君はゾの為ため、にッ……怪我を負っテまで、策さくの無いフりを……!?　ボくをッ──僕を、ダますたメだけに、ぞコまで……っ!?」

「化かし合いで負けっ放しは看かん板ばんに関かかわるのさ。……ロトリオンの借りは返したよ」

　苦労して唇くちびるを歪ゆがめるバーンを愕ばく然ぜんと見つめ、ナジロはくぐもった悲鳴を上げた。

「────ギ──君は、なンナんだっ……!?　報告書、デは……ごッ、腰こしぬゲの、オ、臆おく病びようモノだと……なン………………ナんで、君ハ…………こゴまでぇ……っ!?」

「……野や暮ぼ言わないでくれよ。そんなの────、っ──決まってるじゃんか」

　遠のきかけた意識を渾こん身しんの力で繋つなぎ止め、ふらふらと右手を持ち上げ。

「多分、今夜も晴れるからね」

「………………は、…………!?」

「星は綺き麗れいに見たいってことだよ────────っ!!」

　言い終わると同時、バーンは、彼の鼻面に握にぎり慣れない拳げん骨こつを突き刺した。

　鼻血のアーチを描えがいてぶっ倒たおれたナジロが気絶した事を確かく認にんして息をつき、脚を引きずって歩き出す。前方、甲板デツキの一部に埋うめ込こまれていたスイッチを踏むと、騒そう々ぞうしい稼か働どう音おんと共に沈しずんでいたエレベーターがせり上がってきた。

　倒れ込むように乗り込んで操そう作さ盤ばんを叩く頃ころには、意識はかなり朦もう朧ろうとしていた。

　あちこちの怪我もいちいち重じゆう傷しようだが──なにより《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》。列車に乗り込んだ時から感じていたざわつきは、ともすれば意識ごと持って行かれそうなほどに強まっている。チェルシーの《息吹いぶき》がこの列車を掌しよう握あくしつつあるのか……

　エレベーターはいつの間にか停止していた。感覚の希き薄はくな身体をなんとか動かし、狭せまく暗い、無人の通路を歩いていき──やがて、鉄の扉とびらにぶつかる。

　扉の向こうは通路に比べれば幾いく分ぶん開けた部屋だった。壁かべの一画が物々しい駆動音を響かせる機械に覆おおわれている。赤々とした光は動どう力りよく炉ろの明かりか。

　ふと見れば、反対側の壁にべったりと赤黒い何かがこびりついている──ナジロが撃ち殺したという『アビスパス』の社員だろうか。短く念仏を唱え、動力炉へ歩み寄る。そして「警告ＣＡＵＴＩＯＮ」の印がついた物から順にいじっていき──金かな網あみで覆われた二つのレバーを捻ひねった時、がぼんッ、と重い音が響く。ボイラーの蓋ふたが開いたのか列車が急激に速度を落とし始めた。停てい止し装そう置ちを引き当てたらしい。

（ッよし…………あとは）

　減速の反動で壁まで転がっていったバーンは、その壁をひっかくように立ち上がり、入ってきたのとは反対側の扉から動力室を出て行く。中央に動力を据すえる双方向駆動バイラテラル・ランの列車は大たい抵てい、前後が対たい称しよう構こう造ぞうになっている。ここから前部デッキへ行ける公算は大きい。

　アーティアは無事だろうか──今は、手て遅おくれでないことを祈るしかない。



　　　　◆□□◆



　ぎちぃいッ

　湿った音を立て、アーティアの鉤かぎ爪づめは巨大な手の平に突き刺さり、止められる。

「あはッ！　いッ…………たあぁぁ────────い！」

　愕然とする彼女へ笑み返し、デイジーが盾たてのようにかざした手の平の奥から甲高い嬌きよう声せいを上げた。その直後には、硬直した身体へ拳が叩き込まれている。

　悲鳴も上げられず浮うき上がった身体は、すぐさま振り下ろされたもう一対の腕にたたき落とされる。巨大な両手を組んだ即そく席せきの棍こん棒ぼうに、背せ骨ぼねが軋きしむ音が確かに聞こえた。

　血混じりの唾だ液えきを吐き捨て身体を起こし──持ち上げた顔を横よこ薙なぎに殴りつけられる。野の良ら犬いぬでも打ち据すえるような無造作な一いち撃げきに、身体ごと甲板デツキの端はしまで吹き飛ばされた。

「あら、大だい丈じよう夫ぶ？　女の子は顔を大事にしなくちゃ」

「……黙だまれ……」

「そればっかり。……本当に彼のこと好きなのねぇ。デイジー感動」

　緩かん慢まんに立ち上がる彼女を見つめ、デイジーは悪意と嘲あざけりに濡ぬれた媚び笑しようを浮かべた。

「《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の宿主とそれを消し去る『棺フエレトロ』。悲ひ恋れんよねぇ、いいお話」

「…………黙れ。私は……違ちがッ、」

「アーティアちゃん、どうするのかしら。せめて立りつ派ぱに道具の役目を果たすの？　それとも……星ごと巻まき込んで、恋したつもりのバーンと心中する？」

「違────」

　叫さけび踏ふみ出そうとした瞬しゆん間かん──デッキから伸び上がったオーガンライト鉄鋼の牙きばが彼女の脚を捕とらえた。突き刺すのではなく足首に巻き付き、彼女をその場に拘こう束そくしている。

　その場に倒たおれ伏ふす彼女を見下ろし、デイジーは二対の肩かたをすくめた。

「可哀かわい想そうなアーティアちゃん。哀あわれんであげる。だから、もう殺されて頂ちよう戴だい？」

　言葉も、出ない。

「悲しむことないわ。死んじゃえば悩なやまないですむし、私は我が主に褒ほめて貰もらえるの。自分の役割を果たせず苦しむくらいなら、もう楽になっちゃった方がいいでしょう？」

「………………………………そう……かも、知れんな……」

　のろのろと上体を起こし、アーティアは張り詰つめていた緊きん張ちようを解く。

　疲つかれた────疲れ切っていた。

「私は……《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を封ふうじなければならない。それが私の使命だ、果たさない理由などない。だが……それがチェルシーやあの馬ば鹿か弟子を殺すということならば、そんなこと、したくないと思う。…………私は、おかしくなってしまったのか……？」

　途と方ほうに暮くれて呟つぶやく彼女を睥へい睨げいし、デイジーはぞろりと唇を舐なめた。

「んんっ──いい具合ねぇ。他に言い残すこと、なにかある？」

「…………そうだな」

　刃を噛かみ、手て袋ぶくろから腕うでを引き抜く。その手で首元に触れ、慣れない金属の感かん触しよくを探さぐる。

「──私が『棺フエレトロ』なのかは分からない。そうであろうとなかろうと、星ほし守もりの使命も《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》のことも、責任を投げ出すつもりはない。だが…………それでも」

　声を震ふるわせ、甲板デツキについた手を握にぎった、その時。

　がぼんッ──何か硬かたい物が破は裂れつする音が響ひびき、列車に急きゆう激げきな制動がかかる。

　見えない槌つちで殴られるような反動に、身体が突き飛ばされた──瞬間、左脚を拘束する牙が一いつ層そう強く彼女を掴つかまえる。締しめ付けるのではない、もっと必死で、懸けん命めいな力。

（……チェルシー……？）

　根こん拠きよもなく連想する。根拠もなく、確信できた。

　反動に足を取られたデイジーの身体が、勢いよくこちらへ飛び込んでくる。驚きよう愕がくに歪ゆがむ彼女の顔へ──最後の体力を注ぎ込み、アーティアは痛つう烈れつな頭ず突つきを見み舞まった。

　鼻が折れる音と無言の悲鳴が頭の中を貫つらぬいていく。失神したらしく、完全に白目を剥むいた彼女に押し潰つぶされながら、アーティアは乾かわいた嘆たん息そくをこぼした。

　何か状じよう況きようが動いたのだろう──列車に充じゆう溢いつしていた《息吹》の脈動が弱まり始めていた。脚を掴まえていた牙も、デッキ中に突き出していた刃も力ちから尽つきたように解けていく。

　背せ中なか越ごしに、甲板デツキに振動を感じた。

　機械の駆く動どう音おん──何かが重々しい音を立ててデッキへ上がってくる。敵の加勢ならもうどうしようもないが……焦しよう燥そうはない。あるのは胸を締め付ける冷たい痛つう苦くだけだ。

　──星守る茜せん鱗りんの一いつ片ぺんとして、自分は罪人竜の再さい臨りんを見過ごすわけにはいかない。

　──それでも。

【もう少し、もう少しだけ………………このままでいては、いけませんか────】

　穏おだやかになり始めた風は、その言葉を誰だれへ届とどけるのだろうか。

　遠くに、自分の名を呼よぶ声がする。必死なくせにどこか間の抜ぬけた、この列車に乗っているはずはない者の声。だから、これは恐おそらく幻げん聴ちようだ。

　目を閉とじ、彼女は静かに耳を傾かたむける。

　幻聴だとしても……その声はいま、一番に聞きたい声だったから。







    

  
    
      　列車の停てい止し装そう置ちが働いたのはすぐに分かった。中央車両からは緊きん急きゆう解かい放ほうされたボイラーの蒸じよう気きが流れだし、ロックされたホイールが凄すさまじい音と火花を撒まき散らす。しばらくの後──ビアクルシス骨こつ棟とう区く下か層そう、竜ドラゴンの脚に近い鉄橋の上で、列車は停止した。

　獣けものの顎あごの形に捻ねじれた装そう甲こうを改めて見上げ、ルパート・ヘルフェンツは装甲の亀き裂れつから列車へ乗り込む。狭せまい通路を進み、階かい段だんを登って──前部デッキへたどり着く。

　オーガンライト鉄鋼の青に輝かがやく甲板デツキの後方、砲ほう塔とうの基部の傍そばに傷きずだらけのバーンとアーティアの姿を見つけて、ルパートはゆっくりとそちらへ歩いていく。途と中ちゆう、気絶しているらしいデイジー・ドリトルが倒たおれ伏ふしていたが、異形の腕うでは元の細腕へ戻っていた。

　足音に気付き、しゃがみこんでアーティアを支えていたバーンが振り向いてくる。

「！　ルパート……！」

「上う手まくやれたようだな」

　見る影かげもなく顔中を腫はれ上がらせたバーンに呟つぶやき、その奥へ視し線せんを向ける。

　チェルシーはそこにいた。不ぶ恰かつ好こうな鉄てつ塊かいに、磔たつ刑けいのような恰好で捕とらわれている。腰こしから下は完全に機械へ埋まい没ぼつしていて、両腕も既すでに見えていない。

　力なく座すわり込んでいるアーティアが、小さく肩を震ふるわせた。

「上手く、やれてなど……いない……私が、上手くやれていない…………ッ!!」

　傷だらけの腕でチェルシーに触ふれ、彼女はひび割われた声で叫さけぶ。

「抑おさえられないッ……《息吹いぶき》が、鎮しずめられないんだ…………！　私、は──」

「──ここまで喰くい荒あらされたら、たとえ《息吹》を鎮めても自じ我がは回復せんよ」

　不意に、頭上から枯かれた声が降ふってきた。いつ現れたのか、あるいは最初からそこにいたのか──砲塔の残ざん骸がいの上に竜徒ドラグ＝ジーンの老人、アギ・チーリィが座っている。

「深く同調していた列車が停止したことで、《息吹》は休きゆう眠みんしとる。……今ならまだ罪人竜を封じたまま、人として送ってやることができるだろうの」

「ッ老師……しかし、老師────なにか、それでもなにかッ！」

「……ふむ。命の脈流を刺し激げきすることで、自我を縒より紡つむぐことはできるがの。だがそれは一時のことに過ぎん。再び《息吹》に喰らわれる苦痛に晒さらすつもりか？」

　縋すがるように振り仰あおぐアーティアへ、平静に答えて、アギはちろりとこちらを見た。

「済すまんの。あんたには酷こくな話だわな」

「あんたが気にすることはない」

　そう──自分以外の誰も、何も気にすることはない。

「一時なら……意識を取り戻もどせるのか」

「三百、鼓こ動どうするより短い間だがの」

　髭ひげを揺ゆらさず頷うなずいて、アギは難むずかしい顔で腕を組んだ。

「いいんかい、自我を侵しん食しよくされる苦痛は半はん端ぱではないんだぞい」

「ああ。…………もう苦しませない」

　呟くと、アギは分かっていたと言いたげに頭を振った。バーンも、その顔を悲ひ愴そうに歪ゆがめている。彼に支えられたアーティアだけが疑ぎ問もんの表情を浮うかべていた。

　アギは手早く指印を切りチェルシーの首くび筋すじに触れる。途と端たん、彼女は一度、大きく顔を跳はね上げて──再度、今度はゆっくりと顔を持ち上げ、こちらを見る。

「！　チェル────」

「アーティア！…………だめだよ」

　そちらへ腕を伸ばしかけたアーティアを、バーンが後ろから引き留めた。彼女は憤ふん然ぜんと怒ど鳴なり返そうとし──察してくれたのか、ぐっと口を引き結ぶ。

　二人へ小さく目礼を送ってから、ルパートはチェルシーの前に立った。

「……聞こえているか」

「──ん」

　チェルシーは微かすかに首を揺らして、仮面のような無表情のまま口を開いた。

「ルパー、ト────わたし、話──話をしたい。あんたと、話をしたいんだ──」

「…………そうだな」

　話をしよう。長年かけて広げた空白は埋うめられないが、チェルシーと話を。

　そう、思った。

「俺おれは誰かみたいに口は上手くない……うまいことは言えないが、嘘うそはつかない」

「──うん──」

「お前を愛してる。……俺の娘むすめだ、愛していないわけがない」

　彼女は、ほんの少しだけ口の端はしを持ち上げた。笑っているのか、怒おこっているのか、泣いているのか。暗く朱しゆに染そまった瞳ひとみに感情は映うつらない。

「わたしも──好きだ、ずっと────好きだった。大好きだったんだ、ずっと──」

　そこに親愛以上の意味が込められている事は明白だった。だから、黙だまって頷き返す。

　たった数秒──これだけの会話を交わすことが出来なかったために自分たちは馬ば鹿かなすれ違いを続け、こんな結末に行き着いてしまった。

　だがこれ以上、疵きずは負わせない。それが最後に許されたせめてもの矜きよう持じだ。

　ゆっくりと息をついて──拳銃ピストルを抜き、チェルシーの額に向ける。

「っ、ルパート…………っ!?」

「……これだけは、お前たちに押しつけるわけにはいかないからな」

　愕がく然ぜんと叫さけぶアーティアへ、背せ中なか越ごしに告げる。

「お前たちは気にするな。その代わり忘わすれるな。……これも、開拓辺境フロンテイアの姿すがただ」

　悲ひ痛つうに顔を歪ゆがめるアーティアの肩かたを押さえて、バーンは声を震ふるわせた。

「ごめん…………僕、あんたになんの恩も返せなかった」

「……そう思うなら、その娘を大事にしてやれ。俺たちの轍てつを踏ふむことはない」

　馬鹿な男だ──恩なら、釣つりが出るほど返して貰もらった。彼が引き合わせようとしてくれたおかげで、こうして数秒の間だけでも、自分たちは話が出来たのだから。

　撃げき鉄てつを上げる。

　バーンはアーティアを抱だきしめ、自身は目を伏せていた。アギは胡座あぐらをかいたまま空を見上げている。チェルシーの瞳に映った自分は…………いつも通りの、渋じゆう面めんだ。

「──そういえば、さ────」

　ふと、彼女が思い出したように口を開く。

「わたしの、眼め──朱あかい、だろ────《息吹》の──せいなんだ、ってさ──」

「ああ」

「元ハ々ナは──きれいな、金、だったんだ──母さんと、同じ────」

「ああ」

「ちゃんと──気付いてた、か────？」

「ああ」

「──────────まぬけ野郎トンテイーリヨ」

　楽しげに告げ、チェルシーはかすかな、しかし綺き麗れいな笑顔を浮かべた。





　銃じゆうを撃うち、弾たまが当たれば、人は死ぬ。



　そういうことに、なっている。



    

  
    
      
　エピローグ　...and Hard Re-raided






　西一番ゲートが開放されたのは陽ひが沈しずむ前の事だった。

〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉の働きがあってこそではあるが、被ひ害がい自体が軽かったことも理由の一つではある。特に鉄道が無事だったことは住民たちを大いに安あん堵どさせた。

　あちこちに破は壊かい跡あとが刻きざまれたサングリーノヒルの街まち並なみと、騒さわがしく復興作業を進める人々を眼下に眺ながめるアーティアに──バーンが、夕ゆう暮ぐれの空を見上げて呟つぶやいた。

「ルパート……やっぱり、街を発たったみたいだ。駅ワ馬ゴ車ンですれ違ちがったって人がいたよ」

　転落防止柵さくにもたれたまま、無言で頷うなずく。そうだろうなとは思っていた。

　チェルシーの亡なき骸がらを埋まい葬そうした時、ルパートはひと言も口をきかなかった。

　彼は祈いのりも哀あい悼とうの言葉も無く墓標の前に立ち尽つくし……やがて、無言のまま踵きびすを返した。どこへ行くとも、どこかへ行くのかも告げず去っていく彼の背中が途と轍てつもなく強く、最初にこの回かい廊ろうで会った時と何ら変わらない姿だったのを覚えている。

「……チェルシーは………………私を恨うらんでいるかな」

「っ、アーティア」

「いや、わかっている。……わかっている」

　すべて終わった話だ。自責で蒸むし返すのは彼女の命への冒ぼう涜とくでしかない。

「成功と奇き跡せきだけではない。それ以上の失敗と災さい厄やくが満ちた──ここが開拓辺境フロンテイアだということくらい、わかっている。…………わかっていると、思っていたんだ」

　街を見下ろし呟く彼女の肩へ、バーンがそっと触ふれようとする。だが、結局泣き出しそうに顔を歪め、手を引っ込めた。それが気配で知れて、思わず苦笑がこぼれる。

　いま触れられたら……きっと、折れていた。

「──未み熟じゆくな師し匠しようで、すまんな」

「僕の師匠だからね。……そのっくらいでちょうどいいさ。そうだろ？」

　傷きずだらけの身体からだでおどけるバーン自身、辛つらくないはずはない──顔色はこちらと同じかそれ以上に悪い。それでもその笑みは、完かん璧ぺきに、いつも通りの軽けい薄はくを装よそおっていた。

（……………………私も、強くならなくちゃいけないな）

　──だから、すべてを話さなくてはならない。

『棺フエレトロ』の話を……自分が、彼を殺す事になるかも知れないという話を。それを聞き、バーンがどうするかは分からない。怒おこるのか、笑うのか、怯おびえるのか、嫌きらうのか。正直なところ、それを知るのが恐おそろしいとすら思う。

　だが話さなければならない。恐れていてはどこにも届とどかない。

　チェルシーが、それを教えてくれた。

「？　アーティア、どうかした？」

「…………ん。私は……、私は、お前に言っておかなければならないこと、が──？」

　押おし黙だまったこちらの顔を覗のぞき込こむバーンに答えかけた時──通りの向こうからひょこひょこと近づいてくる人ひと影かげに気付き、アーティアは言葉を止める。

　ぼろぼろの衣い装しようを纏まとったその老人は、放ほう浪ろうの星ほし守もり、アギ・チーリィ。

「……あ、爺じいさん。爺さんも列車待ち？」

「というわけではないんだがのう。…………大だい丈じよう夫ぶか？」

　そちらを振り向くバーンにへらりと笑ってから、彼は二人を見比べる。怪け我がのことかそれ以外のことなのかは分からなかったが……アーティアは、無言ではっきりと頷いた。

　アギは撫なでている髭ひげが揺れない程度の吐と息いきをこぼすと、彼は奇き妙みように陽気な笑顔を浮かべる。そして、その笑みにそぐわない厳おごそかな声こわ音ねで淡たん々たんと訊きいてきた。

【話すのか】

「…………その、つもりです」

　無意識に襟えり巻まきに手を触ふれながら、アーティアは小さく答える。

　その茜あかね色いろを、懐なつかしいもののように見つめてから、アギは変わらない声音で続けた。

【────提案に来た。我われはノルグの里へ向かおうと考えている】

「……っ!?」

【ウーフィーグリッドに会い、問い糾ただす。お前が奴やつの意図と思おも惑わくに生み出された存そん在ざいであるのかどうか──必ずや真実を得てお前に伝えると、星と始祖なる竜に誓ちかおう】

「えっと……あの、なに話してるの？　ちょっとただならない空気なんだけど……」

　笑顔のままのアギと、深しん刻こくに顔を強こわばらせているアーティアを不思議そうに眺め、バーンは首を傾かしげる。それに答えてやる余よ裕ゆうはどちらにもなかったが。

【それまで無理に話す必要はないかも知れん。すべてが我の思い過ごしであったなら、互たがいに要らぬ不信を生むだけだ────どうだ？】

「………………感謝の、言葉もありません──」

　引っかかりながら答えを押し出し、深々と頭を下げる。

「お願いできるのなら助かります。母様によろしくお伝え下さい。…………しかし、」

「やはり話す、か。……やれやれ」

　こちらの答えを先回りし、アギは人間の言葉で呟つぶやいて溜ため息をついた。がりがりと白髪しらがを掻かきむしると呆あきれかえった顔で、しかしその表情に相応ふさわしい苦笑をこぼす。

「なら、せいぜい祈らせてもらうわい。クソガキ二人に星の祝福があらんことを」

「はぁ？　なんなんだよ、いった──────」

　舌を突き出し指印を切るアギを、バーンがしかめ面で振り向き──



　──そのまま、ゆっくりと地面へ倒たおれていった。



　視界を、彼の身体が通り過ぎていく。

　突とつ然ぜんの事に、思考が追いつかない。アギが地面に倒れたバーンへ駆かけ寄るのを──アーティアは空転する意識の中で呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

「おい、フラットランドっ!?」

「ぁ──────ッギ、あ…………ッああぁああぁぁあぁあ!?」

　苦く悶もんの絶ぜつ叫きようを響ひびかせ……アギを弾はじき飛ばし、バーンの身体から紅ぐ蓮れんの焔ほのおが迸ほとばしる。

　疑うたがう余地もない──それは《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》の焔。

（暴走だ）

　頭は混こん乱らんしきっていた。あるいは逆に、ひどく冷静だった。

　なぜ──なぜ《息吹いぶき》が暴走している────否いな、理由などどうでもいい。

　ふらふらと崩れ落ちるように膝ひざを突つき、焔ごと、彼の身体を抱だき上げる。覗き込んだバーンの碧へき眼がんは深く暗い朱しゆに染そまっていた。

「なにしとる、早く《息吹》を鎮しずめんか！　お前さんにしかできんことじゃい!!」

「──ッ！」

　鋭するどいアギの叱しつ咤たに、混こん濁だくしていた思考がようやく噛かみ合った。

　慌あわててバーンの内に巡めぐる命の流れ、《息吹》の脈動を探さぐり当てる。轟ごう然ぜんと渦うずを巻まく灼しやく熱ねつの奔ほん流りゆうに意識が辿たどり着いた瞬しゆん間かん──彼女は眼めを見開き、弾はじかれるように跳とび退すさった。

「!?　なんじゃい、どうした!!」

　緊きん迫ぱくした面持ちで振り向いてくるアギへ、アーティアは弱々しく首を振る。

「────できない」

「お…………!?」

「できないんです……！　私、はッ………………なぜっ、できない……できないッ!!」

　悲鳴じみた声で絶叫し、アーティアは自分の両手を見下ろした。

　今度こそ、彼を殺してしまうかも知れない。

　頭をちらつくその可能性が彼女を怯おびえさせていた。意識は恐きよう慌こうともいえるほど乱みだれきっている。《息吹》を鎮めるどころではない──まるで、それどころではない！

　頬ほおを、熱い何かが伝う。

　その熱を拭ぬぐいもせず、彼女は苦悶の呻うめきを上げる彼の傍そばへ戻っていった。

「死ぬなっ、だめだ……死ぬなよ…………死ぬな、死ぬな────！」

　譫うわ言ごとのように同じ言葉を繰くり返す彼女の腕うでの中で、バーンの《息吹》の脈動は更さらに高まっていく。やがて、身体から噴ふき上がる焔が一ひと際きわ高らかに唸うなりを上げた瞬間──

「────失しつ敬けい」

　不意に、横合いから伸のびてきた手がバーンの胸むねを押さえた。

　白しろ手て袋ぶくろに包まれた指が焔をかき分け胸に触れた途と端たん、バーンは激はげしく痙けい攣れんした。反はん射しや的てきにそれを抑おさえ込こもうとするが、その頃ころには、彼は動きを停止していた。

　猛たけり狂くるう焔はかき消え、自じ我がを押し潰つぶしそうだった《息吹》の脈動も収しゆう縮しゆくしていく……ゆっくり閉とじられていく彼の瞳ですら、少しずつ澄すんだ青を取り戻しつつあった。

　暴走が、鎮まっていく──

「間に合いましたね。なにより重ちよう畳じようです」

　彼女の背後で呟いて、白手袋をした何者かは腕を引いた。半ば無意識にその腕を目で追い──アーティアは、そこで凍こおり付く。



    

  
    
      　男が一人立っていた。きっちりと撫なでつけた黒くろ髪かみと、一分の隙すきもなく着こなしたバトラースーツ。細身の身体は芯しんを通したようにぴしりと伸のびている。年ねん齢れいの分かりづらい顔に人当たりの良い微び笑しようを湛たたえて、背せ中なかには、なぜか室内用の巨きよ大だいなチェスト。

　執しつ事じという文字からそのまま生み出されたようなその風体には、見覚えがあった。

「フラットランド様はご健在です。間かん一いつ髪ぱつでしたね、お嬢じよう様さま」

「キャロりんとお呼びなさいと何度も言っているでしょう」

　エンターゲートの方から、鈴すずを鳴らすような、喧やかましい声が聞こえる。

　瓦が礫れきの合間をちょこまかと早足に歩いてくるのは、恐ろしく凝こった縫ほう製せいのドレスに身を包み、金糸のような髪を二つに結ゆった少女だった。歳としは十に届とどくかどうかといった頃だろうが、やけに堂に入った憮ぶ然ぜん顔がおは可か憐れんな容よう姿しに見合わない貫かん禄ろくを漂ただよわせている。

　傲ごう然ぜんと胸を反らす少女を見上げ、アーティアは呆ぼう然ぜんと記き憶おくにある名を呟つぶやいた。

「キャロライン……キャロライン・リム・アビスパ…………？」

『アビスパス』の元総そう帥すい──シム・リム・アビスパ・ジュニアの娘むすめである。アーティアやバーンとは、友好とは言えないまでも関係のある少女だ。

　キャロラインは鼻を鳴らし、口元を獰どう猛もうな微笑に歪ゆがめてみせた。

「んふッ。お久しぶりですわ、竜徒ドラグ＝ジーンアーティア。カピロサの街ではお世話になりましたわね。……最後まで小こ癪しやくな手でわたくしを謀はかってくださってこの、」

「その男は誰だれだ」

　長くなりそうな言葉を途と中ちゆうで遮さえぎり、アーティアは彼女ではなく隣となりの男を睨にらみつける。はっきりと顔を引きつらせながらも、キャロラインは罵ば声せいを呑のみ込んで答えてきた。

「忘わすれたはずはないと思いますけれど？」

「ウーノ・フェレトロのはずがない」

　即そく座ざに切り返し、二人の目から隠すようにバーンを抱きしめる。

　男はウーノ・フェレトロ──バーンから《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を奪うばった男と寸すん分ぶん違たがわない姿だった。だが彼は魔ま剣けんに自らを明け渡わたし怪かい物ぶつになり果てた。ここにいるはずはない。

　もう一度鼻を鳴らし、キャロラインは面めん倒どう臭くさそうに腕を組む。

「『働き蜂オブレラ』の連中にはお会いになりまして？　あの下品な連中の正体を知っているなら驚くことではありませんわ。そうでしょう？」

「────ウーノ・フェレトロを……複製したのか」

「トレスと申します。三番目の『棺』トレス・フエレトロ。お見知りおきを」

　唸うなるアーティアへ微笑ほほえみかけ、男──トレスが優ゆう雅がに腰こしを折る。敵意と警けい戒かいに銀ぎん瞳どうを尖とがらせたまま、アーティアは低く喉のどを震わせた。

「なぜ、貴き様さまが《息吹》を鎮しずめられる」

「申し訳わけございません、企き業ぎよう秘ひ密みつでして。ただ、オーガンライト鉄てつ鋼こうの──」

「トレス、あなたはさっさと『働き蜂オブレラ』どもを回収なさい。……確か〈抗竜党必死開拓団グラムフエンサーズ〉の連中が来ていましたわね、連中を探さがし出して協力させて構いませんわ」

「承知しました、キャロライン様」

「だからキャロりんとお呼びなさいと」

　折り目正しく一礼し、トレスはチェストを背負ったまま軽い足取りで去っていく。その背を不ふ機き嫌げんな半眼で見送ってから、キャロラインは改めてこちらを向いた。

「さて、本題に入りましょう。……バーン・フラットランドをこちらに寄よ越こしなさいな」

「……承しよう諾だくするとでも、」

「思いませんわよ。あーもう、面倒臭いですわねこのトンチキ竜ドラゴン娘！」

　答えかけたアーティアの言葉を、今度はキャロラインが断ち切った。だすだすと地じ団だん駄だを踏み、ブロンドを掻かきむしって指を突きつけてくる。

「そのコンパクトな脳のうみそを少しはお使いなさいな！　さっきトレスがいなかったらどうなっていたか、竜徒ドラグ＝ジーンのあなたがわからないとでもおっしゃるおつもり!?」

「────────ッ!!」

　意識の急所を突かれて、アーティアは言葉を失った。

　押し黙った彼女を見下ろし、キャロラインが鼻を鳴らす。

「中央都市の研けん究きゆう施し設せつなら《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を抑えておけます。その代わりフラットランドには検査と実験に協力してもらう──それが『アビスパス』の出す条件ですわ」

「………………………………お前たちなら」

　膝ひざの上に抱かかえたバーンを強く抱だきしめ、アーティアは震える声を絞しぼり出した。

「お前たちなら…………こいつを、助けられるのか」

「お祖じ父い様の用意した『餌えさ』ですもの。……カピロサでフラットランドの《息吹》を複製させたのは、暴走しやすくなることまで期待の内だったらしいですけれど」

　得意がるでもなく言い捨すてて、キャロラインは憮然として腕を組む。

　黙だまっていられたのは数秒だけだった。

「──────わかった」

【いいのか】

　それまでただ黙っていてくれたアギが、真しん剣けんな面持ちで訊きいてくる。竜の言語が分からず顔をしかめるキャロラインを見やってから、彼女は力なく首しゆ肯こうした。

　もう……自分では、《罪人竜の息吹ヴアーミリオン》を鎮められない。

　打ちひしがれる彼女を哀あわれに思ったわけでもなかろうが、キャロラインは鼻を鳴らして踵きびすを返した。小さな背せ中なか越ごしに、淡たん々たんと言葉を投げて寄越す。

「安心なさい、お祖父様はあなたの同行も望まれましたわ。二人とも、すぐに殺されたりはしませんわよ。…………だからそのシケた面をなんとかなさい、鬱うつ陶とうしい」

「…………」

「街の外に列車を待機させています。日にち没ぼつまでには出発いたしますわよ」

「ぶっしゃっしゃ、お優やさしいのうお嬢じようちゃん。気き遣づかいついでに、その列車に儂わしの席も都合してもらえると助かるんだが、どうじゃいな？」

「……誰ですの、この汚きたないジジイは」

　それこそ誰にともなく訊たずねて呻うめくキャロラインとアギの言葉を他ひ人と事ごとのように聞きながら、アーティアは眠ねむったように動かないバーンの身体を抱え直し、顔を上げる。

　空を染そめる夕ゆう陽ひの茜あかね。

　その色が、なぜかひどく遠くに感じられた。



    

  
    
      

　hidden track





　白はく峰ほうノルグの雪は深い。

　吐き出す言葉すら凍いてつき砕くだけそうな吹雪ふぶきに閉とざされた雪原に、竜ドラゴンの巨きよ体たいが横たわっている。蒼そう銀ぎん色いろの鱗うろこに水すい晶しようの角を持つ、雪ゆき竜りゆうノルガンディア。

【では、彼が動いたと？】

【はい。天涯の紅泥スカーレツトによる、竜なき生命であると見て間ま違ちがいないかと】

　彼女の言葉に答えるのは、その長い首の下に立つ老ろう齢れいの男。茜色の薄うす布ぬののみを纏まとい、靴くつすら履はいていないその足は、しかし積もった雪に沈しずみもしていなかった。

　綺き麗れいに剃そり上げた頭を上げ、彼は赤しやく銅どう色いろの身体をわずかに揺ゆらす。

【計画を妨ぼう害がいする意図が窺うかがえる。我われ々われも、動かざるを得ますまい】

【子こ供どもの言うことでしょう。確かなの？】

【奴やつは子供ですが愚おろかではありませぬ。ノルガンディア、貴女あなたもご存ぞんじのはず】

【わかっている。……それでも確かく認にんはしておくべきでしょう】

　粉雪混じりの溜ため息をこぼし、ノルガンディアは灰はい色いろの空へ大たい儀ぎそうに首を伸のばした。

【事は私たちだけじゃない──この星に生きるすべての命に関かかわるのだから】

【………………そうですな】

　一いつ拍ぱく以上の間を置いて頷うなずくと、男は巌いわおのように変わらない表情の下で嘆たん息そくする。

　彼女、雪竜ノルガンディアがこれほど娘むすめへの愛情に縛しばられるとは思いも寄らなかった。十数年をかけたこの計画の、それが最も大きな誤ご算さんであったかも知れない。

　だが、それでも──今度ばかりは彼女も自分を止められはしないだろう。

　彼女は竜ドラゴン。この白峰の守護者、星の命を守る竜であるのだから。

【ならば、懲ちよう罰ばつ窟くつを開きましょう。この場で貴女自身が聞かれるとよろしい。禁を犯し、我々の『棺フエレトロ』に接せつ触しよくした星ほし守もり…………ミロ・デルッカの話を】

　憂ゆう鬱うつを纏まとう彼女の返事を待たず、白峰ノルグの星ほし守もりを率いる男──ウーフィーグリッド・アロガンネッラは踵きびすを返し、吹雪の中へ消えていった。

【終】
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◆＃０　イントロ　「存在の耐えられないサルサ」

　ある夏の終わりのこと。

　仕事を進めようとパソコンを開いたら、記憶にないフォルダが目につくのですよ。



『松ぼっくり（食べられる）』



　……ふーん。……いや食べられないって。……いやそういうことでもないって（錯乱）。

　身に覚えのないメモとかにはもう慣れっこですが、久々に清すが々すがしいくらい意味分かりませんでした。ここに何を保存するつもりだったんでしょう、坂照鉄平（仮名）。



　ちなみに松ぼっくりはよく炙あぶってからサルサソースでいただくと、なんか直腸に穏やかならざる影響をおよぼすらしいので要注意です。元気ですかＴ先輩。

◆＃１　「オープニング」

　いやいきなり松ぼっくりで１ページ費やしてる場合ではなく。

　今回ばっかりは真ま面じ目めに進行しなくてはなりますまい。お伝えしなくちゃならないことがにょろにょろあるのですー。

　ではまず、以下からお好きなコースをお選びください。



・「おのれ曲者か、名を名乗れ！」初めましての方コース

・「ッ!?　お前は、坂──ええ、ばん…………名を名乗れ！」お久しぶりの方コース

・「貴様に名を知る価値なし！　ただ死ぬのみ！」ノット池いけ田だ秀しゆう一いちコース



　どのコースからでもウォー・アイ・ニー！　今日もまんまと坂照鉄平です。汗し涙し、やっとこ「Ｌ３」をお贈りいたします。

　ええと……それで、ですが…………その。

　──申ォォし訳ありゃッせんしたあああああァァァァ────ッ（土下座）!?

　まさかここまでお待たせするハメになろうとは……前巻からまさかの十ヶ月ブランクですよ！　キリストさん家ちのお父さんなら五十回ばかり天地創造できる時間ですよ!?　なに言ってんだか自分でも分かってませんが！

　……と、流石さすがにふざけた調子は収めますです。

　諸もろ々もろの事情で、本巻は大きく発売が遅れてしまいました。お待ちいただいていた皆様には御迷惑をおかけしてしまい大変申し訳ありません。

　願わくば、もう少しだけ本シリーズにお付き合いくださいますことを（ぺこり）。





◆＃25　『「Ｌ３」』　　take3

　さてさて。

「Ｌ３」は前二冊から大きく変わった箇所があるのですが、お気づきでしょうか？　一巻と二巻の間でも文庫の装丁が変わってるんですが、それよりもっと分かりやすい変化です……って白々しいですね。そうですね。

　はい。御覧の通りイラストが変わりました。これまでを描いてきてくださった水みず城き葵あおいさんに続き、本書から水みず谷たに悠ゆ珠ずさんへバトンタッチです。

　イラストレーターさんが変わると聞いた時はなんてこったいとでんぐり返って駄々をこねたものですが、ラフを頂いた瞬間懸念はぶっ飛びました。その日の夜には友達のバイト先へ自慢に行っていたほどです。しまった、作者は成長してない。

　水城さん、今までありがとうございました。坂照の中で「Ｌ」が形を得たのは水城さんのおかげです。……泣いてなんかないんだからねッ!?

　水谷さん、これからよろしくお願いします。ご多忙の中、シリーズの折り返し地点からというタフな仕事を拾っていただき感謝は尽きません！

　さらにさらに。

　本書の原稿を進めている間に担当さんも四人目の方に変わりました。Ｋさん、これからよろしくお願いします……って変わったのはもうしばらく前なんですよね（汗）。

　二人のイラストレーターさんと四人の編集さんを巻き込み進むランドクラッシャーもとい「Ｌ」。被害のデカさは誰にも負けねぇ！

　……あとはもう、作者も変えようって言われる前に逃げ切るばかりです（怯）。





◆＃16　「『今回あとがきは──え？　じ、十六枚余っ……？』」　ver.A

　と、そんな感じにいろいろ書くべきことがあったので、今回のあとがきはあんまりふざけてる隙すきがないのが残念無念。

　本来は付録の専用シートにキャラクターデータを組んでから、サイコロ片手に選択肢を選びつつ巻末を目指す世界初のマルチエンディングあとがきＲＰＧを予定していたのですが、「本気なら止めないよ」といい笑顔で言われたのでやめました。人が止めてくれなきゃどうやって止まれと言うんですかまったく。

　代案としてトピックを＃（シーン）割りにしてみました。映研の日陰でだらだら活動してる撮影サークルのカチンコみたいになってますが、なんか逆に相応ふさわしく見えてきます。ブログ上で公開している欠番も含めてシーン順に繋つなぎ直すと本文を補完するスピンオフあとがきサイドストーリーが完成するという企画もありましたが、そもそも欠番シーンとかないのでこちらも断念。ていうかブログ持ってません。

　……さて。なんか意外なほどふざける隙が余っているのですが……おや。カンペが──





◆※カンペ　「『もたせて！　1200'00』」

▽ＷＡＲＮＩＮＧ！△

　銃器、あるいはＢ級映画が好きな方以外は、なんかムカつくかも知れないトピックです。

　興味ない方は鼻で笑って次のトピックまで進んであげてくださいませ。



　……千二ひゃ……二十分……？　えーと、はい。ところで。

　既に本書をお読みいただいた方は、悪役・Ｎが使う銃を見て「こいつ、まさか……」とお思いになったかも知れません。きっと、その予想は当たっています。

　ええ『トレマーズ４』ですとも。

　……よし、男子集合ッ！　バカ話しようぜ（うきうき）!!

『フロム・ダスク・ティル・ドーン』の股間ガトリングを挙げるまでもなく、バカ銃器はＢ級映画の醍だい醐ご味みですが、中でも『トレマーズ４』の「パントガン」は輝いてます。実際に使われていた銃らしいのですが、もうなんで銃の形してるんだかよく分かりません。

　要はショットガンの親玉なんですが、デカさはほぼ電信柱。大仏様とかに持たせればちょうど良さげなサイズですが、あくまで「銃」です。マイケル・グロス扮ふんするヘタレ紳士ガンマー氏が必死に弾を込め、あるんだかないんだか分からない引き金を引くと、ドカンとカッチョいい爆音と共に地底怪獣が粉こな微み塵じん！

　いやもう、なに一つ笑うシーンじゃないのに爆笑が止まりません。アレ見て血がたぎらない男の子はいませんよ!?　「馬ば鹿かデカい」「馬鹿強い」「馬鹿馬鹿しい」の三拍子揃そろった最強のおバカ兵器です。人類はまだまだいけます。

　本書のＮ氏の武器はその素す敵てきガンをモデルにしました。ブリーチローダーでメタルカートという有り得ない仕様に変更されているので、たぶんよく似てるだけの変態銃です。変態志向の御方なんです、きっと。いや、作者がパントガンって言いたかっただけなんですが。ごめんねＮ氏。

　やあ、楽しいトピックだった（大満足）。





◆＃２／＃９９９　「エンディング」

　といったところで紙面も尽きてきました。

　真面目に進行するという宣誓はどこへやら、また毒にも薬にもならないあとがきになり果ててます。理由は皆目見当がつきません。せめて最後は真面目にいくですよ。

　水城葵さんへ、水谷悠珠さんへ、編集Ｋさんへ、本書の出版に尽力してくださった全すべての方々へ。お礼を言わなくてはならない方は、松ぼっくりで失ったページが惜しいほど大勢いらっしゃいますが……

　なにより、本書を手に取ってくださった「あなた」へ。本当にありがとうございます。

　願わくば────いえ。

　是ぜ非ひとも！

　また、次巻の巻末でお会いできますようにッ!!



See you soon at "L4"...

...the "L"ast episode!!





二〇〇九年　五月　　　　　　　坂照　鉄平



    

  
    
      Ｌ３

詐欺師フラットランドのおそらくは華麗なる伝説



坂ばん照じよう鉄てつ平ぺい
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